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オ リ ン ピ ア ク に 主 張 す る

松 i宰 鶴

11' 1"立 オ リンピック人・千? に 水泳 選 手 法 e Ｑￏ ｾ＠ Jt にしてイ(1+ょに主1)消 しにその 円すで に 断 り切

っ ｦ こ彼等ｾオリンピック説法場に練押させに辿れて 行 つ ｦ こ ｯ ｾｦ￬ め て刷るスタヂア ム の ｷ 肢

のｾｊＺんさに先づ 心 舎がはれ ＿ こ。 その 後機千＿を作ってイ Ｈ Ｑ 休 ｪｬｩ ･Ｎ 、 ｬ の遊覧飛 行 ＧｴＺ 試み硯駐を告に

移してl眺め? こライヒス ・スポー ト・フェル ト全躍の向日世 の 美 しさに Iヰぴ強 〈ll さ激させら れ

に。此等の印象と大子? の1恨んさとは45にお，¥121口1).;:(;r が- *京ili に決定さ れてからは一層侠等

には魅する 肢に強く 作 JIJ して、 スポ ーツマンの負け嫌ひも千wっ て、 我 々の子で東 京犬 ザ?

を此よりももっ E立 派 に や り 度い、 や る可き fごと /1三ば感傷 的 な気持で踊っ て米? こ。

そ し て愈々この事にか〉って 見 ると事 Ｑ ＾ＺＱ ｾ に大きな現貨の困難にぶつかれ 幻 滅 に駕 〈度

に段々と考へさせられて米? こ。東京 )(-(01としては口らつニる べ き所がある事を ).:11り、徒ら に

イ(1休の率三金追って: 11ヲや槻肢のみでオ リンピック入;千? をメジユアすべきでな い事は有ごみ込め

て ｾ､ こ が 、 それなりにオ リ ンピックボ京 ｊ ｒ 致の成功含めれねま でに 喜んで呉 れに日本人 で

あり乍ら 、オリ ンピックの悩ip'[をi余りにも ): 11 らな過ぎる司iーが埼念でJI，t らなくなって米 fこ。

ナ ポレオンに敗れに Ｑｾ［ ｨ 畠がヤ ー ンを Ａ 日仁 ￬ ＭＺ とする躍可運動に肖年の身誼と ｴ ｃ ｾｦ ｬｬｩｬ ｬＯ ｾ 復興 し て

干宇[' J i l 戦争に勝って以外4明治はみ;世にスポ ーツの) ) をアプリシエ イトし て居る。附洲人:li 主に

失 敗 し Tこ燭迎は1
4
子ぴ此の駄に忠ひを? 致 して肘るのであら うo I波産に頻するとぷはれて人iJ る

財政相の内から Ｑ ， Ｇ， ｊ 数千 ｬｬＦ 馬 Ｓ Ｑ を｟，ｺ ｗ し て凶民のスポ ー ツ限立を＿築 事卜 げ 、 Ｏｊ ｉｉｉ ｊ｜ｾ の ｌ ｴ ｨ 月 ｾｉｉ

に ＱＱ 子びかげで立派にオリンピックを迎へ＿こ弧巡のスポ ー ツに到するよ ＧｬＡｪｦ� Ｈ の ｩｾｾ さを 、 此以で

は fこ，; 1こ< s . しく}，ι って) ，1ｾ Ｎる。純スポ ーツ 識からぷへば 、イ Ｈ Ｑ 休オリンピア ー ドは 、 あまり

にも明治の附策力主催 られ過ぎて肘ると j ド難もされて )/i る椋であるが、徒らにロス アンセe ル

スではど うＮ， ｾ Ｎ つに 、イ ＨＱ 材、ではかうであっ ｦ こと Ｉ Ｑ ヲの跡ばかり智正 ｩ って ｉＢｸ ｪ 策も方針も ￭ Ｂ ｊ もな い

オ リンピックダ Ilf Jいにとて i' リーにもならな い と巧へるよL になっ1=。同と してスポ ーツ や、 オ

リ ンピック ｪｊｪｌ 民営如 ￭Ｂｪ にアプ リ シエｻ ト するかがはっきりして米れは 門 ら ｍ も ｭ Ｎｦｾも定ま

ってｾ＼Ｚる 、 とかうＩＩ へ むしろボる べ きオリンピックに引 ｪ 託する ｴｫ 心をし ｔ こ ｯ .，こ Y 我 々 ス ポ

ーツ ｉ ｾｾ ｊ 係、 ｋ のｦＡＡｬ ｊ か らぷはせて ｪＧｉ ふと 、 ｊｬ ｴ 頃のＭｉｬ＼Ｚ �ｫｬ では府米に備へて ￺ｩｊ Ａ， Ｈ の終備や 似ｾ II!: 精111/1/

主虫jJi '}J L  Ｑ に一向文が ｷ ，Ｚ ［ ｜Ｂ な翼手 ｕ Ｎｈ･ 九ミして人りるのに 、 ｩ ｬ ｦ｜ｾ［［ｈ こノジ く とも ＲＰ ＭＺ ドはどうしでもか〉る 人

ｉｩ ｜ｊ の 問 題をとり 卜ー げないのは不 ｪ ι 議で ＨＱＺ 方がない 。開 汀合興しスポ ー ツを奨 ｬ ｩｩ 幼 して 、 ｾ ｉ Ｇ ｴＺ ｩ 反

な身 ｍｾ と ｩ￯ 史に勝つ中 ，Ａｩ ， ｛ｩ ｬｪ ｬ を刊り Ｑ ＮＮ けＧな ｴ てはならぬのに 、 ど うし てか う も Ｑ Ｑ｜ 税 制心 なのか ｅ タ ｅ

ひ度くなる 。 か うし ?二時機にオ リンピックが東京ヘ ボゃ うと」ミコ、のであ る。と うして此 を
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もっと利 )IJ して Ｉ Ｇｩｾ 、 人法に呼びかけ髄汀やスポーツに到する熱を煽らないであらうか。こ

オ リンピックはＱ ， Ｎ ｬｭＺＺ 令は我ブ ｊ で ｽι ひ ｾ ｾＧＨては Ｓ くいつでも 川 似るが 、れが縫合、で， J:/1，まらぬ口

1940年 に東京に指名され?こ以 u正延ばす' J r も川? j (i-' 近 い府米の !ai 十年 il ¥J は恐らく II j: ぴ '::( *111

ＡＺｾｩ へ ＿ｪ Ｈる Ｉｉｾ ｩ ［ 需は責任 い であらう口か〉る ｊ［［ｾ 味で ｉＢ ｉＨ ｉｊ ぐ はもっとオ リ ンピックのｽｪ ￮Ｚ ｾρ じっく句 会 ｲ［

X I  2  



へ匹して ＱＲ ひ 度 い ｯｩｵｴ 波宮ｾ， ｩ Ｎ立訂はそ れからでも ￬ＡＺｉ｜ は責任いとさへ考へる 。

?こ Y 誌に時局のJ J ( 大性はf! 正面見し得る J: ]' ; でな い。 我 々 ス ポ ーツマンも/ } J 、文部が一 円も' / <  

反省して官交を汁阻めて央れる事を新るものである。我々は故後の瞬間まで、:j( に米るべき

もののｾ止初にして放も必要なものとしてオリンピック間 ｦ ＯｩＨの希望を来てす ・ にその ｊｉｊ 立を忘

れではならないものTごと忠ふ。 オ リンピック立ji 炭は JIヨではな 〈て精需11
1
なのであるから 、い

ざとなればオ リ ンピ‘ ｙ ク令長パイエ ・ ラ ト ウルイ Ｈ Ｑ 日守が折紙つり＿こ肢に現イ Ｑ Ｚ の 明治 ｉｬｩｬｬＧ ・ ［ｾｉＮＥｾ Ｍｴｴ

場その院でも 11'，米 o X 我 々 に は そ の5山古が川米て如何 。

?こ Y 我 々 は 現 代 の 日 本 人 に と っ て オ リンピックi : ' .収京で比 られると 云ふ34は正に千，1主

j品 と稿しでもよし、1，/: なチャンス1 . :
0

- * 京入ょ千? に到しでは什は外凶人の?m筑: の牧容能力や施

設を? 心配 し ?こり、 クト容J有ゴ安全以て '1'( 仰のヲミ1' ; 11であるかの掠な左右4であるが これは説りで、

我々はこの千 t尚一it iのチャンスに我々日本人を 一人 でも多 〈1仰せ しめてその心を荷ひ立? こ

しめなげればな らぬ Ｍ ｾ ｊｔ が抗 ー と， ｬｕ 、 ふ。この ＱＱ には 川＿Ａ ＼Ｚ作るＡ日 ｯ 多 〈 の ｊＴｕ Ｎ市 営日本人に興へ

る事を考へなくてはならや、i作し得る限り此のおの i jl ¥備を しなげればならぬと思」ふ、。

かう; 又£つ f七こ2考}汚5へ で我々 nイ本記7水k ト. 競 j段交l肺櫛! 叩I但lではオ リンピツクフプ0_ ;ルレに1主釘E討J する幾つかの J有l' 望

をを? 持つてF Eるo 勿 諭 我ノ々守カがzマ"目，-心a心心乙心、してぺ伝五底献kしT仁こ現イι!正:の削|り川j打j f台:川州1市伊刷川i自州州11小l'ド下仇汗j仇1

i出応出、過1術)町R王環芸j泊!向3以1バぷ!b5J」: のプラン トi : ' 附し、 ご1:慌 り の 1・l二立1むされである似設のノドノk久 的 スタンドを

本 式 の も の に す れ ば、収 率 ) J 2寓入 bこ近い広11氏なオリンピック競技場 となるであら う。 そ

して共催でも 少くも伎が比 t: 限り では 、今までのどのオ リンピック水泳競波拐に比しでも

劣らないｾ［ｩＵＺ々にるスタヂアムである Ｇ ｊｔＭも断 Ｑ ｩ 川＿Ａ＼Ｚる、りれども前越せる桜に凶 ｬｾ のなる べ

〈 多数に は せて感激を ｾＭＡｎ へ しむる ＱＱ には向 多 〈 の ｗ ｊＮＧ ｲ ， Ｇを 必 要と し、 Ｑ その後の我凶の Ｗｫ 1得

競技界の進歩はプールｾｾ物の改造営さへ要求してｽ， ｉ ｾ Ｎるのである。 しかし目下の欣態では競

技場準備の方面のＺｮｾは全〈跨 ￯ ｩ ￭Ｍ } [ ) ，態になって} ，りるので、従 っ て プ ールの計霊も (I'J 等 の 決 定

を凡て居ない o ("H'!. は514持よく決定して正l:i 反なゲームの行はれる事は口じて疑はないが、

それ までは我々 の以なる ＱＱＧ 笠として述べるより ｌｴ ＺＺＱ［カマＡＡｾ ぃ 。

オリンピック ・ プ ー ルは公似り競泳他とヲ ｉ ｾ 込池を 別 例にする必要がある。場介 に依 つて

は7k J;K川 のフ ィー ノレドを??iI備する肢になるかも V:I Iれないoibt 泳 池 は オ リンピックの胤定で

長 さ は 50 m と定められであるが、 IIJ は恐らく 20m 1.!I: まで出，iil め られる事になるであら う。

ＲＵｭ の巾では院すぎ て ｪｴｴ 反得午 Ｐ Ｎ Ｑ Ｍ Ｎ の不 ｦ 更をナ少なからすサ必すＧる口 ｾｉｾ 込池は少 〈も ＲＰｭ 平方は

入 川 である口此匂［のプ ー ル に附属してどうしても汗水 鉱山 、 ｬ Ａｍ 市環 ￙ｉｾＢ 品泊ぷのＮ Ｇ ｴＧ設備を作

らなりればならぬ。そのーu こ競技判 定 、水 の 放 11: め、 その他 の 2財戒をも組み込もうと思っ

てイ ｾｦ 究 ＧＱＧ である。

ｾｴｾＺｦ の Ｗ ・ ＮＭ )1，..を1j .1心に ス タンドががE らされる lfJj: であるが、引 に j主.0' してJ i ' l かなりればな

らぬのは 、競反の。l' l j l{ 卜J t ! . 易いm; は プ { ルの. k'liil lのドトHJ!i Jの 4であって短迭に沿っ Iこmは ，JL:

Tごしくは刻lいから 、 こんな別に幾ら j庁; を射やしても f1:方 tJ ［ＱＡＡｾ＠ ｾ、とｾへる。我々の 要求する
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のはプ ール の ｬ 三遊 に 添っ ｔ こ ｫ イ ｩ のスタンド に ＯｉＧ ，Ｍｳｪ ｾ得る限り多くの ｭｊ･ 持つにスタヂアム金

作り 度い t ぷふのである。ょを イ Ｑ Ｇ ＱＱ 本 のシユヰ ム ・ スタヂオンに就て よよ れば 、 ［ ＱＱ ［ 初 のぷ ｾ ｉ ι Ｎ￬

ｩＧｬ Ｔ Ｚ 短訟の ［ 万は ｊＡ｜ｾ 脱してあっ て 、 一方は Ｑ Ｑｾ 込貯金［泣り ー Ｉｪ は ｵｮ Ｗｫ ￬ 度 ｩ Ａｴ 池か ら［ 芝生に辿 ａ なっ て

Ｉｬ ｩＭ つ＿こ。 し か し大台 ｬｩ｜ ｗｩｾ に なっ＿こ所が ｗ ｊ 市の不足か ら［ｾ沙 ｩ 也 Ｑ Ｍ Ｎ に木 ｩｬ ｉ ＲＺ ぷスタンドを析

し、ｴ終丞には Ｓ見 ｌ える 』凡 ｌ えぬは 川 ｊ題岨外にして Ｗ飛 ｼ段 ｅ 込 ｈ椛 ｆ のム兵 ｅ にま で ｪぶ Ｇ､ 川焔庁市［ の ［比 ｍ 物初 号場ｾｮ 問川 一一 否牧容場丹所 JI  i  

Ｔを ｾｩ 迫 ｴ丘 ｩ 力加加 ＱＱ しf七こ拡依.な イ釘j '椋h肱Eでdあbつ f仁こD λk  もf全1た、3踏畳で 1ｾ疏 Ｑ誌 Ａ［Ｓ ＮＰ ∞ ｏ∞ ｏ 干千 宇 人で現イ ｻｉＺ の ｼ印 リ Ｑ打 ｩｦ 削［刊川川 Ｔ市刷州川 ｩｬ川沖 ＱＱ中 Ｑ Ｑド ＧｴＧ Ｚ ｦ

ないので dあうつ fこ訪力か〉色そのWJ 庁i の不足は? ?;然な 11ーであっ 7こ。

以上 の際にプ ー ルのｫＮイ ｩ の ｪ 庁［を ｉｉＧ ，Ｍｳｪ ｾる ｦ ごり噌 加 するとムーっても 、 プ ー ルのんさは〉とまっ

て Ｉｉｲｾ Ｎ るし 、 プ ー ［ ｴＮＮを ｪ 栄＼Ｎ .tJ /I: ｾ＠ ｉ ごげるとぶつでも口ら ｉｕｾｉｘ があらうし 、 スタンドの戸 ｩ さはーリi

何ｾ築法に依って ｉ 正 Ｚｪ さｩＢ ;J; IJ 映される 34であらうから 、我々としては 5湾人と主似し にし、 が

え闘に於てスタヂアムのマキシユムは定まって給」、 であら う。我々としては この左右のJ庁』

ヵ; 1高づ-，. 2隣人位、 その他のj町会介 して 3詩人 位は碓民に牧谷 し得る スタヂア ムを作 らな

いと、 一般の要求に肱じ切れぬ事になるであ らうと心配して} J 1 る。

か〉るが Ａ ， 院で敷地金均へると ｲｬｊ はかなり大きなものとなる口従って我々は始めから 、 王ｽｾ

干 ＧＱＺ Ｑ り ｊｩ ｦ￬ｱｩｬｬｬＧ Ｚｾ［Ｗｊ ｾ 泳場の ｪ ， ｘ ｊＺ ｩｬｩ は ｉ ｉｊ の思 ｬ ｩ で狭すぎる車合指摘してオ リ ンピック組織委口千＿の住ぷ

を似 しにのであるが、主jUl 波場以外には新に放地主? 求める ']1:(ま J 汚へて jI へす¥ 次の案とし

て 現イ ｉｪ ，ｘ ｊ 也 ｬ まｼ鋒接し てｽＮｲ，Ｍる 行ｴＺ ｊｪｾ 電 Ｇｉｩ 線路卜｟ｩＢ被って敷地ｩＢ鎖げる Ｎ｣ ｪ ， Ｚを ｪ ｪｊｬｉ ｬ， し＿こが 、 これも

北川の思t. とI入'Jf Jj'f I方 1 mの反自にイ? って! 弘 11 とな っ?こ口訟に現イ1: てーはj tBl 反場と向性れ、ノトイ i

川 後数 ｩＢ［ｾ あ ｦ こ り ｬ こ ｽ ｪｬｪ ｬｬｬ ， Ｑｉこ 敷地主＿ぷめる奈が必Ｇ先されて ｬ｡ｩｴ ると云つに抜な火山である。今後

どう殻民する かは容幼に7象;W!するプjt は/1¥米ないが、|時局牧まってJ ' Iてし1'J : ，ならばか〉る此

低限度の要求を容れ にオリ ンピック ・ プ ー ノレの新ぷを ｾｬ ｴ ｊＮ見し＿こいもの であ る。

タ止に 日本の近代7]( ＱＭ｟ 税反弘 Ｚを考へてｾｾ，ると その飛躍は新 ￬ ｴ Ｂｕ支払 ｪ の『沼市 ｩｩｩ される りに段 何年カＺ

はっきりして ＩｬＺＧ る ｾ ｪ［ Ｚ力三 ｬＧ ｬｪ る。芝公 ｬ 点 ｩＷ ・ Ｍ ［ ｬＭが Ｏｉ｜ Ｍｳｪｾてから Ｗ｝Ｈ 1-必t ! 交が近代化し、五川プー ;t..

Ｑ Ｉ［ ｴＧ｟ ｉｈ オリンピック・ プ ー ［ ｴＮＮを脱して作られるとアムステルダム λ ［ ヂ Ｗ にわＩ 川 選予の ｦｾ 足跡 と

なっ ｔ こ。その後 ｬ り ｨｦ￬ ｬ ｬￍ ｬ ｬｬＧＺ｜Ｗｊｾ ｩ ［ｪＨ場Ｏｊ［完成し ＱＺ のであるが 、 ノ ｫ 1-_競技 lこ封する施，; 止としては 111:

b¥Lを? リードす るによ止る ものであって 、 ロスアンゼルスの プーノしは技術的 には /11" 1';:'; プ{ ルか

らヒン トを得? こ所が多い、 とムＺＨまれて人 Ｑ Ｗ る。そしてあ ｴ 伎では Ｑ Ｑｉ ＺＮｬ Ｇｾ Ｍ ［ｪ ｪｉｊ ザ ｊ ｩ を完成し＿こ。この川

県をエリスト ラポレ ー シヨンで推し進めると 、 どうしてもＪ京 ＩＨｲ Ｚｲでは ｉ ｉｉ ｾ 界にｊｕＺ 1: るプー

ル金 作 って ｬｩｉＺ界に始めてのＡなんな 成総を恥げなくてはならなくなる。此のｾｬｉ ｩ からもえす Ｑ Ｚ 新

プールカ哨: り件る抜な .'1，- 態にー-11 もy くならん1] ，:i" IIV i ってじまぬ次第でめる。( 絶)
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( ー)

昭和十二年五 月蹴の辿築接合々誌「建築鍬誌J _I てに私は既に「第十ご同オ リンピック大

千? 々場論」を張ーぶしに。訪1治に到する立見は(111匂: 建築界に於いて聞くを得なかっ? こが、Jf!・

京メミヂ? の競技場地立に J . J 寸る私の .¥.!. Wr と抱i ' L fiJ! .泊、と は、7:l ;時と 今 u 司令: のも主化を認め今、

在、の所11; 日は どこまでも JJ: しいものと雌イオしてゐる。今誌に 1"1- のJW，治を改めて亦繰返す ;C，ぶ

ｬ まないが 、 ｊ Ｇｪｾて私にオ リ ンピックＪ京大千＿競技場施試に就いて ｧｩｦ ｴ らせゃ う とする Ｑ ｾｲＱ ＧｬｬＺＺ ［ 事

者・に到する荘 ＮｬＧｉ ｛｜か ら も 、 ＮｸＮ ｗｆ イド以ＱｪｅＺｉＭｬＨＺ往築外を代去し ｔ こかにもで 、 Ｊ京大千＿の ｾ Ｍ ｉ ・ ＳＱＺ に参 ｛ｬｩＡ

し、遥々 fl i 立イ(If . 本まで出イ・ - -1" 1)( '1- '1"競! 支場施設の;j f，'. j作 に むWri から源地され Tこ下前もあり .

廷に私の所論の要旨に就いて記述することの義務と必要とを品目h長する次泊、更に頃外4日ぷ

31境の之! : 展開にM3 じオ リンピック- *京メ( ( . 01を技る幾多の1，j..:1期Ui 川国の惹起しつ〉ある今 11

それらに就いて私 自身辺築家の立場として泊! 庄の立はを琵」ごするといふことは徒 (.fj でない

e  ｽ ￦Ｇ ， ひ 、 ｊ ｙ ｾ てま互に ～ｰ Ｚ を ｗ ｬ る ｊ 〈引である。

0' 1' 瓦第十二1"1オリンピック人;併が* 京rJi .jllHと決定しに時の全凶白人j の倣lトFの許|党、昨年蒜

近 付JS川家達公伝子H-.i ーとしてJ f ! ・京) . : . . ( - ' 1"組織委f l合が結成されてからの諸 I情勢、別 して主競

技場敷地1 / : ] 坦を続つての紛糾し? こ絞緋と推診匂J に 就いては 、主主に事新しく，; 己すまでもな

し各位既によ くブピ分倍llir; j: 1I のこと〉思ふ。

J t i 後的渠として今 円ー雌伏〉としてゐる主競技場奈は 、低に新Ilf J紙 卜ーに て):11 られて ゐる辿

9， ｔ ＮＧｬＧ￮Ｚ約五ｉＧ ｊ Ｍ 高闘を以 て 、 現イ布 ｦ Ｚ の ｊリ中刷刷川 ｬドｈ州州 ｩｬ川沖 ＱＱ中ｼ ド ｬ Ｇ ｉ ｾ Ｎ￧外苑 Ｑ隙ｾ令 ｴ ｬ Ｍ ｟ 競技毎をを＿殴ち去りその蹴跡 ｩｬ にこ新槻に牧容 人

iμi 七寓五千人のF附，告主 卜

ｔ賛 ｔ をを＿古影針杭 ｻｩ笠 ｵ 仁こ Ｚ文 文 ［Ｑ郁 ＮＧ［Ｑ刊［司市 Ｑ甘 ｬ 行 ｊ抗芯却 ｬ川 ＱＧ ， のオ リ ンピツク」水 ｒ ｊＷ Ａ京Ｈ入太 ［ 千併＿付内 ｦ和制ｩｉ叫 ωｪ 力 ＩＧＱ 北 Ｒ引叩ｾ問 Ａ伺 ｱ ￬υ Ｇ ｩ 七 十 ｚ寓高削をを ＿ 大目控畳この主競技場の 住

設に充'JI し、工 ｾ ｉ了工 ｬド仁二 ｾｪ ｩ Ｚ の， ［泣 ［Ｒ立 ｩ究 ｴｩ 計Ｚ司汁 ｦ十 ＭＱ 蛇 ｪ品広』広 ｲ削立な“，作 ｬ

Z杭火月早1々内1務芳省の千で.設;計計十.に J活苛下し十一月から こ工仁事 lにこ1カか〉、るとしい、』ふ、計計. 主の下に J諸布般のfペil
l

¥い1¥備力が

z  

託組泣tめられてゐ? 仁こH時守、・|台も七 月七 円の事境失殻からノi' n比 るやうな 日支事認の大ff !kfJ i-j とな

れ オリ ンピック太子F その もの' : > fJ i-jll Hが可能なりや否やの大問題に: 在JE し、 政1(.)' の前倒的

，［ ［ｴ ｬ ｾ ｊ は幾多君主 Ｑ Ｏｩｬ￬｟設を生むに主 ｨ 主競技場の建設計担は言はするもがな 、 オ リ ンピック大合

そのもの 、桜叫が栴ぎ /1'， し、六千?i7;事7f の1. 1J . . J j : をよそに 、1伏l吐tは』駅?扶占げげ，て 日Jえ之

のみをを?づ.¥.!.ま もつてゐると い」ふ、現j似|伏たであ り、このと ころオ リンピック 問題 は火の梢 えに広 が
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ある。

同次非常時のｼ際 ｾｾｩ Lなるスポ ーツの 1: めに巨額の金を1' 1 : すは究しく止め? こがよ い と或 ff は

説き 、3く他の: x - は非'j ;?時 [ ま非常 時 としてよ く時加を克服するとんに 、大同!の襟l立をノJ ; して

オリンピック大台 はオ リ ンピック太子＿として似ｼ昨日ｻ義の Ｎ 卜Ｎ からも ｾ Ｚｦ ｾ 々と ｉ Ｉ ［ｾ fl Hすべきものと

強 〈主張する。 Jj J J I: ; 泣にちー1(<色のJ ; l ll. はあ れ ま にD;'l1/1i3:: ｾｫ の設にも立派な松協がある。こ

れらの問題にも後に踊れるであらうが 、 まづ［｛Ｑ ，、は口支 τｪ 王 主主 に ｉｾｾ ｊ 係 ＧｩＮ < 、;f; l¥の主張をはっき

りとままに l1J jかにし? こ い と思 ふ。

( ニ)

夜、 lま町立のイ( ，;f-:本オ リンピック大作に '計り 、文部作からオ リンピック競技場施設の訓伐を

命せ' られて彼のJ也に 川張 し、 私! し〈 詳さに同大千? を硯 fこ。そして」↓ 〈京大作の競技場問題を7

Ｅへ＿こ時 到 達 し 得 ＿ こ結論は 、 」 ↓〈京 大台 ん ［協として明 治 ｩ ｬ ｪｬ ｬ ｬＧＺ ｾ ￇ 外 苑今の競技場をｩ｀宜 一 新 ､ 土地す

ると いよ、計設が、あらゆる抑制より検討 して不通' 市であると いふことで 、/r も色きらぬ私 の

「明治，f，111宮外苑 オリ ンピック大作々場不可」の論であり 、主張であっ ?こ。

ijlll l ' a外苑を不可とする上1 I l 山机擦は後にも記すが、文部省から訓行[ j としてi反起きれに他

の数名の調査員Ｈ建築家はｾￍｩＺＭｉｦのみ〉は 、 すベてみな私と同じやうな 主張をを＿堅持 してゐ

?仁こD それT七ごの l仁こ私?七ごりカが;'1恰介も ;11耐洲川1I向川州III川沖I1中11ド. 官外苑イ千不工之;泊
1岱古立;日論i命5Jおf の二念

f

町り:J光t 鋒をを?な 1す- の1抑阻をを:-J興F処l へ 7仁このは 、 それ

ら私と同 じ主張をもっ人々 はみな何れも大日本臨育協合に所属するお・で 、招致委L i 称の ;11111

Ｑｲ 外苑 築が立案されに お時 その リー ダ ー絡 をつとめ＿このが同協合であっ ｔ こと い ふやうな ｉｾ 日

係 で自 111の立場から 、 その J ，阪を? 強 < ;]i t千? に殻」えできす' ま Tこしゃうとしなかっ? こ〉め 、 白

，11の立場からその主張を機内ある 勾 に護ぷ し?こ私Tごりが II !G- . 人いきり立ってゐるやれこは

え? こに過ぎな い。

昨夏イ(，林に於いて私 は既に大| 坂旬日新聞 を通じて、乞はれるま〉に* 京大合々場論を? 故

tli: 1に寄せに。その要旨は1'1111';:1' 外苑はオ リンピック太子? 々壌として灯油ではな い、 宜 し い血

を郊外泊首の所に定めて 、一大綜合競技場を建設すべき に といふにあつに。かやうな所論

に私が注しにのは 、 イ ｬ ￯ｊも イＨ，林 大台時の凶五本，［Ｎ合競技場の Ａ ＱＱ ＺＱ 闘 に心ｾｾ ￧Ｚは れ ｔ こ〉めでもな

-・く、 ｻＱ Ｑｘ決定してゐる ［ ＧＱＱＱγｉｉｾ 外苑楽にりちを＿つりゃうと い よ、考へからでもな し、 。 オリンピック

大合な るも のをおl し〈副て、オ リンピック人-ヂ? なるもの〉正し い認識を得、メ[ 京大台に於

いても、躍にオリン ピックの? こめのオ リンピック地設の計設は閥次的見地よりJ ，.!，て策の上

乗なるものに非す¥オリ ンピックの米京IHJiI1l を絶灯の機千? として 、多年要望 して求め得ら

れなかっ Tこスポ ーツの 1./
1
心的殿セとして大綜合競技場舎建設するの別組伝達成すべしと考

へ Ｗ こからであれまにそ れ は同 ｬｾ 韓 ｦ ｩ｝Ｚの 向上に ｬＺ ｲｊ 綾ながら何等かの駄で得 ｷ する所大き い

であら う と信じ＿こからであり 、 児に Ｉ ＧＱＱＱ Ｑ Ｇ ［｜ 外苑今の競 ｊ 支境地域は Ｑ 也仙の防 ｪ 係 ｊ Ｍ Ｎ 敷 地 の大姉 ｾ ｬ ｾ

を しないn.'o 1) ¥牧答人付十政人の主競技場の建設は1!!UAであることを技術的 に立流 し件?こ
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からである。オ リンピック} ¥. ( . " f を|恨のn; l) 相るまでは 、かうし?こl "i ! 併や認識やJ ' 1] ¥: I ' . ! . !! ま夜、 内

」才少しも持ってゐなかっ fこが、オ リンピック太子? の民地訓伐により 、私 (;1.帥1，Ii l1こる い念 を

以てイ iの主艇を公然となし1'.}. る素地を )Ij ちづ くることができにの である。

私の足立つにオリンピックＪｾＨん令々場 ｴｬ［ 旨Ｈ立、 ＿［Ｑ ・ｮＭ， ｊ ｬｬｩ ｴＡ Ｂ［ＺＮ，Ｍ タト必 Ｎ Ｚｦを Ｑ "iHill してそれ以外川可; の

代案をも考へ件なかっ 7こn本側町の弁ブI j I('I ｾ州 ￬ｩ < 刺激し、私営! !し て:'I'J 也に批ル!}{f 起すィ、

仕; 夜ーとなし1 : 1]， ま7こJ"I ! . ，前日抜きに JITつI，"J から私の l' i ! 恕合宿想! トFばlまりをして いlまれない反

駁が投げつげられてゐるのをＺＧｦｉ Ｇｉ ，秋師同して始めて識 り、 Ｇ｝ｔ の芯 外に 一驚ｾ喫するとｾ ，ｾ｜こ、

私のFI! 想、論も遂に fn : J . f ( こは入りさうもないと忠 (;U 1. 、- iぶ以遠手伝感じ? こが、 その後夜、の主

張は少しも鑓らぬ詐りか、抗ノ争そのA: しい こと を強〈伝じにのにが、常時オ リンピックの

常事機M討を技るデリケート 'i ， ｭ ・ ｪ Ｇ ， ｬ ｩ Ｎｊｚ｜は私をして ｩ 剣ょなく沈黙を ｾ＼ｲ らしめ 、 私自身もノ ｪ 、人オ

リン ピックを? ? ! 日る、我1(-( ，リ舎か， ; ( まんやの; J : { . 持ちになっ 1=。

本年 ｪｅ 月から 、他 のえ ｉｉ 策決術省 ｦ と ＺＡ ｉｾＨ こ、千＿場政 ｊ 也， ｖ ，Ｇ， ｪ 引委 ｌＱ になっ ｦ こり、組織委 ｵ 千＿のＺ鋭

校部内の立 ｩｩ Ｍ 技場 ｍｴｲ ｝Ｑ 系の ｩｩ ｌｬ になっ＿こりして新聞紙 卜 Ｎに私の訂 ＺＱＲ 来などが時ｾＱ￭Ｇ報道掲 ， ｪ 売され

る機合があっ? こりし? こ。オ リンピックの競技場と，; へば也ぐ荘、がづ |事介ひに 11' ，され? こりし

て、 その度臼に私 l立女少な; r . ¥がしてならなん 1:. '。

( 三)

i洲榊il可沖4小j'ド，下符j

と ｬ協協同して ｦ作 Ｑ午 ｩ つ＿仁こものなどカが［新ｼ 江問 ｩｈ出 ｩ日 Ｑ 紙 Ｑ ＭＮＨ にこゾ大《主 ｱ 報 Ｑ誌 ｺｩ 辺江され＿仁こりし＿仁こので 、 私の前からのゴ Ｚｾｫ

ｾ詳しくは知らぬ 大 ｩｦＡ ま 、 山も夜 、 がＡｉｩＱ ｪ ， ，［ＺＮ，Ｍ外苑令都［ ［ｩＨｊ ￻ Xーであるかの如くにぷり汚へ? こ向もめ

るやうに。め ー し ｔ こ設計ｼふ Ｇ ￭ ｬ を 作 つ ｔ このは 、 日 ｉｊｴ ， ｗｉ がノミ ｮ のワル ソー 合議にＮｊＵ ･ ｵ し て」 ↓ ｾ ｊ 江ｊＮ［ .. 

合 の準備進捗ＩｌＧ，況を＿それとなく ｬ 判 ｉ［ｾｾ オ リ ンピック各凶委ｻＱＩ主に諒併せしめる＿こめのほんの

スケ ッチ に過ぎぬものTごつ? このに。克に本li ，品lの作製により 、十寓人 と三寓人の主競技場主

水泳競技場とを今の111'1";: '，' 外苑のよ也に配するとかくも イ切 切!のものとなり 、あの溢一帯の風

致を害することを 11'01般に 常事 X'( こ説明 了併せしめ? こいと W})1 ; 、心からでもあっ? このに 、事，'，''*

は反主 ｊ に私が十前人の主税反場を ｪ 向 Ａｉ Ｇ ， Ｂｙ 外苑今の Ｑ 也 に計 Ｍ ｾ ｮ ーすることの ｊ ピ し さを＿技術 的 に ，ＧＩ 定

し、克に主張でも してゐるかの .1m<  (こ ;iJt 9汚へられるに烹つては 、笑. 11:千禽でもゐる。 11土の

'1
'
にはジャ ーナ リズムの犠中1:になってよ 〈かうしに事例もゐりと聞 い?こが、自ら経験して

なるほ どとも 忠つに。

何がi放に私は Ijil! I'l: '，' 外苑太子? 場々来を :Wとし 7こか0 .. 1-.( こ，，1己し?こ Y げでも大韓その. GJ l . rll はよ

〈判っても らへると 思 ふが以下少しく乍を進めて私の主張のよりよき !' I!，JfJffに:'ff しfこい。す

べては過去のことにと渇へられるかもしれぬが、このことは 口文革鑓下のオリンピック 競

技場計主を論やる場合必J i ' とも識ってゐなげればならぬm要の こと〉も思 はれる。

ま つ ＾ＯＱ山川ｼド刊州 ｩ日川 ＧＱＧ ド，官外苑 主楽長 ｔなよるものカが ［ｲ 笠 ｅ 窃窃Ｍしてき＿仁こ車純 ｴ笠 Ｎｾｾ杭緋 ｴ平 ｮ を＿ 一 ｩ泊 ｬ凶主り概 ｪ削 ｬ悦史する必必 ‘ 要力がＧＮＺＱゐ ｢ る口 オ本£菜 fがJ〆: 主q弘張i長t  

7  XI  



され 1:]'11¥111 は大開三つある o ｾＧｾ ーは Ｉ｝ 山楽 に釘する防l係、第二は ラツールイ1' 1の耐祭と支

払 、411三 はlP:紀 ご千ノ'， '1 ｾ ｉ ＧＺ｟［ｩ 己念と い ふ こ とである ｯ ｾ ｮ ・ ｜ 泊三の ｝ＧＱ ＱＧ Ｎ ＱＱ Ｑ はんご将. f ( 要なもので

はな く、) J  ，Ｈｾ束 力Ｚ 内 ｦ 長 ｩ ｦＧ￬ ｩ 成 し てからは Ｈｉｉｪ の ｝ＧＱ ＱＧ Ｎ ＱＱ Ｑ にもならす 、 ラ ツ ー ｽ ｌＭ イＱＧ ＱＱ Ｇｊ ;'lii! I.; ，.... タ卜沿; 営みて

これに子 守人 れ 叶心'，:派 な立iE反場にな ると i f つにのも 'JI 然で 、'JJt 時めの競技場以外に整備

しに 競技場を持＿こなかっ ＿ 二次京と し て ＱＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ ，Ｇ ｜外苑を ｾｗ ｊｩＮせる 以外に ｩｬｬ なし ラ ツ ー ル イ 自にしで

も あ れ でよ い ｲｾＧ らうと 言 ふ外に遣はなかっ＿こことも制めて白然である。あれ以 上 立派 な競

技場カ>'li !l l' ，';C外苑以外の地にオ リンピック を機併にボ京i li がili ることにイI ' J も( PJ の反釘をしよ

うぞ。 問題は皇紀二千六百年記念の事業として大iii になって. j 'fl ｾょせにオ リン ピック大台

であるからよ止がj ドでも Iji! II'，':C外苑で1j  ( まねばならねといよ、抗三のJlrr ll lはー児相前根強い根協

がありさ うに比 えよ う。

オリン ピック太子 Ｗ カ ＾ＯＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ ，Ｇ ［Ｇ ， ・ タ 卜 ｾｾ Ｍｃｩ j はれるといふことは 、ー，;";11では，U恕の ト. からの反主J も

あるやに! l Uくが、 オ リ ンピツクをを ｾ ｊ 川正ｼ七Ｚ しく ＧￎＧ 包仇両 ｩ故 ｅ す る ＮｌＧＩ， Ｑ Ｍ Ｉソ Ｍ ＩＱ［ 中別刷 ｆ戸州川 ｉＡ小 Ａ ｉγＱ 下訂［ド λ Ｚ礼 ＱＮ 夕卜ｾ ｾ千令＿ 星 Ｓ まことに車私 ｬ叶品 ･ な ことで

円 4本判正斗|い凶巳4司恥i民己と して労勿無!時t 卜の1，名プt1半枠与手Eでもあ b誇 hでもめる 0 しカか，し主岐支術 ｼ上Ｚ の ｾ Ｂｬ 正Ｚ 場から ｩｬ［加刷耐』日州州 ｉＡ中 Ａ ｉ ド ｡訂 夕外ト苑のノ今
「

のI地也カがt イ不4泊? 吋古であるとはっきり判つに以一上は、抽象的 には LIミしかつに外苑合場案も ; 形部〈

なり援の根擦も助将i し、県: 紀 ご千λ l i l，f- .I己念とい よ、施主，jil ") e も二f : i へられる恨践に到しでも

まfこ別の考へ方が なされよ う。

オリンピック組織委11令 が要望する 十寓人牧存の: i : : 払! 交場合 lリJiti 'I; ，!I';: ¥外苑今の1也に建I'i立

することが 不 適首とされる場介 、 現 ｬｾ ｊｬ ｬｬ やりにも外苑今のよ也に執着拘泥する こ とは 、 長ｾ紀ご

千六j ' J ' 年記念の素，ι にi安ることにもならう。むしろオ リンピックを絶灯の機千? として 、他

ｬ こ一大事長介競技場を新 ｦ こに建設するも ｴ 倒的方策こ そ 、 正に 主主Ｚ 紀一Ｍ千六 ｉ ｾ ｉ ・ 年を附家 Ｈ Ｑ Ｇ ，Ｉ に ｊ 己念

しゃ うとする 素，ι に訓ふもの t イゴす・る。

( 四)

lりj治 /[111
1
}'r外苑ノ? の続決境地域にオ リンピック主競技場ぞ ill 設することは何が放に イザ町J; ?

であるか。主競技場の規模は十寓人が要望されてをり 、組織委Ll 令常事者も 十寓人牧終を

:/i 止ノj 、脱皮と考へ? こが 、オリ ンピック メCfi の主競技場のがt棋 としては 、 ロスアンゼル ス及び

イI' J林 A f 'r ｪ ｬ Ｎ，Ｚ に 十 寓人の規肢のものであるから 、 ｽ［Ｚｴ し安 ＱＱ Ｑ ・ の要求であり計 Ｚ ｾ ｈＺ と思五、。

il iJ !I ';¥外苑の政地而L' tは全部で十数寓よ'1エをXTする怒) ( なものであるが 、現在の陸上: 2 えひ' 水

上 競技場のある地杭の町 民 は約 三 寓 ｩ 徐よ ｾｩ に過ぎない 。 此の地引に 十 寓人の主競技場とＷＯＨ 1: 

銃使拐を ｾ Ｍ ｉＧ ｪ ｈＺ すること は何としても責任謀悩まるものである ｯ ＺＺＷＨの 三 ｾＧｽ ￎ ｻｦ ｊＱ とげてそのゴ ｉ ｾ なる

所以 を強司唱し なげればならぬ。

( イ〉 敷地問的の狭間

( p )  il;l! t'( '，・外苑の風致を守する

( ハ〉 現布のス タン ドは全1' ;11似壊しー去らねばならぬ
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これら 三 項の詳細 Ａ なる説明 ｬ まえ ￟ 築雑誌ｊｩＮ Ｉｬ 枕にしてあるから 、 徒らに紙 Ｗ 敷金 Ｑ ｾ すのを ｩｬｬｩ

げて必には抑 ｾｊＱ ， しないが 、 隣持政 ｊ 也をた ｭｬ ＧｴＱ に 民ｊｪＧｬＨすることが ｬＧｮ 見 ｬ Ｍｫ卜 ｙｩ ｦ ｴ なる現 ［ｖ ｾ に 於 ては

放 ｊ 也狭 ｉ ｾ￬ ， ｦ の 矧［Ｑｊ ｾ ｴ ＺｬＺＮ如何とも し制Ａく 、 ま＿ニ イ ー寓人牧併の鋭校拐 の ｊｾ ｌｉ 犯 は ｊＭ ｌ ＭｴＭ _ .jにしにも ので

あ れ ぞれがl ' n凡さJ "t Ｑ こ ｬ 肢のめの Ｉｾｬ Ｍ イＡ＿の Ｍ ｾ ［ ｴ Ｚ ｩＱ Ｚｬｴｩ［ｬ［改 Ｑ Ｑ ＨＧ リりになるか 、 そ し てそ れが納 ｰＡ 川 Ａ日 ｪ

lぺ小iド1心心、にし f仁こ外d必伝の! 風民主致k とスケ - )ルレの叫総iでk卯如11川(1収川i川4引'J引Iハlにこ イ小t訓平和和|日l のものとなるか lは立 、現 1'1:の野球 場外

ｾ Ｇ ｦｊ ，Ｇ ， Ｇ ｊ ｦ ， ｴ の 風 致似以 ｩ の Ｇ ｊ ｯｴ から削ても宗主 ＡＱ に想像しうることであらう。ｊｊＮｉに数十間金を投じ

てill 立後あまりI ， j三J J もが［ｾ 1こぬ今の陪 l二競技場スタンドを{ 波浪し去るとは 、あまりにもオ リ

ンピック の＿こめの オ リ ンピック ｾｨ Ｚ ｊｎ で あり 、 凶家 Ｈ ｉ Ｂ ｊ 比地より 凡 て 、 識者ーの ＱＩ として貸し袋ね

る昂 ｌ 暴 の ｾ Ｑ Ｇ ｟ ｾ ＡＱＺである 。

必に 於 ｌ 、 て「 オリンピック ＩＨＨＺｲ を ＿機千 ＿に大卒 ｩｩ 介鋭校場合新 ｔ こにえｾ泣すべし」と い よ 、私 の

ｾ ｈｊ ｾ が 生まれる 。そして 私 は機 合める勾に それを Ｗ 熱 心に Ｎ ｌ 似してき＿こ ｯ ＺＺＭ ｈｊｾ の要 行主付制こ

まに繰返すことは 、 彩、 の Ｉｗ ，ｩＨ［ ｾに紘 で始めて殺する れ ｦ ，，Ｚも ある ことＧＺＺ＾ }I:! 、ひ 、1n日正義なことで

はないと氾ふ c 以 卜.は -1，;1，1:'. ，/' .) ] J ，:  n  (こ 11己し fこ払の.H k の要汁 であ るが、'Ji:'I' ，(j' の 児つ に 今 円

でも 決し て 私 の ￵ ｕｬｾ は波ってゐな いとＱＮｩＢ守る 。

「 今 ぞ ー Ｍ Ｉ， Ｚ ｦ［ｾ 介説 ι 反 ｾｪ ｻ･ 新 Ｑ こに ｩｬｬ ぷするの議をジとすべき総 ＢＭ ｦ の様子 ＿で ある。 才 リ ンピッ

クは ｈ ｾ か十六 ｮ ｬｬ Ｇ､ のものではあ るが 、 その お誌はんき し、。 ー・切の! l ，li ，G! 、会 11:めてj : ' [!. 恕のJt 現

に過 : i i l i すべき 時 は Ｑ Ｑ ＧＺ に今である。外苑競技場の己 ｾｩｬｩ ( むしろ新m) で我悦するか 、 ま に1也

に大半; ; ，介 競 技 場合新 ?こに ill 立する LJf へになるかど うか は 、 オ リンピ ッ クの考へ方如何によ

り決まる 。 治的 ｾＨ ｉ Ｂ Ｉ に巧へれば外兆以外は［ＺｽＵへられないが 、 抗争以 Ｈ Ｑ Ｇ ， Ｉ ( こ考へ J l ば 徒 ら に 今 の 外

苑税 反 場に執 J「7すること の !a{ が認 識で きゃ う。

一つ のものを? い くら つ 〉志 位lしでも 、成るものは;日尚 一つである。 他 にi 1 ! れはより以 上

光首長なも のができでごっとなる。 この見 易い道則の午IJ らぬ宮てはない。それができぬとい λ、

のは ｊ 剖 ｉ Ｚｪ ーが ｪ に公 Ｇ Ｑ 玉虫Ａｾ彩、 の 必 境でな いか らでめら う 。ーＱＮ Ｇ ，主 三 年後のオ リ ンピックと そ の 直 後

とそ ｩ ｴ＼ ｊｬＱ こ ｉ ｉｉｾ :t' 、JJiに - ＭＺ ｐｌｊ 十年後 の 府 ｳｪＨ に ｬ 百 ｬ けて ｊｉ ひ＿こし、。大競技場ーをｾＺｩｩｬつでもその利 川 似

Ｑ ＡＱ Ｇ ｴ ｨ［ ど う のかうのといふのはあまりにも近 ｾ ｍ ｉ ｉｉ ｾ ｲｬ Ｂ Ｉ である。 ｬ 時 代は匙ｴｊ。利 ｊｉｈｴＧｻ 他 の 鳥 ｬ ｩ で 心

配｛立 不 要であり 、 問 ｳｪ ， ｕ ＮＺ ＧＡｍＱ 去の綜介立 ｩｴ 反場が欲し い となっても 、 さ う ，ｾ［Ｈこはで ｚ な し 、 。 ノ ＿

ならできる。さうしてこ そオ リンピック大千? を JR"hCに mrJ cし1' J - 1こ こ と が 始 め て 日 き て

くる 。

新 fこに ill ，泣 きるべき At，; '，介競反拐の放地はどこかo A *京は践し 、ot 労は喪らな い。 新

?こに k t. ; ; .，{i ' 競校生1が ("J れかのJ也に主主泣 き れTことする。名付 げて「 オリ ンピック競技場」と

する 。 今 の 111111': :'1競 技 場は f/lil! I}¥競技場」としてノ- k 久にイ{-{I: し、収紀二千六i ' I 年を記念して

ｩｬｬ ，泣き れに Ｉ､［［ｾｻ ｩＧ競技場 は 「オ リ ンピック競技場」として 日 日正 Ｑ Ｑ の車代をイセぷ寸る絶 灯 のモ

ニユ メン トとしてノk く允り前11< であら う。他 に合 場を移す をナ論争る に'計 七 人 は外 苑競 校

拐をJ77て ると 州十るかも しれない o 1ごが それは:J J7てるのではなく 却 て扮ふことでゐ りオiZ.l 、
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こと である。一度大改迭を施さんか、現作のスタンドも肢も去り、 111M ある ijilf l': :'1 競技場[ 立

消 えてしまふのでゐる o 救はんとすることは却て持てることになり 、殺すこ主になる 。

J1I に十ノ，日II ¥J に過 ぎぬオ リンピックピけへの t視野を 少 しく 辿 い灼* ' にま で 姉 ん してみ

る。新車［戸介競技場の建設を機千＿に ［ 人 Ｚｷ ・京 Ｂｩ のお ｾｭ ｩ ｾ ｩ ・ ＵＢ Ａ ｕ ての施 Ｑ 泣はそれを ｉｪＧ心 として漸 ＮＺｪ ｜く整

備 3 れ、大」↓: 京 i li が近代都市 としてJ ｾＺｬ ｦ Ｑ Ｂｲｴｦ ｊＮＮ ｊ 存を整へる ｊ Ｚ に大きな刺伎となり作ること＿ご

けでもその ! 氏値は大き いであら う。

オリンピック 大合まで にあらゆる競技嬰ーが新帝京介競技場に完備する 必要はモ頭ない。ブ王

子? に到しては大内諸競技を支仰なく迩行し得るに足るにけの組出でよく 、漸次綜合競技場

としての貨を備へるやうにすればよ し、 o JT i : 要なのはかやうに完全の形式内容を持つ綜介競

技場の政 地 をオ リ ンピック を機内に定め 、 ｾ ｾ根幹 となるべきものを ＩＨＢＨＺ ｲ を機に整備すると

いふことで め る。外 苑 を紛れる 以_I -J 'H想のちのを匙らねばならぬの論も認識不足で、オリ

ンピック迄に何もかもイミなのものまで備へる必要はなし、。辿んな計; ! ? : の完成は帰米にWJ

し、 まづかやうな遠大なJ l H恕堂氏現し作る線本: となる敷地の決定といふことの主要さをよ

く ｾＧｕｗ ｦ すべきである 。

外苑競技場に執訴すれば出るものは一つであるに釘し、他 のJ山に計f!ぞ"t れば/ ， .'J じ絞托で

ご っとなる 。その 利守件欠は 三 歳の ｊ ｩ ｬ 子も之を識る。 三 政の ￎ ｩＧ ｌ 子も ｾ Ｑ Ｇ Ｑｪ る利得の ｾＱ ｩＱ Ｂ も立際に

は; 芯められな いかもしれぬo 1/見りに認められ? こにしても it 1 I ! まされないかもしれぬ。イi刊，I(

か。 そこ にf従佐外ω3らの行 カがzカか，1) 力が: あり 、1革右私iヨ込[，、ピJ白 ↑ 附 |

りも J'別J' I[円'1[ :惣E、力が; ;I(似扶j犬とけてゐるからである Jゐ。

か う 記 して私は故後に 次の ｩｬ］Ａ｜ｾ で私の主 ｾｫ を紡んでゐる。「向坂がど乙 ｬ こなら う カ ヘオ

リンピック大台は必す・でーさる o tごが1111/
1
"::' ，・外苑競技場改造 主のYr 行は 、庁リンピックの? こめ

のオ リンピック合場来で、オリンピック を托川する ものであり 、オ リンピックを機併に新

? こに大綜合igt 技場を挫設することは 、大千? の遂行を完全になし作るのみならや、j主き照?j (

の 日本の?こめlこオ リンピックを爪川寸るものである。」

史に iJlf を? 櫨いで私は「醗って思」、。 7日-事者は現ず1:のま〉のタト兆競技場てーオ リンピッ ク{ f

ＧｩＱ Ｈｪｪ す るの 英断 はな いか 。ぞ れ ならＮＱＧ ＱＱ｜ 論の筋 道 は ｩｊＺ 仮 ｬ こ ］ ￚ ｾ つ。跡方もなく現献をｾ ｾ まち去る

ｾＡ￺ｩＨｾ よ り は 、 同家的は士山 よ り ｊＮＡＮ て ｩ 必ること数等である」とも ｻ ｉｩ Ｚ ｾ記してゐる。

( 玉 )

紛糾に紛糾ると豆ね ｔ こＪｲ，ｾゾヴ＿のまあ ｩ 反境川出は去る ［ Ｇ｜ ! に:十一 円に本決定 をJ.!. 1: 0  l!jJ ち

下記十項の希望僚nが内務省から提示され、オリンピック組織委L 1 千7111・事者は、外苑でさ

へで Z ればどんな僚1'1二でも 長佐々として聴従するの態度を以て 、主主に主競技場は本極まりと

いふ 一見慶到すべき孫，ii 'をづ. ! . 1こ。

内務 行 希 望十項
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一、競技場燦張的、経 '!J: ( -t 地i. V ¥Xを? 含む) 1ま内務省指定期 まで に明治榊宮 に奉献すること 。 但し線、経

ｊ 佼凶 育ヨｊＮ十民間乃 Ｚ五五有 ｉｉ ｾ ，Ａｾ悶とし 、 第 - Wl 工授として* 1 ，1'度経質有二三十肉問を支出するこ C o

三、工事! 士該終授で明治紳宮の干ーにより之をア施工す。

三 、 投， ［Ｑ ・及駁 ＡｪＭＨ 士明治品ＧￌＢｾ Ｚ でなし 、 スタンド延:;1' を七F- . J i 汗坪、 J牧枚?容主人i只:1!はまヒIμ)日，:¥ヨ五7

凶、 t 7. タンド'(はH刊似2芯幻;日投;没生ス F ンドをを，イ合主Jみ')-r高士旬7さ〉六'に、卜ヨ主I.J八{]乃うM卦点ミ七十j八t とし、 3↓:!_ Jrt 大令終〕後は そのー官11 ft'取

挑ふ こと (Jlx容人只約五，1J'!; 人〉

.Ji. 、芝/i":側 !i 見.! Ｉ ｾ ｴ＠ k 令の? 二めーl時仮設ス 9 ンド i ' 投げ るが 将来 11芝生 として存置す( 収容人民約二瓜

五千人〉

λ 、 オリンピック束 Ｉ ｊ ｴ 大 令カ ［ｾＱ 止叉 ｛士 延期のことめる場合ありと蜂 ｌ 外苑にキ目隠しき競技街を完成す

ること 。

七、話rj l社境内に於いて行ふを不適 '1'1; と認む る行然及び設備は之を承認せ 子。

八、文部省並に. l . tV; Ul i の補助金は第一に二七競技場に充つる こと 。

九 、 物 ￭ｦｬ ｴｴｲ￦ＱＱ による工 Ｗｾ 不足の場合 ＱＱｩ 阜加 して絞 ｬ Ｇｕ ｴＧ ［ｉｪ Ｇミ 献すること 。

乙、 オリシピック J.R) ;i大合終了後はこれが維持合刊には絶狗に係1 ' 1ーを?附せきがること 。

三i-: 競 技 場計 ; !i: の現 況 は.1-.のiill りである。

市 ｉＱ Ｑ 官外苑 の陪 Ｎ ｉ ＭＭＥｾ 伎拐を改 ｩｬｩ するのに五行高凶どうして金がか〉るのかと 、 一 見不思議

に 思 はれ る 向 もめるかも しれなし 、。 この貼{ t ' 少しく説明する必要 がある 。 陸上ー競技首事者

の， i に よ れ ば、上見{ J : の II iJ I1
・
，1，1，・競 技 場 は そ の ア レ ナ ( トラックとフィ ールド〉の計主力 Z、 時 代

を く れ で オ リン ピ ッ ク の 如 き ん 競 技 を行 ょ、に過しな い か ら を 然新 し い鋭 校 内 容 の も の に し

なければならぬと こ ￬ ＺＧｊｫｾ れるから 、 アレナの新地と い ふことになる。この新形式のアレナ

は そ の k rli lh短 叫 ん に 今 の ア レ ナ よ り は 遥 か に 大 き し 給1・!，H( 'i¥fHl J に 敷地 の 鱗 仮 が 少 し も 求 め

られな い から 、111;然 lig (l!l J即 ち 今 ス タ ン ド の あ る 方frlに 姉 げ ら れ な り れ ば な ら ぬ 。 さ す れ ば

今 の ス タ ン ド はす1¥肱 となり 、穿 々 今 の ス タ ン ド も 也 紘 式の も の で規 模 も 充 分 な ら 争 、 これ

を 全 部 破 壊 し 公 る こ と に な る o tごから福111': ¥外 苑競 技 場 のふきとは言f'J ..s、ヵヘ ヰl に 今 の 敷 地 を

手IJ )日するといふこと? ごけのことで 、全 然 高 企 な の で あ る 。 新 進 と し て み れ ば 五 百 寓 闘 の 五

制 の 工 托 も 決 し て 不??; でないことが. E ' ¥¥併されやう 。

五( _j "寓InI1. i : はオ リンピックの? こめとな らば ("J でもな い と人は言 ふ か も し れ ぬ が、 私 を し

て tf は し な れ ば こ れ ほ ど 思 か し い 金 の 使 ひ 方 は な い や うに思 ふ。 今 の前!I ':;f競 技 場 は 、 あれ

はあれとして立派なものである。 過般の 日 米剖抗附 ｼ て競技も立涯にでき ｔ こし 、 ｾ ｲ も話 ＱＱ Ｑ 富競

技 が 立 派 に 行 は れ て ゐ る で は な い か 。 如 何 に オ リン ピ ッ ク な れ ば と て 、 あれぞ湖、方 も な 〈

i表し去る といふ こ とは砂 〈も
ti: X'の な す べ き 計31Eでι . t . ない。日本がそれほど宙裕ならば兎

に ｩ￭ ｪ 、 今 の 円 本とし てみれば五 Ｈ ＱＩ ＮＱＧ，ｾ ｾ ｊＨま支えな 金であ る 口 況んや 日 文事 留の 今に於 い てを

や D

五 (j・寓 の ん金 会 拘 て る が 如 〈に して〉ヒ) ! えされる説伎場は "iL lこ七;喝 五 千人牧容と い よ、オ リ
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ンピック ＺＭ ￬ ＺＺ 競技場としては ｲ｛ ｬ 注ノ Ａ とばのものである。七高五 千人 とはや ｊ とｩＮ ｉｊ ん ＱｾＧ 数ではない

か。 十高 人牧存の: i : : 競技場を今の j 自に ill;: 止する こ とは 、Ji ij にも IiL1 しに泊り 、敷地獄陥にし

て Ｉ，Ｑ，｝ＱＨ ＱＱ の Ｉｦｦｩ ｬＮ致金持するカ〉らである ｯｩｬｬ つべから ｆ るところへ処てや う と Ｑ Ａｬｾ ｬＧ ｱ ｬ 押しするから

こんな j骨平存な こ とになる 。

-J.lIfiiλー定はしてゐるもの〉 、今のま〉の計 JlEで :- i-: 競技場が 1' . 1 : 現しゃうとは在、は忠はな

い。オ リンピック 7I 事 κ' 1' 1
1
にも副主将ーはゐる筈、かうし7こ不介FHと不作策の jIy( らね官がな

い。況してノト円三え:m: もさに芭 l印ーしてオ リンピックそのもの) . nH I/Hす らがN[ 々論議されてゐる

現 Ａｉｊｾ で 、 五百高岡を袷てるに均しい ＡｚＺ ｾ ｸＭ の ＩＺｦｾ カヨ ｴ 現されようとは思へぬ。

口文事もさに! 紛係なくオ リンピック lま問 flHしなければならぬ。; < fHt DfJ11Hts れるであらう o

r がごt: 競技場に到する 今 の訂 J J:は 円ム:事ぜ に16M係 な〈宜しく版棄さるべきである。

ｪ 支市 Ｑ Ｑ 宵 外苑と決定しにオ リ ンピック作壌が Ｑ ｴＱｾ にが ｔＱ こにｾ 1-ｾ Ａ ｾＺされやうなどと Ｓ ・Ｚ恕 す るおー

ではない。私の主 Ｇ［ｬｾＨ まＺＺ￬ＺＺ リ ｫ としてどこまでも ＱＱ Ｚ しい と Ｑ￬ ＭｪＧすＧるカ ヘ それはねのＮｦｬ ｈ 想、であ れ

まにー ｩｾＱＩｾＱ 主将ーのＮｦ ｬ ｬＡ 泡 Ａ でもあるが 、 ｬＧ ｉｈ 泡 Ａ は多くの場合に ｾｬ ｩＡＮむ Ｈ Ｑ こるに ＱＱ Ｚ まって ｮ 現されないの

を常と す るから 、 これ以L 卜J i の正q! 恕を強 <:BJ ーするの J:f l. はしないであら う。

現 '(t の主競技場; 十;!! :をll j 犯して 、共謀れるそ指摘するに水稲の !! 棋を? 也ーさ fこかつに。そ

の.f1H1げをより泊切ならしめるにめに 、参ー巧として私 の抱 く.f ll!. 泡! と主艇とぞ支互に; j : i1介し? こに

過 ぎな い。

オ リン ピッ ク大合の競技場)jfti;:立としては 、主 競 技 場以外に幾多数多〈の課題がある。 水

泳競技場、蹴球競技場咋々。而一j してその仮本lま主競技場である。根本の主競技場で紛糾し

＿こ〉めに 、 主競技場に隣 Ｑｾ するをオ リ ンピックの原制とする 水 泳競技場も永＿ごに未決定の

事 '1'，: ; にある。 水泳競技場問題に就いても記すべき多〈のものがあるが、 あまり 長〈なるか

ら認には1 ' i略 す る が、新 Il D 紙の報i U によれば、水泳競技場のJ股地としては 、オリ ンピック

ＮｾＺ ［ 事 ｘ ＧＨ 立 後 業 ｬ 荷跡、〈小 川 Ｉ ＱＱ Ｉ の地ｦｴＧ［［ｽＵ @: してゐるとか、 さすれば. i : 競技恋ーはリlill '':: '
1
・外苑

lこ、水

泳競技場は小平IJ  ＱＱ に 、 部｜ＩＮ永島 ｩ 俊場 ｬ ま芝公 ｩ ｍｬにれ、ょ、 ｊ Ａ｟ イ＿に 、 従ｾＨのオ リ ンピック大併に 凡

られなかっ? こ分l¥ic ［Ｚｴ＾ ｴｾ Ｚ 史場となる謀 、 あまり感 心 しにことではなし、。これもあれも 、 Ｑｉｉに

代 川 ｪｴｾＮ 皮場の悩み ｢ ¥ ｩｬ ｦ，ｬを ｾＱ こ ｙ せば般地の ｭ 定を誤 ｢ 、 新ＪＭＺ［，イト蹴波場主 ｬｬｾＧ 交のんＱＧ Ｑ Ｑ｛泡 Ａ を オリ

ンピック 1;?事者ーが持ち件な し、からでめる。

バラバラ競反底ーでもオ リンピックはできゃうが、今ある時上競技場を跡、方もなく肢も去

って七高五千人牧寄与といふ イ引由民 1i. ｾ Ｍ ｉ Ｇｊ ＡＱＺの ｦ こめに五 Ｈｩ ￯ＡｊＧＩ［Ｑｈ Ｑ の大会を投す・ることにげは ｦＢｊ と

してもＮＱ Ｑ Ｚ め＿こいもの七。現伐のま〉か 、 多くもＡ当高閲Ａなの哨改築でよ競技場をつ ｉ Ｇｾ ｈ Ｚ し 、 す

べて質素な制肢でオ リンピックを主主行するのが残され? こ1 I 1 f ; - ーの万 11; t  U やる 。

ｮ Ｎｫ司 ｽ 切にｬￜ ｬ ｴＧ ｲￎ してオ リ ンピックそのものが ｦ Ｈｩ ｾ［ｦ ￬ に糊する今 日、 ［ＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ ，Ｇ ｜ 外苑 Ｒｪｩｉ 交場新 ｩｬｩｊｬＺ
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1' ( 跨凶計く!古楽がー・n もr，1 くオリンピック常事x. によ りJお架されん こと を衷心- 11i望し て 11: ま

ない。かやうな ｉ 決つに ￬Ｚ 立 ｪｴ 波場 ｾ ｉ Ｇｾ ｮ Ｚ 来 を 無ＮｦｉｉＡＮ押し に ｩｩｬｬ しながら 、 ｩ政女 ｬｦ附 Ｑ白子刊有制ｼ川山肋 ｖ ｊ 金 Ｕを＿五 ｍ延 ｬ旺Ｚに 五 「行ＡｦＭ商 高

附檎御制1{ 昂b

しf仁この もh文なしとしない口

? ごが私はオリン ピックを愛する 。 オ リンピックの民の立4長会l E しく胤併するが I吹に 、イIIJ

としても 三 年後にはオ リ ンピックのＭＪ京 ｉ ｊｦ ｊｦＯｩｩ を ｪｾＱ 竹ーしてＮＱ Ｑ Ｚ まない。

オリン ピック会 ｉｊ ｦ ｊｦ ｗ す るにめには 、日 本人何 人 もが ｊｅ し い と 汁肯 し作るや う な ､ 昔般の ｾ ｉ ー

;1Eの 下に主力; : i 1! i め られなければならぬ。現ι の主説反場討すli ;案に闘する限り 、私 は何とし

ても i'Yt J し1たねる 。心 ある識x. はみな私 と!日j じよLifJ干 e f. j' す・る 。

日 文事娃に旺 ｼ白ｻ してｉｴ長 ｊｊｩに ｩｾｾ い ｯ ｪＧ ｩｾ て主競技場 ｕｕ Ａ 却に ｼ 妨 ｬ し本抗告＿記す所以である 。

(11日平"十 二年 JL) -1)  

ライヒ Z ポ ー ツ グ ラ ウ ン ド‘ の 校 型 ( Moderne Baul ormen  1936，8. より 〉
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オリンピアク競技場として外苑改造に就て

ノj、
林政

II' F年夏オリンピック招致に成功して長等は前代米| 出の俗事堂 四年後に児 らるることと) (

lこ菩: ぴ、ゃれ敷地の選定にの、ニi象13; の編成Tごのと馬力会かりにのであっ? こが、Hi か一年金

粧Tこ今日 、 日支事経と言』、中: . k 時局に岱雨i して その間否が危まれる事↑ iif に主主IJ つに。思へ

ば随分テンポの早い境化 である o そして一部の人々 のII¥JI こはオリンピック僻返設もあるや

うであるが、同組織委日令:; i t l . に米京市方/ I ' i i では今後更に疋大な時局の鋭化がない映り断然

ｉｊｦ ｗｕ する方針を以て匙むことに決定せられに様であるから 、 多分 間ＡＡｩ ｾには ｉ ｉ｜ ｈ 主ひ がないと

忠」、。各種の設備のJ I，臨案の伏先、 迩行はず，J ! ま '/0，' ＼ 時 局の推移を 見 てからでなりればｫｩＧ Ｑ ｾ ｭ

ではな いかと思ょ、。

斯様な次第で競技場の放地、施設の概要に就てはみ;年 2 ｈｕｾ 一次の決定をづ ｵ こりれども

その後各種の事情に依り 1t. l研究することが必要とな り、 その まま今日までぶ決定のまま JJt

制せられて居る有棋である ｯ 私は芭接オ リ ンピック組織委口令には ｉ ｾ ｍ 係はないが 、 他より

側聞する 所 を記して前世きとする次第である。

参考の ｦ こ め組織委 ｉｩ 科で刻 一 次に決定せられ仁科施設の敷地主立に線 ｘￎｾ 公取げれば次の ｪ 必

りである o

競 技 場 ( 外 兆 改 造 〉

水泳場〈外苑ｾｪｊｦ Ｉ

250高 閲

100 

球 技 場( 干17山射牧場跡、) 250 

自 称 車 競 技 場 ( 芝 i"D 15  

抗二宅内競技場。卜 ｾ ｩｈｉｉ 撲場Ｉ 10  

r.dr式場千i I l JJMt ( 未 定) 50  

ｾ Ｂ￧ 一室内競技場有ｉｩ ｊｊ ｊｊＱ ｴ ( 御茶ノ'k) 100  

漕 艇 場 有nJりIJ1t (戸 IJ I 村) 40 

馬術場有I i 助究( 1ft 川ケ符) 20 

冬期競技場有| 似'n白 CAt 脱) 30 

オ リ ンピック ｾＺＮｊ Ｈ弘ｾ ［ｾｏ＠ 100 

合 計 965 

( 括弧内 は場所〉

その後主競技場建築技もこ のこf象算を以て しでは到底lt 行|生日fIーと な れ その他作間続炭場
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回面平苑無室神 ｾｧ 問

- z 令 邑 田 守 司 尺 崎

，院

2氏

世

宮

「1悼開 会 悼幽 r

にも縫克が生じて米f こので現点のは込では 1，000寓閲 11

1

1
でるであら うと想像されるが水口

iki とされない様である。

さて その 内自分 の也媛 ｼ 剃係する ｼリｊ＿合 前 ＱＱＱｽｾｦ 外 苑競技場の改浩案に就て 、ｊｪ ｬ 述 べて ｊ， ｕ こ いと

!日、五、白

l，iJ 競技場は大正 13年 3 月完成 しに もので 、首・時と して は随分進 歩的に設計 しに杭り であ

っ? こが、今日 では; 引はば時代込l れになり Y OIJ 上 にも町々不便な所も H' I て米仁枝である。殊

に同ｼ際オリンピック競技を行ふ事になると平に削 ｔ￬ ［ｘ Ｇ を幾商 人容れ得 るやと ｾｩ Ｍ ｾ， ｮ ｜ｊ Ｇ Ｚ 語以外

に、グラウンド そのものが紋過ぎる。同内競皮であれば現有のグラ ウンド の}o' i さで充分で

あるが、何しろ 53ケ附の多数の選手が集まり短時 日の川 に行はれるのであるから競走、投

J郷、跳躍などの谷間続肢が1，，)時 lこ並行して行ふことカ; 11

1

1来 、然も互に完全にデ ィスタ ーフー

されない様にせな りればならぬ口斯うなる左現{f :のグラ ウンドでは狭過ぎることになり、
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悲に改造の必要が生じ

ンピックが消んに後で

|ωIIHi の如〈廻l i ' i l 400米

そこでグラウン ドは

の111問; 11手トラックを回目

は叉JJ 』{過 ぎることにな

?こ識でーある。 f l [ しオ リ

何 うなるかと rjJ すと 、

るかも会"れぬカ'0

‘
‘
，
い
引

い

γ

‘

'H

車

内

拶

叫

可

証

f

世し、 そのー迭を延k

して約 140米の長 さ と

Ｍ一 ー ー ー 命ｾ

オ リンピ ッ クー1"競 技 場 グ ラ ウ ン l明日程第 2 闘

ここで 100米 の競走が行 はれる口杓図形の 巾は 8 コース分、也出JA走路の 11I は 9 コースし、

1 コースの巾は1. 25米で嗣側の 2 コースは徐分の立味で設げるもlt りである。分 とす る、

ト ラックの 中 庭には ｲｉｊＷＵＱ￭ ｟ｾ 、 長 ＱＱ Ｕ ｬｩ ＮｬＮＡ ｪ の ｈｾｍi147岡形の替曲部は三心困弧 として形成 し、

の蹴球場を容れ、 その隔世11J に多少の飴地がイjミするにげの rlJ とせねばならぬ o X OIIl I部には

fi j ' 投のl1)J走路と 走高跳壌を? ご筒所づ 〉配し、知 ;11ヨの四限及r : 1-1火・lこは悶楳投場、餓 メL投 場、

餓鎚投場等を配置す る。闘型完投、餓 丸投は約45)支の角度内で約 70米伎の距雌に注するから

この溶下商がフ ィ ール ド内 に配世す ることが必要であ る。

ＪＱ Ｍ ｝ 図 形 ト ラッ ク の 隔世 Ａｊ ｉ には外ブ Ｇ￯ｾ こ仲両跳 、 三 段 跳 、 走 ｲｬｊ b' JEの競技場ぞごがi所づっ配世す

そのタトIHI Jには?悦5主席との 1l ¥llこ4る。これ は ピッ トの外に約60米の助走路公 小j しにもので、

米以 上の空地を置いて競技1) - がi I 北米の? こめディスタ ープされな い拡- にする。グ、ラウンドの

外 I，I，'Jには rl1 2米乃至 3米の溝を続らしてお良司JE及役目の泊路とし、選手の州場の?こめには

.u: f': ぺ ;， ｾ 苅
ｊＺｪ ｾ 佐と選手控主とを ト

ンネJ レで連絡 して之を

斯棋なグラ ウン ドの

と非' ;; :; ¥こやかま しい!日]

この配世は組織

委 [-1併説炭Mで審議せ

られ漸 く決定を見 ?こ案

で、大韓配置は丹Ji" fi l' Jは

配世 は競技 1-か ら見 る

jiuるこ ととする。

題で、

外苑競技場改造案卒珂困第 3 闘

王にと Mせら れる もので

イi' 淋 オ リンピッ ク競 技
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壌を手本と し且つ之よりも幾分前 〈し て改善を )111へ? こ楽である。

斯様な配置のグラウン ドが今回要望せられて居るので之会外苑競技場に容る ることとす

れば現 在の観覧席を Ｑｾ 康はして之会配し 、 更にスタンドを新築するよ り外 注がな い の で、

今 日まで色々 と可否のやかましい問題となっ? こ識である。

別|函lは私の立てに外苑改造案でぶ? ご諸f . ¥l lの令議 lこかげで ヂイスカスされ? こものではな い

が参考の fこめ蕊に掲げる弐抗である。 即 ちグラウンドの四f ! ! l J には餓筋コンク リート遣の大

スタン ド を建築 し てよに主賓 ｗｾ 、 委 ｵ 席 、 記 ｻ￭ Ｇｲｦｬｴ 、 通信 μｬ お苦手伝配する外一般ｻ四賀川［とし

て合計約 3寓 5，000人全容るるものとする。 その下附には多数の選手更衣室、入口 、階段

室の外各種の宝セ配世し 、 スタンドは Ｒ 附桟放 Ｑ ・ ｮ で出席の段数 ＷＵ 段 、 市さトラック ｬｾ ￮ｊＺ

約75尺に注する見込みである。

場の東南北三凶[には現{ i : の! 頃斜芝地営利J . IJ してこ の 1-.( こiYti込i U. : j : 佐世の制3・v市営巡る 。 こ

のスタンドは木造でオリンピック大合終了後・ふとを撤去 して現ずEの虫f I く芝生の視覚l市とし

て践すも'f ' . l であるが、 この似設スタンドは約 4高 5，000人、前と合計して約 8 ｾＱＡ［人を苓れ

得る 見込みであ る。

壌の南北端には I"J伝説け南il" J IてにはIlill l火山をぷけ 、北 fl!l Jには闘旗掲揚所、スコ ーアボ ー

ル ド、及び約 200人を容るる 突繁立を設げる7象定である。

大韓 5T; 詮i列すれば以上の通りであるが果してこの案が行はれ得るや、叉根本(1
1

，) に位以l さ

れて遠 〈郊外に持って行き 、新しく控『没される やら今の丹JI 全 〈水火である。
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オ リ ム ピ ア ク 塾 術 競 技 に 就 て

石 原 憲、 治

IJF心のオ リム ピックの東京間f I l lが此度の支芽11'1手法のffl めあやし〈なって米Tこ矯めに 、

般に (I i] t. : か気乗り高の空気が感ぜられ、 (1司威主となくi ' ' i すぢが惑い心持ーが する 。

政I{f では断念し七回一るのTごが、I1Wその殻表の時機密ひかえて居る様に見ら れるがどう であ

らうか。若しそうにとすると 、如何に騒いでも仕方がなし、事になるわけTら そ れ か あ ら ぬ

か昨今は盟協側を除いに方 I商では 一般に鳴りを静めて抑制休 i1: の欣態にあるといってよ い

あれ限大騒ぎをし? このに 、一千五行寓阻の事業'fi:. h'l れない4去では甚t.: 心*111いことになっ Tこ

もの七口

事もきとなって車問一致すべきは岱然であるが是れと共に他の一 切の文化活動が休止して

よいわげのものでは勿論ない。今年も各美術園謹は展覧千? をDf l i ，、て文民もまに近< rm1mさ

れる事になって舟るの Iごから 、岡家の美術奨蹴/ J ;1ねトーされにわり でない事勿論である。 11f(;

此| 際間際的スポ ーツ及び悲術競技を1mす丈りの除栴があるか否かと云」、事になると思ふが

込れは岡家の節子 l こかけてもやってほしいし、日 本はi 1町] I :;;' f り強いのではな く文化的事業

にも如何に熱心であるかを ｔ 此ｼ探知らしめる必要があると ｽｊＡ，ｾ 、 、 ゴとれは文 化外交とし てもｸＱ

誌のある: r . l i: に畑違な いのである。

然しよ止れはあってほしいといふり煩望であって 、事立に千{ り 、叉有るであら う事とは必す・

しもー到 しないのみか、現貨の J伏態が悲1史的材料に尚? こされて) ，I} る事 l主事1・Eで‘ ある。

さて Il¥j! 遁の喜術続投であるが、従米此の墓術競技れ、ふものが、オリムピック運動競技

のi法にか くれて 、 その存在すらほとんど知られて居なかっ? こ棋である。わが闘で初めて出

1吊し? このは第十回ロサンセ・ルスの時であっ fこと思ふが、 その時は倒少数しか肱募作品がな

かっ ＿こ。わにしもその時 一貼の 出品会試みに 。第 十 一回の イ ｉｾ 林 の時は 給苗方商は可なり Ｏ Ｑ ｜

d71.:l 設も増加し Tこ犠であるが建築方面は依然として1ft しいものにつ Tこ。走れはオリムピック

がスポ ーツの方に力が入って他の宴術競技などはほんのさしみの安にもならない位にしか

考へられて居らぬｾめに Ｑ ＺＱＭＱ品する者もオリムピックの御利 Ｑ 作の様な所に出 ｉｬ｢ するのを＿喜ば

なかっ fこ事もあらうと思ょ、。此の械に伯値を過少に許慣する jボ!ZSlの - . つは我閣内出品勧誘

と宵停が足りなか っ? こ事も考へられる。

「次回第三 回目の参加は 主 催閣として世外各国Ｈ ｾ I呼びかけ 、すべてを? 組織指導して行かな

ければならぬ重大な地位に立つのであるから 、」責任が甚t.: ii. し、。従前の様に御座なりの

ことをしてお〈わりにi jかない。乙れこそ真の穆闘一致で1 I かねばならぬTごらうと忠ふ口
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すでに大日本腫育協併の組織も改組されに事であるか ら、いよいよ東京主催となれば、

建築部門に就ても犬々出品募集に就て、 j占] 首な川; 官舎しな くてはな らぬものと }J!，; 、。その

矯めに建築部門丈りに就ても審笠の方法及ひ;;1¥品の内容の徐;寸をして如何なる内容が埴首

であるかを I切にし又H! ，品者勧誘を li5iれする必要がある。そして部分計量: 建築制係者 tこ蹴〈

: : J 1 { f 周知せしめる乎段方法を充分に取られねばならぬと忠ふ。

従来の様に 三 ［ｩ，ＮＡ山や五駅の出品で ーは 心 市ＱｉＱｾ、少なくとも四五十駄の内から 十駄 ｩ 立 の優秀なるも

のを議選してi 1 ' ，品する位迄にし? こいものである。

オリムピックプーノレ境内にめる浮、彫

5鉛逸J : l : 1' f 大塁手人口の浮彫

ラ イ ヒ ユ ポ ーツ グ ラ ン ド 附 近

くZentra1blltt 1936. 7  より〕
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東 京 オ リ ン ピ ア ク 村 の 試 案

オリンt : ツク村の沼草

ｾ喝

邑 賢

古代オリンピヤの祭典には、選手は一同市11域に能って身心の隣れをはらふのが常であっ

? こと体へられてゐるが、今のオリンピック村のごときものが設げられにかど うかは知らな

い。近代オ リンピック大台に於いて初めて村が設げられにのは、第 8 回のパリ ー大合であ

る。之 が; 設げられ? こIlllIJ1は、古代オリンピック精前11の復興といふ立l
床もあっ? このであらう

が、一方叉外国選手の宿泊に闘する世話はオ リンピック規約によって組織委 n合の責任に

なってゐるので 、参加選手の増大と〉もにむづかしくなっ7ここ の問題の解決を之 tこ求めよ

うと試み? このである。この時のは極めて小規模な試験的なものであつにのであまり問題に

もならす¥次のアムステルグム大合では設りられなかっ Tこが、共の次のロサンゼルス大舎

には極めて大規模なものが設けられ、旦大成功を? を? さめ fこので、爾来オ リンピック大台に

はｾ｛ｽとくことので きねも の〉掠になってしまっ ｔ こ口

このオりンピック村はロサンゼルス可i の東南方約 12粁 、主競技場から 6 粁のボルドウヰ

ン丘に 8 高齢坪の土地金借受付て之に極 〈一時的な施設会 しにものであっ? こ。この丘は遥

かに太平洋を望む見はらしのよい底であるが、潟真で見ると 地区内 には樹木などもあ まり

なく一寸殺風景である。施設としては 一棟 4 名宛の宿合 500 棟の外に食堂 8 棟、事務所、

臨接所、病院等あらゆるものが設げられTこが、建物は何れも仮設的なもので 、中 でも宿合

は特に組立式として、宿泊者が定員 2. 000名を超過する 場合には直ちに建増する準備が整

へられて居Tこ。

昨年のベルリン大令の地

設は 、 その規模、設備とも

正に劃期的なものであっ? こ

が、オ リンピック村も亦極

めて完全なものが陸軍の協

力によって建設されに。之

は将来街成病院とする窓岡

の下 lこ、市の中心部から 30

粁近< : 雄れTこ幽遠の地デー

ベ リツツに設けられにもの
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で約 16禽坪の敷地の中に素朴な煉瓦遣の宿合 140椋が将米病院本部となる大食堂を中 心 lこ

して 、 美しい白石 ｷ の林の 中 に建てられ＿こ。村の ｲ ｬｾ には練習月 Ｑ ト ラッ ク 、 フ ィー ルド 、 プ ー

ル、尾内運動場の設備すらあって村としての設備はまづ完竪であっ? こが、?こ Y 主競技場と

の聞の 14粁の距離合パスで往復するのは選手にとって多少予干拓ではなかっ? こかと思はれる

東京大曾とオリンピック村

オリンピック ［ 東京大合の決定に先立って招致委員令が昨年 Ｓ 月決定しに招致計 Ｓ ＱＱＺ 大 Ｊ ｉ ｾ ｉ に

よると 、オリ ンピック村は「東京宮市の西方叉は北方に首り外苑と自動車で30分以内の 111

手地医に 2，000人を牧容し得る宿舎を? 建設する J e . 具韓的に掲げられて居り 、又本年 2FJ  

組織委員千? で承認され? こ小委員令案 lこは 、オリ ンピック村は線杭費 115高園を以て砧村 、

上高井戸 、等々力当事に設定すること〉なってゐる c( その後確か砧付が第 1f!民利l地となっ? こ

様に思 ふ〉

しかしこの時決定 し七建設代主的象: l f I : も 、現干ーlてのH寺局下に於いては更に削減されることに

ならぬとも映らなし、。さうし fこ場介には結局ー析の附随的施設にすぎないオリンピック村

の費用が先づ切りつめられることになるかと }i:!，J. 、口元米オ リンピック村の施設は競技場等

とi立って村として 川ひられ るの は大令市I後 l ケ刀釈にすぎす¥後は不)I Jになるものである

かられ術的に村別の考胞が必要になる。従? ! : : の例によると村は宿泊者ーから一定の稿11'1料金

徴牧するのであるが、之は食事代から交通党、共の他村内の施設使用料金を令めて、 ロサ

ンセ・ルスで は ! 日 2 ドノレ、 ベル リンでは 1 n  6 マルクであ っ? こから 、現行: の魚住相場で換

算すると前: x - が約 6 間90銭 、後 Jf ーが約 8 悶60践になる o 1たって我岡なら勿論設備の釈度虫n

何によるが、さし づめ ＵｾＶ 阿見世とならう。又村の手 ｉｊｦｬｊ される期間は従来の例によると

大韓競支の開始前 l ヶ月から競技終了まで、 ゐるが、選手の中には-7 く到着しでも村に入

らす' ( こ避持地等に介前して練習するものも多いし 、叉競技冊目によっては閉令市j に退去す

るものもあらうか ら、 l 人千均の利用期I i 日はも っと如く なる。競技期間は全悼を? 通じて 16

日以内といふ［ｪ ［ｉｊ 叫 がめるが 、近年 の大令で ι ［ υｦｦ どすべてその最大 ｉｕｾ によってゐるから 、 村

の平均平IJ)I J期 ii¥J は20日未湖といふことはあるまい 、i¥)( (こ 11足りに杭11' 1*千台 l 人 l 日 5 悶、1令

官期1mを20日とし、且共の内食費、 交通究、事務先などがその牛にあ? こるものとすれば、

宿泊設備に充 ＷＲ し 得る金額は ｬ 人世り Ｕ Ｐ 同である。従 って 病 ［ｩｬｾ 人員会 Ｒ ， ＰＰＰ 人とし ても共

の線、牧入は陀かに 10寓闘である。

かくの如〈オ リンピック村の経営( 立 、まともにやつにのでは到底係x : r がとれな いので、

前 2 同のオリンピック村に於いても 、 この駄に は特別の考慮が梯はれてゐる。即ちロサン

ゼルス大令の場合には徹頭徹尾一時的 、 仮設的に行く方針で 、 土地はある人から事 ｔｴ ｟ｬｾ無

償で借月j する 、建物は組立よで使用後は分jfyf して賀却して了ふ 、家具その他の調度類は或

は借入れ、或は購入に北白: って7象め底分先を凡附げておく 、電般にげは' . 7 1くが瓦Wi などは

ポンプ入のもので間に合はせるといつにやり方で、極度に jgi 究の節約が計られにのであっ
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1: 。叉ペル リンの場合には設備そのものには莫大な費用力 Eかη られ? こが、之は寧ろ陸軍の

建設し? こ街成病院をそっ〈りその保借用し? こ様なものであるから〈勿論設計には十分村ーと

しての要件が考 ｉＮ ｾＺ､ れにのであるカり組織委員令の負措は側めて絞ノ ｪ 、につにと考へられる

k にかく止t の47去に約m: の旬1京守を計ること力増包会l であるとすると 、純局オ リンピック村の

計喪は原則的にロ サンゼルス式で行 〈か、 ベル リン式で行くか、或は雨者の1見月] ( 土地と

建物について〉で行くことが必然的に必要になる o( おもこの外従4劫〉らある施設一一ー星野校

得宿合の虫 ＱＱ きもの ー ーーを利用することも汚へられるが 、 之れは多少 ｽＢＮｊ といふ ｾｉ 史念から陥れ

る。従って村の百十 ｭｾ ＮＷＩ第一段はこの方針の決定にあるわりである。ロサンゼ ｊ レス式の行き

方は 、位置の選定並びに設計tこかなりの滴立し? こ自由さがゐるが、経怖の黙に於いて難色

がある。殊にロサンゼルスの場合の様な組立家屋部分品の買却等は、こ の開家尾の普及し

てゐる米間にしてはじめて州来ることであるし、叉生前政式全異にする日本では 、調度ー穎

のl名分もかなりむづかしし、。もっとも此の頃東京の某百貸出で組If: 式サンマーハウスの貰

11
'
，し をしてゐ? こが、案外こんな虞に市要を見出し得るかもかIj れない 1); 。一方ベル リン式の

行事方は、 ベル リン に於げる陸軍首局の如き特定の引受付手のあることが前提 となる ので

その可能性は局限されるが、経怖の貼では相首充分な施設を整へ得るから 、より引受り乎

さへあれば之にこしTこことはないと忠ふ。この溢は買際問題であるから我々の机 kの試案ー

ではめる粍度その可能性伝限定して行〈より仕方がない口

東京オリンピック村の試案

ベル リンのオ リンピック村 Li :j: ;tj 戊病院として計設されにものであるりれども 、その設計

に首つては、この小さな来泌にドイツの都市計義( 或は地方計指J の.):II!. 想ー一一自然と人 li ¥l

を 、 即ち郷土景槻と建造物とをＺ， ｾｭ 然融和せしめんとする所調関巴者ｉｉＧ ､ｩ Ｈ ｌ ｡ｮ､ｳ ｴ｡､ｴ Ｉ のｾＡｰＭ恕

ーーを表現する こ とに、設計者のマルヒ| 等土及びウイプキング叡授は大し、 lこ育心 し? こい 、

ふ乙とである。こうい っ? こ事はオリンピックと直接聞係のないことではあるが 、我々都i li

計需の仕事にi }tはってゐるものとしては、東京大令のオリンピック村をしてやは t 何か我

問の都市，-dJ LI-_有意義なものにし? こいといふ希望を懐いて町一り、 D. 又 そのすることが他方

村のベル リン 式経営方法のー案ーとしても一考のi余地がある椋に jι はれるので、 その可能1'1:

を吟味する意味で 、 Ｎｊ ｈ ご ｾｕ 授ではあるがや、 Ｎ， ｮζ 瞳的な ｾ Ｍ ｴ Ｍ ｾ ｈ ー案全試み＿二次第である。 そ れは

オリンピック村の珪試合機令に 、 或るｽＮ｟ｉｪＡＮ想、を銃つ ｦ こ一大近隣ｩｉｾ宅地を ＱＧ｛ 現しようといふの

である。

巨大都市のIJ 彰脹ブJ といよ、ものは民 lこ驚くべきもので 、例へばJ ，RJ ; - t 等では年々 20寓近〈の

人口が増加する D 勿論之は自然増加のみではなく 、 その大部分は地方からの移入 人口 であ

る。そして之等の流入人口に針! 在する市街地の開張、住宅の供給は現在?ifi と私の企業とし

て行はれて居る献態で、 その供給するところのものは都市計担: .1イ遺憾な黙が少〈な い。

従来住宅の改普に也-つては主として保健、街 生J ての要求が、絞ifU-. の要求と並んで重要
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硯されてきにのでのる

が、近年この方 l凶に於

いて既に可成りの杭験

全 ｲｾ￭ つ附洲川崎 ｬ こ於し、

ては 、JJI にi 1:.' との JIんに

といふ ものが又 JI '常に

111:要i視される慌になっ

? こ。数年前ーまでは、故

もれ怖がれこ{ 化' ，JUI' .j
1i i ! ，

宅金供給する? こめ のl' 止

も介r
1

l1.的な形式は同府
ペノレリンのオリンピック村

の大集合i Ｑ Ｚ 宅の ｍ［Ｚｴ であるとされ 、 大陸諸問に於いて慌に ｾｵｲ かる大ｻ 1-: 宅併の建設が行はれ

1: 。ところが最近にな って 、 この様に伊|性を無回しT二、土から遊雌し? こ住宅といふものは

同氏の精制qこ商白からぬ影搾を輿へ る。 こう 云つに住宅からは郷土愛は生れな い、 殊ーに背

児に不適首なる? こめ/ 111産核保 F の原閃ともなる 、 といよ、様な理rl功、ら 、住宅は各戸が相官

の庭ぞもつに一戸建の形式がよいといふことが、殊 tこ問家主義の閑々に於いて主張 される

椋になっ 1: 。此の傾向はみ;年ノミ リー lこ聞かれ fこ岡際都市計 712及f下ー宅計担令議に於い て、jI':: j

府建築か低層建築かといよ、議題の下 lこ各岡の代表の討論が行は れ?こ結果、 その大多数が前

記の様なノj 、住宅の支持者ーであっ? こと いふことによって も、 iit 界に於げ るかなり一般的な傾

向であ ることカ: うか でJ はれる。就中ドイツは此の方商に到して極めておlk鋭的で、嘗てジ ー

ドルンクとして布名? ごつTて彼の大高層住宅群に代って 、各戸笥ーに相官聞い菜岡を備へ fンj 、

ｩ Ｍ ｉ ＭＺ 宅の哲也洛が Ａｬ 下慌にｾ泣きれてゐる。家屋は一戸建のノ ｪ 、 さなものであるが 、 架閣の ｬ 面 杭

プヲ レヂy プルグ ・クール7 ノレタのクラインジ ード・ ノレンタ

オ リンピック村と何か一脈キ日蓮じ? こ所がめる。

は 300 坪程のものが多〈 、居 t l-: 者-

はよ lこよって土に親しんピ生前を?

? ぞむと同時に 、叉よ か ら鮭 られる

牧人によって建築貨を償却し て行

主、数年の後にはすべてを自己の

所有となし得る仕組みになっ てゐ

る。

我問の住宅の形式は大地主の給

合とい ｾ， ｾｕ 也からは比較的良企 ｃｈ ご

つにのであるが、大 都市 に於し、て

は郊外土也と !I1f 1もさ ういふものが次

第に少 く なって 、 敷地の側めて ｾｪ￭
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い土地から牛ば遊離し仁枝な性宅が多〈建てられて 、 ｾｾ然とし＿こ殺風景な市街全形遣って

行< ! 伏態である。勿論之{ t > ; l { ; 正するにめには技術、財政の耐方而に於いて公の積極的援助

が必要であらう。しかし之にもまして必要なのは住宅の供給お ｪｲｾｾ こ ＳＱＷ 要 ポーに、斯かる形式

の{:I-: 宅の優れ? こ黙を安11 らしむることではないかと思ふ。之に最も有効なる乎段は先づ思想

(I"J な住宅地の見本を作ることである 。

之は少からね費用を要することで あるが、若し斯かる fl :宅地金オリンピック村の高IJ 産物

として賀現することが出来、且之が村の方としても杭掛であるとしに ら、正に双方共側め

て好都介な諜でゐる 。 この可能性を考へて見るのが次に掲げる束京オリムピック村試案の

目的であっ Tこ。

この試薬に於げる

オリンピック J寸のf立

世は、組織委員令の

ｕｾＭ Ｑ ｾ 補地にあげら

れてゐる砧事の附近

ｍ 段想、し ｦ こ。之は 語 ｉｾ

下Yタト苑から西南方約

12粁の多摩川に近い

高率である。闘の中

央・を? 杭断する太い道

路は蹴谷牒附近とを

禦ぐ都市計重放射街

路の 一部であり 、又

lド央を斜に走ってゐ

る軌道は戯谷に到る

共私鍛の菟許線でい

づれも現存せぬもの

であるが、之はオリ

ンピック ImHMまでに

は完成するものと蝦

定し? こ。この雨者に

よれば都心との交通

は相常に便利であり

勤労者の住宅地主し

ては伏して不、適首で
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はな い。叉オ リンピツ
ｾ＠

1: 

ク村としての選手の迭

迎 にはパスによるより

は寧ろ 行総との連絡運 玄

関

φ  

轄により競技場附近ま

で電車によっ? こ方が便

利 であらう。電車によ

れば 12粁の距離は大し
宿 令

て問題ではなからうと

， Ｑ ｴ 日ｾ Ｎ ｬ 、。

li;ii lq1 l はfl;司工場で 、

牒前ｽ｛，ＧＨ怒 ｬ ま臼動 ｷ の ｊｾＱ

車場に川ひられる。 2

は中! の入 口で、左布に 包 也 軍ｾ｜

選手用住宅と

将来への華盟主"

に到する試'主主

事務所及びl匹姥所を設りる。之は建坪約 300坪で、本! の修了後は{t: 宅地の管珂1事務所放に

前節目として使JIJ される。村の入 口としては之が唯一で、liJ ;r1中に見える共の他の迅E各の川口

の ￬ｾｉ｜ｾＺ 子は 、 外の道路に筒す る ＭｊＱ ｊ の宅地と〉もに一時的な線地として問主し 、 ￆＺ ， ｊ の ｪＡｱ ＷＮｊぇ米

側に多少j良く現れてゐる永久紘地( 何れも外( J ! IJ に下る斜間) と〉もに村を完全に外界から

遮断 してしま」、。

トＡの入 口 より幅日 ＲＵ 米の ｭｾ 、放水迫力 ［Ｑ Ｑ ＭＱ 央公開まであ ｩｈ 0  j全中之に交る大きな J逆 S JIヲの

道路は村の動脈で、持? j ( はこの十1: 宅地内の居{-t 持が騨にi l l ! ふ吊; 要な道である。之より派生

するノ ｪ 、 道路に商して約 Ｓ ＰＰ 戸の宿合が並ぶ。之は一戸の商杭約 Ｒｓ 坪とし 、 選手 Ｖ ｾ Ｗ *'宛

合計 2，000名を牧容し得るものとす る。この宿舎は見守米一寸し? こ改造によって日本人の{ 1:

む茶閑イ Ｎ ｊ Ｇ 住宅としようといよ、のであろから 、 ￭Ｇｦ際 ｉｉｕ 閣としては却々設計がむづかしいに ｾｦ ｬ

珪なし、。が之も Uとして不可能ではなからうといふことの設協までに 、 こ〉に訓lj 案' e一つあ

げて世く。之はメ ート ル法による[ 面的88千方米 ( 26: 1 : ' 1 ユ〉の家用で府会としては選手 7 -1号 、

給! 土 1名を牧察することができる。改造後は有側の肢に利作折点式住宅となるのピが、純

洋風住宅とすれば勿論更に間i"'j l でめる。

敷地はオ リンピックネ! の時代による訓然? こる区別許IJ 合せす¥ブロック全嘘をー商の草地

として置くのであるが、{ Iニ宅となっ? こ場合には岡の棋に ! 戸千均 220坪の割地に匹却し、

更 ｬ こ之を約 Ｑ ＰＰ 坪の宅地と Ｑ ＰＰ ｾ ｉｉ ｓ ＮｴＮＧｪＧＭの茶閑とに分つ。似所｛ま ￯ ｫ ｩ Ｎ凡ェにとして汚 Ｗ ｫ Ｇ￩ 各ブロ

ッ ク の 中 央 ( 即 ち菜園の rll 穴・〉の憾欧州に: 導いて共のま〉肥料にする仕組みである。

中央公閣は而節約 2，000:1;':ドで、集千? 抵ーにも球技の練脅などにも使FIJ し得 るf{，' iい芝生を 1:1
1

心 に、IE商に一周 400米の練習用ト ラック ( 6) 、左布にプ ール(4) 、髄育官' j }' 及び股衣 場(3)
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食堂 ( 7) 等を設げ る口町!?れ ?こ日ならば、東の陸 上に建つ食堂からは 、はる か に富士 山の委

を望み得るであらう。この部分の施設はオリンピック村の時代には休薬及び練脅m施設で

あり 、終米は一般の近隣運動公岡となるのである。

乙の計百iの商砧概要は次のi l l ! りである。

線、商杭 134，500坪

内詩、開 場、道 路、 14，000坪 中央公悶 22. 700坪

共他の線地( 斜商) 21，500坪 建築 IJj .t也 76，300よ'ド

終りにこの計主の貰施方法について少しく説明しよう。ょには先づ前述の引受 子、即 ち

此 j起では 300戸の大分譲住宅地合経替するものぞ見出すことが必要である。之は結局市或

は公経国躍の事業としてやることが泊111であるが、 その際政 Jf正あ? こりから長期の低利子t金

の供給があれば説あて灯都千? である。オ リンピック組織委L l 令はよに劃して使川期川 に到

する家賃を支桃ひ 、j王改ili1!: 等を1 ' l推する。叉中央公民! はi li の公闘として施設し、食堂43・

の特殊施設は組織委員千? の負婚とする。この方針で行くものとしてよに要するがE究会 5 っ

と算出 して見るし土地買牧究から折合等の諸調度の慣料まで一切 を? 合めて二百飴薦問の

口額となるが、 この内オリンピック 1'( より支Hうさ れる部分一一ー即 ち云ひかへればオ リンピ

ック木! の? こめに費されに費f1J-- は慌か三四十高岡でめる。( この内約十寓聞は前述の如

〈杭泊料として岡牧される 。〉従ってよ はオ リンピック本J " m-Jxの一方法としても相官純情的

な方法である。

ｦ な この土 地 を取得する伐には 、 買牧金本易ならしめる ｮ に 、 もっと ｊｓＨ ぃ Ｉ ｉ ｻ￟ ｉ Ｚ［ ｾ Ｍ 一一 例 へば

li;.l ｲ ｬｾ 瞬を 中心 として ｬ 時間ＺＱ Ｑ 手伝なす約 Ｓ Ｐ ｦＮｬｴ坪の ｲ ＮｆｮＺ ｊ 点 、 之は一つの近隣 Ｇｩ Ｇ ｻｬｦ なて ｳ ある ーーに ｬｈ し

てｲＮｲｾお ｬ 整型ｪ｝｟ｾ行ひ 、 村の用地金この阪域内の全地主ーから少し づっ ｈ Ｍ ｜ｾ せるとか 、 或は買牧

を希望するものから !- P，させる棋なことを巧へるべきであらう。叉この案の様に{ 1:宅地とし

て建設する場合には 、都il i計需事業として買施すれば法律上土地を牧用する ことも HIぅf<:る

わけである。
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日 本 高 博

市品 田重 義

機

曾

設

場

経

交

費

逼

I尊 覧 曾 型軽

概 設

昭和 十 五年は建間以外 Ｔ 丁度二千六百年に町るので 、 Ｑ 初出 ｈｦｾ 告げて大 ｩ ￏｬｊ￨ 典を行ふことにな

り、共耐典事業の一つが紀元二千六百年記念日本高間博覧令であ って、我岡では始めて開

催せらる〉ものである。

日本蔦間博覧令成立に至る迄の経路 、 問的及大要等については甚 ｲｾ 簡皐な力句 、 去 る 六

月廿九日京潰各新聞出: 幹部招待令席上に於て述べられ七 、令長草案原銀次郎氏の挨拶文』こ悲

しであるから次に時記して読者諸君の御参劣に仰、:する 。

本日[ ま操飢界有力なる各位の御令合f t ' 御願ひ致しまし? こところ 、御多用 中tこも拘らす' 多

数御出席下さいまして、;irt<に有期t う御座ゐますo

御承知の如< I昭和十五年は恰も紀元ご千六百年に相?:f ;致しますので 、 これ砂記念するに

め各聞の耐 ｾｉｾ Ｚ［ ｬｦｾ に事業ーが 、 刷出 ｔ の聞に計書せ られ て照るのであります。日本寓問博覧令の

開催につきましては 、久しき前より識者の問に唱導せられて屑りましにが、二千/ ¥百年記

念と言」、間全然げての菩ぴの年を迎へんとして 、急: 速に進捗致し、昭和九年、京商十回障

を瑳起因腫と致しまして 、日本寓閤博覧令協併の設立を見? このであります。

政府に於かれましでも 、本計霊そ極めて有意義なる記念事業なりと認め 、二千六百年祝

典事業のーに指定すると同時仏 、特に商工省内に博覧令股盟諜を設付 、更に監別委員千1ft'

設げまして 、専ら本事業の監督、指導、俊助の機隣Hこらしめて居られるのでありますO

日本高岡博覧併協ヂ? に於きましでも 、之れと相呼臨して昨年十一丹 、事業の直接続替に

111; るべき日本高岡博覧ヂ? を? 組織致し、小川、 侃堂雨作長公粧て 、不宵ねが乏しきを? 以て令

長の任に就き 、: 7 ( し、で事務総長以下各部長ーを任命致し、京に陣容を? 整備して計設の賀行に

入って居る次第であります 。

更らにこれと '併行い 7こしまして 、博覧合の基礎的制ft研究をおす? こめ 、既に計・52、11¥ r日!

に閲する委員令を設けてm- 1) ¥更に近〈交通、宣体等の委員千? を設り 、着々共進捗金計っ

て居る次第であります。

tf [l 色、今回開かれんとする 日本薦問博覧合の目的とす るとこ ろは 、第一に紀元二千六百
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年金鹿 ｬ 附して 、 建闘の御伶業を偲ぴ 、 政邦に比類なさ皇室の繭栄を ｾ Ｚ ｾぎ奉り 、 第二に 日 本

文化 Ｚ＾ ￬ｦｾ に産業の過去現在を展示して岡 ｊ ￸Ｎを海外に宣揚し 、 第 三 にこれそ以て東西文化の融

合ぞはかり 、蔑国親善の l;¥; {f!J fJ かんとする念願に外ならないのであります。

市 して木博覧合計主の大要会 11
1.1-.け' ますと 、先づ合] 測は昭和十五 年三J-J十五日 より 八月

ガ1. 一 日迄、即 ち百七十日 11日であります。次に合壌は 、月烏の: ! : ! l i立地全第一台場 とし、横簡

を第二千? 壌と致 しま すO

約: 費は 、本令直接絞授として三千五百高岡 ( 迫力11更正案では四千四百寓闘〉を計上 して

居ります 。 共の財源の主なるものは前貰努の貰 ｊ てに依り度いと・ｾへて民ります。

共の直接税費の外に 、 ヂ樗 ｾｉ～ ｊ 外の辿特設備費特に道路橋梁 Ｑ ＧＱＺとして約千五百高閲Ｈ追加 ｬ

吏 ｊ ｉ ｾ 案では千二百高岡Ｉ諸外岡参同 Ｑ Ｇｩ及内問問 ｲ 日人共他の投資 Ｑｾ 民想額 三 千五百寓閲をカ ＱＱ へ

ますし木| 等TE令問 flii に要するl U 媛、1m接終1s: の総額は八千五山ー寓l Rl ( 迫力H更正案に依れ

ば九千定lゴ;質問〉となるのであります。

次に弘 ｊｴ が最も閥心をもちますることは 、 高岡博覧千＿と日ｲＮ ｬｩ Ｏｬ ｕ 也 ｦ こる東京 、 捕前 Ｑｾ ＧｩｔＱ ｦ の産

業| 訪日系であります O

大凡如何なる事業に致しましでも 、 必Ｍｴ ＧＪＱｾ ｩｩＧ ｾｙ｝ 影智会 ｻＧＡ￲ ふものでありまするが 、 就 中 高

岡 Ｑ 専問千＿の如 ｾｊ ｾ の令期 ｲ Ａ Ｍ ｉ 約 三 千商人Ｈ迫 Ｉｊ ｉｉ 更生来では四千五了ｻ商人と考ふＩの入場者金

'J象想、せられまするので、開111; 地の産業が、之れが低めに甚 j ミなる; ; 診特{ f 交けることは 円l す

迄もありません。これは玩庄の外岡| 噂52令の例にむをしましでも nl J かなる所でありまして 、

所前| 導路合景気の粛す効果は 、殊に大なるものがあるのであります。

今［［Ｗ，くの 日 本寓閤博覧千＿に於ては 、 ｪｪ￭ ｦ 述八千五百高岡Ｈ九千走行高岡〉の外入場者 ｲ Ａ ｾ ｪ 也方

より上京? {-千五百高人と恨定致し ‘ 1(ii ドl料其他一人の消費制' { f 十四と見もlt りましでも 、

億五千寓闘となります。更らにこの期Ａｬ｜ ｬｧｾ 約十高人の外問視光得力 ［Ｑ 象恕せられますが 、 間

際: 国光局の調奈に依りますれば、外問視光客の 一人平均消技額; ま約- 千四との事でありま

すから 、外岡人の間内泊目額は約三f . C ; : 回 となります。この小街全京街1mに於て消費するも

のと致しましでも 、 本博覧令に依って[ ) f J f ! l j地に消費さる〉金額は貨に 三億三千五i' f 高閲

( 三位四千丙高岡〉の多額にート. るのであります。 斯の女ｉｬｾ 日制の金がIiJ J きますことは 、京

出産業界の一大幅背であるのみならす｜延いて全間的に敏日なる絞桝 ［ ｉ Ｇｾｭ 動会促し 、 間民

生前の明 Ａｾ ｬ 化石 ｾＭｪ Ｇｴ ｈｅ するものと信じて疑はないのであります。されば本合の事業は真に紀

元二千六百年を祝賀するに相! l Qi しきものと 言つでも 、敢 て 過7f ではないと忠ひます。

以 上1' 11述べまし? こ所に依りまして、高岡博52合の主要性を 、御賢筏VrJi へること〉存じま

すD

ｪ 貯のｾｉｬ ｾｲ Ｚ ｪ 速なる列Ａ想に ｾｭ < 閥次(I"J 本事業の遂行は 、 もとより博覧ヂ??;t 局のみのブJ を以

てよくする所はでありまサん。航〈件l野協力一致の御後援金仰 がねばならな いのでありま

す。易kに話土台の木鐸として 、世論指導の任にあらる〉採飢界各位の絶大なる御援助 に依ら
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ざれば、到底所期の 円的を達し得ないのであります。

希〈ば各位に於かれまし では 、私共の倣哀のがする所全誌とせ られ まし て、プビ分の御指

導御聾援を賜り度いと ι じます。

今夕は本博覧合の矯めに 、貴重 なる時IUl を御割 Z 下5 いまして感謝に士甚へません。誌に

韮ねて 御嘘ｾ申上げまし て御挨拶に代へる次第であります。Ｈ文 ｉｉｾ 追 ｽ ｊ ｉｬ 更正案とあるのは

故近考へられて 居るものでよれは筆ｾＮ・が書きｽ ｊｉｬ へ＿こものである〉

車豆 費 ( 未決定案)

牧入額 44，000，000岡 牧入金 は協 合で ｮ 五、 Ｑ､ｬ ｾ 主第 十 ｬｩＧｩｬ ｾ 投入場探の前責金の繰入れに 依る

支出額 44，000，000悶

令場建設費約 20，000，000国

土 木 技 4，000，000悶

建 築 費 10，000，000悶

設 備 費

装 飾 費 5，000，000困

人 件 費 1，000，000悶

事 務 費 約 6，000，000阿

入場Z剖官官' L主主{. J 6，000，000凶

経 営 北 京(J 9，000，000闘

議 備 費 約 3，000，000国

以上は博覧合がl酎妾取欽五、経究でーあるが、| 専究令I)ri ;設に作 って合増内外の jili 特設 備l:!1lち

橋梁 、 道路 、 波船場 、 給 水、排水 等に到して 、 ｽｪミ京市が投するる ｾｖｉｊＡ ま約千 二百 高岡位では

ないかと 思 はれる口

曾

* 京 令 場

位 世

両 政

配 置

場

〉 ↓ ｃ 京 ￯ｬｩ 担 Ａ 立 地第四蹴 Ｈ存恥ｉｬ ｊ ｦＩ 、 第五 ｾ ｊ ｾ (  ＺｾＧＲ＠ ￬ｈｩＩ 、 第六 ｾｊ ｊｴ ， p}j 披412、第三

三五場

約四十四寓坪( 合場敷地比較闘はr R 京牒と主主閥記念館と一致する秘に 、

東 京i li 地闘の上に合毎回を豆ね共大さの概念を興へ? こものである)

合場幽に見る如く第四蹴地では 、日 比谷交叉製ｾから直達する道路に直情 ｩ

して建閣記念館を建て、共左右にm釘的 に建物 を配世 して廊下でー櫨な いで

ある。

五披地では Ｑ ＭＱ［ Ｑ 央 ｬ こ 大 町 Ｇ ｴＷｫｩ 也を ［設り 、 ｾ ｾＩｩ Ｍ Ｈｪ Ａｬ ｊ に機械館 、 電主 Ｈｾ￭ｮ ｜ ｊ ｊ［ 他を、他 の

Ｈ ｈｬ ｊ に外 ｼ謡館 、 外凶特設館敷地及び興 行 物敷地 主 専を設げて ｾ ｮ 封的 ｴ こ配世して
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あるが、建物の配世は 四披地、 五披地 j 与に致地内にあ る道路並びに計萱m

路に大分拘束 されて居る。

建物放地は成る可〈級化 し道路は舗装し海過には散歩道を設りる 抗 りであ

る。〈此奈は合場計重委員合で一決定 しに ものである〉

建 物 四枕地に建つものは建国記念館共他精11I11
1
文化に闘するものが多〈五披地

のものは産業文化に関するものが多いので 、建物型式も自ら四抗上位に於て

は日本趣味を基調とし? こものとし五披地に於ては近代自 L!] 型のものとして

居る。

建物は大韓三梁11¥1で全幅十二It¥l q土又はイ・四1m午、軒高三十九) ( _叉は 四十ニ

パ、外部は準耐火構造となって居る。

第四肢地に建つ建物一一一控闘記念館( 30  OOJ: り . 生i1i fi 官ZえぴilU: 令飴・( 720.1+)

保健 Ｑｩ， ｾￎ 生館 Ｈ ＷＲＰ ＱＧ Ｑ リ 、 私育館 Ｈ ＷＲＰ ￟ ドＩ 、 美術館 ＨＹ ＶＰ 上 ｼ ニ〉 、 文語館 Ｈ ＷＴＰ ￞ ｉＭＧＩ 、

利率il i' i (790.1 0、 粧柿館、燃料館・及び海外渡展lii ':" ( 990より 、 土木建築館

(760.1+) 、通信交illiii i' :' 及び観光館 ( 1800より 、設明館及び印刷自民館 ( 1800

坪 入 鏑 山 館 ( 450主的 、IEef:書館 ( 450より、野外ちjI 護者三 ( 900より、前護官;'f ( 675

坪) 、事傍局 ( 18001約 、合)11i ( 5001' 1-') 、共他

第五披地に ill つ迎物ー一一農業日n' ＨＷ ＲＰ 上ドＩ 、 イキヨ ｾ ＨｦＨｦＦ ぴ食料 ＨＰＧＺＢ ( 1080上町 、京Jj

織 ifo' ( 1080より 、t獄古材紙¥I i卸iiI訂iI百n σ72却0主判iエ)入、化 昼率裂 工ＮＺ｜工業ｾ位 ｴｅ Ｚｩ 似ｦｊ以 ｩ抗 ｬ＿Ｎ 製 ｲ何作 ｬド Ｚゴ工工 Ｎ式議弐主 ｨＲｊｩ 館 ｱザ市‘［仏 ＧＨＶ 及えひ

坪) 入、機 械1紡}抗; 及ひぴ，電3紙t試L館 ( 2250王均坪lド-，)λ 、ｴ茄が航 ＱＩ ＧＱ抗 ￭ｌ ｾ室 主 ｩ似 ｡爪 ＺｦＨ 1350主判|ド与ワ)λ 、外閥館 (ο22お50俳主判|ドわi勺) 、!決

前館(6i 5坪) 、lli-f外音楽堂 ( 1800:l;f) 、内因RfJ 賀所( 1800主的 、買応 ( 2700坪)

倉庫 ( 500坪〉 、外岡特設館、其他

講 演 令 場

位 世 商 偵J与に未定 建 物 近代白 111型!

海洋館( 700.14-') 、水産 ii 'u' ( 700主n、7K政il i' f (800坪) 、野外昔紫堂( 450.14-'人

事防局 (90TI リ、諸処物 (450.1+) 、共他

実 逼

在米の 内 凶博覧令及び外岡高岡博 Ａｩｅ 合の笠績から 二 ｊＵ へて 、 此 ｲｊＱ Ｎｔｾ 千＿には

組 、 入 場 者 45，300. 000人

内 有 キ千 43，800，000人

i時 料 1，500，000人

日 平 均 266，000人

i比 tit EI  666，000人

混雑時ー斗l寺11¥1 147，000人
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日 本 i同 国 ! 専 攻 合 々 務 烏 1政 改 想 図

があるものとして うと: i W川: t ! 1ヵ; 研究されて居る 。

以 ｬ て十四隣六千人を輸 送 する Ｑｾ めに京橋方ｼ白ｻの僑拠及 び 波借地設のｴＮＺＩＨ［Ｇ午 、 淀 川 ｊ ｊｬｌｩ ｩ の 陥

梁新設 、 道路の鏑阪 、併 記 ， ｪＡ 越 ＧＱ Ｇ 品 ｫｾ ￅ の 新』没匂［を立施すると 二 書 ｉｊ の ｩ 成率をよ ｌ 込むでも 、 附 卜 Ｎ

の輸送能力は十三高九千人となり徒歩入場- ! " i " を出将tll ，J ー:1寺1i ¥J 入場1- )-の五分として七千州 U

人 と推定すれば、 i廷にす べて の人場x. を輸送し得る事になる 。

以上は ｩｬｴｴｬｴｩｬ 寺 ー ｊｲＮＧｦ ｉ Ｚ ｜Ｑ 人略行の輸送能力 で あるが 、 此 Ｑ ｬｊ｝ｾＱＺ令壊にイ ｉｉｊ の方 ｬ 白 ｩ からＨｐｪ Ｇ 柁の人以 ー

手 ＧＩｩＧｨ Ａ ｅ るかに就い て は ｬ リ ｪ 航な凡込 みを にて Ｇ ｾｦｉ Ｚ < 、従って輸送能) )に! 広じでさえ:illi 機酬の統; j jl ]

ｾ行ひ 、 Ｑ 十 方ｼ師の人場ＱＩ Ｇ の 般 公 ［ｖＮＧｈ 益する事は勿 ， ｩ ￍｬ ￴ｩ tはねばならぬことになる 。此交通川出

は ｉｪ ｊ 々難問題であ って 、 うサｊ￭Ｇ ｦＨｊ 交ｊＮｗＭ￟凸令に於 て 零議 ＧＱ Ｇ で あるか ら 近日に ＩＱ 主主を ＱＧｊ る Ｂ ｊ ｾ と

111 ， 
.c."，.d、。

Ｑ ＺＱ Ｑ ＨＱれ令窃 ｬ こ ｾ ｍ し て は ｲＧＯ Ｚ ￼Ｑ ｾ ＧＺＺￆ の ＱＳ め ｦｩ 己 ＺＭ ｪￇ Ｇ Ｈ￬ ｬ ｬｬ 任 。

博 覧 曾 表

111:外に於りる前| 州場凶作のl U氏、 μ 本 にbさりる ミi三なる| 専問千? の口組、我 l刈参川せる1f : j 灯、

ｬ 事Ａ出合 ｟ＢＱｾ ぷを締誌「持 ｉ ｊ ｊｩＺ ｊ より抜本して掲げ世〈。

世 界 に 於 げ る 高 l必 博 覧 合 の 質 結

|工 名

l 倫 敦 i丸 岡 t
r
7- ｾ ＡｩＺ＠

Ｒ 泊 ｬ 育問闘防 ｾ ｴ

3 巴 旦 前 倒 博 覧

I  _ ! __  J I !I Ｑ ＱＱ Ｑｉ ｊＨ｜Ｂ Ｂ ｉ ， ｉ Ｎｬ ｲ Ｚ ｾ ｟ Ｎ ＮｲＮ ＮＮＱ＠ / ..，. i t-¥.I 1./ .... .J.J .c: ｾＮ ｉ ｾ ｩ ｢Ｏ ＮＮｬ＠ ;: Ｎ ｾＮＭＺ ］Ｍ ｴ ｙＧ Ｎ Ｎ ｴｴ Ｋｬ ＮＮｬ 経 費 ｼ
| 主 催 開 催 地 年 次1令 llfl l. 令毎係数入場荷主主 |  

1-"  ".. r"" "  - I_ '  - i  -- Ｂ Ｇ｛Ｂ ｾ Ｎ＠ ， ｾ＠ . .  ｾ ＮＮＧ ｾ ～ ｉ 牧入 Ａ 支 ＯＱ｜

合 l民間1腕 |倫 山51 ｾ ｉ ｉＭ 29，00' 8  ＶＰｾ 人 ｬ 取 Ａ 似

合 I ?  1*門円刻組1l d山山印l悶852ヤケ月付1 7九 川M…6ωω叩0∞側0∞ベ0， 125  1  一I 12お「
8

1  

|  

;  
4合主 l肱政 H肘‘ザf.巴巴 』旦剖i色剖L引11855 20∞Ol:l川1 5引1. 0∞0∞01 5引l凶6 I  12珂8引 4“60引

3 3  XI  



4  f ; 命敦 :j: ; 図 ｬ 事ＱｊＮｾ合
民 間 吋

ｾ ｴ ｫ Ｑ ＱＸＶ Ｒ＠ 171 11 38.000 621  420 459 

5 巴 堅 持 国 博 覧 合 政 府 巴 J巴 1867 210 日 208. 000 1.020 1.050 938 

6 填 園 高 国 博 覧 合 -<- 事監 納 18731186 日 705. 000 726 426 2. 3401  

Ｗ ぅ ｩＨＺ園部立記念 ＱＰＰ 午 Ｑｾ 昂 ｦｴ ￯ｊｪＺ唆 ｦｪ 1f 民 投 IHI 1876 159 H  348. 000 986 773  1. 600 

8 巴 里 瓜 図 博 覧 令 政 M 巴 思
1878 190 11 227. 000 1. 610 94.8  2. 216 

9  〆， 会 4  1889 180 日 327. 000 3. 235 2.000 1. 600 

10関龍( 市俄古) ，' ' i f ，図博覧合 1893  183 日 77う. 000 2.754 3. 764 う. 650 

11巴 里 高 国 博 覧 舎 政 府 巴 里 1900 210 日 327. 000 4.768 4. 862 4. 500 

ＱＲ ｾ 路易諸国博覧合 民間 合社 聖 路 易 1904  185 日 1. 518. 000 1.970 4. 904 う. 183

Ｑ Ｓ 巴奈馬太卒洋，ｲ ｊｾ 国博覧合 多

桑 浴 191う288 日 960. 000 1. 883 3. 500 2. 590 

ＱＴ 米関濁立 Ｑ ＵＰ 年 記 念 ｉｊｾ［ 図 ｩ 惇覧合 多 ＺＱ ｾ＠ IHI I926 184 日 1.331. 000 650 う. 400 5. 400 

l う進歩 1-1仕組市俄 古 瓜 倒 防 覧 合
多

市 俄 古 1933 170 H  516. 000 2. 257 6. 225 5. 396 

1I . i j ，: に於 け る 主 な る 博 覧 合 の ft 紡

1・ μ I! 1111_1川 川 1/.... 1f"n  

I  

/...，. lJ.--: ".1: Ih. J  :. 1.1'.... ':)1". dJ.l I  I  粧 :j'.( 

令 名 I  J: 11川|川 fliU血| 年 次 |合J t f l l令場l "l'-iJ&'入場 fi-j 攻|一ー

I  I  I 牧 入 | 支 /1¥

ｬ 劇団内閣間側面 つ ｾ Ａ ｾｾ };(I明治 104 ＱＱ ＲＱｩ ｼ Ｓ ｯ ､ つ訂討 一 二 ｜ ｾ市

2 第 2回 内 閣 t¥!l Ｇｊｾ 合 -<- ?  ?  14( ド 12211 43.000 822. 395 276. 350 

3 第 3回 内 凶 I野 賢 官 ?  多
?  23'. 1二 多 40.000 1.023. 693 486. 148 

Ｔ 第 Ｔ 回内閣ｼ事Ｇｬ ｾ Ei ?  ｨｾ＠ 都- <- 28(1-' ヨ与 50. 000 1. 136.695 377. 256 

う>i ' n 日内国|専 質 合 ?  大 阪 ? ＳＶ ｾ ド lうI Ii 114. 000 5.30う. 209 3 0 7 0 8  1.214.832 

6 来 京 勧 業 博 覧 令 見[ }t.: l(.f 

*  
ｽ ｾ ｉ Ｍ＼Ｍ 4011三 ＱＳｾ Ｇ Ｑｊ＠ 52. 000 6. 574. 212 687. 689 1.266. 813 

7 大 正f ! ) i : 覧合 ?  ?  大i E Ｓ ｾ ｦＭ 132 H  125. 0001  7. 468. 6101  713. 48511. 647. 808 

8 2f- 和 惇 箆 f !
4会 -<- ?  11イド Ｑ ｾ Ｎ Ｔ＠ H  117 剛 11ωl ん
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? こりとせば充分妖ttl 額 を有1l.t.>>1 し得1: '> C思料す。
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ｾＱＳＹ 同 Ｑ ＱＹＱ Ｒ Ｑ， Ｑ ｾ Ｑ 大 王 元 年 ｼ 了 材、 瓜 倒 査 を 動 機 博 町 長T コペン ハー ゲン 1 1  260  

ぷ40同!ＱＹＱＴ Ｂ Ｇ ｾ ｩ＠ 3{1，1布1 i，品1南 洋 ス マ ラ ン 博 覧 合 ユ マ ラ ン1 90 U  1  40. 000 

第41 回1
191坪

1 41ド -Il:i 氷 合 衆 捌 巴 夜 鳥 太 平 洋 瓜 凶 博 覧 合 サ ; ; ンシスコ 128511 1 1. 184.162 

第42回119231，1，，1 Ｑ Ｒ ｻ Ｑ ｾ Ｑ ＨＨＱ 刺府 ｾ ＺＱＮ プラジ ル ↑専 ｬ 箆 わ リ オ ・ 1  32711 1  400. 000 
1

1
...."--' ..，.， IL.  't-" I  111 ;tI IJ  I;F1 1;;1. /  ， :/ / l.- IW. Ｇ ｾ ＡＢ ｩＺ＠ '¥:'1 デヂ ヤネー ロ1 ｊｾ Ｇ＠ " 1  

第43回119251，1二 ＱＴ ｻ Ｑ ｾ 明 ｉ 約 削 ｲＧ ｊ Ａ ［ ! 剥袋飾 美 術 陣 覧 令 巴 111. 1  159 1: "  405. 000 

第4吋 9州 15
1
1三1- 1l:i -l f C 合畑 地 150仇 凶 山 間 合 ヒ ラ ヂ ル ア イ ア I Is511 1 1. 150. 000

第 45回11930年|昭 和 5
1
1三， l l J{. お Iお凶科皐J _ ;業海 洋 植 民 rJ 琵ff リ ェ ー ヂ 1 ?  1  500.000 

第46回 11初 年 8炉例糾イ均什1" 川A

X I 3 6  

10. 442.021 

官m ;;/) 本 支 に於げ る 参ｲＮ ［ｊ 経Ｇｬｾ ｬＺ ｴ Ｍ Ｑ 固 とし て 、 政 府 」 主 主 要 ｬ 唄恨 の 経質に して 、 ＱＱ 品人｝ＮＹ［ Ｑ 士 ｈ ＧＢ ｉ ｌ Ｂ

言 者 Ｚ ＡＡ，ｾ犯の純 Ｗｾ f!: 合 まさa る L のと す。

徳 川 ｩ 年 ｊＨ Ｎ ｦ のをお ｝ せる ＱＸＶＷ イ ド 巴 Ｇ Ｑ ｾＮ ，ｴ ｊ Ｚ Ｑ Ｑ 凶 ｴＧｾ ，，Ｈ ｩ 千￬ ｬ 之明治 Ｔ Ｑ Ｑ 二 点 以 府内 ー ｉ ｾ 染者 の ｉ ｐ ｉｉ ｜ｉ Ｂ 参 加

せる 築 港ＮＮＮＱＺ 、 ＡｴｴＧＩ￬Ｚ白台 ＱＱＮ 公 式 急 ｉ ， ［ｊ と 云 ｊ 、 ｾ Ｂ ｩ ｾ ＺＺ Ｐ ｾ る によ り 除 外 せｾ ｾ

1939"1三lこIJ lJ flll される New York Worl ds  Fare.  CThe 八白C. F. 1937 より 〉



日本高図博覧曾に於る二、三の問題に就て

本 多 ヲた 耳目

今岡 の ｆ ｧＮｾ空千 ｔ の怠 炎 、 ｲ ｬ 的、 これが悦日 ｆＱ か ら Ａえ ｾ ｲ 迄 の終［的及現 行ー の，Ｅｊ ｬ ｾ 椴等に就い て は阿賀合工俊市

長距話問重 義 氏のｻ卸宿高 Ｚ ｾｲｬＧ ，こ ー湿り f¥胃れてをじれる股なので制愛し、 まれ博覧合会遁慨しての概論的の

問!区 L興味が務いと思ひ、 や. " ｲＺ ｮ 題 ｛ 立小 さ 〈なるカ ［ＩＧｰ に今関の同党舎の ＧＦｾ ｩ百 す べ き諸 問 題 ｲｬＧ 二 、 三に

就き その概要伝御紹介するにと v める 。

1博専r究E千合Hを?問{刊似11山i日: 寸る以J

る今阿の|ド附1噂5円E悶E千令?、 そしてまに諸外岡に日本の現代文化の梓金誇示すべき 絶灯の機合であり

まかり 川 注へばｾ慌を ｾ ｊｬ ｊ￞ す機千 ＿ともなり 殺ね 玄るに於てを やであ る 。

従' >j (の Il! J 凶作の成功不成功のIJ jT1.81  ｾ＠ :iJ，'Jべてみると そのiはも影響の 多い と思はれるのは天

候の如何であるが、こ れは何とも致方のない事でまづ組不運に腕するの外はない。 ?こ-，; F- J  

寄与の不十分からの 不成功、 つ まり主1. ¥築物J - l:の他の諸設備、 11¥1日1物の質及展示方法の十分な

らぎる司王による不成功はその; J V寓々 |専問令官? 局が負はねばならな い。一九二六年〈大正十

五年Ｉ米間別立百五 十年 記念 技 ｉｦ 守 ｼ 専の如き この芯 ＺＱ 床 からの失敗の 例であり 、 ま ｔ 二月下 ｄＺ ｾＱ ＯｩＡ

ｬｊ ｬ の巴旦ｼ専の虫 ＱＱ きも共産ＧｴＮ ｾｬ［ 政 府 の下 に 労働 ＨＩＭ の 怠 業から令期 中 をば 過ぎてまピ会館が拍 ￭ｪ は

ぬといよ、不自豊裁を演じ、似Ilf初回 t しては今迄にない味貯金つり? こ rl1の被告がある。今阿の

日本寓問1専問令は従来と異 る特殊の r I 的と 芯1去を? 有してゐる丈け従米と全 ( j 主つ fこ心情へ

の下に高般の川訟を整へてゆかねばならな いが、こ れは l ヰp々 口に云ふべく してl ' 討すの容易

ならさ Ｇるも のであるかもしれない 。 こ の芯味もあって現に ｉ ， ｟ ｧ ｟ ｾｾＺ 令又は除｝係宵公 、 版 、 感ｷﾭ

Ａ ｊ［Ｚ ｾ 見守［智也じ各方 ｬ 百の構 ｌ ｉｽＮｃｘ Ｍ を網羅しで谷間の歪ｌｬ令が設立され主要事項は之等のブレ

ーン トラス トにかけ 11止i与の方針金定め計需を決定す る担hifj となっ てゐる 。現在合場計書、

うど泊、 11
1
"日1初夜、:丘f古丘;"イ刊伴Jlj:の四歪t“i千令? カが4成主立: してをを?り才各宇/々守 1敷吹1

1
川n叶11ハlにこ:汗「行I る令合力が;1刊似/Hされて 4ぞナ り正に

n  イ本 〉正ぐ叶バ［ご汁 ｾￎ 行 ｬＧ

J掠泣1.;1，以ブス、 1-，ーからも大約批iWIがつ〈が1)[ 11りJII (1和11-五年三ハ十五 日を H棋とし てあと二年乍足ら

す、 この 1i ¥1に形とし てゆ かなけ ればならない問題の lJ l 主要なもの丈をめつで も交i邑計-iif 、

千＿窃ｾ ;;i -;l{' ｾ［ Ｇ ￭ Ｑ ｪＧ ｉ ｽｪＨ ｪ目立ｾ ｉ Ｎ ｩｬｬｾ 、 l川lハl川IJ4川lU日i711日η川iιIII計-ι|

はあ討1M;bをぞ? つかみf件専ない力が2現j拡U伏〈に於てJ共七の概要丈をを? 術御11有制干れi介 1す、る 1事f とオ寸h る。 なほ これは-' 1ロロ l仁こ1博干噂
F  

;  

r凶E肝千令? の内容カか‘ ら式丈; でな < ｽｻ＼ＧＡ 代く ［京ｾ京 ｒ 京のも杭 ｩＱ ｴ 顔力が ｺ ボン ヤリ なカが Ｒ らお し ｬ川ｼ川 ｩ される 芯意 Ｚ Ｑ味床で 写ろ 興 ｉ味 ｬ外床 Ｔ朱 とカが

あるかも しれ ない。

l 交 通 計 聾
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交 ｪｦｦｩ 計設が博覧手＿の ｩ ｦＡＺｾ Ｎ 成 ￮ ｬＺ 要 ＱＧ ＱＧＱこる さ ｽｦ はヱミ」、迄もな い 。 他 の Ｉ￭ ￚｩ ［ｴ 立が主 ｮｈｉ こ ｊ ｦ ｪ に Ｇ Ｑ Ｇ 分な

く/1'， ｾＨてゐても令場へ ￭ｕｕ する道筋力［泊Ｇ， ｾ Ｚ ｾｩ ｾこ選ばれてゐなかっ ｦ これ［主 Ｑ｛ Ｑ で出相してルー い

?こJ ; t ) ; Ｑ ， Ｑ Ｎ い Ｇ ｊｩ Ｚ になっ＿こ りし ては ｉ Ｇ Ｎ ｾ 胞子＿の興味もノ ド減 すべ ＼ ＡｬＡＺにまに多数の諸外 ｉ Ｂｸ ｬ 人に ＱＱ 本

の 円相iの交通の 不備乱怖を J h得す る版では ljJ f{J の抄掛}!i

らな いD

交通計 ｾ ｲ ｾ は二つ に 分れる 。 その 一 つは令場外の交 ｩｬｬｩ ｕｬｬ ｬ 呼箆千＿を 比 に＿ｪＨる 人 が併拐に主 ｊ Ｉｩ主

する迄の交通問題所前場外交通であり 、他は令場内に於げる ili 絡のnの交通) 同初場内交泊

である。

場外交通は先づ自然の ｪ 也 ｦＡｬｬｾ ｉ Ｏ ｊ 保 ＱＧ ｉ ｔ Ｎ ｊ￩，ｻ ｪ される。然 る に ｊ ｬＮＧ 斗の合場は ｩｬｩ 憾ながら こ のＡｩＡ ｽｩ

il t:t .: 不利と いはねばならない。 .f!1l

1. 令場の位置が可成偏してゐる事

2  従って交通 ｩｬｩ 絡がイラ ヒ ｾで日終ｾＨの 見 込も少 い 市

Ｓ Ｎ 主要交通が都市 Ｑ｛Ｇ心 地を航断しなげればならな い ｉｾｍ 係にイ ＱＺ る ＳＱ

千＿場は銀座築地方 ｬ 古 ｩ に到し限 川川 を隔て昭和 ＱＴ 年 ｲ ｬｬ 完成の後定の ｽｾｪｉｊｴｊ 橋一本の外は ｷＺ 伎

の述絡がな い。 勿論十分にしてi也市な交通機闘によるたg絡が可能であれば別段でめるが元

米月島は工業地帯の ｦ 象楚 Ｚ ｴ のｆｬこ諸準備が進められてをり［符ｾＨの ｦＺｬ ｪ ｭ を考へ る と莫大のＺ淀川 ｪ

ｾ今日から投資し て おくわりにゆかな い と い よ 、 のが弓 ｾＺｾｾｮ ・公署の意見の様であれ こ の方

針が控ら ぬ限ち問題は去jJ 刻々i し〈なると思はねばならな L、。この|持.j 'G震は嘗て四披地のー怖

が東京i li 脳会の控築敷地 として市千? を通過し?こ時ほ 々?こる反別論が起つTこ事からも或る科

度の推論は 1'1"，来ょ う。

さてそれは兎も角この !な世に合場が決定し? こ今日に於ては交通! i n題を如何に考へてゆく

べきか 、之が主要貼を摘記すると; ; 7 . くの虫nき事となら う

1. 先づ入場者数のf象想力引5ーに必要である。

2. ＺＺｊ，く に 交通形態のタ｜ｾｾＱｬＮなき徐定 ｴｾ 樹てる事並に交 ｩｬｬｬ の純路 ｊｬｬ こ主流ケヨ Ｕ 採する プ ｮ ・ Ｐ

ＳＮ 入場ｾケ運搬し件る交通機闘の現ＡＡた及 ［ｹｭ 別 立 の推定

4. 運特施設の考究

( 1 )  入場者ーがとの Ｑ ＡￌＺあるかの徐州は却 々 刻 Ｑ Ｚ し く 一概にきめ件られる筈もないカ ［ｫＺ Ｈ ［ ｾ ｾｾ 捻

川 の ｉｾｍ 係 ー トＮ 割増金附前Ｚ｡入場多を護行する事になってをり 、 その伏数が大入手主として Ｔ ＳＸ Ｐ

高枚である事から推定すると 一広制リ| あるノj 、人 、軍人、 |昼間並匂ーを? 従併の入場率から iZ元計

算 し之に無料入場者及従業[1 を合めると合計4780寓人となる 。 この教は一年前に聞かれる

紐11博覧合の 5，000高人 、1900年巴旦| 専の4，ＷＰＰ 高 人 に ｾ Ｇ ｍＢｌ し 、Ａ 日｝じく一年前の桑地ｼ専の Ｒ ，

000商人 、 1933年の市俄古| 専の2. 250寓人の何れもの約二併に述する彪大な数字である。

この 4，780 寓入 力;t'!l 期 170 日1mに平均 に分布 する とすれば一 日28，1寓人 とな る も季節、

天候、休日、平目、催物の有無等に因り犬差を生十る は従来のき潮 j に徴し容易に想像し得
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らる〉ところで そのJJ' :I床から 一 円以1: :)入場付数 70.25 商 人、 一時 lill i! il: うj 人男 i-<i" 敬 15.46 商

人と ーＡ 位、， Ｍ ｩｉＢＧ ｾｲ ｾれるが ｉｃ 際 卜 見幾分減少すべ ＼ IリJ I僚な橡定数は作明l いが} ( *' . J 1:j: '1キ10前人か

ら11同人伏の人場x. に主.jJ:位: する交泊施，; 定力 ;rll 怖されてゐれば見るものと ，lLI、は i L るo

( 2  )  然るに この入場，' { " Ｑ 肢はど こか らでも入ＺｉＺｪ ｾ ｉｉｾｾ ｾ れば い〉とい よ、政 午 ではな い Ｉ［Ｇ［Ｎｻｉ 二

号干の居住閥係と交通機闘の利川状況から 判 断して京橋方| 白ITe 本所、 深 川方自・に分も 且京橋

方市 ｬｾ 主として・Ｅへなければならぬ現［ｩｽｾ Iこイ'1: るプJTは附1{I ｾこ同商ｾ見 ｦ こ丈でも了 ｦ 切されると

ころである 。 市して前氾り時入場. x'J ，!; ?ll j_¥! 設から 一肢の計算をしてみると京橋日本橋方町勾

H寺6. 4 寓入、本所j奈川方断 4. 3 商人 となる。

な ｬ ままに之等の 人 は交通機防｝の和 ｪ 川 ［ｩｊｾ況から自然一定の主要集介地出 ｬｩ を形成 し 之等の集

合地貼より改めて体質令場 ｬ こｊＱｦ絡する事となるは想像に ｊ ， ｾｉ くな し、 ｯ tr っと勘定し? こと ころ

でも省、総利用者宇が市電パス利川. x . より少い :;: J': はなく然も ti 紘利川; ( f は自ら令場に釘し近距

向!I に1' Eる諸牒例へば京橋方耐に到しては新橋、イj 紫J i lj 、ホ: 京牒令 、本間深 川方 而にjl Hして

は l'町、耐岡僑、tlii 糸Il lj に介する事となるべ〈 、従ってよ今τ の牒からは赴 )1二千? 場直通のパ

スを運特すべきで然も相岱，: -;) 級な、座席を主とする乗心地よさものでありにい。

( 3 )  ;:7( 1こ現イr j象想、し得る許平手交通荒は幾何ぞ j凶作し件よ「か。之には光づ交通機防! の

存立と ｊ ｾｬ 依時 川内 許森交通 一 日 ーの Ｗ 象 ｩ ｊｬｩ ｊ が必要でーあるが現イ ＱＺ 辺Ｎ料， ｜ ｬｪｬ のもの に ｦ ・ ｪ て見ると大韓次

の如き数が得られる。

"  

舎 主 事 附 近 交 遜 機 関 西 日 置 圏
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交通機陣I1
E三 一車線通過一時間

考ー

J j j I : 容人員 可能率放( 勾，1侍) ¥輸送人員

T吃 120 120 10. 080 
定地，8，IJ ギ ー車の定員 u

36 360  9. 070 

94. 86. 64入。
ノ、， 

:人

一時間1輸送人員は 7剣

タク シー 3  780 1. 640 もヶ見込み;i.ll! !sす

自車専 lli 1500 1. 050 

tt 歩 3. 600 

Ａ こ［［ｴｊ の歎 ｲｬＧ 一 時 ＱＱｊ Ｑ 輸迭人員全七制に減じ て 考へ＿このは相 Ｇｾ￯［ 政治める交泡＿こ らしむ る極意で殊に抑 ､￯

rl '心地を7杭切る交: i l l i とし ては相' t.
i
; の滅玉与を考へてをく必要める si でみる。

以 上 に よ り 織 法tiUJ を 計 算 してみるのに前記の虫11 <  7ki聞を隔て ? こ位置に 在る| 胡係 か ら 結

局 橋 の 部 分 で 汁 が し め ら れ て 橋 の 許 容 交 通i立 が 全 交 通 能 力 と な る 。 従 っ て 京 橋 方 l師からは

Hli和 十 四 年 中 竣 成 後 定 の 勝 間 橋 一 本 、一部分迂| 白i さ せ る と す れ ば 永 代 橋 ぞ 使 用 す る 事 は そ

れ程 Ｑｲｲｾ ｾ 虫て、なし 、 かもしれな い 。

ｩ 淀川方聞は現拍 ーは こ れと い よ 、交通路 がな い が許 ｉ ｊ 介 ｬｩｦｵ［ ，Ｇ止力［「 Ａ＿ ｬ 坊 であるから 北 ｬｾ ｩｉからの 三 主

要机を保り之ぞ延長して令場にf . IJ j 主させる色すれば 大-112の交通運料，()iL ヵ沖IJ 明する。

橋 名 全Ｄｾ "i 幅 員 電 車 パス担クシ 一 白 歯 車 車 徒 歩

車 道 歩 道 南 線 数 崎 氏 車 線 敷 市 品 員 車 線 敷 市 面 員 総 倣

j民?附下iffi' 22m 8.3m 2. 7m 1  2. 75m 1. 5  4. 55m 1  1m 3  

tJく代中iffi' 22m 8.3in 2. 7m 1  2. 75m 0. 75  1  1m 

備 考 永 ｩ ｾｴ 荷に就ては パスタクシ ー は牛車 線 Ｈ土 使用不可能状態に 治一 るＺＱｾ 差 引く

1-; 1、一|て に よ り こ の 耐 僑 よ り の 許 容 交 通fit を計 11
'
，してみると

Ｉｗｬｪｬｾ 橋よりの交泊世Ｈ符Ｚ時〉

交 活 物 資際交J l l i fil 現推在算交せ遁し制量引よポり

'1ft ｾｔｲ＠ 10. 080 0. 8 8. 064 

ノ、- ア、
6. 804 6. 804 

9 クシ ー 1. 232 1. 232 

向 車事 ItI. 1. 060  1. 0うO

fよ iJ7 10. 800 10. 800 

27. 950 

才 ｫ 代橋よりの交辿ｾ Ｚｉｬ ( 句作)

交 活 物 官UJ'f-5C3Thfrl ‘ 現行十有算:交遁世より

際交遁 せし制づ |率

'，'1L 車 10. 080 0.8  8. 064 

ノマ ス 6. 804 6. 804 

臼 特 q王 1. 050 1. 050 

15. 918 

之匂: よ り許本 交 通iit は43. 870人 と な り 前日己必 要 交辺 :;'(64. 000人 と] ，. ) 比す ると 1j :l l寺市1. ) 2前

人 の 不 足 主 な る t，，) j ) _じである。

本 ｐ ｊ￮ ｩｾｾ 川 方而に ＱＮｊ ーでは京橋日本橋方而より必要と寸る交通苛も少〈施況も森島であるか

ら数字 ｴ は省略し単に Ｇ ｦ 象猶を以て入 場し得るｾ丈を記する にと ｙ める。
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( 4 )  最後に運特施設に就いて考へでみる 。要果li は前記の如 1< 京橋日本僑方面で飴つ? こ

何時 Ｒ 商人の入場者ーか如何に ｪ 起班するかの ｎ ｜ｊ ｊ 也に闘する。 之が ｾＱ 決策の 一つはノ ｫ Ｇ 代橋のＮ ト ー

流 i mJ 十| 橋その他 {t>W円l させて本州深川 ) j 筒から入場させる方法、 そのこは新 し〈限 IHJ IHこ

何等かの施設を施す方法である o ｕ ト・の方法 は抗僚の一策で ， ｉＭ Ｇ ｈ Ｊｾ る限り避けにいものであ

り従って第二の方法? こる限川 川上流の施設、I!1l 併記ii のili 耕 、地下餓の延長、新橋梁の架設

等の方法による解決がit も希望されるものである。? こ Y 高速度交通機! 鈴lは現布に於てはれ

授と昨 日上不可能の様である。橋梁l立川 を航行する舶の1m: 呂 さへ 'i" づりば11R橋程度ならば

11' ，栄ない事もな い様である 。

なlま之需の般本!I ｾＱＭＺＧ 週の外に 主要乗降 ｊ 也型ｾに於る ＩￔＧＨ 場 ｊｾ 他の 施 『 泣 、 Ａ位 ｊ ｬ ｩ 壊の ｉ ｬ ｜ｊ 也 、 交通 ｩｉｴ

荷しを・惹起する! 究ある J也黙の交通統: I ;Jj :; くは限 11 1) 11 Ｑ ての ｭＢｾ 互による入場芥の輸送 、 京京都 Ｑ 菅 ｩ 則

子? 拐を連絡する豪華舶の配備等製げればJ J i に数多〈の問題があるが現に交通委員千? で考究

Ij' でもあり 、以上の程度ーをもってと Y める事とする。

ｾ ｜くに場内交通に ｦ ・ ｪ てはノ＿のところ何も決定しにものは無いが四 ｷｯ 也から五放地迄延長 三

粁 、 円比谷のf(J から ij iJ lJnl僑ぞ去をて水天 ';¥lこお祈りする丈の道のりがあり 、各in' f 内を一辺り

通り抜げて丈ゆ n芦にしてもが)15Uf ，/ ーにはなる 。吏に査場公同迄往彼する とすれば少くも

20粁に建しこの川 に場内のみ合連耕する うえー通機附を設世する必要のある事は従' I j ( の諸外岡

' の| 寸法令の例ぞひ〈迄もな く前然の事である。百人f立を牧容l北米る二附附のパスを人混み

に危険がない様ゆっ〈り運粋し? こ G一つの見物にさへなるのではないかと思ふのである。

2. 曾 場 計 聾

ヂ＿場 三 十 主は博覧千干の中心問題であり 、 令拐の ｪＧ ｉＺ 世 、 ｾ ｉ ヨ ｩ 伏 、 面的 、 建築物ｾ l: の他の諸ぬz設

の配世設計等線、 ｌ 博覧令の本質をｾ 71'*づ くるものである。令場の[ 面的はが)60寓上'1'、 形 j伏も前

J己の虫11 < 膨大な ものであり之に約42，000J干の直営建築物が建築せられる害、云ひ換へれば

羽!? ? ; の大きさの一都市が建設されるものとも去ひ得べく建築物の様式立医の問題に到つて

はl立ちに 防'fi: t'! 全髄を評似する) ( _ 医ーともなるものであるから 、之が設計に十j ては寓をの i ¥[>

備と創 ＱＱ 心 の推考が必要 で ある。まに ｉ ｔ ＡｊＮ ｦｴ 令の建築物はその一部分割徐 ｾｉｾ 司令後併除 し てし

まうものである事からも建築家の ＳＲＱ を ｩＡ［｟ｕｾＺ なく表現Ａｩ Ｇ， ＧｉｪＨるものであり 、 従ボの諸外岡の ｴ ｬ Ａ手

E24? のlYIJ を見ても博覧令建築物は常に?:? 時のl l ! ; 築外に少なからぎる影響をリiJ へてそり 、 そ

の時代の主t築界を リー ドす る役円{ t > ｯｽＩｊ めてゐるかにさへ見える。ノ ＭＧＭＱＧ 可 の ＱＧ ，ｉｊ Ｇｦｴ 併は ｹｾ＼ に諸外

岡に封し吾同文化 の粋を誇ら うと するX !:I;it i I あるものである意味からも建築物が御座なりの

ものであっては与らない。之が1引こは令場計設委L1令の日本建築界を代衣する方々の- ，;i .比

に信頼すると共に一般建築界に於ても単に I!J，米 fこものを批判 する丈の役山りをとらす' 足! ; ん

で事前 lこj 司ょ韓的の御高見が伺ひ? こいものと期作してゐる次第である。なほ門下懸1 y 募集rl'

の建問記念館の設計に付い てl司in:.;T; 今回の博覧令の主題建築物? こる意味からも直もに同町
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千?えs築 の 進 むi主を? 示す千j ) ) 1i. 指針ともなると I，D時に将米の ，" ; tkj の主主築界 tこ及ぼす影匂! も多

大なものとなるべく! ｾＱ Ｇ ｾＧＺ 優秀なるＨ位 ｻｾｾｉ［ ｩ 古 ｬ 奈のＡ投多〈集るす ｌ を｝明 ｦＮＱ してゐるものである 口

その 他 併号 ｾ Ｑ 守 ＡＺ［としては ｭ 路 、 情栄 、 首み Ｚｕｌｊ 町 、 Ｑ Ｚ 卜 氷叶 ー 々 の ￍＢＡＭｽｩ￭ｊＡ ， 沼会合みよう ｾＧＺｋｉｉＧ ｬｩ に

去はれな い 泊施設の ｦｩ ｪ Ｑ ｩＮ ｊ 起草 ｉＡ な く しては ［ＧｾＱ 足な台場 ［ｩ ｉ Ｎ Ｍ ｾ Ａ ［Ｚ とぷひ件ざる ￯ ｊ ｦＧｾＺＺ ［ 然である。ｊＱｩに

合拐の紘 化 ｬ ｩￚｩ設 、 各ｆｦ ｬ 数百 ｬ ｩ 白人 ｪ 施，［立 、 ｦ ，ｦ［ ｻｈ 司、祭 ￭ ｬ Ｂ ｊ ｪｪＨｴ ｪｾ 立当Ｚ令［思 ｾ ｉ Ｎ ， ｈ ｊ こ令まる〉純 ｼ 守 Ｑ はＢ成 に ｬ￴ ，Ｈ <  

然も ｩｬｬ 築 物 は 前 記様式ＺＧＰＺ Ｑ Ｑ｛ Ｚ の 川 凶と 別イ ＱＧ ， Ｑ に問主 ｦ ｾＨ 持 、 防火 、 ｩｬｬｬ ［Ｑ ｪ￭ｬ せＺの， ［ 者要 Ｑ Ｇ Ｑ τ ＷｴＧ備へてゐな

ければならす¥ 今後二年あまりの時日内に耕せられ? こ仕事の叩:はjZf し駕 〈べきものであり

一面市場にも 色 々の立味で影枠合及ぼす事 と:t.I l. f' 象される。

3. 宿 泊 施 設

元 米I'W詑令入場手れま;ボ京 Ili' Ĵ)，'H1:.X:2え一 日以 内 に 往1U1  1'， ? j ( る純1:(:1内J.fHt : Xを|徐き何れも

一Ａ位 ｕ ｪＮ｛京に足を＿ と める ｺｲ［ となる。 こ の ｉｪ ｬ 組額 、 知 人 宅に ｩ ｬ Ｂ る有 ー も ｾｦ ｬ Ｇ ， ｬＺ はそ見込まれるが Ｈｉｉｊ と

ぶつでも ｬ Ｎｩｩ ｾ￭ｮ｜Ｇ その他の特 ｾＱＧＢ } i ! t i 設を主躍として考へなげればならなし 、。即 現花の抗力 '， 1. 庖設及

之 が 牧 容 能力 を調達し不足の場介には旭町の針策金前じなげればならなし 、。

現 ＮＨｕｒ 京 ￯ ｬｩ 内に於げる杭 Ｑ ＢＱ 地設 Ａｾｍ 係の数字は次衣の如〈である。

宿泊施設歎 同 室 童 文 同収容能力歎

ホ ア
J J，. 10 1. 060 1. 721 

』友 官官 1. 117 12，379 27，034 

宿 1，956  24，695 43，430 

アノ f ー ト 2，426 52，654 73，831  

簡 易 ホ テ ル 33 う69 1. 082 

共 の イ 也 15 453  1，284 

言十 5，559  91. 810  148，382 

この '1

'

最 も 由 要 の 多 いのは旅館であらう。数から 見 る と下 谷、本 郷、 l川 11、ilil j1lr l、京 情

の11順|町田 t な り4牧女完存与能1力j肋力か〉ら云云.よふ、 とei¥i刷;1川刷11

その ｦ他也 ホテルはもとよりであるが下杭アパ Ｍト 空笥等号卒［の相 Ｇ ｾ爪［目 ｦ ［ 数は旅 ￭ ￭Ｇｪ町 ｹ ｾ筑食 ｩｴＺＺ｜Ｇ 業 ｈ 佐 ｾＱ 釘 ＺＳＳ すべ〈之勾等Ｚ力が ［Ｑ 防噂

i兇t 千令? 入窃干芥f千.をを?杭?力r川"山'1せ しむ る主要なもの となる 口

然るにと等は何れも 円 ｊＱ ［ Ｇｾ 偉業してゐるもので時期に依 ｈ 多少はあるが 常に 或る科度 ー は応

がってをり臨時に多数の人 の li ¥京する場介には相官? の;f;IJ 引率を汚へねばならなし、。一般に

ｽＮｩｩ ｾ￭ｮ ＧＺＧ の故も混むのは Ｔ 月 Ｕ 月の花時 、 遊覧時期で こ の ＱＱｦ は附んど ｩｬ 制 ｩ と見なりればならぬ

下杭に就ても通常の営業7 l k態 で は 休1皮'1
'
制 ijぞき6 制は来がってゐる現! l たである。今自立に 下

山 、 アパ ート の午教が絞似 Ｇｪ Ｎ ｾ 業を袋符する事ーとなるものとして Ｔ ｊ ＱＵ ｊｬ 頃の最も混む時 ｗｉ

の 蝕 怖 牧 本 能力 ぞ計算 してみるとホテルを合めて約 3 寓 人強にしかなら十C 1 i l i ; ii i':'
2刻 、下

山 ア パ { ト 4 害IJ と見 て) 然も 地方入場者ーは線、計累数 2，000 商人を? とj象: tnせらる' ) . i¥文之よ りう:11

人 親類宅等に宿泊する もの最大限 1，000 薦人を減じても 残 り 1，000 寓人に I"rする宿泊施 設
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はよi!; が)1，でも必要 となってくる( 東京市

内 1":惜敗 100 寓のノド敷が抗力" 可能としー
主*命買物; u Ｚｬｩｴｾ 呈 Ｔ 人宅子箆力 Ｔｅｊ 下回

Ａ日Ｚ ， ｦ｢ 常ｾｾ米絞梢 ￌｉＢ すれば Ｕ ＰＰ 寓人 。そ

の{ 也下i?nこ1，iJ  ｲＮ ｲ［ 寸る将 、 ミ ＧｊＺｦｴＧ，Ｍ［ 主 ｾ ［ ｾこ す ｬ るｾＭ・

迄を合めて〉

この し000 高人が令期 170 13 に分布す

るものとしても 5_9 高人、 平均二泊とし

ても 11. 8蔦入、即 前記の柄作|可能;散と主J

比して依りに桁が荏ひ過ぎるを認めさ' る

を得な い。

なは従来地方からの11'，京ますに就ては附

ん ど問題にされてゐな い反商外同人の来

遊に到する設備の不足不備に就ては切り

に新聞抑誌 にあ らはれ叉識11の口にのぽ

口協 属図国

ってゐ? こ践である 。今大韓のご像想、をつけ

てみ ると ili i，氾ホテルの外に円下計護 中の

z

d

φ

へ
J

E

T

Z

一

+

人

叫

よ

一

ム

ペ

ザ

人

叫

セ

今

へ

M

L

一

説

〈

以

ム

ホテル新築 !、 増築 2 、A の牧容能力約

Ｑ ， Ｔ ＲＵ 人 之等・ｾ介 ｾ Ｍ ｉ す ると牧容能力 ， Ｓ ＱＴ Ｖ 人 となる。 こ の外普通総 ｦ ｦＧｬ Ｇ ｦ で外 ｾ ｉ 人に劃する宿泊

施設ぞ有する ものは鈍辺行 問際矧光局の

: u;  J 氏1 s 収容曹と力表示冨制作によれば、官If W.虫 15、作 宗22、手11宝39

リ、 JI 文学手能力 1，322人があり 、之等主? 線、計

寸れば牧苓能力 4，468 人。 この 中内同 人

により使JIJ 仔らる〉もの約 3許IJを控除す

れば約 3，130 人と なる。然るに外岡人の

米 j佐1!千はsF{手1111 年 '1-142，568人であるが、

こ れ丈の人数が ｗｾｾ 合合期 ｲ ｬ ｱ こ集中する

ものとし 、ょに博覧令比物及川務のft 'lj(

進ーする1) - 約 10，000入、谷間令議に 11' ，川; の

ｦｩｾＪ 遊するＷ￭ ＭＲＵ ， 000人 とし綿てを、合計す

れば大約80，000人 となる。而 して之等の

人が合期 170 日1i  ¥1 ｾこ平均に分 布されると

圃 ｾ ｉｉ 園 口 圏

.. 

すれば一日 470人千均 7 日滞{I" するもの

X I  

喝

4 3  

ュ

t

'

A

J

m

T

'
・

ヘ

J

山

之

? ‘ 4- I  

T  : ; L 曹

人 司. "  ，._ 

抵 A 民 ‘ 式

一、4

・L ｾ＠ ふ ん

L  

一 一一

として 3，290 人と なり月 下 の計i !f が順調

に進んでゐる映り寧ろ心配の要なきもの

〉如 〈であ る。



要するに一件大切な問題は世間地方J JH主x - の石仙

ある。之がft には放す¥，; の増設又は増築句、z が巧へられるが之は 1'9'1抱令絶了後の従武引を潟へ

ると多 < ｾＱｾｪ 待 ｈ ｜ ＿Ａｅ さ う もな い ｯ ))1] に附米他の! Ｑ 的に伎川する建物を ー ｬｉ ｾｦ 旅館 Ｑ こ流 Ｉｉ ｊ する

従及| 呼it 令場内に従来も再々例のあっ? こ仮設旅館を純情する虫/ 1 きは宍IJ 令 lfl 際に即し t: 来と

l l はれる。

まに ｊｪ ＮｦｲＨ ￭ｮ Ｚ 及之ｾ［の杭 Ｑ ＱＧ Ｑ ＱＮ泊ｊ 設の向日 ｴｬｬ と山 ｩ ｊＧ Ｑ ｽＩＮの誘導 、 或は ＱＨ￭ＱＱＧ ｉ Ｉｪｬ む設の集 Ｑ ＱＢＱ 地 ｾｙ ｩ よ Ｑ Ｉ 千 Ｗ ｊｪ Ｉｪ ｊ 与

の交泌; 忠絡の如き相常民愈IJ にゴヲへなければならぬ川凶が多いTJf e ，l 目、はれる 。

4.  出

c  

ロロ 計 重

1111( 日物の内容が粘ー選されてゐるか否か 、その。1'1: 質 立 IIi: が作霊長(1りなII.

I

I"{¥: に; しん じTこもので

あるか否かにより共の博覧令の立誌が)1寸;f; に臭って〈る事は rll す迄もない口

Il
l
lri; 11物 It M係のi { f i備としては ;¥j¥})1] の選定、各市 I"J( こ於げる 11川

Il IIri71朽の託側、

川i171物の展示方法匂二各町の1I ｲｊ ｬ ｾ 泊があり叙 Ｑ ＮＮ の各開討 ｾ Ａ ｩＺ e三F.行して進めてゆかな 〈てはなら

ない。

この rll ;1，，¥別の選定に就てはI i II( UI i'l j¥})I J編 纂 委 11令で審議の紡県既に決定をよ. ! . !l ドは条委Li

ヂ? の後身と見られるI 1
l
lr:71調査委L 1 令が設I され今後の問題の活字議に? ; ? る' ] i . となってゐる o

11川

Ii Ｑ Ｑ ＱＺＷＱ の 三 ｎｉ に分も従 ｾｅ の Ｏ ＨＮｪＭＡ｜則 Ａｦ ， ･ Ｍｴ ￭ｮ Ｇｦの Ｑ ＱＯＱきは可 成 之をｩｬｬＱ り谷市 ＱＢ ｝Ｑ千々 ｩＱｫ も生彩あるものに

らしめる後定で進められてゐる o ¥u;戸HIII I日行I!倒 I' lr:;11は暫〈措引込1:¥111 'u:  /11立博! 出令の主' : l i'-;'; ¥と

するところを博覧台規則 』ド に詳制定めるの外一般によが趣旨の徹底をばかり一般II

l

ld/I})' ーか

らのj j J lJ .1f. ｲｪｬ 込を待ち ￯ｪ￭ ｪ ｾ 己 ｈＧ Ｂ ｩｉｊｬｾｾ ［ ｉ［ｪｾ 町歪ｌｩ令に於て ｉｈ ｲｩＯ Ｑ 物 の刊Ｚ類 、 展示方法の如何を判断して

後改めて| 事!ir令より指定をしこ〉にすfi めてIi 11(日 ヵマF得される事と なる。 この立味で防災川

lll ! と名づけ てゐるわりである 。もっとも この場介111' 1日人の者ift により私立附ダIJi n: の主t築を'

i Sめる ZJ1は7象]閉 してゐる 。

以上現( r : 考へられてゐる大慌のブガ |を雑刈し? このであるが要は II ¥ri71物の質金選ぶ7:tnえよ

が民示方法を工夫して視覚効泉佐十分に法せしむる事のこに終ｼ引く。殊に従 ｾｱ 副ＱＮ Ｑ こ ｉｩ 11(日1

物があっ て も見させる工 夫が ｴｩｬ｜ なかっ ｦ こ Ｑ Ｚｴ ｾＱ 型覧手 ｦ の ｲｴ 氾［ を芸てかなかっ ＿こ憾があるがＺｬ，止近の

ＱＧＡｬ ｓＧｾ 令に於ては生産物の生 産 ｩ 邸宅 金以示す る ｦ 府自動的 ｗ＾ 日 Ｑ 方法 を 係 Ｉ ｉｊ し展示効県をあげて

ゐる事に錐みなるべ〈この動的展示に f:{{ る方針ーとし時にはよが製作.; lxの有! i J l)J 等に就いても

ＰＱＺ せ Ｚ 巧へてゐる様である。之 主 宰の工犬は現在開催中の口 ＱＱＱＱＧＩＯ に製ぶところも相 Ｇｉｾ 止めるべく

誌に一年前開かれる紐育及桑r-lli の二問先千? にも 数多 〈の新機軸が凡 11¥される! ] f . と，IU、はれる

が、
n  ＭＧＱ＾Ｚとしては 別 例に新ＮＺＱＺＩ とを こ ら し矧 ＡｦｾｽＩＧ をして徒らに疲労させ る［Ｇｊ］ｲＮなく愉快に興味

をr!j: って1問問11
1
1似る 1'1

1
1品方法、館内訳イポ? を整へる すEはま ? こ今後に減せ られ 7こ'T!: ggなli¥j:岨 で

める。
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，Ir lii' ，:ま((i (!i( ylj '-j目1

縦覧の ( 1EIこ1;:< (士1; j ，ti命作

易に 二 ｔ ーに 取って 凡 Ｑｾ ｦＺＺる

キまにな ってゐ る。

×  

ゲラ 7 -1 ";ヤ 美術主

×  ×  

ｬＺｊＮ ト ーで側め て 概ｼ昨な がら 今 川 の ＯＯ ＮＱ，［高凶 ｉ ， ｬ ￯Ｍ ｲｲｾ 千＿に於て ＺＮｉＵ ｊ ， ｉｬｪＺ すべき主 要 問題に釘する あら

ましの輪以/i {t>待/1r. {1介しに心切りである 。 もとよりよ等以外にも令場内外の美化統Hil J eか前

I，''(j ，i  ｉｦ内議の ＱｻＱ ｬｬＧ ， ｾ とか色々の ｕ Ｍ ｉｪ ｪ 題 ｬ 立法されてゐるが之等に十 ｪ ては ｊ ＯＡ， ｬ <措〈事 とする。

fこY こ〉に) 5 へなければならな いのは 博覧合の仕事は伏して以 1"摘記の諸問題が別立に

併決せられる性質を持ってゐるものでなく 、共の 一 に々十j て十分の考究が必要である とI'i J

ｈ 与に之等は ￆｬ ｬｫ に術接な ＱＶ�ｊｬ 併を持ってゐて全髄を綜合 しに 計 ｦ ｅ の Ｍ Ｎ ＱｾｩＩ 分として遂行される

ＱＱ 寺に灯油て共の内詐を ＱＺｾ す一つ一つの仕事が生きて くる のである。然もその 一 つ一つが従

米に例 会凡 ないんがかりなものであり新しいがf筑間也i{ t > 包賊して ゐる もので忌博な〈 云 へ

ば今後に 焼 されに 二年 ノ|そのH年日は奴きに過ぎて十分所lVJ の円自I. J {t> ｾ主成する事が ＱＯ｜ Ｊ るかを ＿

限れる 火郊であるが凶民各局の援 ｊｊＩ ｊ と俊秀なｼ専問令官事者の努 力 によって ｉ ｉｬ ｾ ＧｬＭ 各酬に劃 し

内科外削共恥し からぬ Ｚ ，Ｇ， Ｚｩｬ ，氏な ｉｊＡＱＱ Ｇ ｾ 千 Ｇｉｻｴ＾ ｦ 士 ｌ る事を切に希望 し て こ の Ｚｦ［ Ｇ Ｚｓ を＿終るＴ�Ｚとする。

以 1-:
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防

上. . L. . ，.

L _ 、
ー--r .. 

の 統

止

巾

林隆 徳、

東121の一角に起つ? こ銃強は今や、世界的動員Lの口火 fこらんとしてゐる。

北支に南支 lこ空襲の爆音は 、J火災の天 そ裂き、皇軍荒鷲の 一過する虚都ι 来 必の))I Jな 〈

荒涼 ｔ こる段場Ｚと化し 、 昔日の竪峻坐 ｾ ｾ量 ＡＺも尖鋭なる近代兵持の前には 、 ーにまりもなく 、 ｊ ｾ

の戦術的慣値を失ってゐる。

そして完全 ｴ こ敵国 の Ｑｬｩｬ ｊ ｾ 主 ｴ 総合陛 Ｗ こるものこ そ 、近 代戦の ｪｊＳｪ 平 ｉ ｊＱＧＱＮ であることを 、 ー 丘人は ｉｉｉｾ

古 ￭ｪ に紅 ｾ ｉＡ 険しつ〉あるのである。

航 ＵＺｾ 兵器の改連こそは、完 全にＡＧｩ ｗＧ ｝ｩＺの形態しＮｊｾの ｙｩ ｜ｬｩ Ｑｾｴｦ を，ｦ［ ｬＧ ｙ［ Ｎ し＿こものと云ふことが ＯＱＧ，

来る。

事挫の渦 '1.1 にある我帝凶 は、/t- ゃ.Jl:凶土 を 泉げて 、現 前 の 山 梨 の 危 険 に u訴されつ〉め

る。現に今次事 主主 に於て、敵機 の ｾ Ｑ ご攻ｼ必土石＿公ささＧるは、 ｪ たし て 、 敵機に ｊｾ の能力がな

いのではない 、 ｬ 枇その立， ι をイｻＱ こな い に過ぎ‘ぬ。牌ｾｾの第二火 ￯ｩ 出 ＡＡｘ は第 三次 ｬ￯ 誌に到 し ての

準備を必 要 とする緊迫せる今日の ｬｍ 勢に於て 、 同氏は 、 凶土防 Ｑ［［ｬｪ のおめ 、 防本Ｇ， ｰＺ を ｾＪ ｉｊ 織し

懇間一致以て之に詰るの究情がな〈てはな らぬ。

とまれ時局の 主大 化 は 、凶 ｬ ｾ をし て 、ドＺｽｪ定Ｏｩｩｊ 閣が 、 従米の机 ｟ｉ Ｍ Ｎのを ［ｾ ｊｲ 命や 、 防，［佐ｼ調査せの

ｾｪｪ 主演習的概念念日括れに同氏各自の生命 のう え工危と 、 一陣 Ａ の興 亡と を ｼ出り＿こ る 切 ｬＧ ど上 ｌ つ民大

な問題であることを自覚認識 せしむるに 至つにのである。

これ｝うち防 Ｕｾ の統 ｩｬｴ ｬ ト 一一閥次の 統 ＱＱ［ｉ ｊ ゴ ｊ に依 る防民の組織化 、 惜系 化 が 必 要になっ 仁川以

である。

政 ｉＨｦ に於 ても 、 ｾＩｪ 出方東 の 雌立 が 、 我 ｉＦ ｪ 現下 の情勢 ｬ こ｝Ａ ｾ ｻＮ し側めて緊要なりとして 、 ド ｊｪ 伝

法をｾ Ｏ ドイド のｴＨ ｾＷＰｩｷｬ 硝 除 ｼ 議令 ｬ こｊＩ ｴＯ ｉＧ ， し 、 ｩ 議令の協賃金主主て 、ｉｬ ｻｻ ｦＱＱ ＱＲ ｾＱ 三 Ｔ Ｉ J  15 ｮ 法 ＱＱ Ａ 江 ｾ Ｎｭ ｊ 主を

以 て これ を公布し＿こ。共後支 ｝ｉｱｾ［ もさを ｱＨｾｩ 載 として 、 日 ｬ 凶のＧｊｩＺＩＨ化に 質 ［ｩ ｬ［ＡＭ 、 前イ ｖｊ の ｪ 象 Ｚ， ｌ { f 繰

上げ先月即ち同年 10 J司l 日より 全凶 によが施行を見ること〉なつに のであ る口

我凶の ｾｽＯ Ｕｾ も法令の 完 Ｇ 備し防出 ｾ Ｍ ｴ Ｇ［ ＱＱＺ の存 々＿こる 立 ｪ 迩と 、人的訓 練の徹底とにより 、 ｴＱ ノー

ＭＱＮ ｖｾ ｾ の完成 Ｑ こ ｩｬｬｩ むこと〉なつにことは 、邦 家のＱＮＱめが，Ｉ 1こ陵び lこJ!，t えぬj列である口

防 空 の 意 義

ド ｊｪ 出とは 、 之をＡ武義に僻すれば 、 敵同室ￍ｣ ｉｉ の襲米に ｊＮ ｊ し、 Ｑ Ｂｾ Ｑ 上を ｉｗｬ むし 、 Ｑ Ｂ 材不の川町 ｽ ｊ

ｻｦ ｦ 米 安する方策の意義でめれその哲 Ｚ 芋 Ｚ分野 ｬ こｻよくり、 之をｾ !Ilp}j 告と l .cJaJ¥¥} j 告に 別 つこ とが
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川 ボる。 主 ｲｌ ｾｪ ｪ 万三にも 、 ｦ［ＧＨｪ［ＩＱ的 件 Ｚｪ ｪ 浴 、 治倒的 ｍ ｪ 主主のご下｛止があって 、 ｔ￬￭ ｪ X- は 、 l床) j シ;什i:を?以

て敵主事の桜燥地主? 験j成し 、空襲を? 米前 にtf雪ぐものであり 、後 者 は 、主 として軍部の捨任

する間 二 ＱＺ内 に於げる 、 ｲ ｾＺ 政機蛾 ｴ Ｚｋ等の 川 兵器必術ｻｦ指すものである。

狭義の防空 ｣Ｈ ｩ ， 一 自立凶ｊ｟ ｾ の捨 任する ｊ｟ＱＡＺＱｬ ｜ｉ ｾｪ ｪ 伐を指 ｭ 寸 るもの で 、 消極的 ｾｪ ｪ 主の 分野に

属すべきものである 。

防空法に Ｒ Ｑ Ｑ ｩ 、 ｾｪ Ｏ 宰 とは 、 此の狭義 ｰｪ ｪ ｾ さのな義 であ れ l寸法第一僚 に は

「本法 ニ於テ防空 ト肩車 スルノ、、戦時叉ノ司住鎚= 際シ航空機 ノi来事島= 図 リ生 ズペキ危害 7 防止シ、叉

ノ、 之= 図 J レ被害ヲ軽減スル鍔メ陸海軍 ノ行 7 防衛' " Jt リ熔シテ陸海軍以外ノ者ノ行 7 燈火管制、 消防

防毒、逃難及救.' i j f ! l 主=比等 =除J シ必要ナノレ監鋭、通信」主務報ヲ 朔 7 J  

と防 空 の 目 的 手 段等 にf・J II約二1iJi 定されてゐる。

而 し て 防 空の ! I自りを完全 に述成 する1 . 0 めには 、うむっ) ).'i l衝 な る 防 空 計 査 の 確 立 が 必 要 で あ

る。 而 して ｪ 刈 桁なる防出 ［ｩ ｴ ｊ Ａｩ Ｚを設 定するにめには ｾ ￟ ー に敵Ｇｉｩ Ａ ｩ ｩ 国察 、即 ち敵国主 Ｑ ｦ ｬＺの現況 、

戦 ｉ ｾ 司法 、 百三製法 、 抱強川兵様 、 ｾ ｾ 他 のｽ主 ｉｊｩ ｪＧを Ｉ［ ＱＱ 忍し世くこと。第二には 、 敵空製のＡ I棋と

な る べ き 我 が 方 の 防 主 要 地 ( 泊IHl 日系Fifiィ'r: 地 等 の 催 要./¥'1¥Ji i ， ｊ ｉｾ 要 よ也 、 亙要 港 湾 、 主要工業又

は鍬 業地 等) 又 はJ下. 宝.' 1'1'月:築物に 1' . [ する lt! 'I¥j ' の制作研究 が5必要でーある。

敵を＿識り 、 己 を＿識って ｾｦ￬ めて市裂の 企 ｬｊι なれ ｾｪｪ 市 消自立の計書方針ーが 雌立するので

ある。

図 土 防 術の 部 ーlI'誌に I つものは 、軍であるロ凶防出二1 : 1 ' :1ごる凶民防空軍が防室の民施に

Ｇ ｊｾｲ ［ ・ ｨ 軍部の行 」 、 ｉｗｱ［ｾ Ｚｲに則雌 Ｍ ＹＧるべき所以も共 路に在 るのであるが 、 防空の第一ｲｉ的＿こる 、 出

襲に悶る fι 得 の 防 禦 に 附 し て は 、幽 法 の 定 む る 所 に印19凶i ぐも常にibt 大 の 努力 を以て 、之

が 釘 策 の研 究 に 首 る べ き 党 情 が緊要である。

防 空 法 令 の 整 備

防 空 法 制 定 の 理 由 。

防 本 法 は 前 述の如I < 本年 10)1 1  El より 施行 せ られることにな っ fこのである が 、政 l{.jは 、

本 法 ;! illJ . i . !の必要ある )' 11[ 111 として火の三県li を取げてゐる。

υ  空襲のfι)!;. {e ｉ 防 止 村滅ぜんが ｾ めには 、 ｾＱｉ 以外 の 一 般凶民に ｪ 冷て ｌ 卒業より 一 定 Ｇ Ｑｩ ＢＱＧ ， Ｎ ｵ ーの ｼ ・ に後

め空襲に ￺ｬｮ ふ る 司 Ｈｾ￺ ｭ を ｬ 宮、要と し 、 我園都 ｔｬｩ に於げる建 築物Ｚｊ ｴ イ 也 の状 況より剣断 して ｉ ｬｩｪ 空却 Ｇ ｬ ￚｭ の必

要待 に緊切 なること

2)  数年米各地に於て、|鈎Z主演習を行ひっ、ゐる い -ti はやj 等法令の桜援なく 、. r 立に随時官民の l布

合ぜに依り 、之を行J 、に過ぎさ' るを? 以て、 i寅初の内谷1 ， ｾ｜Ｚ［々に 分れ 、 統 古 ｉｊ ｻ･鉄き 、 反 ｦ 々 紛議会 ｾ ｉ 三

じ、五基本的;iI' ＮＱＺＺ なくしてー ＱＱ 拍Ｇｾ演習を行ふの みでは 、 Ｑￎ 事の際 、 諸般 の殺備の絵師 ￬ｩ 1λ 閲覧1m 効

果少きこと

わ 一定の防空 ｲｩ ｬＧ ［ 佐に ｴｾ き Ｒ｛ Ｇ 系統 ＱＱ ， ｉ ｊ ゐる訓 練念行ふと共 ｬ こ 、 ｬ 必 要 な る設備資料等の賞。簡を行ひ且つ

;!tの賞用を?f 王燃すべ き者を? 定め 、又は 国民に謝 し或秘の義務{ e 命す・るの !I{' 要みること
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以 1--が本法:l i1J主の王llli ＱＱ である。市して 、 Ｑｦ ， ｊ 本法の 内 存に ｼ 制しては 、 各ブｲ［ ｮ 白 ｉ に ｭ Ｇ ， ｾＺ ［［ の 批 判

及立見あるに鑑17，:;;7，くに;;-t立法 :!)I J) t に至るまでの経過 の大要を述べて 泣く 。

防空法制定の経過大要D

Hμ |日17 年 第6糾4議イ

王府和|日!沈8年4牛三頃より陪T市11:てf竹省'i に於てで，本本法案の 1光、ι工来に茄千し 、 Ｉｊ ，ＮＺ ＱＱ ｜ Ｑ 数次ｼ持 ｪ 係 件 ｴ ￬ のｾＺ見ぞ Ｚ［ ｊ＼ め 、 全

文83僚に 11る膨大なる草案i " 得? こo .m:¥1機! 立か議千? に提/ 1'，せんとし fこが、迩に1I 現に 五ら

す、J H麦制令以トーに譲るべきもの 、:，iii に、他の法令の泊 }I j 、完了< {iI¥' 公者の協議又は栴単

に Ｑ ＱＺくり Ａ ｪ 的 を ｩ 主成し得る事』貨を ｾ ｪ Ｇ ￬ｬ ル ｉ Ｚ ｬ ｾ し 、 ｊｃ で 内 務 Ｚ ｲ ￬ ｊＺ 也万局 に 於 ても ｈ 付手 ＱＱＱＰ 年 Ｑ Ｒ JcJ全文 1911除

よりなる法案紅白; 楽しにo II 1HII 124  2  Jl ｍ� ｊ 係ＨＩＧ 協議の 卜 Ｚ Ｑ 人 ｪ 初 、 昨Ｇ 仏 Ｑ ト ｪＺ ｊＮｦｌ三 省 Ｉ Ｑ ，兵士にてエ ， ｾ

来 、全文221]保よりなる.IJ ，I . 行法の成後を? 件て，; 義合従/1'，1こ 至つ fこのである。

以上 カネ Ｚ ｾｪｩｬｬｩ の ａｾ であるが 、 経過 ｬｊＭｬ にも，［己速しめるＮ￭ ｭ し ｬ 均出の完全なる ｉｉ ￚ Ｇｈ 主成の ｔ こ

めには 、本法 の ｩｩｩｩ 川 のみでは 小光 全であって 、恒久工 ｌ 普遍 が ｪ 似 ｩ ｽ ｊＮｉｾ を ｾｗｈ ｓ するＱＮ ｾｾ め に は 、 ｉ ｾ 対

係他法令例へば、お;j¥'di計;1H:法、市街地位築物j法、水道保令、 純辺法、仙iι 法、 J ll 也航シ; 弘、

ｾ ＧＡｆ の泊 ｩ ビ なるｾＮｊ ｬｪ 、 又は Ｇ ＨＺ ＧＧＮｌ ｾ 宮の Ｑ Ｉ，およ 、 ＳＨｻ主婦 ｩ 長奨 ｗｩ ｽｊＧｾｾ { こりつべき :;: ]i: J抗力; 多 いのである。

防 空 法 令 の 要 綱

防万三法閥係 の法令で既に公布せられ ?こものは 、本i.1乱立に t)j 万三t.k JiUi i ｦ 令 、 Ｇｕｎｩｾ ん市令唱にで

ある o il . J 今後段火色':!il Hi 見則及警報叫WJ 等が殻11i される議定であり、別に、 IW主委L i 千? に附

する 肋令が制定せらる〉ことになってゐる。

防空法の要綱は、

第一、M・2主:及防市，j l此の内寄与がりj にし、防百三ρI ｾ住設定義の ｩｑ 務に ｼ 品 ｪ す る 規定 を 』泣 り＿こる

乙と

( イ〉 防空トノ、降} 毎年ノ行 ' /IWj 額二 Hリ際シテ陸海半以外 ノ者ノ行 7 路 火 'U' 制、 消 防、 l拘攻、 ; 盛飢え

救護並ユ ｾｨ 等］刷シ必要ナ ｊ Ｂ 監減 、 逼 ＱＱ 占及聖子幸ＧＪヲ 、 Ａめ空ロ ｨｬｴ ト ハ ＱＺ 巧主Ｏ Ｇ 災地＾＾Ｎ之 二掛 ｊ シｾ、婆ナ

ノレ再生併nx ノ、資料ノ 経 由Ii ニ附スル三1 ' ;1::"} 前アモノナルコ ト

(  u )  I坊主計道ノ、原I ¥lj トジテ地 )j 長'，:r久ノ、 I也)J 長 '(: j" ノ指定 λ ルi1i1ijf 村 長、 例j外 トシテノ、 I:'j 主 1'" 在愛

すん地位二 二t正ル法人x ノ、個人ヲシテ之 7 設定七シムルコ ト

(ノ、〕 防空五ＡＢＺｩｩｬＺ Ｚノ設定者ハｼ 出ｾ Ｂｽ従 施ｦＯｾ必要ナノ ι 設備 又 ノ、資材 Ｗ 挫 ￺ ｩｩｊシ防 空ノ ｊ Ｉｊｉ 湖 、 Ｗ 行 Ｗ ベ キコ卜

第二、 防主上の必裂に Jまき 義務を? 命する ilむ凶i " 1別にすると共に 、給興共他 に附する城主iご

を設け Tこること

( イ〉 工場 、 ＺＺｬｾ Ｉ 佐 ａｌ ｊ ｊｌ ノ イ也ノ待殊施設管 ｦ ＧＡｌ省 、 ｸ ハ均泊 者ノ、 ｊ 也 ｪｪ 長Ｇ白ＮＯ命ズル所ニ従ヒ Ｑ 必要ナル設

備若ノ、資材ヲ盤。 ｩｬ￬ｹｾ ノ、之ヲ供用 ＷＮＮ " " キコ ト

( ロ〉 瞥 師、薬 剤 師A 1也/ 特殊技能ヲヰ' i 7 - ノレ者ノ、地 )j 長 官 / Ｂ ｪ 命ズ ル所 二 従ヒ ｉ ｬｩｪｾ ｈ Ｚ 、 救設共 ノイ 也Ｏ r訪

空 ノ質協 = 従事 ス ベ キ コ 卜

ひっ ｉＺｪｪ 笠 ー ｬ 二 軍要ナル地位ニ在 ＧＢＱ と人又ノ、例人こシテ ＱＺ 与 さ ｾ Ｎｉ ｔｦＧＱＺＺ 7 校 定 A Ｑ ＱＮＮ 者Ｏ従業者ノ、 ｉ［ｪ￭ｾ Ｏ 質 施
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= 従事スペキコ ト

c  = )  燈火管制ヲ1 t 施 λ ル按合二於テノ、光ヲ妥 λ ノレ設備叉ノ、袋置 / 管理者叉ノ、之= 準ズ 4 キ者ノ、英

ノ:光ヲ秘匿スペキコト

〈ホ〉 防空 / 貿施= 際シ緊念ノ必要ア ノレトキ ノ、、 地方長官又ノ、市町村長ノ、土地、家 屋 ヲ使用シ 、物

件ヲ」枚用若ノ、使用 ν 、又ノ、 防空 ノ賀 施区域内ニ在ｽ ｾ者 二重苦 ｹ 防空 ノ変 地 ノ ｊ 従事ヲ命 ジ 得ルコ ト

( へ〉 防空= 腕j ; / 調査ノ :持メ必要アルトキノ、、主務大臣、地方長官叉ノ、市町村長ノ、資料ノ提出 7 命

ジ叉ノ 、官支吏員ヲシ テ立入 リ 検査ヲ角サシム ノ レコトヲ得 ｽ ｾコ ト

( ト〉 防空 ノ資総 ニ 従 事スル シ 者カ｜之ガ 匁傷ｾヲ受ケ疾病］憾 リ叉ノ、 死亡シ タ ノ レ 場合ノ、療養 、 葬 祭

= 要スノレ費用ヲ給スルコト

( チ ) Cホ) = . ヨリ土地、家 屋、物 件ヲJ ¥主用、使用ス ノレ壕合ノ、損失ヲ補償スノレコ ト

( リ) ( ロ) ( ノ、) = 依 リ防空 / 寅施ニ 従 事 λ ル者二ノ、官U
1

U 妙f賞シ得ノレコ ト

第三、 防空の訓練に闘する規定を設け Tこること

( イ〉 主務大医ノ、防笠宮十輩 ノ設定者二謝 ν 防空百十蛮ノ全音IDl ノ、 一昔g二基 キ防空 ノヨl跡、ヲ 命ズノレコ ト

( ロ〕 防空ノ訓練= 際シテノ、第二心、) ( = ) ト同級 =訟l帥 ニ 従 事 / 5Z. ノ、光 ヲ秘匿 λ ベキ コ ト但シ光

ノ;秘匿ノ 程度 ノ、訓練= 遁蛍ナ ノレモノト λ ルコト

第四、 費用の負婚及閤庫補助に闘し必要なる規定を設り fこること

(イ 〕 防 空 = 闘シ必要ナノレ費用ノ、道府綴 1' 111町村又ノ、 ! 防笠宮十進ヲ設定 ν 若ノ、待殊施設ヲ管茂、y.. ノ、月{

有叫ん法人叉ハ個人= 於テ主主槍ス ルコ ト

( ロ〉 前項ノ費用= 付テノ、園庫補 助 7 奥 7 ノレコ 卜

第五、 防空委員合罰則共の他の事項に|銅し必要 なる規定金設け ?こること

等である。防益法焔行令は全文 17僚よりな り、勅令委任事項を兵韓的に規定し? こものであ

り、 官膳防空令は、 閣に於て管理する 施設に附する防主主主に防空計壷に防j し規定 しにも の

であるが、説明は便宜省略すること〉する。

行 政 機 構 の 充 賓

日:j j 主主法の貰胞と共に 、之が執行機防jの充貨の必要あ るに鑑み、中 央に於ては、内総省、に

計主局 を新設し 、之に者I¥i li 計壷謀、防空謀、J.i!: 務耕の三課を配 し、地方に於ても主要!版、

府! 隊に防益課金設り 、必要なる 人員を配備して本法施行 に泣憾な きを?期 してゐ る。

本年度は、臨時議合に於て補助換算を合み約86寓闘の迫力11珠算 を認め られ、タk年度に於

ては 、目下大蔵省に封し約400高闘の換算 を要求中である。

防空法貫施に首りでは、［ｬ､ｾの主管［部課を何れの行 政 系統に置くべき やが論 議の中心にな

っ ＿こ のである。内務省、に於ても、ｾＮ初法案の立案は之を地方局に於て Ｔ 下ひ 、 大 臣官 房 ｬ こ ー

訴を設け防益事務を主管せしめんとする楽もあ っfこのであるが、防空計主!i: に於げる物的設

備資材の整備計査が防空の基本的事項Tこるに鑑み 、都市計査 に桁接なる闘係あるものと し

て 、新＿ こに計 輩局 ｾ ［設 置し 、 局内に都￯ｉ Ｍ ｪ 百 十 査 と防 空の二謀が 並世せ ら れるこ主〉なつ に。
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然るに 、地方に於て は本省の事Ni と異り者j¥市 百|輩 に| 剣勝ある事項か 、或は 、都i li 計霊地

方委員合に、土木部に 、或は 、建築に l制 しては、警鋭部の所管に属する等各方面に分散さ

れある貰情であ る。然るに防主事務の内容か 、物的百一i王監事項並に 人的事項の二方面に分れ

然も常に統制ある人的訓練の指導庇併を必要 とする l制係上、地方に於ては、之密警察部の

主管とする事になっ＿このである。市して 、 防空に ｉｾｍ する事務は 、 ｾ Ｎ ｾ の閥係する虞 Ｑ 庄 ＱＺＺＧＯ Ｐ ＧＨ か ｌ

であるから 、闘係各方 lii I との緊衝なるj j J 絡協調を凶ることが、i此も緊要 と思はれる。

防 空 計 塞 の 設 定

防主計霊は、防誌の根幹を なすも のである。 即ち肋ー告の ! I的 を達成する岱めには 、先以

て各方面に豆り周到 ＪＺ￭ｬｾ をなる研究 ｬ こ ｪ たき防主 古 ｼ 査を設定することが 必 要 である。之を ｊ 左本

として、始めて防 Ｕｾ ｟ Ｑ Ｍ ｟ 必 要なる設備資材の整備し統 ｩＯｩ Ｑｊ ある 訓 練を行ひ 、以 て ＭＡ ［ ｩＩＺ｝ 有事の

| 際、国民感っ て秩序ある 行動に IL¥て、|或|土防総Iの保全: t ' Wl し得るのである。

防主計 霊の 内容は、ド ｊｪ 主法要制に述べ＿ こる如〈股火 ｬＱ Ｇ ［ｪ ￬ｬ ｊ 、 れ Ｚｦ 防、防ぷ 、 ｩｬｬ 主 ｾｾｴ 及救 ， ｩｩｬｩ 並に

此 等に闘し必要なる ｾｈ￦ ￍｬ｜ 見 、 ｩ 副言及警報に ｉｾｍ する ＩＱＮ 、躍的 ｬＧ ｲｊｪￍｉ￮ ， ［ Ｍ ｉ ＭＩ 日立によに ｉｴｍ し必要なるぷ似 ｩ ｩ

又は責Jオの整備，oj-I";:! i: であって l-tfi る多岐院がしに 11 るものである。

今誌に計主内容並に ｐｽ ｪ Ｕ さ［［ＭｪＭ主に法き整備すべｾ Ｍ， 没備資 材 の純 ｬ 剖等 ｏ［ｾ 提示して、ｴＫｦｦＺＯｉ Ｑ の ｊ 泣

ｬ 阿 佐 Ｑ ｊＱＱへ＿こし 、のであるが 、 ｬ 司下討を筑 ｾ ｉｾ に 属する事項も多いので 、 之は他日に諮ることにす

る。而して、ド ｩＩ ｪＧ Ｏ Ｚ ｾ ｾ Ｍ ｉ Ｇ＠ i ! 1: は、各N(想定の異動に依り 鐙史すべ きものであるから匂年度見新す

るを原則と するものである o ｐｽｪ Ｕｾ［［ 十 ［ ＱＲ の設定義的行に附しては、前述し＿こから之を省略す

る。官1R1. pj j  Ｚｲｾ ｾ令 は 、内 ｼ組織だ Ｑ ＱＮ大 ｉ ＮＺＱ ｘ は外行大 Ｑ ＮＺＱ Ｈ附海軍人 ｊ Ｚｬを ｾ Il;よく) ｾこ 、 共の色ＧＮｦｾ日する施

設叉は共の監督に j過する行政官時¥1こf・L 防主計 Ji: の設定義j円告を規定しにものである。

向 ｍ ・ Ｒ 勾 Ｑ Ｒ ＱＱＺｩ ｩ 設定の諮 問機 ｉｾｍ としては、辺、 Ｑｉ 子、Ａ際、 Ｍ ｉＡ ｩ 、 ｉｉｉ ｔ ，村 、 夫々の防虫委 ｌｬ 令が ｩＳｚ

泣きれ るこ 主 になってゐるが 、 防主計 Ｑｅ 方針 Ｍ ｪｾｬ 也の防空卜Ｎ の Ａ ｔＨ ｾ Ｚｲ ｝ｩＺ項に ｾｾｊ する諸 ＱＱ ｜ｪ機 ｉ ｢ｨ ｊ と

しては、内務大臣の1 ] &'1干に属する中央防詰 委H合がぶ世せらる ':>1象) . l : である。

人 的 訓 練 の 徹 底

防益法［ｪ ￬ｬ ｊ 定の目的のー主 Ａ こは 、 凶 ｬｾ の防主的［Ｑ ＩＱ Ｑ 練の徹底にイヒりと思はれる ｯ I伎に本法使命

の達成を期する詰 めには 、 闘 ｬ ｾｾ こ防芸思想、の普及徹底を計ると共に 、常に統 ｩ ｬ￬ｬ ｊ ある演習、

訓練を行ふことが緊要である。防空法に於ても 、右趣旨に 依 れ 主務大臣が防空計EE設定

者 に防空訓 練を命じ得ることになってゐる。

人的防空の要訣は

( イ) 精利I ( 心の構へ〉

〈 ハ ) 技 術

( ロ) 組

( ニ〉司11

織

統

に Ｓ￬Ｇｴ ｾきるのであ るから 、防 益 思想 の立体も 、 演習訓練も 、此 の一線 に泊 五 、て行はれねばな
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らぬ。

者11市に於ては市民全部が、防空軍の - bd1こるの先悟を要す るを以 て、従米の防護凶の如

きは 、今後共の機能と組織とを根本的に改越して 、家庭防火J洋の如き 、市民各戸を':*-111胞 組

織 中に包合せ る瞳系あ る市民防護|舗の再組織力: 必要であると思ふc

防 空 と 建 築

え11築物は、岡氏の生前容器であり、都ili の亘婆f I . ¥成分子であるから 、主主裂に囚る fι 告の

防車には 、 豆大且肢が ｌ ｾ よる役害 ｉｊ ｾ 持つものである。

我閣の虫 ｉ ｊ き木造剖 ｬ￯ ｬｩ の出襲にｼ捺 し ては 、 敵機は主として 、 焼央部 Ｓえ はぷｊＮｌＮｊ附｜Ｇｾｾ以て剖 Ｑ

Ｍ ､ ｩ 全医域に豆七 ＱＱ 棋を ￆ めす ・ 襲撃するであら うし 、 ＳＨ ｦ 淡則市営以て 、 重要 ， ｈｾ 品物を 胡 撃

ちするであらう。

放 に災害局 限 のｩｻＦめには 、 一 般辿築物には簡易なる日 ＺＩ ｪ 火同ｩＱＡ Ｚｴえ ｾＩ ｪ ｾ 止ｾ等の ｊ う ＱＰＺ が 必 要で

あり 、 重要附築物には 、 ｉｮｈ 火 ｉｉ｜ｈ Ｚｴｊ￞Ｎ的同法の ｾｉ ｛ｩＺが必要である ｯ 1M被告:局以の防護方針より

何廓 ｩｙｩ 位の都市 ｒ Ｍ Ａ Ｇｊｊｬ 的防護， Ｑ Ｑ ー苫の樹立がｾ止も緊 要 である。

ｊ ｾ 他 防空各般の事項に ｬ 山、 ｩｬｬ 築の刷 ｲ ｯＡ￭ ｊ すべき領域は ｉｬ Ｏ､ご ｽｓｩｾ 、のであるから 、 府米防本

建築の研究は 、甚 1ｾＧ ｦｦｩＺ 要な事項であって 、建 築技術 ＱＩＧ の Ｑ 工務の愈々豆大なるを ｊ ぷ す・ るもの

である。

io'，J防空訟は 、前 述の如 < iJ として完全なるものではなく 、池築の分野のみに於ても、み; 訟

のみに依つては 、 充分なる防 ｾ ， ＧＺＺＺ￭ ｬ Ｂｊ 効 ｊ 具 合 ｪ 開 ＮＱ し得な い 司王頃も多いのであるから 、 他法規 の

整備、jlli 1i J共他のj @j 切なる方法に fdc 1) ｜ 漸を逐ふて 、 会同 ｦＺ の ｾｽ ｪ Ａ 主的施設の整備 Ｚ ｜Ｇ，Ｚ来を け切

f与するものである。

絡にー育、内務み Ｚ Ｇ Ｈ￬ に 於ても 、 Ａｉ 下位築に闘し防出 Ｑ ＭＺ 誠二 Ａ Ｚを要する事項に ｦ ・ ｪ 、 Ｑｾ ｦ， ｊ 係法令

の改正念考究"-1なることを li H，i己して本稿を絡り ?こい と思」、。
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建築技術者に空襲警報

の 建 築 技 術

加 藤 得 三 郎

都市 に 空襲警報が Ｑ Ｑ｜ る前に者 ｪ ｜ｗｩ を築き上げに我等建築技術ｾＮに益襲警報が Ｑ Ｑ｜ 1こ。

今は確かに建築家の非常時七。

明日の昼裂に備へる既存建物の防室施設は如何にすべきカ・。

空襲に釘 して安全な る建築を欲する依頼者 tこ、如何にし てj必見なるぷ，¥1を却系すべき

語、口

このごつの質問に封し、とうにかし て返答しなければならね、そ して我等本' >j ( のもe命を

県きなりればなら ぬ依目に Tこち至つ Tこ。

曾って大誌火災が襲ＭＤｦ＼ＺＺし暴 ｪ 泌を奮ひ我等の建築を惨々に倒威し、 Ｒ 足踏に ｾ ￬ Ｈ［ せしめに時に

は、我等は敢然fこって耐' ! i ! i 耐火につき耐策をめぐらし、耐lム-耐火位築のうと成に努力し、立

派な成績をあげTこ。

今防空建築についても研究主、事務所 、現場織がかりで進めば立派な針策金見山し 、 そ

の成果を納め得ない答はないであらう。

防空建築の議備知識

さて法に巧へなげればならない事は、航室機の性fiiBとさき製に Ib討する知識のi徐りに貧掛な

乙とである。叉爆薬の ｊ ￘，ブ ｊ については 、 これ迄飴りに無断 ｪ 心 に過ごして ｾ､ こことである。

併しこれはかしろ航空機の進歩が散りに念速であっ仁左 言つに方がよいかも士11れぬ。

耐民建築を研究するには 、誰も皆地' 以ブ] について 一通りのXlll 論を君子つ仁、叉i耐火建築に

ついては火事、耐 風建築については! 武力につき悉さに研究して知めてこれに到する安全な

る建築法が生れ? このである。

I"j様に防空建築を似fヲir するには 、? 象め航室機の性能、出製方法並びに爆築、焼夷剤、本

瓦斯等の性質をひとわ Tこり知らねばならぬ。

ところが目下建築技術者の帰んど全部は、 これ等について 、ほんのi l l ! 俗的の知識を持っ

て居るに過ぎない。そのま' ¥t lこiti J速の 二つの質問に封する満足な返事の I-J Hi ないのは首然の

ことても 、誠に御恥かしいことである 。か〈いふ筆者ーも御多分に辿れない こと は勿論である

こ〉 一 二年の ｉｉ｜ｊ に防 Ｖｾｂｴ 築に ｉ｢ 討する品出合や研究合が作方 ｼ 師に於て ｦｬＮ ｕ さ れ 、 ス雑誌にも

これに闘する文献が多〈山て応る が、その内容は殆んと皆川じ でめる。それ もその筈で あ
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る、 その /1¥所 を? 探ると皆同じところから/ : 11て、 それを順次時載されて居るに過ぎなし 、から

而してその原文なるもの は、ある特殊の保件の下に行はれ? こ質検結果が、研究報告である

から、今我等の求めるものと合致しないもの多く、これを? その ま〉服用することが出来な

い口耐震建築等 tこ闘するもののやうに遁確なる理論と質検と による時間 Tこる根燦あるもの

t は全 く異なるものである。

併しこれは、 Ilfl ;に建築技術者ばか りでなく道路、餓道、地下俄辺、上下水道、河川港開

に闘する技術 者￯Ｚ主も ｾ ｪｪ 主に ｦ け ｨ る ￭ ｊ ｦ 先はこれからで 、 建築家とＨｐｊ守Ｚ具なるところはな い 。

従って非常時に ｪ 起する針策は常識的のもの以外｛主計十も従来することカ ［Ｏｦｬ ， 米なし、。よしｾ後

がめつ fこにしても 、こ れを究施することになると経梢ー卜イえ可能に近いものばかりで 、紡制

猫の首に鈴をつけるといふ鼠の相談に同じやうなものである。

投下されたるニ三の問題

既存建物に1げするyif. ，:!: 策は、新築住物に fすする方針 lこすjr，すべきものであるから 、/ I ' 新築

建物 lこ針して 、建築家として 、 そのf"J れそ llj ( _ るべきかヂレンマに陥ってかg る三三の川国と

防益建築は是非か 〈あ らねばならないであらうと忠ふ一三の/ i rJ也 をドにめげて彩、見を述べ

て見ゃ う。

土嘗・外装・窓一一照_ f - _ ¥こ高〈符え立つ高i芥は公合致にも、 ll 馴守合にも 、叉百貨! 苫にも必

要紙〈べからぎるものとし、 そのートーに旗がM胡翻と醗って府る 。 これは建物のl威容を備へ、

景気合つげる上に必要なものであらうが、空襲の時には 、これが製繋の Ilj l: - の誘導 n棋と

なる口放に防宰建築には庇脱145以外は、 J芥はすべて有得にして7渋谷である。 J式評を備へる

外見を? とるか、自衛安全の買を? とるか、将来の建築に釘して断然戸:j.!; 停を設計| 副上で消し去

ることは/ 1 '，米るにしても、既イ( . 建物の尖塔を努| 徐するにけの男試はあるであらう力、

三 々に建物の外装は最近に、ￍｬｾ、Ａり Ｑ かるい色に なって米＿こ 。 ｬ リ ｪ かるい匙物、明快なる都 ￯ ｬｪ

は、 その中に t HJ 人を陽気にし 、すべてのものに活気合ターさせるであらう o tl: 宅も窓の大

きな明かるい色の家が多くなっTこ。かういよ、家は街生(1守で、しかも見るからに消ー々するで

あらう o 1J!:し白やク リーム の明かるい色 は、一kg三から見ると最も同立つ最悪の色である 。

有 ｾｉￎ Ｑｪ 偶 装 ｫ からいへば、建物の外症は共の地域の色に擬するのが良い。地域色とは Ａ 二雫か

ら見下ろしに時のごく大轄の附近の色で、t I : : 宅地帯では紘、工場地帯では黒味カ: かつ? 二次

色といつにものすある 。従って外袋を地域色に合せるといふことになると、建物が褐色 lこ

なっ? こり 、次色 lこなっ fこり 、設l外ミカ Zかつ fこ以色になっ? こり 一時に陰気なものとなり 、イ'1愉

快な荷の出現を見るであ らう。

明暗何れを探るか、自衛の詩に保護色を有する動物に倣ひ環境に順! 監して行くか、それ

とも環境を征服して行〈か。

刷れば建築家は古来随分思ひ切って建築様式の梓換を fj'( 行して件付二 、此際心気 -縛して
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i苓共の他の無! 日物 を一切削除し、 H音色をあしらって外悲し 、安全な建物の /:Jl，現を企剖する

こt は、/+¥引4ない司王は現任いであらう。

主主物の窓 は次第に大き く問般的に なって米?こ。甚だしいも のになると 、外iせが胎んど全

部窓になって、外部から 兄ると桂と 窓.r: りのや うな建物がある。と ころ でか うい つに建物

は爆珪の芸筑の簡勤波にま う ｉ しては極 めて Ｉｊ 危弱である。その ｛ ￭ 付近で爆 ｾｗｬ が Ｚ ｬＡｲＺ裂せば 、 窓 Ｑｩ￭ Ｇｪ 下

は全部破壊するであら う 。叉か 〉る窓 の多 い建秒 ｪ に防 毒の ｬＮ ｩ ｑ ｾＺｊＺ 手首［を施すことが困難であ

る。建物内に設げる防護室は 、川 米る ｲｾ Ｇ Ｈｲｪ窓の Ｑｾ ｾ い 宣伝良 化 する ｮ に普通は 地下 主に設け

られる。叉コンク リ戸ト の建物で 、 Ｂｦ ｴ に 地下 室 ｲＺＮ Ｂ りで ＱＡ｜ｾ < 、上附まで避難所に首て ゃ うと

する場合 tこは 、窓は常時その宝の使)11に差支無き pl { ｬＺｊＺｩ ｾ少限度 ｾ ｾ Ｚ＠ -;[ il] 限することを必要と す

る。潤逸では最近この方針を取って居るやうである。

所前建鹿住宅と得する窓「面的の多い拍子昨子- Aの建物は 、爆琵{ 荷動波に弱〈 、腔火管

j[，IJ にも 、防毒にも不利である。従ってこれ等に制する特別の防護策責任主限りは安全な iJ ニ宅

とは言へな くなっ 仁。

防空上から 言へば外部に商する窓は家t ｾｩｾ｜ 袖ー迭で 、外 側に餓のシヤタ ー を ＿ 附し 、 事 ￭Ｇ ｪ 子は防

弾硝子を用ひるのがml. 想、である。

平面計劃一一各建物内の居住者は、 その建物内で避難することを本躍とするから 、各建

物内に必ら予防護室を取らねばならぬ。その位置は地下一附で 出入口に便利なと ころが最

も良いと思ふ 。 防 護室には Ｏ Ｍ ｐ ，入口 を二箇 所 設げ 、 各々に前室を附属し 、 窓は ｪｬｑｾ 急Ｚ防護に悶

ｾｩｦｬ なるが故に設けざるを原 則 とす ｏ 換気設備はその室内に設り得る＿こめに間風室の必要責任

〈便所も置使者岸全斤j ふる ことにすれば必今しも附属するを要しな い。その他の*/11かし、事は

他の文献に諮 りこ〉には省略する。

建物がートーへトーへと延びる時代は既に過ぎ去り 、最近には下へ下へと桝 b込んで行く傾向

になっ て米?こ。これは宰裂に備へる釘に蘇聯から初 まり世界各閑に蹟 まつ? こ。我が問でも

地下四階まで H' ，米 Tニヵ; 、今設 i¥j- ｾｉｬ の も のには六 ｼ 併のものもある といふことである 。

耐民建築では大きな建物の子商| 吋!に口字M又はfFI 字 jl; を推奨 して居るが、こ の形式のも

のは 、その 中庭に爆仰が投下され作裂 しに場合には、周囲に及ぼす爆陸作用甚大となり危

険である。これに反してコ字形又はェ字Mは、一方の r.，力Z聞い て居るから爆陸作用を柔ら

げ、前者に比し て安全な子商岡であるといふことになっ? こ。

材料試験と構造計算 一一防 空 建 築の 似 壊ブ ｊ は爆 弾 のも ｾＱ 散 か 、 爆設による宰筑の筒繋披が

主である。 従って鍛筋 コンク リー ト共の他の建築材料及び構造韓の試験は、こ れ等に封す

る抵抗力を試験する 必要を生じて米?こ。従来の試験機は筒撃を直接 に試験 することカ ;/1'，ぅk

なL、から 、 これを iJli J るに便宜な機械又は装置が、新 らしく 工夫さ れなければならないであ

らう。

版床、梁 、桂共の他架構はすべて衝撃肱力を用ひて計算するか、或は これによ り検算金
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試みる必要があるであらう。

さて爆弾の{ 必故ブJ や煤誕の爆破) ) は、これ迄全〈主主築技術者の領域外で、危険物として

述 Ｕ けられてＩ，ｾＧるが 、 防空位築の研究には 、 どうしてもこれ等にＡｾ討する強備知識無しに千

を下すことカ> / : 1 ¥米ないことは明瞭である。

日空髄に劃しては 、燥睡 ) J が外) r . il より似るか内部よりボるかによって 、会〈反1，] - の取扱ひ

となる。ＮｦＡｦｊち爆 ｩｪ｜ Ｇｪ ｬ が室内で作裂し＿こ ＴＲＱ Ｗ 守に、世睦が容 ｾＩｊ に ｾ ｬｬｴ 散する事Ｚにより爆眼力を緩和

して、盛物の骨組の爆破智弘れるやうに考へ＿こ所 ＱＳＱ 安全狐 ｩ 唯と、保 ｈ ｬｾ 力が 屋 外よりオ＼ＺＱこ場

合 ｬ こ 、 建物全髄の安全を計る話に燥ｾに耐へるやうに回明に作つに耐爆国 Ｇ ｾｾｉ 占Ｈ防護世〉と

二つの取扱ひがあり 、 その強さが全〈反主主j である。爆怖が他物の内部で作裂し? こ場合には

針策無なしとすれば 、 ｾ物の附近で ｲ ｲＺ裂し＿こ ＱＲ 介のみを考へ 、 堅 ｉ ， Ｇ￯ ｬ なる防護位の方法によ

るべきであ らう。

設備 一一建物の千商号 Ａ ＭＱ ｾ ｊ と柿逃が防主的に ｉ Ｚ ｊｉ，米て肘れば 、 防毒その他の設備は、きして

「面倒なことは無し、。即ち ヱl王商計却に於て、前告のついに防護宅があ b、附段、エレ ベータ

ー等も防火、illi J.q!: 及び防毒に都合よ〈仕切ることがI+' ，?! <i るやうになってJ r . - l : > 、外部に而す

る窓には全部シヤタ ー が付いて照り 、 叉骨組 、 床 、 ｾ ＺￆＡＭＧｊ 芋の惜迭も丈夫に Ｑ Ｍ ＱＧ，似て居れば、こ

れを防毒的にするには、窓入口共の他の! } 月口部を策特' ，:l こし、空気j局ia器を過して空気を供

給すればよし、。波備の詳制は他の文献にゆづり悲には省略する 。唯こ〉に附記して世〈の

は電気 、 瓦 ｪ 折、 ｟ Ｑ ＭＭ 水、下水守［の特別配線 ｊｾ の他防護宗内の設備を要する ｮ に設備投 Ｗ 象ＺＱ［ ￬ ーは

これ迄の建物に比して何許IJ か精力11することである口

建物内に 設ける防護主主の 村［浩設備について参考になるのはみ［年の 五 月に ｾｾ［ｬ 迎で公布され

7こ空襲避難所の設世に附する規定で、 その本文は “Dis Sirene"  Nummer  11. Dritt 田 Mai haft

1937_ 及び“ Zentral Blattder Sauverwaltung" Heft 21.  Ｑ ＹＳＷ｟ 共の他のｾ ｾｾ滋税誌に ＯＱ｜ て尻Ｍり 、

小官賢 一 氏の邦詩文は ｾｴ 誌 ｴＱＱ￯ｬｩ 公論八月批に掲載されてＩ，ｾＧる。

都市計ｉＱ ｊ 其の他 一 一 従外 ＨＱ［［［ｪ ｾｴ 率 的及び溜Ｚ梢墜的見地から埠かれ＿こ都 ￯ ｬｩ の分散計剖を同時

に ｾｽｪ＿ 主的に導く必 要を＿生じて米 ＿こ 。防空に ｍ 討する建築技術的研究中ｾ主主 ｬｕ Ａｊ ｪＭｸ は ｕλ 遊歩Ｚ建築

の研究、焼夷弾防禦の研究等は Ｗｩｦ に地方計［ｬｴｊ ｊ 問 題と重要なる Ａｾｾｊ 係あるものである。

都心ｻｦ有する ｬ 政Ｚｾ・ ｊ Ａｻ｝，の有 ￯ｬ ￯Ｑ ｩ は空襲の口棋を ｾ Ｍ ｷ へる故も危険な都 ￯ Ａｩ となっ＿こ。恭盤式 、 虫干

問式、 13何 l式の者間 i}う主 li 1nf ; 秩序に蹄大され? こ都市はすべてドJj 安的に不利な岱{ i1Ii !i となっ

fこ。而し てこ〉に新らしく生れ 1i'， 1こ防空都Hf の形態は幣7!kff! li !J' である。

指;1えt1li !i は地域の13t 汎なる分散によって防空的の! !的 伝達し 、H時に大交通帯に 、何列

ものノ ｪ 、 交通［市が交り、 ｈ 千Ｇｦ ｩｬ｜ ｊ 的 接近によって大都市文化を字千 Ｑ ・ し得る、防 ｲｲｾ 的 ｉｉｗ Ｍ の 都市態

形である 、 とされて昂る。なほ帯7! 太郎市の防主的の得思Ji { f あげf れば

l 、 ー黙を中心として符集して居な し、か ら襲撃の同標が判然し ないこと。

2、 各種の空襲に危険な 地域が分向性されて居る こと 口
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3、 従って各々に杭倒的防14専管行ふことカ q1
1

1
来、叉科々に相官し Tこ防空的技術の設展を

なしf尋ること。

4、 群欣を航断し Tこ各区域が自給自足を本瞳とするから 、都市の重要部分が破壊さ れて

も持久力をうたはないこと。

5
、 帯 ｉｕｾ のものは襲撃に岡 ｲｩｬｬ なること。

勾である。

さてこの柑 ＩＱ 火打 ｾｉ ｔｬ ｪ は［将来の ｾｽｪ 治的 ｦｬｬ｜ｾ Ｎ 都市の形態で 、 我が閑の都市をＯ 子 供か ｬ こ改造して

帯 ｊｉｽｾ にしゃうといふことは、現めＺの都 ￯ Ijの{波壌を意味するもので 、不可能事なるは勿論で

ある。1 i f ーし「新らしい都"-j:J 1ヲへの防定的希望は破壊でな〈 、計剖的な肢 11:であり 、再建で

ある 、専ら防主に協力せんとする全岡氏の準備次第で 、防定的思想都市が得られる 」。 と

Vauthi er.  WoJf .  BUnz 共の他の人々 は奮剖¥i l'j改造に劃する色々な提案を試みて居る。共の項

目は略々 似寄っ ? こものでー、一般建物及び電要建物の分散に闘する 事項、交通に闘する事項

避難所に開する事項、lt 施法:l il j及び財源に開する事項の詳細! に瓦るものである 。

我が阿の都市に於て建築技術者が差 し悦り検討を要するであらうと思ふことは次の _:-:rfi

である。

1、 建物件I tU設の検討

一般には低建築が泊iI に分散されて吊れば予定裂に比較的安全である。f J { : し桁都市の分散

的 臨急 Ｚ 手段のーっとして建物のユ ｊｾ 説的集合をなすことであるが、その区域の建築商打 ｬ 及

び人口の符度により低建築が二| 併になるか三附になるか。

一定商債の土地に極々の異なつ＿二階教の建物が建てられるとして 、 何 ｬ 約建が最も防 ｾ ［Ｚｾ的

であるか。

その建築費及び防護上の設備費如何といっ? ここ とにつき研究すれば、耐震J : よ り定めら

れ? こ高さ限度の外に防空上安全に して 、 しかも粧桝的な建物の目安が、立つであらうと

思 i 、。

2、 地域fl i 1J の検討

現在各大都市に賀施され て居る 地 域 Ｚｉ ｩ ｬｪ について防ｾｾ的検討を要することは何人も認める

ところである。ことに: w . : 要工場の分散及び工場建物の防本的配置については大いに研究

を要するものである。

結言一一都市防京の建築技術は 、之!: 速に進歩しつ〉ある攻撃政務に迫従し、否むしろ先

んじて進み 、 これに針策を講じなりればならないのピから 、多数の建築技術有力2側々別々

に研究し 、或は役所にのみ委せて成果金あげることは困難である。各自がその立壌から研

究問題や、研究成績を持ち寄り、しかも それが輿論に基いて修正され、質施されて始めて

成果を納 めるのである。この意味に於て 、つまらな い筆者の管見も 、善悪は別 として 、御

一誠の柴・を得、叉御示教を得れば母子高である。
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防 空 上 の 避 難 防 護 施 設

青島 井 安 義

1 . 防 空 と 建 築

現ノトの飛行機の高ＧｉＧ ｵｭ 、 都市 決裂の可 能 ｉ ド ｦ ， 、 ｾｪｪ 予三の必 要に 就ては今更賛言を要しない。

恭しも我問が附土防総 ｪ の危機にｵＧｩ ｲ 面すれば、岡民の精 Ｇ Ｑ ｩＱ ＱＱ ｩＧＱ Ｇ ｾ Ｑ 到結に依って必す・や各般の防安

行動を係るこ とは !-I '， ? ! ( るであらうが、併し防空は人的1 . ) 1 陥来と物的整備によって準備される

もので、その何れ全般 〈主 も防宅は不完全なものになるであら う。蛮に於て閤家として一

定の防宅計: ! モを樹立して 、 それに基い て平素より統11;IJ ある訓練を行ふと 共に 、所要の設備

資材等ぞ整へ、叉 ｾｪ 足並費用負推＿ＧｻＮの決定 、 同 ｬｾ に到して命すＧる何分の義務等に就て規定す

る1 a ; に防治法令が昭和 12年 10月 l 日より施行せ られ fこのであ る。

政に建築に従事する{ 4 ' としては 、防空の物的整備に守主力す可き責務が有る。

即ち宅裂に釘して岡民の生命 を 守 れ そ の 意 志 台 j日夜せ しめぬ践に消倒的防禦l庖設の完

備といよ、方而に活逃す可きである。

木文に述べんとする防 空 Ｑ ＭＮ の避［ｙｩ ｈ 一 防護 施設とは 、 防祭 ｉｾｍ 係施設の 中、 空襲時の避難とそ

れに開係 ある防護施設であって 、偽装 ｬ 股火管ＧＺＡ， ｉ ｊ 並に防常 ＨｉＧｾ 抑市計霊等に就ては閥れないこ

とにする o 即ち宅襲警報が瑳せられて 、街路に南町に撃校に役所に工場 lこ在る者が緑、て安

令なる筒所へｩＡ注目 ｩ して 、 Ｖｾ 製時爆刊 ｩ 焼夷時 湾瓦 ｾｭ ｾ ♀ ーの攻撃 から防慢すべき地［設 ｬ こ就て諸外

聞の賢例を引用し て説 明すること〉する 口 ｦ 持 ｬ ま参 二 ｬＡＩ文献は ［ 東京工業大皐 ｾｬｪ 干さ建築研究主主Ｚ所

蔵のものである 。( 昭 12，9. 30. 記】

2. 各種建築構造と防空効果

都市$ 裂に使用される爆開 ・焼夷伸 ・憲瓦斯 ・料i菌 ・吋何ビラ等の 中、建築物として一

般に考ふ可きは前掲三 - x i であらう 。併し大爆弾の直後作 }IJ 1こる伝倣及び爆般に封しては、

高層建築と! i ' 4fーも到底抵抗することは不可能で、一般の建築物は爆開の二次的作用としての

筒勤波、開片、崩壊物、振 動、放火の諸作用に劃して、更に焼夷弾の侵徹及び焼夷作用 、

来瓦斯の侵入等に就て / +' ，来る限り 安全を計 る可きで ある。キキf ! fl建築構造に就て防護方針ーを

決定するには先づ 、 以上の 三 外力に当討する抵抗能力を ｾＮＧｕ ら ねばならな い Ｈ第 Ｑ 表 、 手干柿建

築構造主防 Ｕｾ 効果参 Ａ ｉ の

即 ち刻印 l 表を見るに耐 火構造以外のものは三外 力の内 、一或はご外力のみに封して抵抗
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を有するのみで、此の黙は建築手段以外 lこ、平時よりの防火防毒等の訓練によって空襲時

その紋陥を怖はねばならな い。

tfc  1表 各 脆 建 築 柿 元!i と 防 主主効 果

構 5盆 爆1湿の二次的作用 焼 Z廷 5車
r官，J三K  

ヨZ 拘T

安 安

比按的簡曜にｾｻｦ泉脊 ｼ

( 鍛筋 コ ンクリ ー ト〉

全 全

に匁し ｱ ｾ ｽ る

屋根 (立伎徹されるが、 純平管なる注意そ以て目

木 主主 抵 抗 し 得 予

準耐火活或はそれに頬 貼りを然し、防毒蚊帳

するもの は延焼防止を? { f 用ふれば防毒は錯し l

なす。 1O!Tる。

言及' 恋せる 七或はその他

E;' bのにより 焼夷磁の

防毒菌{ f 傍帯して防空

i坊 空 左京 安 全

箆f放を免れ得ることも

壌へ入る可きでゐる。

ある 。

3. 遁 難

空襲撃子千裂が護せられてから行ふ避難は 、敵機が向己の頭 卜‘ に来る迄の僅かな時1mに完了

せねばならぬ故 、 平時から各街路に就て ｩｬｬｬ 列 ｉｾ 動 ｫｊｾ とも云ふべき巡路並に一定時 ｉｬ ｲｬ 内に 避難

し 得る 距 附 ｩ を単 位 と し に避難ブロ ッ ク会構成して 、 各ブロック行 Ｚに 住民の ｩｬｬ 開 ｉ ｾ するに 必 要

な防護学. の大さ 、位 置、配置等を決定 してお 〈可きである。

此の如1きilli 郊に就て建築物自瞳としてy ; ふ可き乙とは 、主 t して避難問弁段非常 口及び通

路等で、之らは防災施設として内務省令第31披特殊建築物規則J (昭 11. 9.  11. ) に詳 しく 示

されて居るが 、 高層建築或は大規 ｴｾ な建築物の火災に依る避難は ｟ 1-. 府から l 附迄降りて 戸

外へ!-Hるのが常法であり 、防 空 H ま f-. J 脅から 直 ちにその地 下或は 1附 中央部等の安全なる

筒所Ｈ防 護 室Ｉへ入らねばならな い ので 、 その見 ｬ ｩ が従ｾＨの避朔 ｩ 地 設とは少々趣きを異 ｬ こす

る所・がイ了る 。 殊に本製時の光きを下、って避難せんとする群衆 心 理が働い＿二時の混高 ｌ を 、 ｾｏｬｬ

かでも建築的に jfY(oiたすべきであり 、防護峰設と共に充分考へねばならな い。

f者てill1! 測に就ては 、空襲警報があっ 7二時と 、空襲I時防波室内 に花宝し得ぬ JJ ) ¥態に立ち五

つ? 二時の二つの場合が考へられる 。

空襲 警報があった時の避難

高層建築物内各府より各附段に分れて地 下室へ降り 、後め設けられである防護毛布. へm.t 'w

するｊＧ夜 、 附段及通路等は避員 ＱＱ 及び防空活 動 に 使 なる肢に計設す可きであるＨ第 ｬ 闘参 ＩＡ ｾ Ｑ ＮＩ

建物外へl科て他 の建物内の防護宅へ避難するには、防 火 ・防 毒 ・審 議 ・警報等諸般の防

空活動 を 阻害せぬ語、幹線道路そ横切る こと な し 成 るべ 〈幹線道路を以 て固 まれ? こ街 廓
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二一王 士 三 七 三L 活

>f:; 1  [到 ・上階より地ドl坊; 直前へ泣質量せ る

図Ｈ獄 乙 防空色 Ｄｴ ｴ ｲｾＺ より 〉

ち至った時の避難

内に 於てｩＡＱｦ Ａ ｾ ｦｦ し 得 る 肢に 、 叉 ｕｬ ノ ｪ 、 時 ｉｩ日 に到

i主し得て、被害を局限せしめる古: 味から分

Ｑ 設的に配世 す 可きであるＨｾ ｾ Ｒｉ ｩ［［ｩ ｬ 参 ｊＡｾ ｻ ＮＩ 又

此の幹線道路に11旬、て諸所 に通行人川 公共

防護室を設け暗夜でも牛IJ る版な 廷の棋識

を掲げてお〈可きである。

_ : r _ 壌の如〈一昨内に多数の建築物が分- : V :

する所では 、弁職場の近〈に夫々 小説脱な

ド:mil! 宝伝説けて遠方へ安製ある f正にilll 刻l す

ることな し 作業能率の低下を防がねばな

らない( 部 31胡参! I の

空襲 中、防護室内に在室し得ぬ拭態に立

例へば防護窒のー・向lが'kJt' )¥'{t によって倣壊せ

られて共底を l佐川する時、或は木浩家厚: が焼

ｖｾ ｦ ｲｬ Ｇ￭ ｴ に依って火災に抗日 ｢ 、 防 Ｗ｢ｺ 宅に ［ｻｲＺ 宅し得

ぬ l待のill 開1，等が考へられるが、之が篤には防

護ｾＺには非常， Ｇ ｈ 口を入口と反主 ｊ 側に設付 、 外

ＱＧ ［Ｑ｜ へ辿十る附段」或はｨｬＡｊｻ各守［の汚 ｬ 台Ｚは Ｍ Ｇ ｾｊ 立防災

ｩｬｬＱ刻 ｉ ｾ 施 設と同断でめる Ｈ 防，［藍千Ｚの Ｍ［ ｉＡＢ， ［＿［ｉｉ Ｇ ，口は
防自主主

:;j di i ' i に述べる)

53〈に郊外へ、地方へ交i ! . U機M討を利川して行

第 2 闘 ・li ニ宅街に於げる i盗難梼

」、辿刻 ｊ は ｩｬｬ 築それ白身よりも 、 むしろお Ｈ Ｑ ｉ￯ Ａｪ ｾ［ＭＡＭ ｪ Ａ ｩｈＧ ・ ＧＱＱ こ交ｨｬＡ［ｦＹＡ ｣ ;j ilJ 、道路開設さ事の!日J! t l 1に闘す る

ｽｬｾ＠ 3 凶 ・工場 に於りる 防; ; 健室の問位後

検 Di e Sirene  19361f- 24盟主 〔日月) 647頁

ものである。附洲大戦の質例に徴すれば、f命

敦 ￯ ｬｪ ｊω［ Ａ ＺＺｾ 裂 を恐れて同市近郊に避難し仁川。

が 、Ｈ 命敦市日 ｖｪ ＵＺｾ が完備 し ｦ こ大戦後ノ Ａ Ｇｾｊ 切には 、

ｾｩｩＺ ｬ 乙機は ￯ Ａｩ の 上 之さ ｬ こ Ｑ ，可躍すること ｉ ｾｉ 刻 ｬ Ｇ となり

f . t に郊外に投開するものが多〈あつにと。此

の ｾｽｩ のみから考へると有 ｉｬ￯Ａ ｪ {t>述 〈離れに地方

へ ｩｬｬ 日｛ｦ す るならば ｾ ， ､＼ｾ［ ｬｬ らす 、 杭似防主のあ

ろ ｘＱＱ 市からも守倒防 ＺＵ ｾの無い近郊へ ｩｬｬｩＡ Ａ ｗ ー するこ

とは i徐り感心 しTこものではない。

挙 Ritt er u.  Pl aundl er  ;  Zi vil er  Lult schu! z  C  1.  B.  3.  20園〉
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本襲警報時避難の参考として澗逸ケノレン市の防主演習勢に於げ るWf雄欣況を示 さう。岡

市 はラ イン川 左岸の工業都市 で人口 74薦、世界大戦の際定襲の経験があり 、防2きには市民

一同非常に熱心である。 1936年 10月 9 日の朝、ノj 、雨模犠の 中を市民はi通勤通撃 し、主婦は

111場に買出しに行寺 、交通機関も平常通り連時してゐ?こ所 が、午前 9 時 に 突 如 ( 議告無し

に ＩＱ サ イレン 」によって然襲警報が護せ られ、 ｾｾにあ るも のは 地下防 護室長 に入れ通行 人

は附近の集国防護宅に入 し 電車、自動車は勿論作草して来客も運勝手も共に 附近の集闘

防護主主に逃れ7こ( 電車は「ポ ーノレ」を 下し て電流を断つ) 斯〈して僅か 5分 後にはケノレン

は妃の筒に一地し 、イヰ令がl時折走って行〈丈げであっ 1こ。谷川常勤務長iは響、'Mi(と !ii J時に令

部署につ いて爪勤しに口約30分 後飛行機去るとの械が1i!f. は れ 交jill 開始、j内は戸を聞き 、

感校も長業を? 始め 、再び 11If は--' 1三常通りの活動燃態に立ち戻つにと いふことである。

4 . 防 護

F 島 町 .

主

前十島の如 〈防護宅は耐火構造内に，; 立げるのカ ; J1止もよ いが、それが日| ・はぬ昨l立木造建築物

/̂ ]或は'ip1J
豪式抗議官としての防京壕を作 らねばならな い。

先づ耐火構造地下室に防護宝石? 設げる時の方針援を/1' さう。

位置及び入口 防護室は地下室或は第 l 附の rll 廊下に設げ 、汽襟叉は; 爆強づ|火性物資料

を貯戴する室はi l l 1 りること。

建築物各部より知 ＱＱ 寺 Ｑ Ｑ｜Ｑに防 護告に 到達し得る様に 、 防護宝の入 口 は科目キへ過する￟ｻ ， ｾ段附

jLi: lこ設げること。

防護室関係各室 一般に前室、防護室、便所等に大別されるが、大対抗見なものには了:J I. .

守 、 監硯人宅 、 街生室等ｾｾ Ｎ立げ る ｯ ( 第 4 悶及1 [0 岡参! ! の

各室の大さ iIIJ宝の大さ は S m
2

J;J'_/-. とし、20-1号以下を牧容するものでは 3m
2

tこでも可。

前世の幅員は成るべ< 1.  S m ｴＮ ｾ、

_I- . U完す こと 。数簡の防護字ーが

あるときは首lii 宅そ1JI，:ni しでもよ

L、。

防護宅は一般に SO名以内 がよ

い口牧容人員 l 人常 3 m
3
以会k の

空気容量ぞ有せ しめ、人工換気

+  

奇骨

令

C  

-t 

E  

A. 入 口 D . 便 所 G. *" ｾ百十

B.  lIIJ  第 E. 遁 気 管 H 排 気 管

C .  I坊 目 安 室 F  空気滞;tl，l器 1.  ｾ ｉ ￵Ｂ 訪日 Ｂ IJ 

第 4 悶 ・簡 単 なる防謎家不 l箇悶

ｾ用ふる時は Ｑ 入 賞 Ｑｭ Ｓ 以上と鴛すこと 。但 し 床商積は 、 1 入賞 0. 6 m

3
以下にしてはなら

なL 、。

誉

Di e  Sirene  1937年 l盟主 (  1月) 4- 6頁

普 5資主主防言護家第 3 規 定 に 依 る Die Sirene 193711二 11 ! 成( 5 月 ) 293- 296頁
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第 う闘 ・中華民国成州市住宅防議 室卒面悶

1・便器は防護室の牧容人員20名句ーに 1簡

を?設りること 。但し大防護室は30名毎に

ｬ 簡と需し得る 。 仮 ｾｐｊｲ の前 官 官には成る べ

くノj 、前室を設り? こ方がよい。

工具室、休息室、街生室等の入口 lま成

るべく防護室及び前室に開口する乙 と。

壁韓関口部の配置及び大き 1:1-'，入口の

開口部には闘を取付付 、その高さを約 10

m と鴛し、扉は線、て外開きじすること。

窓その他の開 口部は開放して速かに換筑

するに必要な大さに止めて世〈こと。 出入口の反封。! l J に非常出口を設 付、i11J 宅 ・防護主の

扉及び非常出口の扉iは一直線になる様な配置をせぬこと。

天井 防護室の天井は固定術豆、杭載荷重の外に建築物上j首の崩壊物保j 豆ーを考へ、1， 00 

Okg¥m2
の等償崩壊物荷車をmひる 。鍛筋コンク リート 勝遣の天井 iこは特別の有n強は姿 し

ないであらう 。

壁韓 壁 l￥は下の .1m<  ｾすこと 。

竪 厚 |壁が地盤面上 l 叫 内にめる 時 |地盤面よ り

餓筋コンクト 1- I  30cm I  

糊 コ ン ク ト 1- I  40 J  

防毒扉 出入口、窓、非常口等には弾片防護を粂ね? こ気 ' I I ' ，: になし得る防毒扉ーを設 けるこ

1: 0  Ｈ第 ＶＱ 品 ｼ 参 ｊｾｾｻＮ )  

換気及び其他の設備 作4主将 l 人首 3 m
o以ドの活気量の防護主には人工換気装置を設り

ること( 第 71品l参! ! の コ亡、20人以 卜. を牧容し 、 1人 3m:
J 以 kの定気量のある防誰宰も、帰

米の人員増加 に備へる話人工換気装置 lこ必要な配管台取付けてお〈可きである。

防護容は有毒外気の| 燦IUJ か らの侵入に備へて施過装置によって経分内部会過睡にしてお

く可きである。

外試は防護京外の油首なる tl1iPIi' Ｈ地上ｾ 3- 5m) より導入し、その| 努煙突或は媛櫨の通気

孔を以て之に充てで はならな し、。

防護室の換気は空襲時 その在室者の活動欣態により 、 1人 l 分間勾: に少くとも下記の室

気量を要する。 即 ち

｡ Ｎ 防護室内に於て ｬｩ 手ｾＡをする時、 l 人 20- 301¥min

｢Ｎ 防 護室内に於て作 業 をｾす場合 、 仕事の種類［その他によれ l 人 100! ¥mi n

誉賞日劇頁 I坊空m: 築 ( 1937) 3頁より
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ｦ 五ｉ ほ此 の際 、 必 要 過 酷Ｈ 水位 Ｒ Ｍ Ｕｭｭ Ｉ に す る 需に 、 少 くとも Ｑ 時 間に Ｑ 回は室 内 ｾｾｾ訴を

特換せしめること 。

所要益集室 1，2001¥mi n以内 に於 てはが過犠 世 には電動機会使用せす¥ 入 力 ( 手或は脚〉

金以て運料せ しめる こ と。電動機密行する大規模なものには非常用強電装置伝説りる こと

新 鮮なｾｾ気の導入及び室内汚Ｓｩｚ ｴ の排 ｈＧ ，

には、室内i品略限界なる 7K桂 7- 10mmlこ

な れ ば 、 自 動的 に 作月 ｪ する過ＯｦＡｾ者貯金 ｊ ｲｸ Ｑ Ｎ ｊ

け るこ と。防護室内排気はNB，苫: 便所 及び

前室へj去り H' ，し、E請にで外部へ排除するや

うに計撃す ること。

更に防護宅内 には給水飴以外の配缶、;(こ

は成るべ くi泣け今、排水が逆流せぬ様に

逆上手 Ｎ ＿Ｚｾ設げ 、 ｭｴ ｬ 切には電殿 、 懐 中 電時

等合 同ひ酸素を梢1S:: する蝋燭の虫/ 1 きもの

を}Ij ひてはならな い。その他の;:x{Jt IT，I，' ，に

就ては第 ＸＱ ｩ 引を参 ＩＡｩ ， ｩＮｾ れ ｊ 支い。

掲 示 ｍ ｩＱｾ斗Ｚ入 口 には許容 Ｔ 失容人 ｻｊ ぞ
第 6 闘 ・プ レー メンにある防護室入口 株

記 載 し仁、読み易く耐久的な掲示板を描げ、暗夜にでも読み得るや うにする〈例へば寂光

ｊａｾ＠ 7幽 ・猫乙 閃筒形| 坊議室帯

会料を 川ひる)

平時の利用 日}j シ0.4下令と I"JI時

に刻時山内 にイ;:-sj(の )I J注( 防註・

:..;.，: m) に民し得る様なものであ

れば、三|三時他の則j主に供し で も

差点へはな い。

木造建築物にコンク リート の

地手作或は餓筋コンク リー ト::i :- W

ｾ Ａｆ が有る場合は前述防護ＺＮ［［・の，設

備プ'J t l に従づて防護手段を搾れば

よいが 、 全然水道のみのｾ築にず ｦＺ

つては 、 防音 ｪ［ 宝ｾ作って議瓦斯の

防 禦 を 請 す のみで 、 ［ＱＺ ｪｾｾｾｩｬ ｩ ｩ｟ に到しては強度の 人 的訓練が要求される。 即 ち木造に於ては建

築 手段とし ては燃え現IH せ しめて 、次に 人力を以て消火或は防火 に蕗: す可 きであ る。

X I 6 2  
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木造建築物走燃え難くするには 建築法1Mにt.:l: i lti耐 火逃があるも 、防 市 上27速に之を笠

脇することも困難で 、illo耐 火柿遣の説J支の低い もので我悦せねばならなし、。建築物各部 に

就て之会云へば、 H ・a ・ ・ I  
..... 一 一 寸

屋根 瓦、石綿スレ ート、 ト

タン等を以て ll :き、焼夷弾のt4・

1放に到する補強工作は行ふも徒

勢である。

外壁 鍛網モルタノレ、 トタン

張と す。

軒先その他 軒 、lH蛇版、屋

:吾 、装部liJ答の穎は不燃材料でー造

るか、又は不燃料料金以て被裂

する 。

開口部 附子戸のみでは防火

にも股火色;;I; IJ にも不平IJ 続 で、公

非とも雨戸が必要である。

防毒室 そのf&:世 は 家l長の Ij-l

1-とで 2 ｾｻＮｉ ｩｬ｜ｩｬ 分のある 所 の階下の

吃

ム

礼

町

札

ゐ

w

b

n

h

a

ι

F

4

0

b

u

リ

H

a

h

-

袋

過

は

糸

口

泌

川

沿

山

什

a

g一
附

常

品

設

除

非

腹

空

防

邸

中

o

p

a

Q

R

S

 

世

ツ

燈

容

所

法

務

芯

励

F

ケ

ク

使

閉

の

ン

室

タ

前

パ

冠

水

使

位

閲

H

I

J

K

L

M

N

 

入

プ

ω
一M

m抑

制

入

vト

ト

'

'

衣

ン

説

、

桂

一

引

ラ

側

議

会

限

J

軍

す

勾

戸

、

円

F

J

£

f

、

申

心

記

担

入

被

子

砂

防

救

治

着

A

B

C

D

E

F

C

 丸r; 8 凶 ・阿筒形| 坊穏当i 設 備 品 の一 例持

一本で 、市 も納戸の1m< 旬日 { 余り使川せぬ宿舎ょに k てるがよい。

防ぷ宝の天井 、 Ｕ Ｑ ｅ と位の Ｑ ｉｊ，ｴ ｬ ｬ ｬｊ 、 ｬ 却の下 、 ｾ￬＿ 下 、 楓等［すべて平 ｵ 紙 、 ハ ト ロン紙 、 羽 ｩ テ ー プ

許制 Ｎ ｲ［Ｚ等を以て円貼りして術 ｭ に ＱＱ し 、 使 川 市 ｊ に先つ ＩＪｊｪｾ 作成は必架合照 らせて 、 位が漏 ＱＱ｜

するや否やぞタト怖から呉 ｬ ｩ 除して ｾｊｪｉｻＯ 幼Ｊｻｴ＾踏める ＱＱ｝Ｂ きである。ド ｩＩ ｩ Ｍ ， 民主の川入口は防 水 イ ｴ ｩ 、

Ｒ ＱＧ 主主［ねを Ｒ ヶ ｲｾ ｩ 位遣ってお く 。

日i)i ｲＮｬ ｊＺ 宝に伝って防ぷ蚊帳に人って Ｉ ， ＧＺ Ｍる 所 へ腕 ｩｾ ｊ ｊ Ｂ Ｇ￭ ｬ が決下すれば 、 忽ち防ぷの 川 をを ｾＱ 危 Ｓ さな

しい、.' 1:丸 肋防1/_'芯!在f1宅4云三のJ上1 附のj床Jぷミで

主聖要EE: である O 泊防施設に笠岳釘、f しては火1災jえ{ に霊釣Jけ1す』る 川;芯むとu川'i ] . j : 様孟でめる口

防 空 壕 は焼 ｾｭＧ ， Ｇ｡ｾ こ釘しては安全であるが 、 防ぷ ｬ こ針して無 Ｉ ｊ である。 併し Iド華 防 出 研

究家は「我|ふ1現 今 の 粧lff'h: j' 況下に於て 、簡易に魁時円に椛築し得て 、少額の粧貨にで足り

且多 人 数を牧平手し件るものは防宿場である」と云って ｾｲ［ Ｎ る。併しよは主主築物から ｾ Ｑ ＱＧ ｾＧ応 ｦｴ れ

?こ所へ附築 し、爆 5¥'j lが 建 築物 へ命 Ij -I して倒 反 しでも 危| 肢を及ぼさぬ様 lこ計i!王す可きである

此陸 の 防主主i奈は戦壌から考へついにもので 、次に 、之 が叫 築に就ての 2. 3 の注意を示 さ

う。( 第 9凶参!! の

後 Bauwelt 1937年 17減 ( 4月〉 廊告側より
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O. ‘2・ 0 .4 0

第 9 闘 ・防 空 域後

a. 防空壕と建築物色の間隔は少 くとも建築

物の高 さ以上鍛すこと。

b. ｾ也質の堅聞な所に 設ける こと 。

C. 特に排水に注75; するこ色 。従ってi熱地に

設 げること は得策でない。

d. 濠内に必要なものは、 f変f t..ド竜 崎、鶴H角鋤

当事の修J1I1工具等である口

1なほ工場に於ても椛内: 59 也に防広場H" 足立

り るか、或は出米得れば銭管 、 コンク リー

ト件 、ヒユーム 管等を以て防沌三担金設げる

こと が 、 ｾｂ［ｬｩ 皇に 於 ては ｊ 児附されてゐる。

Ｈ筑 ＱＰ Ｑ 凶及び第 ＷＮＸ Ｑ［ ， ｜ ＱＱ 参 ｬＡ ｾ り

5. 防護室建築の財源

防説室は結局、耐火構造に設けるのが段

もよい。此の鮪に闘し ては何人も :疑ひを人れない が、 その賀行上の殊勲は主主して経前11¥)

題である。日本建 築協合はＱｉｩＺｬ ［ｦ Ｑ 内年ソ月防 火防従建築物の普及促進にｼ刻する建議を首ｾＧｩｉに

提出し、叉建築製舎も耐火防

空建築普及促進に闘する起議

を昭和 8 年 4 月に首相に提出

しその内容は、

±E L LF←;iiJ LU  

現行防火地区の完成並に燐

大、

耐火建築補助金交付 地区 の

綴張、

甲種防火地直内地下室建築

に劃する補助金の交付 t ST 

/ / ? と¥

旬 、3 号 f

耐火建築に封する低利資金

の融通、

耐火建築に封する家屋税その他 の減始、

公共建築物の氷久的構造化

X I 6 4  
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等で 、級官Il 僅の折から今日ではその賀行も困首f[ ーであらうが、iとに I': 'Jって逝 jfuする心構へは

無くて はならな い 。 此 の如き 耐火構造 の助成に到 して 何らかの方 法 を 以 て 、 Ｇｦｊ ｾ行 可能な部

分より進めて行かねばならぬが 、 防謎宅を ＿設りる に都合のよい ｬ 耐火中 ＱＱＱ 迭の都 ｔ Ａｪ ｾ 持つ峨洲

各国に於ては防護室 ｽ ｬ ｾ ゅ Ｇ ｾｩｬ 或は宇ｲｬ｜ ｬｬＩ ｊ を何によって得てゐるかを示 さう 。

濁逸 に於ては例人アパー トlこ防護室を設ける時は其先}I Jの50%にして 、且故尚以 上0

00マルク以内の有| 問UJ を行ひ 、工場に到 しては、共工場牧入 より防護室砧築北川を差ヲ|いに

ものに到して所得舵を訴し、ダく年より Ｖ ヶ年 川建 物に就て ｾｴ の 主主築 ￟Ｚ の銀 Ｑｦ利子と なる ｉＺ Ｇ ｊ

き制丈り控除しにものにまJ して診単位し 、又臥| 立防空協合の防益建築相談所が各地に巡If!. Iし

て防護室その他防空建築地設一般の相談にｾＡかつてゐる口

瑞 西 ｬ 二於ては 、防 護主建築に釘 し ては ｬ 隣盟 が中古 Ｑｾｾ 負婚し 、 成りの牛分は ナ Ｑ ＧＱＲえび口治

|謝聴が負婚する。向ほ防護室建築補助として 500 万瑞凶フランを文wし、公共集国以i議室

に ま ｊ して は ＲＰ Ｍ ＳＰ Ｅ の補助力［ＺＵｾされ、空襲の危険性の多分に在る地方では ＱＱ ｢ ｬ 人防護主主にも

拡声j l0%迄( 全工費にまj し) の柿ll)J がおされる。

伊太利 に於 てはい ｊ ｪ 謹告の建築並に防護宅 内［ 決ＡＱｊ ｍ Ｇ ， のｬＡｉ ｬ ｦＮ 入 は 削 除 Ｑ ｾＩ ｪ ｾ ＢＺＮＺｉ Ｔｨ 令 の手を粧て ｮ

ｬ まれる 、 此の ｩ Ｔｴ 令が絹占陣 営 イｻし 、 直接 ｾｾｉ 疑 ー の支持を ｾＺｸＺｖＱ 、 大荒生産及び統一生産 ｴ こ依っ

て防護主究川の低下を lω 19、それによ って全辿築主に到して l jt:l' U-. - -聞の住築制ill) J をr. : tし

てゐる 。

併蘭西 に於ては、防護宅建築のjjオル;l 捻11' ，に倒しては未ピ確定 しにものはない。 砧築 警

鋭は防護室の建築に 必要な主主築材料を千時過お なる 時期に保設する任務を持ってゐる。知

事は亘要工場に於て防護室の建築を企業主のgs: 川金以てJ lt 施すべしとの命令慌を有してゐ

る。
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防 空 上 よ り 見 た る 都 市 建 築 行 政

芦浦 義 雄

口 火

I 序

E  都市 防空手段と建築行政

E  防空法の安施

聞 建築物法の改正

y  ｬ ｩ Ｍｊｩ ｾ ｟ｉ Ｎの 要求に泊する往築的子段にゆ ｊ する規則の ｩｬ￬ｬｊ 定

羽 結

I 序

科 墜の進歩と共に今や戦術は 一 位して 、 戦線は ｬｩ ｜ｊ泣く 布 ｾ ｜ J! i 頭-' -. 1こ迄i住民されるや うにな

っ ?こ。一朝事あらんか敵爆撃機は先づl U接部Hi {t>製 ひ、ili l 己の戦窓{政記長を企 つることは lりj

nであり 、近 JI寺./5i¥i li 防空の必要 が叫 ばれる 所 以の此腿にイ子する こ とは周知の事貨である。

芭./5i¥rli の改造も新興都市建設も 、線、て防室施設を考服せす・ しでは計登/1' ，米 ね 時世 となつ

ｔ仁 ＭＰ 従 つて之等者 都ｼ仏 ｜， 市 ｉ ､ 含＿構成する ｫ到辿ｾ築物 Ｒ等等 ｳ宰Ｚに輩割 ｊ する 行 政乎段 ＿仁こる や哲慣 Ｓを＿踏製する こ と ｬはま ｌμＢ

されす宇" 、 ｩ泌 ｩ必 ｩ に防防 ｲ Ａ Ｑ空Ｍ 的 Ｒ考与 Ａ慮邑カが ＺＩ ｊ加加 ＱＱ へらるべきでゐらう。出 ｉ市 ｬ￮ ｾ以防 Ｑδ ｩ Ｑ室主施設の急念Ｚｾ辿 ｪ車 ｬｾ な ｊ る述成 Ｔ含 ＿ 得んカが ;  

f岱3には勿論各人の自登的1笠主施 をを? 要望するものであるカが; 、法 規を以て其促進を策す こ とは故

も有効なる統ili lJ ある 結果{ t > 粛し得る からであ る。

以 下烏1許し くもよ等に就て私 見 を述べゃ うと忠 」、。

E  都市防空手段と建築行政

防 空施設 にも ｬｩ 倒的 ｾｪ ｪ 空施設と消極 的 防空施設とがあり 、杭 倒 的 同百三施ぷは ｬＮ ｛ ｩ 品 Ｑ｜ の仕 事 に

属する が、消極的防空施設は純、て非戦| 湖国民の不断の: 間百とちりJ e {t>必要と す る事項であ

ること は今夏賢 吉 会要せぬが 、 この 消 極ｼ防空の技術 的 事項の殆 んと ・ 線 、 て が都 市 計査事項 ｱｾ

に包含 される 。共 に都市が必要 とする 消 極防空事項を州主持すれば

ＱＮ 敵機 を し て 都市 愛 児 を Ｑ Ｑｍ ｾｾ なら しむ る ｦＮｴ

A 、都市 の偽装

・股 火管 :!il J

・都市 の全般 的 協法

B 、要偶 装 物の偶 装
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- 工作物

・7K 商

. 建築物

C 、燈管及び偶装工作のド)1倣

ＲＮ 蹴倒的防 空にｾ Ｚｴする 援助施設

A 、軍}-I J道路の開設

B 、軍部の封室防備陣布設川主主地保イf

C 、同建築物の配置

3. 爆弾に劃する防禦

A 、防倒的都市計輩

・ 道路 巾ｩＱ、 公園、出場 、 紘地の術大、悲 築 物の分散 ｊＱ ｘ は集約、 主 主 地 ｡ ｪ ｬｊ ｉｕｾ の 術張等

による都市・［ｦｪｬＮ￮桁 Ｑ Ｑ ｅ の 緩 和並びに燥がＧＱ Ｑ 命 ｉ Ｍ ｉｉ ｾ 容 の 低減 。

・地下道、地下銭道の/ } 目撃による交通路の確保。

・ 通 信 機 Ｑｾ ｦ，ｊの地下埋設による防護

・ 主要 建 築 物 の 分散的配世及ひ さ 危険物 ｊ ｾ 判断リ＿ の ｎＡＺ 説的内ｾｬｌ￩

. 地下街の開登

B 、建築物の耐弾化

・建築物の防弾構造等による成法

. 共の助成

C 、避難所の設置

D 、il l : l・難及び1¥庄急: 工作の訓緋

4. 焼夷弾にまr: t する防禦

A 、防火的都市計萱

.  :L主地wi 張等に よる 者1¥司i分散

・防火プロックの結成と之が民に要 する防火地医の術A，及び1刊' f i : 泊火帯の立山

・防火ブロック内納| 防火網の;j; 1j :む

・防火、消火の諸施設

B 、建築物の防火

・建築物の耐火構造化

・ 木造建築物の焼夷ｾＡＨＡ防火並ひ Ｑ こ延焼防 ｊｊＺｈｈｊ ｩＺ化

C 、建築物の消化施設

・消火用水利計霊

・泊火fl J器具の整備

D 、世難所の設世
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E ， ｾＩｪ 火、消火並びに ｩｬｬ Ｚｈ ＱＱ ［ の［ｩｈ ｬ 練

5. 手伝瓦j析にi討する M・1q

ａ 、 ｾ ｪｪ 志的ｻ￭ ｩｉｔ Ａｩ ｛｜ Ａ Ｎ ［ ･Ｚ

・ ｺｾｴ 也 の姉張によるぷ瓦斯の迎散を計る

・恒風方向、地: 11手等による道路網計主

Ｎ 道路の ｾｩｬｬ￬ 位

・貯水場の設世

B 、建築物の防車

・防毒建築化

C 、f自毒施設

・l lJ! 万検知所、 瓦 ltJ ri 位、悲mの配世

D 、 マスクの製逝

• ＱＱ Ｑ ｩＱ人 ｾＩｪ 誌の完備

E 、ill:l州所 、;放;iili 月)I の1設置

F 、l山芯、illH11、救 護、1会主11及び11'1，1;; の，iJ IIk東

!')._[-. の1111 < 各問主I策がイjえするが、よ竿Ft ま線、て仰 di計歪にMM辿する諸主J 策主並行してjili めら

れ、之に Tli l亡の泊切なる組織と訓練とが作って始めて非常時に充分共の口的を辻: し得るも

のである。

都市計置法、 ｩ Ａｩ 向上也えさ築物法をＺ， ｾｦ￬ め道路法 、 Ｇ Ｑ リ ｌ む法 、水 道保例、運 ｍ 法 、 ｬ Ｂｦ 川 法等の諸

法規が現在の都i I i 計霊に興ってilk も深い悌] 係にあるが、之等は必然的に日Jj 主的改正を必要

とする。

就中市街地建築物法は上司防主主諸制東と術後なる閥係にあり、共の一部の改正並びに新

規定の迫力Hは、砧極防2主のDjJ 長と消極防益の充2主的明する篤に辿に断行して 、防空都市完

成の斜i となすべきであらう。

叉防空法貨施による規則の出現を比るであらうが、之を1 !H 二十に挫築物法と日 IJ1II，[ に地方

版令を以て ｍ ・ ｾ ［Ｇｾ施設に闘する規則 を説くることも ＡＭｉ｜ ， ｪＨ ゃう。

t)j 益法の前問 、長! ) ; 築物法の改正、地方版令の Hil J定の三者の何れが批も有効か、コ乙ょが法

ＱＱＩｉ ｊ 上の良否に就 ては 不肖著者は之 を 判 断し ｾｬｴ ねる次第であるが 、 次にこの三者に就て制定

さるべきであ らうと 思はれる事項を: ，I i !持，; 己することにする。

E  防空法の賓施

陥洲 ｉ 諮問 日 ｦｬ ち 、 明治 、 ＱＱ ＱＱ ＱＺｾｩ 問 、イ Ｉ Ｑ ＩＧＨ ［ｦＺ ｉｊ 、 市 ｉｊｑ ＭＧＱ ｆｴ こ於ては既に防本法力刊 ｩ かれており 、 そ

の骨子となるべき事j貨は大謹: j .くの!.(/I < である 。

ａ 、凶 ｩ 亡に ｾＩ ｪ 定義傍並び ｬ こ秘，Ｆ ， Ｇ保持を ＺＧｴｴ はしめ 、 その純ｫＱ Ｑ をＩＮｩＺむ ｯ

B 、防空故 I肖機酬を設世し 、諸肢の樺以割以- 9
i
J，す口
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ｃ 、 ｾｪ ｪ ｾ 準備事項 ｾ￬ｬｾ ぴ ｴ こ究施方法の決定。

D 、防空協l係11( Ji J  /1' ，mの決定。

E 、防空IW備及lE!血の舟に要する諸布|山I)Jo

F 、諸 罰則の制定。

此等: 諸図は既にこの法の市 川により 、斯JiZに泊料に路北のlTを梨げてをるや うである。

我闘に於ても識- x の ¥l 'dに於て近年その必要が叫ばれてゐ? こが、訟に容れられ去る郊70議

千? に於て j政府により抗/1 '， されに防空法は j +j院を? 通過し、オ七年 4 )=11 R {f 以 て施行せられる

段Jl j(_ に迄摺引引け られに。

然るに去る 7 月 7 円臨溝橋事n に端を蛮し Tこ支那事娃は 8 月下旬 より遂に会 i百的 に蛾大

し 、 某岡 との間際協 ｬ 係 も ｭｾ 設火鮎 ｬ こ 建せる 今日之 が定施の一 円 も速かなるべきを安 ＿Ｚ＿ なり

とする ｾ ｱｬｲｬ ｬ の下に本年 ＱＰ 刀 ｬ 日 を期 して 施行繰 ー ト ーげを見るに至つ＿こ。

我が防空法は昭和112年 4n  5 日付行報に 、同地行令は昭和 12年 9 月2ヲ日小j 'r: '報に掲i¥売さ

れてゐる 女fI ＼ であるが 、 共内容は 、 ｩ 切 Ｒ 討 ＭｉＢ ｉ ｈＺ 、 機闘とその様限 、 施設及資 材 一等の 物 Ｈ ｉ Ｇ ｾ 整備

従 事員等の 人的 整 備並び に訓練 、 賀川 の有 ＱＱｭ 、 ｾｪｦｈ ＱＧｴ 、負 婚 、 ｪ 主反者・の懲罰等に ￟ ｦ， ｊ し 、 夫 々

22何僚及 17i;i; j僚に分って規定してゐる。このうち建築技術に闘するものは主として地設及

資材の整備であり 、例へば法 第 5(1康

地方長 官ハ勅令ノ 定 ムル所 ニ{d{ リ防空計霊ニ主主キ特殊伯設 ノ管f11!. 者叉ハf貯有者ヲ シテド:}j

Ｒｾ ノ 武施ニ闘シ必要ナル設備荒 ハ 資材 ノ 整 備 ヲ ＱＱ ナシメ 、 叉 ハ防 Ｕｾ Ｏ 1t 施ニ ¥0 ? シ必要ナ

ル設備若ハ資材 ヲイ)1，: nJ セ シムルコ トヲ得

施行令trn ｾ床

防 空法第 Ｕ ｾ 際 ノ 規定ニ ｻ 火 リ 整備ヲ舟サシムノレコ ト ヲ得ベ キ設備叉ハ資材ハ ｴ ｩＧＮ ノ各披 ニ摘

グ J レモ ノト ス

1. 電気了. 作物、 工 場、蹴 ill 、餓 也、軌 道、診療所ノ 類ニ付テハ慨火管:¥;I Jニ閥シ必Mナ

J レ弓壬ノ

2. 水道、下水道 、瓦斯工作物、石油タンク 、工場、鍬 1-11ノ類ニ 付 テハ消防ニ刷シ必要

ナルモノ

3. 劇場、診 療所、行貸出、地下ニ 敷設シタル餓道又ハ軌道、地 下津ヲ 有スル建築物 ノ

類ニイサテハ防 悲II主主fI叉 ハ救護ニsMシ，乙要ナルモ ノ

防空法m5 11傑ノ制定ニ {火リ供 J r J セシム ルコ トヲ得ベ キ設備 叉ハ資材ハ左 ノ各枕ニ掲 クJ レ

モ ノト ス

l 高層建築 ノ類ニ イJテハ監純ニ闘シ必要 ナルモノ

2. 枕報捺ヲ有スル施設ニ イ;J テハ警報ニ開シ 必要 ナルモ ノ

3. 製校、集 作;場、劇 場、診療所、百貨応、地下 ニ敷設シグル銑道又ハ軌道、地下需ヲ

ザ了スル建築物、避 難J -.有効 ナル空地 ヲ有スル工場共 ノ他ノ建築物、運動場 ノ類ニ {;J
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テハ防君子、ill.:E梨i叉ハ救護ニ閥シ必要ナルモ ノ

の一部仁 川てくるが、上記の如き{ 際交により建築技術部門に封し防空 卜. の要求に過する建

築的手段に防lす る路行規則 が設りられるのであら う。その依文になるべき事項主しては後

に述べる所の地方蝉令色して J' ii 制に1I II J広きる〉規則 となるべき事項の全怖を望なのである

が 、 我が防空法の定 ￹ る純 ｬ 正 Ｑ に於て共 Ｑ 康文の ｪ ｏＯｾ 誇によってはその一部のみしか規定し得ぬ

と忠はれるのであるが 、 ものにらぬ版な ｪ 誌がする。何れにしても目下立案 ，， ｾ Ｑ であると云は

れる ｾｊｪ ＺｲＮＺｾ 法施行規則の一日も早＼ jli lJ定公平ri されん こと を望む次第である。

IV 建築物法の改正

建築物行政ばかりでなく多〈の行政手段は時代の要求、主t Wに従って漸次改正さるべき

性質のものである。建築物法は主として保安 、 衛生 、 交 ｩｩｬｩ 等・に ￆ さをおき 、 都市人 Ｍ Ｉｦｾ イ付与

柴を 円的 として;I;IJ )主せられにものであるが、時世の要求として小は一都市人の生命財産の

擁護 ｼ 士 、 大は闘土防護 ｼ 二から、防室 ｾ ｴ Ｂ ｊ 考 ｬι を椀はねばならなくなっ Ｗ こ。防空的考 ｬ 色 と 云つ

でも勿論武施可能なーもので 、而 も我凶土人士に通分せるものであらねばならぬ。

試みに建築物法全防空的に改k するとすれば如何なる事項に就て行ふべきか、 その要駄

を次に列壊して見る。

1. 月] 途地域に闘し

A 、防空的都市計:i tt l-_ 新地 域指定の必要そ生じることあり 、之にう討する規定の入 II J

2.  建築物の高に| 摘し

ａ 、防 空上建築物の肖の指定を行五、必要ある 地 区に ｉ ｾ 討する制定 ｄ

B 、現行法規にてlIilJ限 され? こる戸i さ以 上に建築念行五、必要を生じ? こる場介 tこ釘する| 徐

外規定。

C 、建築物、工作物等の型開に就ての ;!i IJ 限規定の入 )IJo

3. 建築敷地内空地に| 刻し

ａ 、 ｾｪ ｪ 室上特に室 ｩ 也 制 日 ｒｾ￹ｬｩ にする必要のある地区に到する空地主 ｉ ｊ 介及ひ ε 建築物の隣

地との境界よりの距離を一定以上に保? こしむる規定の入f I J 。

ｂ 、 叉絶釘ｾ 地 と し てか位せしむる必要ある地区に到する建築行ｦＮｴのｾｾｾ ｟ｉ ｕｴＺ 他 の制定

の必要。

4_  一般偽造設備に闘し

A 、t在火管制 に1討する施設に| 刺しD

B 、建築物外壁仕J-_材料に| 鈴! しO

ｃ 、 一般建築物柿 ｉ 遣は爆開により受〈る被守を可及 的最小限 にする工夫ｾなきしむる

ｄ 、消火、消 毒に ｉ Ｅｾ ｬ す る施設。

E 、地下避:i'il 1所 として防護宅を設けしめ必要なる間浩設備をなきしなる o

F 、之 に伴ょ、採光換筑の規定の改正の必要あ り。
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5. 防火地区に闘し

A 、防空上防火地区の協援の必要あると共に耐火柿迭規定の緩和1の必要あり 。

B 、焼夷抑にf <tする j怠置として木造建築物の焼夷悌防火構造の虫[.1 きもの会丙粒防火J 也

匿として規定する必要あり。

6. 一般の場合に Ｑｾ ｦ，ｊ し

A 、防空上必要と認められ? こる時泊訟なる命令を琵し得るが虫11 き僚文の)J11入 の必奏。

B 、必要とあらば既存物に劃しでも s諸問の命令をな し作るが.tm<規定する 。

7.  行 政 ｟ｉ Ｍ Ｎ の救拘及ひ ｾ ＭＺ ￭ Ｍ￬ ｪ 則 に ｾｍ し

A 、上記事J長仁1-1救州、tlli ｦ ＱＧｴ、有ｉｬ ｕＩ｝ ｾ ｾ￫ を要するものに士 ｉ する諸一規定の迫力 ｈ 。

B 、違反者会に釘する古ij則 の設定の必要あり。

以上 の諸事項を現行建築物法 、 ｉ ， ｩＧ｝ 施行規 則守に織込み＿こる私案を有するが、おｾ｜介｟ｉＭＺ ｾ 己主主智

治略する。

防空法による諸規則!の/111米を作? 二十に匙築物法を防空的に改正するこ ともよいのである

が、もし之に改正を力 ｊｉ へすＧにお〈とも、防空法によって局事積が規定され＿こ ｴｬｦｾ は 、 建築物

法 と相零れき' るも のも生じて くるであらうから 、その時 に主って建築物法r . (-l Ｇｾ Ｚ ｩ［ ・ 然 己主疋 せね

ばならな い事項が雌然と してく ると 思 ょ、。

V  防空上の要求に適する建築的手段に閲する規則の制定

建築物法 ｾｉ Ｚｉに防 空 卜 Ｎ必 要なる規定をなす ことを得ると云ふ一文を入れるか、或は防長法

を基と して 、 地方雌令として ＡＱＧｌｾ ｗＺ ｪ に防定 ｟ｉ Ｍ Ｎ の要求に適する建築的手段に闘する制 ｊ ｻｉ ｊ ｾ 試げ

るこ とカ: 出来る であら うが、 これは 行令の褒布があっ ?こ場合は自然不必要 になるべき運命

にある 。然しこの陣地方出令はi/ I¥速を必要 とする場介は最も有効なる手段であらう。

防空施設に閲する新規則を別11li lに設りる主すれば、如何なる事』買に閲してなすべきかを

前記事項と重複する部分もあるが、純見IJ以下 9 項に分って述べると

1. 線、見IJ として規定す べき 内容

者 Ｑ ｜ 市建 築物並び ｬ こ工 作 物等は者 ｾ ｜Ｂ ｉｩ ｪ 主謀をｾ然に防ぐｾに 、 敵機よりの殻 見 を 悶刻 Ｈ ，なら

しむる 手段を講す・る必要あると ) I，:l 二、又一旦もよ- 入せる敵機を防禦 し、或は之に依って

受 〈る であらう被守 ｾ ｽｉ ［ｴ Ｏ ｊ 、阪に留 めむが ｮ に 、 訪極防空にますする援助的施設をなし 、

或は爆弾、焼夷抑 、毒瓦斯等に針する防禦、避難地設をなすを要す ると 云ふ ことに就

て規定する 。

2. 敵機をして都市琵見 を困難ならしむるおに設り る規定事項

A 、股火管制 にイ更なる電気配線をなし 、消滅不可の光線に釘 しで は油引なる遮蔽方法

を諮ぜしむる。

ｂ 、 ｽｦ， Ｇ Ｈｦ 面積を 有す る建 築物の外部仕 上 は Ｑ Ａｬｾ光博 ｬ 情 色の材料を使用 せ しむる。

C 、都市協装の大局より 考へ、敷地内の樹木を酷りに伐探するを禁ぜしむる 。
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D 、周囲の以態より 見 て著し 〈敵機の !1t;，1とな るj実ある建築物 、工作物j等は通常 lこそ

の引轄を ilil J映し 、巳むを件さ' るものに封しては備技手段を講じ 、 そのにめに必要

器材ぞ整備せしむ る。

ｅ 、必 要な る 場合は ｊ 也 ｅ 百ーを定めて恐築物 ｪ の ｉ ｾ Ｚｊ さ そ指定し得る如くじする Ｐ

3. も ｬ ｴ 極防空に到する援ｊｬ Ｉ ｊ 的 施設に ｉｾ 討す る ｈ ｩ 定事 項

ａ 、 軍事｟ｉＭＮ重要なる道路 、 ＱＮｾ地主＿指定し 、 之が有効なる保有をなさしむる 口

仏 軍事上必要なる 建築物に到しては必要な るん是也佐命 する。

4. 被害低減J 二必要なる共通事項

A 、爆弾、焼夷陣、軍: 瓦wr 弾の命中蒸低減及ひ下:}j y( 、瓦j折逃散上必要と認なる 地域に

針して新 ｔ こなる Ｕｾｊ 也 制 ｾｬｻ ｻｴ＾設〈ろか或は建築行ｾの紫 ＱＱ Ｚ を命す・る口

B 、建築物の隣地境界制! との距離は防火、防苦手、 i盛期t 卜地域により一定 111日以.1-.を保

Tこしむる 0

S. 破壊爆開にを ｉ する施設に ｉｾ 討する規定事 ｊ 真

ａ 、 絶ｾｎＧ ｩ ｦｴ 要と認められる建築物叉は建築物の Ｍｦ 怖を可及的完全なる耐燥附ｩＱ Ｑ こらし

む るo

B 、一般建築物は爆弾力 Z命 中しに場介、 その被拝堂可及的にノj 、ならしめ 、川 つi友到に

容易なる tl <¥迭とする。

ｃ 、 危険物貯蔵所の設備地域の［ｪ ［ｉ ｊ 映と ｾｮ 伝的 ｬｴＩｾ ｩＱに ｍ ｦ［ ｊ して必要に肱じ別 ｬ こ命令する Ｐ

6. 焼夷搾に劃する施設1こ| 刻する規定ZJT項

A 、防火ブ ロックの制定上防火地匿を協大し、キ干1市消火帯の有効なる 保有を なき しな

る需に要する諸種命令をな し得る如〈規定する。

ｂ 、 木造建築物は焼夷 ｾｾｬ 防火村 ｦ 浩となさしむる 。

C 、木造建築物は延焼防i ト品ー造となきしなる。

D 、建築物にi自首な消 火施設をづむさ しむ る。

7. 諒瓦斯にJ Uする施設に附する規定事項

A 、建築物の開 口部を可及的策特となさしむる o

B 、建築物に消寄施設をなさしむる口

C 、建築物の外部仕 1-. 材ずれま惹瓦斯に耐え 、n. つf1l J形容易なるものを使川せしむる 。

8. illl 刻施設に闘する規定事項

ａ 、 建築物には ｊ ｜ ぐ 川 注及び ｾｈ ミ ｉｦｦ ｩｈ ｈ こ従って Ｉ ｊｉｊ に定むるが如 〈防護宝或は救護所を設置

せ しむ る。

B 、建築物の配世は挫刻Uill 路を考地に入れ しめ、iillJ fI 誘導標識を設備せ しむる 0

9. ｾＫ 他 の規定事項

A 、防空上必要なる場合 に埴? ; ? なる手段を適宜命 じ得る如き規定の必要。
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B 、新築建築物のみならす泣・要と認むる場合は既存物にfCf しでも 前記事項を命 じ得る

如く規定する。

C 、救 術、111刊1't 、布liJJ)J 及び.:，'ij 則 の:I ，IJ 定を必要にI i iBじて行五、。

ｚｆ であ る が 、 之が ｊ ｴ Ｎ 控的市項等に Ｑ ｾ Ｏｬｊ し てはＺｘ Ｑ｜ 介 ー ト Ｎ 記述を，ＺＱＧＱ ＱＱ 俗す る 。

百 結

ド Ｇｊ ｪＡＺｾ 卜 Ｎより よ ｌ て都 市住 築 行 政は如何なる子段を純子べきかに就て 私見を述べ＿こ が 、 この

p}j 日の要求 に趨せる建築的乎段? こるや未1: 研筑: 日狛向 く、之に )JII ふるに その--m¥の毘似な

る ものは我問に於て は未i ' r 臓の航態におかれて居る のであ るか ら、之さ事に闘 してまでも云

々す るこ とは胃険であるかもう'，:11れす¥ましてよ等を法のブJ そ以て強i!J IJ して行かうと 云』、の

は或は無謀の誹りを受けぬとも限らぬことであら う。

然し今や 時局 は相｜￯ ｬｩ 諸施設に卸 し て日 ｽ ｪ 主的 施設の完備を＿要 求し、ｾｾの必 要は 目艇 の 川 に

辿ってゐる。此秋に臨んで主主築行政の立場にあるものとしては、徒らに之が1 ' [ 施{ f ) 遅延す

る折ではな いのであるから 、現{ i : 迄によ りよい子段であると併つに範園内に於て 、例へ そ

れが不定企なものであ っても1 t 施に診すことが111¥速ぞ必要とする今 日の 'I'j[ j' 勢力〉ら判断し て

緊要なる手段であると忠ふ口規定事漬け1ょに優る乎段が褒見され次第率直に逐次有I i 足合 加l

ふるも巳むを＿得今 、 之がｾに朝 令暮改 の 吻 ｢ を 受〈 るも のとは イ 言せＧられぬ。

建 築物 法 のみならす制 ￯ｬ ｩ 計課法 、 ｾ ｾ他 の ｉｾｾ ｬ 係 取締規 ｊＡ ｉｊ 等も＿ｊＩ ［同 じ運命におかれて居 る の

であるが 、 之等が一日も速に改正されて統 ｩ ｬ ， ｉ ｊ める 泊倒 防 ｾ ［ ｾの完備さ る〉日 の近からんこと

を望む次第で、ある。 ( 昭和 12年 10)=J 5 日)
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時 局 1三 技 術 者

新 名 種 夫

x  x  

我闘の経桝界に於て土木建築事業が如何なる地位: に於て如何なる役 円を演じてゐるか 、

今日秤寸リ然と我々の認識を深めにことは嘗てない所であらう D

土木建築業を 中心 として ‘ 設計家 . 7i !?負業者、材料業者及び その各闘係努働者等が我岡

の経済界産業界に於て何んな役割を受持つてゐるか . 大にしてはその受持つ仕事が閤家と

如何なる開係にあるかを、夫々の立場に於て今日程はっきりと 認識 しにことは嘗てないで

あらう。

この認識は、ーは勿論現在の時局の霊墜に依るものであるが・その直接原因は支那事姥

に封して軍需資材ーを確保する鈴 tこ. 特別議干すで決定究施せられ 七、臨時資金調整法及びそ

れに聯|制 して設定せられ?こ鍛鋼工作物築逃許可規則の公平li であるが・それに加 ふるに、臨

時輸入措置法. 内務1 ' fの不急: 不要事業にまJ する地方債許可制の強化等が、 それ等法規の効

果を一層大ならしむる柿J l )J 的イ十月] 佐演じっ〉 、土木建築界に未符有の抑駆的統制 が行はれ

るに至つ? こからである。

x  x  

資金調整法の目的とする所は、今次の時局に封して不急: 不要と認められる事業に到して

新設、繍張、改良等の間定資金を投十ることを? 抑制し. 専ら軍需蹴係事業へ これを綴り向

けることを目的とし・住宅建築. 商業建築、非軍需品工. 場等の建築中少しく制伎の大なる

ものはその常に殆んど抑ｾせられる結果となるものである。

x  x  

内務省の地方起債の抑fl il Jは. 資金制整法と呼! 在して託金及物資の調整をはかるのそ 円的

とし 、地方債の許可に際して土木事業に封しては . 問見1のflli Jl) J あるもの 、問日}j 上権要なる

もの. 生産鏑充 I-_必要なるもの及び緊，包: 差し置き rq! きもの 〉ほ かは原Jl IJ として認めない方

針が明示せられ 、建築事業に於ても 、新築は閤庫の有I i 切J あるもの又は良に己むを? 得Y るも

の 、ほかは原則 として認められす¥ 改築は崩壊の) 売れあるもの注ほか認められなくなっ ?こ

x  x  

以上の 2 つの統fl il J方針Tごりでも土木建. 築事業に抑略的弱j 民主? 粛す こと頗る大なるものが

ある所へ 、更に その効果佐 一層? 佐賀にす べ く商工省よりは餓鋼工作物築造許可規則が公平li

ＱＰ 月 ＲＰ 日より賀 純せ られ Ｎ 土木建築界に及 ぼす影響は橡想 以上 更に大なるものをｾｾ 象期しな
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ければならな〈なつに。

この規J ! IJ の定むる所は 、臨時資金調整法に示されに基準中 、11' 1に廃する生産力蹟充の常

に緊要なる工場、 41・に 一略 !，'t!な的迭を必要とするユ: 作物及び鍛鋼の使用量50!花以下のヱイ↑ 物

以外の大部分の砧築物は線、て許可を要するといよ、にあり、その日指す所を押し詰めて行げ

ば、現 .(1: の戦時髄制下に於ては軍市工場のほか餓を必要とする建築物は建てない方カ九、〉

といふことに蹄荒する。

x  x  

f向tA勾'1) それに力加I Uふ、るに l川0月1川O日よりは陥時轍入打柿? 世法に {μ依f火〈る木材材- 轍入の許可i I 市制I i 初凶il川|リlカが;公不荷布|“ jはI

られ 、紫h.f. 黒問主宰の控津rG' ，! まい〉とし 7ても 、米松その他の主要問; 浩4・4にまでそれが油 JIJ

されるに於て. これは結局に於て木造建築抑制となって働〈のである。

x  x  

これ等の諸法' } < J ; I ，は? ことへ時局総局後一箇年以 Î ]に肢 LI: さる べきものであるとは いへ. 餓

陣地に加ふるに木造 lこまで抑肱的統制を受〈るに於ては ‘ 土木建築界は如向 lこ考ふるも萎

縮よりほかないのではないにらうか。

先円この問題に闘して建築協合主1/ 1 1 の座談合が催されに席上ー業者の話に、資金調整法

，ｊ ， ｾ ｩ ｩ ｴ 中 の乙Ｈロ〉から内までの積回に合まれる建築が全惜の ＶＰ パ ーセ ン ト乃 至 ＷＰ パ ー セン

ト あ れ 更 に その rll の少くとも 30ノごーセント乃 至40パ ーセントは餓鋼工作物築造許可規則

[こ l燭れるから 、 これ等の臨時法規施行中の建築は 、初切なる僚件を劃附して考ふるし 少

くとも平時の50パ ーセントに減少するものと覚悟しなりればならないとの事であっ? こが、

来し然りとして 、業界新聞の報す・る如く土木建築関係の従業者ー線数を 5，000，000人e 1 限定

すれは¥少〈とも 2，000，000人の失業者ーを出すこと〉 なり正に耳i' 大なる枇合問題である。

x  x  

我岡現下の非常時局に際して 、車 問一致問策に順! 臨することは . 土木建築に従事するも

のも亦岡家の - [ 1 として常然なすべき義防であり 、.J: 速の戦時諸法に1i しでも政府の方針

に/ 1 国際すべきこと勿論であるが. 技術者として今回の時局に直商し 、こ の戦時諸立法設定

の必要の依って来る所伝認識する時 、 岡家の［符 ＿Ａｅ のｾにいさ 〉 か考ふる所なきを得な いも

のがあるのである。

x  x  

欧州大政の末期には 、欄j畠では街頭に - j f の鋭も見 /1-'， きれなかっ? こといはれる。

戦争の ｊ ｫＮ 粧が岡内物資の快乏を来し ‘ 就 ｲ ｬ Ｎ Ｑ 餓 材の不足をｾｾ ー に招来することは何れの岡

如何なる場合も例外はない D

従って戦時瞳制 の下に何よりも第一に統制されるものが鋭であることは言ふ迄ちないが

我等の顧みていさ〉か心細〈感じぎるを得ないことは 、今次の事境が始まるか始まらない

かlこ、既に軍需資料の場産の需に平手11的事業lこ強度の統ilil J i " 行はねばならなくな れ 中 で
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も鍛に ｾｴ しては小規模の餓材使 Ｉｉ ｊ まで制限する如き法視を問さねばならない様な紋態にな

っ＿こことを考へる時 、 今次の事もさがその規模に於て円露戦争ｾ遥かに凌 ￞ｾｩＭ るものである

としても 、軍事的には安心しながらも向経情的に心主/ 11き感なさを得な いのである。

闘際聯l担の) J j t退!)，、米 、非常時の持は我々の粘11
11
1
1伝説訴し 、今回の支那事謎には買に驚嘆

すべき料'J' ilil l
l的事閣一致の立を皐げてゐることは者人の以て官、を強ふするところであるが.

それと位行 して千和
IJ l 寺に於ける物質的方面の準備が作はなかっ? このに非すやとの感なきを

得ないのである。

x  x  

銭材の問題にけを執りあげて巧へでも 、八幡製餓所を白木製餓株式イ: r i J lt に組織鑓更し? こ

ことすら並行的な感なきを? 得ないものがあっ 7こが、久しい k 常時の前兆に到して即料の{ 士

入、工場の蹴張等 ｬ こ就いで ｪ 象め時局的金ｼ品 ｉｾ 計っておかなかっ＿こことは正に大なる手抜か

りで あつにといふべきである。

非常時局に直「面すれば外岡貿易はイIすんな欣態になり、何れにけの銑が我岡に於て自給自

足しなげればならないかは 、技術的に決してこi象想不可能なことではない o にも| 例巳十時局

の切迫に依る銑材の不足に遭って始めて越に工場の麟阪を開始する如きは . 泥縄といよ、諺

があるが・託子人を抗nへてjれを航えるに類することではないであらう 1) ' 0

x  x  

今回の非常時局 lこ到して、陸海軍では既に数年前より7 (f 々と軍需資料佐整備しつ〉あっ

Tこ。

それにも闘らす宇，一方平平和和l日1的事業の，?j:V事手者f はi早111に粁精イ副仇州州i示耐利i I川榊11

へるのみでｾ手判例寺の経済 ｪ て・産業 ｟ Ｑ Ｍ Ｍ のそれに針路 ｩ する準備は行って居なかっ Ｗ こ ｬ 誌がある

のである。これが今 日の結果を招似しに原因ではないか。

技術者が岡政遂行の要機に参主1J し得ない現制度の弊はこうし? こmに結果 となって現はれ

るのである。生産の武献と帰米とを数字的に1，:11悉し 、その地勢を切lt にh長件してゐるもの

はlr際その道にある技術者であるからである 。

x  x  

九月 二十七日より施行せられ仁資金調整法の施行細則が、10月 13日には既に そのー部の

改正が公布せられ? こり 、叉 . 鍛鋼工作物許可制WJが殻表せられて間 も な し 土 木 建 築 闘 係

業者の代表と商工省首局者との介談に於て 、そのIlf，Jf!i J第二項 '1' の 「既に法礎工事金終了し

fこるもの」の解樺に闘し . 複雑なる大建築物の基礎の完了をやすを標準として認定すべきか

に就いて . 業者側がtm々 なる場合を:，!iir'kげて説明し? こるに到し . 商工常事者ーは 、「そんなに複

雑なものですか」と聴いてゐ? こといはれ . 叉、同法引七僚の 1501盛以下」の制限に到し .

各方商よりの質問 iこ迦って初めて 130庖以 |て50題以下」と W( i 間金示すなど 、直接土木建築

の技術方商全般に大影縛を持つj引のこ うしに法制の設定にも 、技術者ーの興るところ少なか
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つにことを示すものであり 、等ろ 不思議にさへ，目、はれるのである。

x  x  

￯ｬ ｩＱ 中山控築物法その他ノ ｫ 久 ｉｾＯ ，・ ｊ ，措 法 の Ｉｊ ｩ ｪ ｬＺ と 臨時的戦時立法との矛盾撞着は 、 臨時法の性

質 1-.己むを得ない所である こと は# 人 もことを認むるものであるが. それ にも附 ら子技術

的 立場より 向 梓然 ｔ こ ｾ ｾ＼るものが感ぜられるのは Ｎ 時局緊迫の放を以て Ｑ Ui i月繰..1-. げて 10

ｊ｣｝ Ｑ 日 より施行せられに阪 ｪ Ｕ Ｇ Ｚ ｾ 法 と 、 この戦時統 Ｑ Ｑ ， ｉｊ 法との刷係である。

ｍ ・ Ｒ 主訟 は 未 ｔ ご その 施行令 、 焔行制 ｵ 則 のｾ令を＿見なし、から 、 詳しいこ とは 不明でめるが Ｎ

i ! l 築が市街地建築物法以外に 、吏に防空法に依る規定の油川{ f 受けることになれ而も建

築物法が主として増改築 Ｎ 新 築等のｾ合 にの み油 ｮｊ されるのに到し Ｎ ド Ｚｪ ｪ 主法は既設の建築

物にも或設備を? 施工せ しめ得る場合が想像せ られるから . 防空法の強制力 は市街地建築物

法のそれよりも更に大なるものがあるのではなし、かと想像せられる。

防空法の終局の 口的は、剖li lj を して定裂の惨害よ り安全ならしむるにあるものであるか

ら、1:t の精 'li J! 1の{ 放) まは 、小 にしては大佐築物に於ける防設室 、住宅に於ける防毒虫のJX世

流火管;I ;IJ 川在、蔽装世のi似xり宅ーから . 大にしては若Ili li ，1十i12法に依る地域制の再徐討. 防火

地区の磁) ¥. から 、司 jj 町地主II 築物法に於りる娃築出111告11構造の f写i吟味等 iこま で及ぶ必要がある

べく . 而 もこれ等は何れも大主の餓材全使川 し. J生骨5 ( ( ま倣筋コンク リート の耐火Nli 迭 を

以てしではじめ て達成せられるこ とのみである。

平 時 lこ於て有n助金を? 支/Il ，して奨附し てゐる防火地雷; の耐火的中llT也を、 その故も緊要を痛

感する時局に於て極度 lこ制 限する如き法令を . 而も都市 をイよ燃焼 化さないでは到底その効

果の徹底封切し得な い防空法と羽1前後し て公布せねば ならな いAA態は. 大部分首事者ーの今

までの無準備に蹄せねばならない。

x  x  

我陸海軍の優秀なるは我悶悶有の忠、..{¥愛以! の思想、に負ふこと勿論であるが、亦戦術に於

いて、武器の製作 lこ於い て世界に誇 るべきものを? 持ってゐる lこも依ることは 、岩 人の均し

く認める所である。

これ は陸海軍軍 人 が杢て 「 戦術 」を ｉｬｾ ，心 とし? こ技術 ji. であり 、. 1-. 下一J.:r 11 1 つの FI的に

向って研究精進する技術{ ' i . ( こ統括されてゐる鳥11 に原因があると 言はれる。

i?JJ に産業を扱ひ . タ lこ私育に携はる。 n' 1二日まで枇合| 刻係に長 ? こりし人が今日は保健方[白1

の長となる。自他共に許す浮草稼業の: j f 工務官に似てって 、机卜. でー行はれてゐ る組、ての平和的

事業が忠ひ附の程度1ブ、!ーに/+'， ないのは率ろ 前然といふべきでめ る口

非常時の持既に久しきに i紛らする 、今円に' 出回し て泰然と してそ れに廃して行くものが¥l jg

陸? 好軍? ごりであるのは 、その 111 って外4る所立に この駄に干fーす るの であ る。

liii 司政遂行の最高機闘に校術有ーをも参加せしめよ 。

技術立闘といひ、技争 ｦｴｈＪＭｾ ｾ Ｑ といふも 、 技術者を し てその技術的組諮を凶家の大計の 中 に
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織り込み得るの地位に立? こしめてこそはじめて岡家に寄興する所大なるものがあるのであ

る口

x  x  

今般琵表せられ＿こ企劃 ｉ ｾｴ 主 ｊｈ￠ ＱｬＧ郊の顔振を見るに 、 臨海半入力［ｬＺＱ｛ Ｔ ｊｾ 方 ｼ 印を代表して人つて

ゐるほかは何れも相も雄らぬ事務官の雑列ではないか。

ヱ ｪｩＮ 手 ｉ ｬ 的施設に於けるイ ｈｾ ｊｩ 比の働きは篤さすして既に強制せられるものがある秘に ，目 、はれ

るのである。

x  x  

企劃院のことは姑措き . 手近な防益法施行 lこ作って内務行内に新しく設げられに，H・iU:同

tこしても各府l際膳や大都市 lこ既に設りられ 、或は設りられんとしてゐる防主謀、防護耕に

しても 、 その組織の主流は依然として事務1( であるらしく 、技術行は平にその干II i 助的機ItM

に過ぎない ftii 向が見られるのは防白法B泣) I i の終局の IW. H主成のnに. 否、以1似j 百年の大，n-

の' b t に誠に訟憾とする fYi . である。
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戦 時 経 済 樫 制 を 中 心 乞 し て

一一 本 協 曾 例 曾 に 於 け る 講 演 一一

武 内 文 林多

ニつの問題を捉へて

先達て 、 このお集り lこ討針貨を致すやうにとい』、お話がありまして 、ゆるゆるお訴し巾上

げにいと j目、つてを? っ ? こので あ りますが、 これは帰WI のやうになって法ピ恐縮であります

が、 Ｑ ＧＱＺは十 三 日の晩になに ￭ｬｬｬＺ 川 でＪｽｾＨに参りまして 、 ｈ 下脱こちらに削って参つ＿こやうな滞

でめりまして 、ii¥.¥: 時粧前立法につきまして、内容的に非常に j効il 目立つTこ詳しいお訴を !j l _lて

げて 、皆 掠 lこ御i的よ止を輿へるといふことは到底困難ぢゃなし、かと忠ふんであります o J-J，.私

力久 Ｑ ＭＮ ｊＷＨしまして Ｇｾｉｉ Ｇ［ｩｬ の方 ｬ 断、人［戯行方面 、 日本銀行方 ｲ ｴＧｩ ￮ 又現役では居られないが、非常に

注! I されてゐる ;:ht W' 巨大胞とか 、必同尚餓総裁であるとか 、 さういよ、各方聞の方々に直後

お司令ひ致しまして、色々戦局時局の比透しTごとか、大目豊ノトの日支事鎚を如何棋に I1別[ l Jすべ

きであるかといよ、やうな鮎 ｬ こついて聞いて参りまし＿こから、ＭｉＮ ｉｾ｜ 戦時総術立法に蹴れると

I"jll 'f にこの事越の見透し闘係、ど の溢まで事援が絞〈であら うか、叉それが日本の財政経

附に如何なる影響をもち 、又如何なる外交政策を必要とするであら うかといふやうな制に

つきまして 、お話を li ヨ」てげTこいと思ひます。

愈 鞍 時 鰹 漬 強 制 へ

只今松本副合長ーがお話になりましにやうに 、七月七日の七夕様の日に脱瀧橋の日支衝突

事1
t
l"T; 起りまして以来、初めは局地的解決、不繍大方針を可能とするかの如〈に見えにの

であ りますが、支 那 ｬ ＩｪｴＡｬ ｊ の 主 Ｎ｝ＱＳ 挑戦的態度によりまして、 遂に日支 ＱｾＴ 閣の全面的簡突となっ

て参つ Ｑ］ のであ ります 。的ど金支に立って ｩ 世火を は えさＧるを得な い Ｑｕ｜ ｮＮｾ に突進んでゐるの

が現布の1t'h:i で、あります。この支部事鑓の殻端ぞ成し? こ 1; 自; 溝橋事↑'1"の起り ます直前ま で

は、我閑では何＿ごか ｦｪ 主戦時偲 Ｚｬ￬ｉｊ である ｴ か 、 或は非常時抗桝腫 ｬｬｩ ｬｊｲ ごとか、斯様な 言 葉会ｾ

ひまするといふと 、動ともすると矯激なるー抵の如〈に交llil られて居つにのであります

が、政溝橋事 ＱＧＱ ・ｾ Ｍ ｷ，Ｚ剖と致しまして 、日 本の従前は愈々 ｩ ｪｦ ｩＡ ｩ臨時髄 ｩｬ ￬ｉｊ 会飛 ＯＧｉ ｊ して戦時経消

酷;1i 1J に一路臨逃するとし寸、のが経怖の進路となって参つにのであ ります。勿論j楽〈考へる

ものから !j l しますると 、尚1H1司j: 縫は昭和六年九月十八日に勃殻致しまし? こが、彼のI必洲 事

鎚のnに既に今日のii 史時経抑趨制 化の必然化合見透して居られfこ方も相' 品・おあり? ごらうと

忠はれるのであります ｯ でありますが、大躍に於て 、 日本の ｴ 終戦時瞳 ｩｬｾ ｊ 、乃 至 ｲ 停戦時維持等
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障制よれ戦時瞳制への移行を決定し? こ直緩の阪国主 r[1 しまするしそれは矢張り二 ・二

六事件Tごといってい〉のぢゃないかと思ょ、のであります。即ち二 ・二六事件が起りましに

直後に f府間関田内閣が/ - 1 ' ，米まして 、その大蔵大臣に馬場挟ーさんがおなりにな っ仁、即ち

今の内務大臣の馬場さんがん裁大臣におなりになって、所長11有名な例の財経立言 と1[ 1 しま

すか、日本の劃期的非常時財政経済政策の接明石: - 1 .0さって財界に非常なショックを興へら

れたことはあまりにも有名過ぎる周知の事立でありますが、私はこの盤明 lこ於て Ilfj かに今

日の戦時粧尚躍i[ilJ への移行の登展を見透してをられると斯椋に Wf 縛してい〉のぢゃないか

と忠ふのであります。

今日から顧すれば正にその通りであっ? こが、併し s 般の認識は必十しもそこまで匙んで

ゐなかっ1=。日本金包u ' 各種のM況、株 l二本年の五月十五日ムソリ ーニなどは例のロ ーマ

のカピトールの組合令議に於て非常に強し 、前北を致して居ります。その演説を凡まする主

い よ、し今やｴｊｴ ｊ ｶＮｾｾ土げてこれ武装の ｩ 伏態ではないか 、現，｛ ｦ Ｚ 止 ｴ 器を来て 、自 足経 ｩｦｦｾＺＩＺ たて

るならば虫11何なる結県ーを生す・るかといふことを考へて比ろ、その武装をしないといふ結果

は、戦争をしかりるのに必要な一切の要J 1.. を整備してゐる国々 l こ到 して 'lifL闘を買って、そ

のｴＮｩｾすがま〉に委せるのと同断ではないか 、とかう 強 く ＺＮＮｰＺ織の 絶 土 ｉ 必 要 性を強制して肘り

ます。それでダ υ こ同 ｉ 際非常時 ｬ こ首って 、 持 ｦ こぬ阿々は ｼ 当足抗怖を ｾｬｴ 践する以外 ｬ］ ili hL岡を擁

護ーする; 金はないのである、と自足主主ifi の絶生Jtl.: を治j刺しまし 7こ。

行U 、にこのj ; x 似非常時に首って持? こない同 、一一持つ凶は別であるが、一一 イタリーと

か日4 > = とか持? こない闘は自給自足絞怖を日践する以外にこの難局を打開し 、ir111凶を? 擁護す

る注はな いので ある o u' イタリー岡氏は千手11を熱望して己まない 、例ニメ1::: ら自足経前こそ千

平 Ｑ Ｍ Ｑ に Ｓ 討 する ＱＱ 佐 ーの 保時 である 』 と ＱＱ 乎びかげて、所制イタ リー は平備大磁張、 Ｒ 判長と Ｚｩ ￬ｾＱｪ し

て自給自足を目標とする也大なる産業計査を遂行 する以外にイタリー保全の; 金はな いの

亡。イタリーは軍備を綴張すると同時に自給自足経消の繍充そ| 凶る ことに依つてのみ平和

を保持する ことが出来るん? ごと 、かやうに r[; して居りますが、原料資源 lこ於て 、又人口の

過剰性に於て、種々なる IbM係に於て類似黙を持つ日本は 、こ のムソリ ーニの言つにその青

葉 が、その依日本に越川されるのではなし、かと思」、科切l ' f なる 1，; 1' - '1' 1: を私共はムソ リー ニ

の言葉の l いに鷲見するのであります。

ー ドとでも ｱｬ しますか 、 希望すると希望せきＧるとに拘らす｜円支 ｪｾ Ｇￎ闘の局耐は段々展開し

て参りまして 、一先担1 [ 1 しましにやうにすでに全両的衝突にまで展開し? こo その村井Lがどう

なるであらうかとし、ふことを考へて見ますると、満州| 事ーもさが今日までの円支IbMi*; ままるで

必芸欣態であつに と、かや うに 二xへてい〉と足!. }. 、のて、ありますが、今度の衝突を一匹剖と

致しまして 、ー特機と致しまして 、結局明朗なる日文新附係が生れる 、否IL非共、さうし

に成果佐賀 すやうに 誘導 しなげれば、な らな いものと、 考ふべきではな いかと 信子 るのであ

ります D
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その意味に於きましでも 、今度の支那事鑓が 日本の豆 大 な大陸政策に l明H昔の岐路右打点す

であらう黙から 11
J

しまし で も、極 めて韮要な事主きであるのであり ます。これから愈々東誕

の安定勢 力とし ての立場 と韮責を続々見事に果して行かな りればならない日本の使命が、

今次の事 変に よって この大使命の確立に深 〈足を踏込 ん七。 これを土蛮と して愈々来型民

族を解放するといふ方向に向って進軍を開始しにやうに考へられるのであります。かうい

ふ前提の下に、かういふ こ とを? 前 提として初 めて私は今度の戦時経掛立法の意義が II J j かに

!I' !J るのではなし、かと，U、ふのであります。後に至りまして 、財政の闘係、貿易の閥係、公債ー

の閥係とかさういふものをお話 ｱｊｊ Ｍ ｟ げて 、 非常時 ｫ ［ｧｾ怖の 本 質といふものを 数字を交へなが

ら御説明 11リー. げて見 Tこいと，也I，_ ，S 、のでありますが、 その前に表題に事げて肘りまする 所前 戦

時経 術 立法に就て悩〈その rl -I心 となる べ 引UJ 題をお話して児 ?こいと思ふのであ ります。

重大な戦時経漕立法

九月 三 日に 召集され て八日に終 了致しまし fこ第 七十二臨時議合に泣きま して は、非常 に

重要なる法案が払}I!'，されfこのであります。提川 されに法案の数は十ーであっTこのでありま

すが、そのーっとして ill 要ならきするはなかっ? このであります。尤も我々がその中で最も重

要とｉｴ さじまするものは 、 臨時資金調 整 法案、又タト同 ｦ 元住管 玉虫 法 ｉ Ｍ ｉｾ 改正法 ｆ ｩＧ来 、 輸 出 入等に

闘する臨時打土佐に闘する法伴 Ｎ 案、支那す ｩ ‘ 鑓 ｩ こ Ｏｾ ｍ する臨時軍事費支 ＪＹＧＨ の 伐の公債文新に ｉ｢ 討す

る法 rl ' 、菜、かやうなものが以も重要な る法案であっ ? こと，目、ふのであ b ます。でありますが

この臨時総出立法を J迎併するに は、矢桜り臨時託金制整法案の内容を探るのが、一千存在、は

便宜にらうと JUひますので、先づ臨時託金制整法案に枕て、その要型li を :/IJ -_げTこいと思ひ

ます。

臨時資金調整の内容

臨 時資金 ｗ ｾ 盤法案といふのは 、どうい よ 、 Ａ ］ ｉ 的 で ｉ ｩＧ，米 てゐるかと ＱＧ Ｑ Ｑ しますると いふに 、 第

一僚の篠文に依ります と、

『本法は支部事誌に閥聯 し、物資』えひ資金の
;ι 怜のi出合にtをする n、Id，j 内資金の使円i {t>

調整するを! I的とす』

かやうに書 いて ありま す。即ち支芳1¥耳"，Jt.ifに l剣勝致しま して、物資と資金の揺給の油合を

li;，il らなげればな らぬ、物資の過不足、或は資金の過不足、 この物資資金の需要供給公適合

せしなる nに岡内資金の使川伝説M整する。即 ちー舶の資金統ilil lであります。岡内にある資

金を上手に調整 して行って 、躍進日本の閑¥l }j 会完成すると I，uu寺に、 i臨時粧がf韓mリの確立、

財 政 の 闘滑 なる ｪ 進 行 等をは からうといふのが ｉ ｾ ｉ ｾ ｉ 句な ｨ のであります。

この岡内資金の訓整を円世と する| 邸時資金調整法と いふも のが、如何なる内容をもって

ゐるかといふのが次に起 る疑問で あ りますが、1111ち大韓抗ーに この法案が円的として居る

ものは 、金融機附又 は説界支持が、事業令ii H: の設備を? 新設する 、嫌張する 、改良する 、こ
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の事業合祉の設備の新設、蹄 張、改良に要する資金の貸付 をするとか 、干i 1! 政設ぎ去のl位: 募引

受 若 は!自: 募のJr: x . 扱をするとかい よ、場合には政府の許可営要するといふのであります D この

事を規定せる第二僚の全文を次に掲げませう。

『銀行、信託合社、保! 政令社、産業組合中央金庫、商工組合中央金庫及北海道府版制孟域とする信

用組合聯合合 ( 以 F金融機闘と格す〉は事業に属する設備の新設、担黄5長若は改良に日討する資金の

貸付を然し叉は有償詮券の俗芸E、引受若は募集の取扱 i":i 幸さんとす るときは命令の定むる 所に依

り政府の許可営受〈べし金融機闘に，1 1 ' す' して有償詑券の51受又 (1募集の取扱を72たとする者( 以ド

之を諮券業者と i隠す〉有償夜券の際、ー族、引受叉 (1募集の取扱を? 匁さん とするとき 亦閉じ

語いや うでありますが、銀行? ごとか 、信託令祉であるとか、保険令祉であるとか、或は

l'll 央金出であるとか いふや うな各聞の金融機闘があります。叉設な引受業- : K - があります。

その金融業者 、 Ｊｴｾ 主主有力Ｂ求事業の鎖張 、 新設 、 改良、かう い ふ方面に資金金融泊する都

合 、 ｘ そのｾに有償設券を引受け＿これ肱募し ｔ これ募集の取扱ひをし＿こりする場合には

政府の許可ーを要 すると しづ、のであります。

この結巣どうなる かと ｱ ｾ しますると 、 政府が こ の事業は燐阪を要しな い、こ の司 ｦｾｓ ーは改

良を要 しない、この事業は新設を許す司ーからざるもの?ム 斯 様 に考へ? こ限りに於て、似 り

に金融業者が或は読岩手業者ーが金を貸さうとし、イ{悩読者手の引交をやらうとしても政I(f は之

を許可しな いから結局出米ないことになるのでありますから 、政府の立のま〉にその方に

資金を廻す 、 ス廻 してはいかねとい ふ決定をￊＮￍｾ し 得る持で完全に資金の統治 ｉ ｊ カ ｚ 行はれるこ

とになるのであります D 従って 、 自己資本であるからといって 、出然自分勝手に自分の ifI

金であるから勝手にヲ ｉ ｉＫｾ して、 それを＿自分の ｽｴＡ， ｾ 、事業に投十るといふやうなことはＯｬ Ｑ ， ｾ＼Ｚな

〈なるのであります。だか ら非常に資金の統制 が強化されにといひ得るのであります。

但 し こ の 臨 時資金制整法案の第三僚を>" - ますと、

『金融機除I又は詑券引受業者所H傑の貸付又は有償; 詮吉年の際 法、引受若は芸事長の取扱に抑制し本? 去の 目

的に従ひ政1Mの; 直宮; と認むるブl J iとに依り自治的に謝縫合: t : t すしのなるときは之に華社し命令の定む

る所に依り前僚の規定を適用せざることを ｱｾ ｾ ｾ

とあ ります O

即ち 金 融機側 ｘ は託手記号 ｼ 受ｾｾＭ＿￭ーが以 上 のやうな行昂をおさうとする場介にＨイ〉臨時資

金調整法の門的 に従ひ( ロ〉政山の油首と認むる方法によって( ハ〉自治的に制整をf . t i 句

も の な る と き は ( ニ) 命令の定むる所に従ひ前僚の許可制定を遮iJ JJ せぎることをテ得ると い

五、許 可制度の例外を規定してゐるのであります o 第二僚には金融業将、2企券り|受業者ーが所

定の行動を? とらうとする場合lこは一切]政 I(f の許可を要すると いふ こと lこな ってゐるのであ

ります が 、。 ｦＺ し 却 三 ｻｾ長Ｉ￭ｊｔ定の ｦ 附 午 をよ ｌ 備する場合は政 ＯＨｦ の許可を得な く てもよいことにな

しf与るのです。

即 ち 法律は二段情へになってゐるのであります O 議に官I なりデリケ ート な大磯省方 i面と

qJ します か 、政 巾と qJ しまするか 、財 界 の 援JJ) Jを得る? こめと "1 しまするか 、j九日きタクトカ:
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多分 ｬ ここ〉に織込まれてゐることを感じます。 ＱｾＧ から資金は許可 制 によって必す・しも全部

取締らうといよ、のぢゃなく、自治的制整も許すと いふのですが、笠際j てlこは ドンな程度 lこ

自治の成果 ｾ ｊ ＮｦＡ Ｚ 幾 し 得るであ りませう か ＿心 許な く存ぜ ら れます ｏ

この聞大雄省の首脳部に右、があ司令ひ致しま しT二時分に、 「色々 i ! t liJ Jでいはれて居ります

が、どちらが主fごとお考へですか J e  1j 3 しまし Tこら、 「皮肉な こと をいはれる が、まあ法

干l' に書いである通り1 . : J とい ふやうなお答へ守、 「それで大瞳意味は分 りまし? こ」といよ、

話をして居つにやうな次第でありましに。 i徐桂巧妙に考案され? こ第二僚と第三後であると

.' J.l. ; 、のであります。第三僚は例外の虫Il ( に見 えても 必十しも例外ではな い、又例外でない

如〈見えるが例外であるといよ、やうなことを、興味深< 1 1 康文を見ながら泌々 l惑すもるのであ

ります。

さうしてこの1資を金の刷係で、 U以、卜.1川小|い1. 1-，土りげ' 1仁こ のはZ功h

に〉定ζ むる令I耐d止. の脆類は、命令を以て公式に1火; 定されることになってをります O

ｾくに命 令 の定むる特殊の令 ｊ ｬ ｴｉ Ｚを設立する場合があります。この［場合には政附の認可を得

なげれば合枇設立の効力を殻生しないことになりましに。か〉る令祉を設立する場合には

政 I( .J の認可がな い映りに於ては効力を 張生 しない。さらにま ? ここの命令の定め に特殊の令

ￎ ｬ ｬＮｉＺ即も特擢令祉はその令制Ｚの資本の場 Ｉ ｊｉｉ 、 合間 ｩ Ａ ｊＧｬ ＯＮ ｊ の娃ｊｊｩｾ 行 」 、、こ の三つの場合には矢

版り政府の認可を要することになっ? このであります。その他命令の定なる令IJ i I : は、第二l豆l

後の株金の' O1l込を徴牧する場介に於ては、或は命令を趨える繍張、新設、改良とし、ふやう

な ものをやる場合 には政府の許可を要する 主い ふ規定もあるのでありまして、如何にも 正

要なる a日!限カザ1¥へられて同るのです。

そこで以上巾述べまし? こ認可許可と いふも のをそれぢや誰が11又扱ふかと いふのでありま

すが . それは全j{jl 日本銀行が取扱ふ こと lこなりまし? こ。従って 日本銀行の経費に於て、 χ

日本銀行 の これ に携る行員は公務員 としての資絡を有っこ主 になって居 りまして、 全 部 日

本銀行がこれを 11見抜ふことになって居るのであります。

1J f ・しながち 政府は他〈迄自 rl=] の立壌から 、叉民際i己Ii¥Jのエキスパ ー トの意見を 十分に 本

れて、これが運用上なるべく摩擦を少 〈し ゃ う、 スムースに資金制整訟を運JcIJ し、 資金の

調整念行ひ Tこいといよ、事を考へられに給J具、資金制整に防! する重要なる事項は 、別 に 『臨

時資金調整委員令 』 といよ、委員千＿を＿新設して資金制整に ｉｾｍ する重要なる事項を審議せしめ

ること lこなって ゐます。ま 1=上述の認可 、許可 に|刻する主要なる 事項は、 別、に新設 されま

する臨時資金審査委H令が決定 することになって居ります。問題左手れますのは、それで

は許可をされる 事業とか許可営 され ない事業とかいよ、風なも のは 、一韓 どう いよ、事業であ

らうかといふ問題でありますが、その黙はま Tご| 切かになって居 りませぬが、 政府の方では

大韓この許可営する原則として( イ〉附則として許可をする事業と( ロ〉原則 として許可

しない事業 主〈ハ〉各磁の事情ゼ必へて、仙i別的に許可不許可、認可不認可を決定すべき
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事業. こ の三つのカテゴリーに大別して 、大謹一定の事業会例示して置いて、そのおii に沿

ってゐるや否やを一般の人が判新しでも判訴が出来る程度にし? こいといふ希望を以て居ら

れるやうに訟は感じて参つにのであります。

それから 『命令の定なる合祉』の設立、資本の増加 、介f J [ ' 又は目的諸更は政府の認可を

受 〈るに非さ' れば共の志IJ j J 密生せ' ぎることになりましにく第四保〉。 ま? こか〉る合祉は 、

この外( イ〉第二回以後の株金tdl ¥込〈ロ) .株金の捌; 込 '111: fj 't の募集3くは金融機胡よりの借入

に依らす・して命令の定むる限! 支を位ゆる事業設備のまずi;説、蹴張・3えは改良( ハ〉他人をして

り| 受又は募集のJrJ ( 扱を岱きしめ子して ;1辻債を募集せんとする場介にも各政府の認可を受け

なげればなりません口然るに 『命令の定なる時局 lこ緊要 なる事業を管tr 合社! : J l 即ちか〉る

特殊合祉は株金の全額初1¥前と関( ，も増資が出来るとか、或は耐i: fJ'[ーを商法の第二百僚に依らな

いで、初1¥込資本の二倍( 普通は株金将1¥込額の限度- です ) までl此債を護 i= r し得るとか い」、q，y.

陣営輿へられることになって肘ります。少しく之を詳記いにしますると 、 『命令の定むる

時局に緊要なる事業主? 営む千: r I !rU は( イ) 命令の定tr るF¥l iに{ 1 { り( ロ) 政1(f の認可営交付

( ハ〉共の事業の設備の費用に充つる? こめ( ニ) 商法第二百僚の槻定による枇償費行限度

に ｉｾ 討する制限公超え持 Ｑ｜ 込株金額の二倍迄祉債を蛮行する特憾が附輿されるこ ｴ になりまし

? こ( 第九僚) 。 まにこの特憾合枇は( イ) 事業旅張の場合に於て( ロ〉命令の定むる所に

依り( ハ〉 政府の認可を受り〈ニ〉共の事業に廃する設備の' ] ' i JI 1に充つる 10め( ニ〉株金

の全額郷込前と蛾も増資金行ひ得る特権を授りられ? このであります。この株金全額初t込i tIJ

の増資 とい ひ、ま fこ前記の株金捌; 込制の二倍迄に枇債蛮行榔といひ共に軍事工業その他時

局に緊要なる事業の急: 速なる設展に資せんとするものであって 、何れも商法の原則に到す

る一大例外を成す特別規定であって文字通りの戦時経桝立法であるのであり ます。市しで

か〉る事項の決定は 、さきに述べ? こ臨時資金審査委員千? の決議に依って決定されると L、ふ

こと lこなるのであります。

興業債券経行限度の五億圃揖大

資金の統制に闘する 直接の亘要規定は以上の二知iでありますが、資金制整法案には 、な

ほ二つの大きな重要事項炉規定されて居ります。その一つは 、 日本興業銀行の登行する興

業債券の蛮行脱皮五億闘蛾大に闘する規定であり ます、( 第λ 僚) 。今度の資金調整法に依

りますと、日本興業銀行は現在五億までの興業i責務そ護行し得るといふことになって居る

のであり ますが、更 1こ興業債務の蛮行限度を五億四増加して十億四まで護行し得るといふ

ことに改正され? このであります。

興行銀行の興業債券殻 ￭ｦ 限度は 、 今 ｬ 円 ｬ の臨時資金 Ｇ ｾ， Ｇ ｊ 整法の ＯＱＧ， る ｵＧｩ 前までは五億闘であっ

て、その Î I約壬|三分の三iむ五千高IHl i立が」主張行となって成って肘りますD fZって!rlnl さらに

五ｪ［ｾＺ闘の興業債券を強行し件るとし叫、新 ｔ こなる 制 度カ［ ＯＱ Ｇ ， 米まし＿こから 、 今後興業銀行の獲
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行し得る興業￭ｬＧＨｾの額は約七億五千高岡の ｅ 額に ｊＧ ，るのであります ｯ . ，ごから事業資金の組

元紙i1こる興業銀行の産業投資資金は主主々 i問搾となれこれが段々存方面に分散され〉ば; f f l

'JI の産業資金が供給されるとし、ょ、大勢力 : 、こ川こ/'1' ，栄一1-，つにのであります。彪大なる橡算

例都責する一方、産業五ヶ年計設を飽くま で遂行 しなりればならす・とするのが政府の方針

で あ れ 叉 同 防 の 充 買 と 経 済力の急: 激なる向上とぞ併有することによってのみ躍進日本の

沢智光うし得るといよ、現買の事買が餓存する限りに於て、 これは極めて適切なる措置であ

ると忠二、のであります。

ダ くにこの五 ｩｾ 闘の興業 ｦ 責券に到しましでは、特殊の優遇法が設り られる ことを校意しな ー

げればならぬ。然らばどんな優遇法ぞ講じて属るかと 申しまするし 今度の臨時資金調整

法により まし て稜行されろ興業f j ' ( 努五億聞に土I しては、政府は命令の定むる所に従ひ、そ

の元本の償還おおＮよひぴ，利Ｎ巴、の支捌姉 ｬｾ ぞ ｾ ｦ保米 詩し得るとい』ふ、のであります ｯ 車斜結 ｩ古［局特殊殊Ｍ銀行 ＿仁こる興 二業 能

宝飢H行カが; 興業f行i

りま寸から 、い はば政J(.f が借りて政府 jJ ; 元利の支持Il 全保設すると いよ、関係、に Jよるのであり

ますから、この興業債券はー靴の準公伎といふ言葉が首ると 思ひます。準公債的の意義を

これ力; 持つことになります。殊に日本銀行の正貨準備金の許償努によって高平僚( ー匁五

閲) の約三併に前段をヲ uてげられ、 その際その評倒主主の一部金以て金特別合計といよ、のが

ＯｉＧ ，ｾｾまし ｦ こが 、 第七僚によ ｊ Ｉ ますとその金特別令計の特別資金を以て、この興業債券佐賀

ってよいことになっ Tこのであります o Ｍｲ Ｚ ｾ Ｇ から民 ｉ ｬｊｉの資金を以て興行術祭に舷募しきれない

場介には 、こ の金資金利 別令:¥'1・の資金金以 て興業fi' t.JFを貿ひ得ると いふ優遇法力: 設げられ

ましに。か〈て資金の増大並に融通' ド1: が更らに擬張されることになっ fこ誇であります。

これは興業銀行の場合であり ますが、興業銀行関係では首初は五億悶と いふやうな形に

しないで 、 もっと縫っ 7こ71予で行か うと L 、」、議がありまし? こD 即ち資本金を現庄の五千高間

より一億闘に増力11すると同時に 、興 業fft 深夜行限度を現干t1そ本金の十伐とあるを十五依ーに

蹟張し 、こ れによって一事に十億闘の興業 ｦ￯ ＧｩＺｾ護行 ｩ 徐力を生み出さうとし ｊ 、識がめつにの

でありますが 、 今 ＱＧＺ ＧＱ はそこまで飛躍政策を照らするして 、 将ｾｾ吏らに一段の躍進そ示す飴地

は残しであるといふことを記憶して世いて頂き? こいと，U ひます。興業銀行の闘係はその通

りでありますが 、 ｾ Ｈ は日本 勧業銀 ｦ 子 の闘係 、 であります。

動銀の貯蓄債券増瑳

円本糊業銀行は牧入金が二倍: 闘になるまで貯蓄 fj'( 11'主ぞ護行することが11"，来ると いよ、規定

が臨時資金調整法によって設りられましに。その蛮行は ｾ 失入金二億四迄で 、 債券は無記名

楠商金額を武拾関以下左し 、買 / 1う慣絡の百五十倍以内の割増金を附[ ，j j ! し得 ることになっ て

を? ります。それはとにかくこの勧業銀行が二位関までの貯蓄債券を殻行 し得るとし寸、規定

を特に設げられに理 rll が商白いですD それは何一故かを申上げませう。大蔵大臣が、色々と
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あー訴になっ? こ方針ーによりますと 、第七十二臨時議ヂ? をj J . f ! 過し? こ支那事鐙11J : は二十二iE二千

二百高間にーlてるが、これは全部公 ft'( によれ且つ日本銀行をして引交付しめる方主| になっ

てぞります。

それ に捌聯し て ｦｾ￦ 轍 ｭ の ［￬ Ｑ［でありますが 、 二 十億脳 Ｑ ，， Ｚの公ｦｪＧＨを消 化することは何にも

大しにことぢゃない。 ーーー 前の第七十一特別［議合で ｪ ためられ に 五 ｦｾ 四の支那事控伐と いふ

ものを加lへでも二十五i立回伏である( 内一億回は公謀、- 1.d": 百五十寓闘は臨時増税による

ことに決定府) 一一これは全部公債で賄ょ、方主1-1ごが、 その消化 方 法 は 一 般 の 公募に附せ

する、一昨日本銀行の引受にし＿こいと思ム 、 とい」、話でし ＿こ 。日本銀行が この 事鑓公 ｦｪＧＨｾ 引

交りるといふことになりますと 、円本銀行では紙幣を増殻してこの公債を買受りる ことに

なるのでありますo 1ごから紙幣蛮行制はドンドン膨J l 長する。現在〈九月十八日) 日銀の紙

幣琵行丙は十四億六千七百高岡であるが、今後、円銀の公債引受額がドンドン激情すれ

ば、紙幣の値段は安〈なり、物 Ｑｾｾ は騰 ｩｴ し、一般の生爪を符かし 、 粧が ｈ早に激 越を興へる

一一所詔インフレより悪性イン フレ への危険をf ' l o. . s 、成れが多分に包磁されてゐるのであ

る。この悪性インフレ化の何l 向智大磁大|又はどんな Jis. にお考へですか、と訊ねますと大! 日

は二十億四支那事縫設は全部日本銀行をして -lfi[; 引' 2 りしめると いふことになってゐる D

きうして紙幣の増設されることは、円本銀行引受 lこなる限りに於ては、これも己ぞ得ない

が、而も我々はそこに自ら限度金持? こせ? こ!いと 思ょ、。その限度は所消悪性インフレになら

ない程度にとし 、五、主主l床のやうに感ぜられましTこ。

その説明によれば紙幣が増殻されて、 資金が民1mlニピぶつ くといふ !lk態になっ?こら 、き

さにのべ? こ日本勧業銀行の貯務fJ ' ( 券などを? 蛮行するとか 、円 水銀行をしてその引交けに下

持公債を支出きしめるとかなどに依って 、民1mの資金を l汲牧 して金融を引締めると いつに

やうな方策金進め ?こい D ー肱資金をばら撒いて置いて 、これが少し行過ぎにと思はれる蹴

態が生十れば、その際にまに民I i 日資金金掬ひ上げるといよ、やり方を 、交万. に行って行 <.Ui 

9  l:: と諒併して lifH主ひめるまいと作じます。

弁閣の戦時財政側係を 刷 みますると 、 戦時中といふものは随分色々無 ｭｬ な針策を ｾ ｉｉｾ じ 、

Ｑ Ｑ ｜ 日￭｜な公債政策を行って照りますが 、 ぞれがみ んな ｩ 臨時 ｾ｛ Ｍ ｉ 一 向行間らないで行って ゐるの

であ りますO この3引控の欣 i)( ，から特べ、 ま? こ反間資金政流の辿皮カ; : 11寸t に早くなって行く

といふ除Ａ係並び 、 ｽｉ Ｇ ｴ 屋方 針などを ｾ Ｈ ＺＱ｛Ｇせ汚へますと 、 さう版制 ｩ なインフレにならす・にが ｦ む ｲＮｾ

らうといふこ主はー肱) 5 へられるやうですが、問題は¥' 1 投下: 絡了後に在るものと警戒を要 し

ます。

現在を以て推せば相官t程度の iill 貨膨11民は免れな い もの と> ，1 ，なげればならぬ。大磁大臣の

いはれる 所 lこよりま すと 、通貨は相 'JI の制度膨脹しでも 、それが同際貸借や問際牧支を泌

さない科度であれば 、その限度の通貨の膨脹はい〉ぢゃないか、 とかういふ立見です。従

って政府は封英一 志二 ｪ ｪ Ｍ の 、 換 言 すれば現在の日本の 主 ｊ 外ｾ ， 停のペイスを鴬してゐる ｾｈ 英
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一芯 二 ｪｬ ｜ 幻米 二 十九 弗と い ふこの ｊｍ ｦ＾ を 他 〈 迄制ｾ持 し ＿こ い 考で 、 或方面の方は 、 別英一

;止、て) Ｚー は維持 Ｑ ｩＧ， ｾ ｋ ま い、 寧ろこのｼ際平 ＱＱｾ 再 切 下げを行つ＿こ方が便宜ぢゃな い かと い ふこと

ケx へる 人 もあるや うでありますが、現イ，: の同| 際環境、現経済事|宵の下 にH本 金競る貿易

ｉ ｢ｍ 係は 、 この 前 に高橋是消さんが や っ仁 、ｼ 肝不 ｉ ｬ ￯ Ｇ｜ｾ ドの Ｑ ＱＢ ＭＱｴＱ 切 下 前時の 円本 をＩ ， Ｑ ， Ｑ る貿易防 ｬ 係

とは 本質 を具に し、 従って千似切下の効果を 期 利し ｾｾ ｪｬ い ばかりでな し 寧ろ得惑を ｮ ｾ はすＧ

やとの懸念さへあるのでありますo その首時は平慣を切下げて物が安ければどんどん海外

に新市場開拓が可能であっ? このでありますが、今 円ではバ ーターiIi!J、 割 'b! iili !J 度、f料金側枕

:liIJ匂f 々色々貿易にI bMする 制限が谷間 tこ行はれて 、その結果11支に千債を切下げて闘魚替{ t > 下

げ仁川で 、 その削合に貿易を精進する可能性は Ｑ Ｍ Ｑ Ｇ， て米ない。か う し Ｗ こ闘係 ｲ ｾ とか 、 まに岡

Ｑ ｾ ｦＮ ｩ ｉｩ ｊ 含維持す る ｼ てからいっても、我ｼ剖としては現花のｾ＿降 水 ｱｦ ーを 維持し，つつ岡内の建設

産業五 ￭ｾｩｾ ￍｾ ｆＭ ｾ ｩＮ ｾ ｈＺ を遂 行すると同時に貿易ｼ 持 ｬ 係 の方もな る べ く 妨げのないや う にして 、 タト問

を刺股しないやうにして段々好特せしめて行くといふことが、矢張 1) 現ず1: としては訟を得

7こ政策 r:" と巧へられ るや ろであります。叉さ う考へるのが至首ではないかと汚へ るのであ

ります。

報告、検査の新制度

訊は飴談に入りまし＿こが 、 臨時 資金制整 法 の ｲ ｬｾ でもう一つ御注立 ｬｊ ￯ｊ Ｑ ひ ＿ こいのは被告、検

行の ｈ ｉｦｉ ｕｾ を政 ｉＨＮｦ に ｾｊｊＱ へられ＿こ事であります。資本市給移引にｼ鈴｝する ｾｾ ｊ 係 、 ＱＱ 比はイ ｈｲｾ 詑忽に

IbMする |伶l係、l必11際牧支 lこ俳lする MM係 、卒業資金政来に| 妨げ る IbM係、斯様なものを捌撃する

11に、政府 l立令所1: に到して報告を要求し或は帳持i その他の検議を行ょ、権限を有つこ とにな

っ? このであります D この賦は相?:f に事業の内容などもハツ切り政府の方に判って 、所前戦

時産業E方L l といひます か、 さうい よ、方に待日il する虞も 多いと思ひますが、同時に杭皆- x - か

らいへば相12煩現に堪へないといふこともあるげらうのみならす¥その精話' j 1 的監迫感、従

ってまに その 効，ｱ ｾＧ Ｑ 生も見遁しではなりますまい。この資金調整法案の施行期 Ｑｭ はいつまで

Y あるかと rl' しますと 、矢張り i仰 斡'ii前立法と いよ、、 建前 {t >とっ て居 ります闘係 k 、 『支

那事もさ絡了後一ヶ年以 内bこ之を肢J I : する 』 といふことになって用ます O 臨時議ヂ? に提問、

ｩＮ￺Ａｾ品しましに多数の法 ｲ ｩ ｴ も大臨同じやうな Ｑ 山時れ桝立法と し ての性質をもって照ります ｉ ｢ ｍ

係上、その多 〈は臨時資金制整法同校事主主総了後一ヶ年以内 に之佐肢.11ーすると いふこと に

なってゐと貼も御注意願ひ ?こし、知であります。

篤 替 管 理 の 再 強 化

そのダくに戦時抗附瞳iljl Jの強化 と'11 しませ うか、さ ういふ|剣係から注 1' 1さるべきものは外

附r.:A' ヰ台子¥1 法の改正であ ります O 御イ子じのやうに本年一月八日 に輸入話替許可の制度が不li

かれまし? こが、同法の施行 lこは準備不足などの ?こめに非常な不便 を粧術界に及ぼ し、ま?こ

也大な る見越稔入等を促し て、岡際牧支開f系金まで悪化せ しめにので ありますが、 輸 入需
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林の許可iljlJ j" . l 施によって 、1雪31手管加が一段と強化されにのでありましに。然るにずi ' 外資金

と外貨資金｜Ｚ到しては手を慣れなかっ＿このであります。これは臨時議令を通過し ｔ こ外岡Ｚ￟Ｎｩｾ

林告潤! 法改正によってWIJ 縛されることになりましに。 即 ち同改正によってず{: 外資金も外代

資金も岡Ji ) f の支町下に置かれることになって参つ? このであります。この貼は釘杯15¥;Ｎｅｾｾ＠ ｾこよ

る鴬替水準の維持、殊に間際牧支のバランス佐伯〈迄W: 持しなげればならないといよ、立前ー

から 、 この外岡: s . i/ff 官二国. 法改正法f : I ! 案が提i +' ，されにのでありまし 1=。

それではこれに依って間際牧支に寄wし得ベき金制がどれ r': けに」 るかといふに 、大磁

省の調脊に{ { { って調べて見ますと 、詳しいデテイルは rl リ二げませぬが、融通し得る限度ーの

ものは 、大樟二十[ 意図伎になると 思ょ、んです。仮に その40: 分を利用致しましでも、十億闘

の資金が平 ｉｊｽｬ ｬ され得るのであ りますか ら 、こ れが間際牧支の平術ｾ失つに場合 ｬ 二 、 相＿干 ［ 役

託つことは勿71i Iであ ります O 従ってからいよ、事越の時に 、かう いふ法律が同夜 ?こといふこ

とはＮｪ［ｪＩｾめて口然であると汚へられますが 、 叉 同時 にかういふ花外資金 、 外 Ｑ Ｇｬｴ ｦ 金といふも

のが イ ンタ ーナ ショナルの商賓の開係、 その他名町の防l係で日本が生き 7 行 u てに 必要t Ｚｾ＠

とい五、本質を持ってをるものが相首E 額に上るといはれるのでありますから 、こ れを使ひ

果しにならば非常な影響会来しはしまいか。従って数字の上でー 二 十 億 、 或はｾ分使つでも

十億 使nfE川rl' ，与k ると し、 ふことにはなりますげれども 、 さう大して使はないやうにし 7こ方が

よくはないかと いふことを-考へられ るや うであります。

轍出入品等に閲する臨時措置法

もう 一つ戦時純情立法で注意しなげればならぬ法律は 、輪 ，' - [ ' ，入品等の臨時措置に閲する

法律であ b ます。討り検出入品に闘する臨時措置法であります。これはどういふ ことを規

定してをるかといふと 、 輪 ，ＧＭｻＧ ， 入品の禁 止 ｩｬ Ｉｬ ｊ 目ｬｾ を ｮｾ 、 構限を政 ｉＨｽ に興へる こ とにあるのであ

ります。 同法の保文に依りま す と、

政府 lま支司阿王奇警に関聯し、図民経済の運行会確保する然、キ寺に: 必要めりと認むる時は、命令の定む

る月ii' に依 h物品 を指定 し、輸出又は輸入の制限又は禁止を匁すことを?得〈第一{際 〉

といふのでありますc 要するに支那事鑓に関聯して同氏絞怖の運行を椛保しなければな ら

ぬ。この伐に特に必要ありと認むる場介には 、 政府は命令の定￹Ｇる 所に依り 、 物 ，ｦ＿，ｾ指定

して 、即 t，;f lil 1' i : なら棉花、綿糸な らキli l糸 、砂 糖 な ら 砂 糖 し 兵 髄 的 に r日1名を指定して、そ

の指ふi:IUl の総入叉は輸出を禁止も 出来れば il ill 限 も1-1'，米るとい」、法律であって 、 これは貿易

業判例係業者に相訪深い影響を持つ規定であります。これは又不乏げよ事業は許さなし ¥ 急:

ぐ事業を早〈蛮展せ しめなげればならぬ 、術張せしめなければならぬといふ長初に 巾ー卜げ

ましに許可、認 可制度ーといふものに却して 、木俊項は輪出入1lhに闘する規定で 、 どうして

も輸入を急: <' 物 がある。さう いふ場合には賛樗訂! とか不川不急:rn'， とかの輪入を禁 止する 。

その次に位すべきものは ijii余入iljlJ 限 をするとか いふやうにして 、緊急: 必要な軍需品fごとか生
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ｾ財などｩＺＧ闘際バランスを恐くしな い ｦｦｭ 回内に於 て ど ん どん輸入する絵地を興へる 、 とい

よ、輸入に闘する主主阿が一つ。輪出品に就ても同様のことが者へられます。 即ち輪出 rR' 1ｾ ｉｾ 軍

事上岡内 ｦｾｈｦｬ を行」、必要のあるものは 、 そ の純度にＡ曹じて輪出を 制 限又は 禁 止しなりれは 、

なりませんD まTこ現択に軍需品製匙に必要 なものでありながら アメリカ 首りに参ってゐ る

といふやうなものも紫JI : しなけれな らないものもありませ う。か 〉る措置 を行 は しめる1. ; t

に、輪11¥の:IJI J限定禁止の様限を政府に興へ?このでありますo

市してこの規定も亦閤際牧支の閥係の安全を主flR とし? こ非常時純情立法であると考へて

差支あ りませ ん。

この輪I-P，入品に閲する臨時措置法の中にはもう一つ政府に新しき権限を附興する規程が

あります。即 ち政府は職入の制限共他の事 FI，に因 り需給関係 の 調 整を 必要とす る物品に

つき

く第一〉 命令の定 むる所に依り蛍該物品を原料とする製品の製造に闘し必要なる事項を命じ火[ 立市IJ

限すること

(第二〕 営該物品には之を原料とする製品の白日給、譲渡、使用又は消費に除I し必要なる命令 全然す

こと

が出来る 。されば; r . - の令祉はかう いふ風に薬品を 、あ〉いふものをか う静へよ 、爆弾或は

奇瓦斯i : ' 1frへなげればならぬといふやうな命令を 下 すことが問手k ますし 、 ま?二世詰物品叉

は これ を原料とする製品の配給、譲 渡、使 JIJ 、泊1'i: にIbf，J し必要 なる命令を下すことが1 - 1 - ' . 来

る。従って政府が必要と考へ? こ開類の物 i吊に釘しては 、配給命令も 1+¥すことカ ;IP，オ£れば、

叉譲渡 しては いかぬと かL 、ふや うな命令も H-'，すこ とがHl 来る 、使用 、泊、貨に開する命令も

1+¥し得るとし 1 、のであり ますから 、 これに依つかなり院がしな支配樺金政府に興へ? こ といふ

こ とになる。

所消この戦時立法は 、議令の協賛構を? 相訪侵蝕してゐる。叉人民の 一般法律に依る自 111

にもかなり 高度の制限を加へるといふ意味に於て 、正に f臨時立法Tこるの貨を失はな いので

あります。

かやうに 、 臨時 資金調整 法 、 それから輸 出 入Ａ日 ､ こ闘する臨時措置法 、 ［ｧ［ｾ務管辺法の強化

術大といふ法律は 、今の事業の助] 係から Iドしましても 、亦か ういふも のに準す' るものに防!

係する やうな非常 に腕汎 なiIJI J臥又は禁_ l l: の命令佐渡する権限を政府に興へられて居るので

ありまして 、 ｊ｛ｾ こ ｙｩ 出時立法＿こるを失はないものであ ると同時 ｬ こ 、 此等 の 法律は十 一 法案 の

中 で 戦時粧が ｴ Ｉ ｩＺ 法と郁せ ら れる内でも 、 最もＡｩｬｬＺ時計 ｾＱｲ ｙ 立 法 の宜賀を高度に ｊ ｉＮ Ｍ Ｑｉ するもので

ありますD 元も そ の他に 、 Ａ肥料 配給統 Ｑ ｬ ￬ｉｊ法案 とか 、 臨時舶地ｩＧｉ色Ｚ埋法とか 、 米穀の ｦｦｦｦｩｦｾｊｴＧｩ 世

にIb/i Jする 法伴. とか いふや うなものも : 司長り事鑓開係 の戦時立法で あり まし て、何れも円 x

事経絡娘、後一箇年以内 にこれを底止されるこ とにな ってを る重要な 法 ['v: であります。

日本を繰る戟時瞳制的客観情勢
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そこでお正に考へなげればならぬ事は 、一髄 この主要な! i 員時諸 立法が、かくの女11 <院かし

なる機肢を ｾｪｩｬ へる法 ｈＡＺ が、而も僅か五円ｉｬ 日 の臨時議合 に ー 潟千里に ＱＡＡｾ 修正のも ｴｲ 通過し に と

いふこと は、それ自韓 日本が戦時韓制椛立を必要とする客 :1史的'h!f 勢下に ある ことの反映で

あると断じて過ちないのでありますo そこで円本が戦時韓H i IJ確立を必要と する容観的情勢

とは何ぞやが日程に J てって参 ります が、 この客 Ａ制凶附 ｾ ｉ的的 ｬ内什句守引 Ｎ↑情 ｩ

貿 易のE思; 化、岡|探牧支の不安、等 々i二位も riJ jかに現はれてをりますから 、次にこの角度ーか

らfI_.鰭的に日本を繰る i臨時れ前韓 ;!il J的客般的勢に陥れて見る乙とにいにします O

議 算 の 大 膨 脹

法律的な僻搾丈ではぴんと参 りませぬ が、日 本のj象rr などが如何に )J 多! 肢をするかといふ

ことを汚へ て見ますと 、成る I主戦時時代行とい 」、気持が牛IJつ切りお互の頭に浮んで米るや

うに J惑やるの であります。

そこで後Ｚｲ， ｣ のこと Ｇ ｾ ｬｩｬ し ます ｏ わが陣 ｼ の近年の徐立がど うい ふ風になって問 るかといふ

ことを考へて見ますると、 H問 11六年i的洲事むきの起つ T二年 lこは陀か に十四億七千九百前回 、

即 ち十五億闘にも充 fこない僅少の額であっ? このであります。然るに今度の臨時議ヂ? を通過

しましに二十 日‘ ご. 千二百高閲の支那事経公債を仮に一般珠算に繰入れて考へ て児7，ますと、

ni-HII 十二年度の珠江総1相 は 貨 に 五十四億三千高四 H 、ょ、彪大珠算になるのでありますo H

十四億三千高岡、之を昭和六年十五億四足らす・と比較いにしますし試も期間せんばかり

に11乞驚さ〉れるのでありますが、之を去年、 それから馬場さんの組ん七昭和十二年度の珠

算 、 それから結城さんの場介に議千? を通過しに橡JJ 、 それから到底時代に /+'，，;f <::t こ例の五iC‘

闘の事 ｮ Ａｊ ｴｾ ｻ， ｉ ｾ ふん包の橡 ｘＧ ｩ］ と をタ ｉｊ ｯ 与として兄ます と 大韓共の通 りで、 全 〈今昔の感に堪えな

い ものがあります。( 単位百高岡〉

昭和十 一年度珠算 2. 305  
uR:f; n十 二年度馬場政Z7= 3.  038 

日 結亨点 f象 3下 2. 870 

同 賀屋橡算 ( A ) 3. 409 
同 ｔｉ 友ｾ 1，象 X1: ( B )  5.  430 

言七 主主屋 ｔ 象ｾ CA) は第ー七十一特別議合迄を含む。

Ａｾ屋換算 ｃ ｂ Ｉ は第七十二臨時 ｊ 連合遁過分を含む現 夜 汲 ｾｴ ｯ

即 ち賀 ｆ 言 Ｗ 象 ｾￎ］ は量産に 前 年の二倍以 上 Ｑ こ激増し 、 馬場 ｦ 象誌の似 ｬ こはならないが 、結 城 ｬ 象 ＳＷ［

の二十八位、七千高闘の倍近< ｉ こ も激増するとい五，Ｚｴ ｬｾ 躍的檎加を示してゐるのであります ｄ

これ丈で も日本は非 常 に財政的亙大局商に 芭 商してゐ るとい ふことを考へられ 名の であり

ます。

公 債 三 十 四 億 園

吏らにこの戦時相は公債のiJJ:土橋 となっ て現 はれ てを りますo 改行制は結城 蔵相時代には

僅かじ九億六千五百高四位であっ? このであ ります。蕗が賀尾時代になりまして 、最初は十
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三億 七 千寓凶 、 今 度の臨時五ｾｾＱｦＮ ｾ を通 過 し Ｗ こ二 十 億二千二両寓闘を 加 ｬ へると 、 三 十 三億 九 千

二百高闘の公 i点を強行しなげればならぬといふことになっ Tこのです。之を恨りに昭和1七年

か いl併 lトト一年に至る五何年1mの公1. i ' l :護行制 三十八↑ 芯:悶 と比較 致 して見 ます と、本年度の

公i責護行制は三十 四f . i : ! : 闘ですから 、五ヶ年I-:nの護行総額と僅かに 四i色、凶ばか し〉か遣はな

いのであります。こ〉にも非常時相が明かに矧取され、公i立政策の重要性と いふものを琵

見せられるのであります。琳税協! 係に就ては別に 111-卜ーげませんが、 このII-il ft 屋戴付一Hこ増悦

Ibr . J 係はどう ?ごらうかといふことをお司: ねしましに所が、 まあ増税st ] [ 系のことは飴り いはな

い方がし、 ').1ごらうといふことでありまし? こD 私はこの離相の言葉を次のやうに僻持してま

すD 即ちー| 政|財政の郎rq¥と致しまして 、ずii 常伎は経常牧入で1<<1ふといよ、即f l I J を立てるのが

本JlI Jでなければならぬ。これは例人のれ怖に於ても同家経怖に於ても同様で 、 これは健全

財政患の原理であります D さうすると矢張 b舵常牧入に似てって訪り純常費ぞ賄ふと いふこ

とに しなばればならぬ。例へば二7十億ならご十億の公i貴金募集すると L 、ふことが決められ

ますと 、'{;1、共は欠張り二十f立の公fi 't に到するその利子Tごりでも せ めて上位枕によっ て賄ふ と

い ふことが ｊ Ｍ Ｚ 記 財 政撃の命す・る方針に合致するもの Ｑｾ ら う と 、 かや う ｩ こ 考へ る のでありま

すO 従って大躍の方法 としては制端に事鑓が蹄大致しま して増加 する場合に はこ れは己u

ｾ 得 ま せぬが 、 或る粍度でとめ得ると い ふ見 込 が立ち 、 府 Ｍｳｪ Ｈ産業五箇年計重金遂行す るに

?;t つでも 、公債の琵行 に封してその利子f立は増税で! l 1u、、 ぞれ?ご りの増税を行ふと いよ、や

り方が大関これから rr施され る方主|・ではなし 、かofl 屋蔵相は 川被 るに りこの方策を 係 1) 1こ

い と考へて爪 られ るのではな L 、かと 思 はれるのであります D 特様ち将来士創立はなから うと

いふやうな風に考へられな いで、ク主張 り或程度の増説は己むを得な い ぢゃな L 、かといふ究

明と 、介:f1l 1的方法によって悶ij 拘に 、同家財政純情の運行 金|而!って行くと し、 ふ こ とに 協力す

る といよ、遣を選んで行かなければならな いのぢゃな いかと 思 ふのであ りますD

貿易入超すでに八億圃

ｾｪ Ｈ に 又貿易でありますが 、 本 日強去さ れ ＱＺ 所 によ り ま す と 、 九月 Ｇ Ｚ Ｑ Ｇ 旬ま での ｛］ Ｑ 本 の貿 易

の入起簡は七億八千百高問 、mが去年同期の入起案( j は二H: ! : 四千二百高闘と いふこと lこなっ

て日りますから 、H午年に比し約三併に !てる大入起を示 してゐます。我問の貿易は御イじ じの

やう に」 二 Ｇ Ｑ 斗明入超捌と糾して輸入が多 い 時期 、 下 ノ ド ｪ 明は愉 Ｑ ＱＭＧ ， 経 過 ｝明で段 々 ｾￍｬ ｾ ｉ Ｍ ｈ が地えて ｊ て

ｌｪｾ期の入起を段々とりかへして行く時期なのでありま す ｯ -' テ|三期には原料カ Z ドン ドン入 る

が下三I.'!J 明に はこ れが前11511になって輸/-1 '， され る。或は生糸がtl '，ると いふや うな こ とで 、下牛

j1，}] に移 ります と出超 期に入 るのであ ります D 然 るに今年は軍事的 その他の色々 の閥係があ

りまし て従似のや うに下牛期になって非常 に大きな輸出が1-1¥来ると いふ ことは期f守tH米な

い ｄ これ ｬ こ反 し て輸入の方は支那事境や産業計官Ｚな と ・の ｾｍ 係で ｾｦ ｬ 常 ｅ 傾の輸入を し なり れ

ばならな い。
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その結果本年は相首の入起存Jl となるといふ ことが考へられる。 f ごか らこの闘際貸借尻ぞ

決持するにめ lこE 知の金がアメリカ方面に向って王郎会される必要が起る。そ乙でま Tこ産金

が奨附l される。 Nt 々の産金奨附j 政策カ; 1 1 " はれる所以であります。一志二) ;- の現筋杯水準を

維持するにめには主主その必要が 向感される 諜です。 そこで一寸産金術のことを 41 します

と、昨年の政府の金の買J -_自が大位一億 二千高岡位であ りましにが、本年は金の買上値段

が 引 ｊ て げられまし＿こ結果主Ｈ金の買卜 Ｚｬｦｾｬ は五月十五日から Ｍｉａ 十 二 四十 二銭五原 を十四回

十三銭七! 市五.モ tこ引上げ られまし? こ) 、 それから産金奨悶j 政策が順次徹底して参りましに

結 果、本年は大韓二億岡位の産金額があるものと期待されてをりますo かやうな観測を入

擁省首局は下し て居られるやうであります。更に日産方商に聞きましに所に依りま す と、

もう少し金の買_ I - - 値をヲ 11てげて]11へば、三年後には日浦鮮を? 通じて五億閲伎の産金は確か

に可能であら うといふこ とでありまし に。従来は金の買 吋院が安い もので金践を掘っても

ＺＱ ｾ ｊＯＢ＠ 保 ｾｲ がとれなかっ ＿こ から今度は金買 上値 を 引 上 げることによ っ て 靖子してゐな い 金 山

を掘るやうにさせ産金を増さ うとい」、諜で す。金山経営はなかなか商向 いも の?ご さ うでし

て 、 金の買 ｊ ＭＭ ｬｦｾｬ カヲ ｬ トＮげられて従来放概してあっ ｔ こ金山そ腕って見るし意外に有望な。 餓

脈に思はぬ富織を護見することが庇々あるものfごさうです。かやうにペイしないと忠つ? こ

山がペ イする や うにな る、段々産金コス トが安 〈なる、 Af . ' 額は窓外に死I( えると し、ふこ とに

なるもの亡さうで す。そ こで滞金のコストですが これは金金合む純分の閥係fごとか 、交通

運微 Ｑ ｾ 川と か 、 う＿主 ｊｾ とか谷町のフアクタ ー が主 ＱＱ 事長してゐて 、 必すＧしもいくらとし、ょ、風には

いひにくし、 といふ訴でし ?こ。 然 レト- M溢 円斥専務の訴によると金は係鍬から精錬まで全部

門本の機械で、日 本人の力で /-H米、何ら外同に1ieイがする所のない事業fごから 、相岱金の質

上値段をヲu-- げでも い 〉と 思ふ とのことでし? こ。これは )1'常時羽 lのー i百i として興味ある問

題のやうに考へられますO

戟時経済鵠制とは何ぞや

要するに 日本 の政策が愈々 ｾ Ｏｾｯ 神ＨｾｾＷｦｩＭ腫 ｻ Ｑ［ｉｊｔｉｾ ｴｶ Ｚ への段附に入つにことは疑ひなき事賀ｌＧあ

ります。そ こで戦時純情韓:I;Ij とは何ぞやを者へなければな りません。そ れはどういよ、黒占か

とIj J しますると、 ベル リン大壊のへツセ陣ゴ; は戦時粧抑制究の大次ですが、このへ ツセ |専

二1:によれば世界の戦時絞掛術究家{ まん髄次の四附段に粧桝の段附1}; 分れてをる こと を指摘

してゐます。即ち第一段附は千時に行はれる戦時経済的準備、第二段階が絞1f.f勤u、即 ち

Ｍｬ三時が ｩｩ 怖の戦時経済への締換 、 第三段階は 、 純然 ＿こ る戦時位前の組織或は完成 、 ｴｲ ｾ 四 段階

は、1' 1 投下が済んで復員の時代、 この四 つの段附に大韓分れると いってをります。この設に

従ひ時の現杭桝段昨年が思し てどの段附にあ るかといふこ とを考へて見ま すと 、こ〉に複1敢

なる事買を? もっ てゐる とし、ふこ とが汚へられます O わが闘の現粧掛段附は第一の平時に行

はれる戦時経済的準備時代でないこ C ｬ ｩ ｜ ｈ 主 ひな い 。 ま＿こ戦争力 Ｔ 桝ん Ｍｲ ｾＱｕ 日の時代でない乙
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とも確かであ る。 とすれば 日本の現段階は第二の粧情動員時代即 ち平時経済の戦時経済へ

の持換期か 、さもなりれば第三の純然、? こる戦時経消の組織或は完成の段附かの何れかであ

らねばならない。が、私は日本経済の現世併は第二と第三段1待とをミックス ・アップしに

や うな時代に在ると 思ひますD その結果日本の控訴f: まその形態に於て 、 まにその方策に於

て極めて復羽tなるよ去H1 を呈ーすることを l絵lみな〈されてゐるの? ごと存じます。

惟ょ、について此li 日までは 、r停戦時髄: 1 ; りといよ、言葉公使ふことすら述lEするものが相前あ

っ? こやうな諜で 、 日本経済は直ぐ様純経済謹;f jl Jへの梓換を行ひ得るまでに準戦時経済謹il 1l J

さへ定分整ってゐなかっ Tこ。斯様に考へてい〉のぢゃないかと jr.ょ、。ところが買際戦午1 は

始まってゐる o rごから此情勢に高I j ふべき lfIlLi;! 白的な色々のことを? やらなければならぬ。その

1-. 日露戦争常時とはj立って国際牧支計l係 に 不 安 が あ れ ま に 日 露YI出争の時のやうに 十八億

四の軍費の乍分{ f 外債によって賄ふといよ、や うなことの出来ない ;1火態にあるのである。剰

さへ闘包替のー，ι 二J ; - 維持も必十しも金城餓民Tごとはし、へない不安がある。等身といふ諜

で極めて複株悩まる事象を? 呈し 、第二段| 併、第三段向I? といふやうにまに十分純化されてゐ

ない。換言 されば第二と第三段階とのミックス ・アップし? こ以態に置かれてゐるのであり

ます。悲に徹底せざる所がある主同時に或意味に於てゆとりのある黙がある のにと 1ι ひ

ます。

Ｍ ｦｙ ｉｊ 金考へて見ませう。戦時経怖を［ｉｩ ｉ｝ ￆ して政府は肱汎＿こる樺 ｾｊ 宅金 Ｑｾｊ 興せんことを要求

する ｯ ト コロが財界への気後ねからその法律［の，，ｾに自治統 ｩｬ［ ｬ｝ ｻｦ認める規定を挿入しなりれ

ばならないといよ、が如き類であります o 愈々岡家合法げて戟ばねばならない時代に入 りま

すと 、凡ゆるものを強度に統制 して行〈 、或は一路計童二経済化して行く といふこ とになる

が今の 臼本にはまに多少のゆとりがあるのでせうか。日本経怖が第二段階から第三段附に

[( 'J って事貨準みつ〉あるのではありますりれども 、市も純第三段附的要素{ f 完整しないと

いふやうな時期に今な lまあるんではないかと忠ふのであります。従って帰米それぢやどの

方 l自iがどうなるかといふやうな観測を? 下すに詰って 、従来の普通の時代、"3JGは準戦時時代

といふものと遣って見透しは困縦なものであると足u、。それが現在の欣態であると思ふ。

ー瞳戦争力 t 何時まで続〈かといよ、やうなことを考へる時 lこ、ぉJI. が容易 tこ断言 し;ll l&し、と

いよ、や うなM夫態ぢゃなし、かと j出、 i 、。でありますが、この日本の也面してゐる財政的閥係 、

粧怖がJMM係は 、 日本が、支那事鑓を: ， '1.
1
心として 、} J . ! にソ聯の脅威力 Z緊 迫 し つ 〉 あ れ 且 つ

国際的軍鎖競争などなど各種の事情 、環境の.J-.I こ立ってをる限り lこ於て 、タよ張り戦時髄制

に躍進 しなりればならない必然的傾向を持ってゐると 忠ふのです o

そこで私思ひまするに日本経済の首商の 、 さらにまに絡局的の日棋は国防と経済との併

Ｑￎ せる躍進といふ［Ｑ Ｑ 予で進まなげ れ ばならないので‘す。 即 ち国防と紅怖とが 刷 工 ｬ ｾ しつ〉躍進

するといふことでなげれば、日 本の開力はヲビi 't しないので す。今日は昔の武力のみの戦争

時代とは遮ってゐる 。 今日は武力とＯ， ｩ ｊ 時にをｾＱｦＱＭＩ Ｉ で戦争金しなりればならぬ Ｗｕｾ 態になって
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ゐるのでありますから、バＩＩ高能時代でなくどうしても 粧州ブ ｊ を ｲ ， ｾｊ 卜Ｎ せし めな げればなら

ぬ。 j引が国ブJ が充立する伐にk&i1' ¥f ) ) が躍進す ると いふことは 、然らは・如何なる方法全取っ

＿こらい〉かとし、へば 、 結局 ｊ 十 Ｓ ＱＲ れ術 、 統 ｩｉ ｊｬ ｪＪ Ｈｾ 怖 といふことになりませう 。ー障の 綜合的な

プランを持っ てきうして 問防をえ Ｑ 主すると同時に 、 経前ゴ ｊ をも臨逃 ＱＱＧ ，米るとい ふ方策 ｾｭ 昨

今る以外に注はないのであります o これ即もすi: 怖) ) を躍進せしむるにめに碓問? こる産業計

ＺＺ ｾ Ａ Ｎ ＺＺを樹立して一路躍進する以外に ［ｦ ｩ ， は注はないと忠ふ。それが現内閣が考へてゐる産業五

箇年 ｾ Ｍ ｴ ＧｊｂＺ で・あ ります 。産業五例年 ［ｈＧ ｾ ＡＺ Ｚ は 現近術内閣の時代になって初めて頭を捺げまし＿こ

が、ｾ方商ではすでにＱＱＧ Ｑ 二年この産業五 ｦｩｩ ｩ 年計 Ｍ ｅ ｅ が Ｑ ＺＱＧ，米てゐ ｦ このであり ます 。本計書は彪 ｫ

なる計査で、 さうして五向年IBI にlu接j _II'II'.}悌j係に必要とす るもの、即ち所謂計主産 業 と糾

せられる軍事産業も 、:W計. ! i 産業と |呼んでゐるすl' 註産業以外の産 業 といふもの〉二つに分

けて計112を樹て 、さうし て; 十道産主は如何なるもので 、 これに釘してはどれピ けの資金を

裂する。これはど う ｌ 、 ふ方市 ｩ には幾ら依ふ 、 第一年度は いく ら 、 ｾ ｮ 二年広 はい〈ら 、 第 一

年度は いく らと いふ計引を? 立てる。それに到して更に資金は公u'( で賄ふ分、i的洲閣の分推

する介、日本の分推する分と いふやうな計I!:!: ｴ ＮＮ 資金の ｾ Ｍ ｴ Ｍ ＧｬｈＺ 、 公ｵＨのＺｩｉ Ｇ ｾ ＡｾＺまでも立て〉あ

ります o ｪ ｬ ｾ 計主産業の方にもク司 ｫ りちゃんと年度別の ｾｴＧ ［ ｈＺ を ｬ て〉 、 ｕｾ 一年度、三年度 、

三年度はこれこれといふん髄五例年の比透しもちゃんとつけてゐて、それを n棋にして進

んで行〈とし、ょ、ＷｻＩ，態でありますが、これを断然賀行して ｾｪ か ＱｪＮ げれば ｌ 、かねと思」、。まに

これを完成する ｴ こはれ ｈ｛ のＡ怪際ｾ ＯｉＧ，ｾえるにりｩｬｬＺｴけなげればならぬ。ま＿こ統 ［ｬ ￬ｬｊブ ｪ を強化して

行〈より以外に私はよい方法がないと }J!， J 、。それが膿て戦時抗術文法を必要とし ? こ所以で

もあります O

j太記 きなt料綜;1主i託if合?刊(1的|内句7な4ブ方方JJ- 引針.にfμ依t火t つて) ，主uイ本';(1ドい/ . 川.

てn< としい、よふ、乙 とでなりればいけない口 ｉ円 Ｑ 山 と主 ￬Ｚ うゴゴ義主釘帥 ＨＱμ的 ｩが内 ａ句 ｪ な ｦ究 ｴ イ本 Ｇ［ Ｎ ｢ 義忘財畝 ｦｦ［粍芯 Ｈ主 ｾ ｴ附 ｦヂが作ｾ呼 Ｑ千 ｦ 機』村柿「伴 ｌ の lドJ では十分 t仁こ行

へないとい』ふ、やうなイ本 ｨ正寸［寸 ｔ質ＧＡ｛ｾを＿抗持 ｡ つてゐる ｉ ｾｍ 係上、ク七 ､ 長り ｩ￯ 出時Ｚ立 Ｚ￬Ｎ 去によりｫｖ ｃ［ＡｩＱｪ して行くことは

この必:11未に於て巴 u を得ないのですから、これが終米ノ，jd) J f U < かどうかといふことは分り

ませぬが 、 兎に角今 日前 の必要 、日ム Ｚｉ ｾｍ 係 、殊に日ソ闘係 の緊辿化と い ふやうなものを［［ｽｪ

1.. J i : し?二時に 、一層その感を深める。殊にソ l櫛の第三次五也i年計 ;11: は米年から lt 施される。

11，( NJ ソ聯は貧弱な岡であ っ? こが、 その出- J〈五ヶ年;; '1査によって先つ'lE工業金どんどん

勃興せ しめ七。 日本 などは轄J て北が先づ琵述して重工業に逃んTごのですが、ソ 騎はそれの

:逆を行って車工業から kfi って軽工業をえ: 民させて攻功し1: 。そこに計J E経 怖 の 妙 味 が あ

る。ソ輔の第三次五 ￭ ｾ ｩ 年 ＱＱ｜Ｑ ｾ 十 ［ Ａｬｩ はイルク ー ツクを 中心 としてあそこに一大工業地帯を緋へ

る。その第三次五筒年計書完成の! 脱は日本主f J 制定 しに場合、一物と雌も 、兵器も開架も共

他 一切の物資を ｾ ｉ 歌舞から 仰 ぐ必要がな く なる。所詔樹木自給自足計 ｊ ｬ ｅ と い ふものを立て〉

ゐる。それ ｬ こ封抗する需には日本も羽 ＱＷ［ｴ の ま ｊ 策と資金とをこＧＺ＾ｾこ ｊｗ むしなりればならぬ。

私 は 日 ｉｪ に共 産Ｚｾｾ［の政策にＱＺＺ ｬｾｩ￮￭ ｬ Ｂ ｊ に 賛成する，［事ではありませぬげ れども、ソ ｬ 腕のｮＧ Ｑ Ｂ 年の工
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業生産声 ｬｦｾ ￞ ［ 七億ル ー プールのアメ リカ を＿凌 ｮ 二五つ＿こが 、 これが五｛世 ｬ 年討議ー一計京総 ￯ｲ Ｇｦ の

お ｦ 廷であると い ふ事 Ｑ ＧＮｬ営企Ａ刊現する搾には参 りません 。Ｚ或は数字 的 誇 ｩｊｬ ｾ があるかも女 ｉｾ ら ぬが

多 〈さ うい ふことが外岡新聞雑誌に L、はれてゐる事l't T' ら兄 て、或程度ーまで ロシヤ経怖が

充1'.l して ゐると いふことは疑ふべからぎる事立であるのでありますから 、かう しづ、方 面に

到して 日本は: 11企も参 J きになる t11¥分伝取入れて 、日 本化し? こる計王日: 従前を l 't h することにし

なりればならぬのぢゃな いかと考へるのであ りま す。

ｾｨ Ａ ｕＱｩ 主と Ｗ ド計 ［ Ａ モ産業主を合む ｪ 委主五 ￭ｩｩ ｪ ｩ ｲ 三 ［ 十 設は彪ＩＨなもので 、 所 要資金 は百億闘によ

るさ うですが、百' d かも各陀の工作によ って十分これを賄ふことが可能であると いふ結論に

主IJj 主してをるさ うです D 私は疑川 であつにものであ りますから 、 その方 i面の方 に、故 近 上

京し Tこのを機千? に令って 、産 業 五fl1i年計主はど うなるかと いふことを? き いて見まし?こが、

極入 ｊ な Ｚｴ ｜｝Ｚ ＮＺｪ， く ｪ 止 を 日立 に入れてし こ れと Ｑ ｾ ｈ j して十分産業五的年計笠を遂行することが可

能であると いよ、確信を得てゐる 、X 資金捻/J'，の注も 十分に考ほしてゐる 、それで安心して

ほしいと L、ふやうな相訪強い任( ，¥' を持つに; b-; 市があっ? このでありますo 従って産業日 l'査は

どんどん進んで行〈であらうと思ふのであります。

日 露 戟 役 と の 差 異

さっき一寸日露戦争の時の話をしましにが、日露戦争の事経費と今度の事鑓 Ｑ ｾ との閥係

でありますが、 日露戦争の時には十七億四と いふや うなi出費を伎つ? このでゐ りますけれど

も 、 その内 九億四は外 ｦｪＧｴ ー によって ＡＨｦｪ つにと いふ ｱ ｾ ｜ Ｇ ＰｫＺｲｊ ＧＺ Ｇｉ Ｇ ｍ があれまに閤際防Ａ係も非常によ

かっ? こ。. bQlこL、〉ことには その時分は凶| 際収支のことを心配しなくてもい' : > )Ui : 態であづ fこ

の でありまし＿こ ｯ ａ［も日露戦 ｾ ｛ｉ Ｚ ＧｉｾＺｾ［ 時の円本の松前ｽｊ￨ 、 現 ｻｉＺ の粧が ｦ ゴｊ￨佐 比 較 し ますと 、

月他 の差も雷ならな い ので到底比較にならない。その ＱＱＷ ｊ 時の 十七 億は今の百 ｩ 立 、 二 ￯ｾＧ ｪ，立に

も由るのである。それは特に徐討するまでもなく 、 LI の [- 'l;' (JIJ でもおk その激差を感す・る

川ま で 日本の位打りJ は躍進 して肘 りますが 、。「し誌に このi2k差を害IJ り|して) 5 へな げればな

らない事怖 があ ります。

それはその首時は事鑓 北の ＴＱ Ｑ 首の Ｈｭ 分 Ｑ Ａ Ｑｬ ち 九ｦＮ Ｐｾ 回を外債で Ａｕｩ ひ得 ＿こ が 今 度ーは自己資金を

以て全部! 怖はねばな らないIbr，J係があ れ ま ?こI，;J時に今日は12・時主連って凶際牧文が先程か

ら1¥1して肘りますやうに非常に不安な i伏態にある 、不利な) ! J i : 態にあるといふこ Ht' 5l Sへ?二

時に 、 日露 戦qi' の時のや うな) 5 へ方では今度は) 5 へられす¥ 今度は赴非Jた自 11出資金によっ

てlUi ひ得るやう q!i 5jlJ の工作を〆巧へなげればならぬ。 単純に粧がりJ の比較! : 主主? 以てのみ )-j下f:j

ｶｈｾ Ｑ い ものがある ｯ こ〉 が政 Ｏｻｦ の官 心 の イ ｦ する ｲ ｾ￭ Ｇ のや うに考へ られるの で あ ります ｏ

支 那 事 愛の 重 大 性

以後の 段附に入 り ま して、 支 ［ 刀 ｲｱ ｩ ｾ 挫の ｊＡ［ ｲ， ｊ 係を Ｑ｜リ ｊ グます。文芳 ｉ ｜ Ｚ［Ｚ ｽￇ 鑓は非 常
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を? 持ってゐると思五、のであります D 日本の政府の数次の搾l切により ます と、 日本は支那に

釘して領土的野心を持? こないといってゐる。所が Ji年介石のいひ分はどうであるかといふ

と、 日本は侵略しようとしてゐるんに、戦ふも侵略され、戦{は立さぎo るも{ 伝£目時告されるな らば、

己む Ｓを ｾ ｩ得辱 ない ｩ戦 蹴よふ、とい」ふ、 や う な こ と Ｔ佐＿いよふ、て Ｕ含ｾ 1 ) ます口一? 匝主の悲1鳴[ ら} でめりますけれども 、

そこに fi何I可リらかのか う詩の分らぬイ本ζ 質力がz日文制係に1働励いて ゐるとい」ふ、乙とをを" ;'巧J汚ラへられると j

」ふ、のであります口それで滞介石のj』告lリ1ゃr DI s 銘の放送などを? 制べてμ ますと 、碍 介1-Iは七

月十九日 の強明に於て 、 ( 事鑓は七月七 日に 始まつ? こが、彼は七刀 +j ln Iこ峰 l切を設して

をります) ｛ｦ 見事韓国家の 人民と して 、 我々は自己の力主限度を ｊ ビＮｾ［ ［ ｾこｾＧｪｩ ｨＢｻ しなげればなら

ぬ』即 ち支邪は弱い 、 その弱い弱腫同家の人民として 、我々 . : k ＡｊＱ，の Ｉｊ 笠松 ＱＱｕ こ汁 ｪｾ し なげ

ればならぬと 、 か うい っ てをｾ 1) ます o :;j ，くいで蒋は 『最 後 の 闘江氏に立つに至らば、( J.!fJ ち故

後のどにん壌に至ればＩ全岡Ｑ｜ＡＺの 全 力、以後 の一 泊 ｪ まで も 傾倒 して同 ｼ 次イ ｪ ミ ｩｉｾ の局に抗争す

るのみである 』 か うい ってをります o . ，ごから 、弱謹図家としての我々 11-1華民間人民は 、 自

分のブJ 主{ t >泊? 皆に;12F! 貨しなければならぬ、とて先づ そ こに 一千世 の 岡氏に 反行 を 求 め て ゐ

るD 併し闘よその手前、抗日を鼓吹して外E 1 こ手前さ うい ふことばかしいへないから 、タと! 張り

II 止後に 強 が りをい 』、て、主J内政策もある からして 、以後のドタン場に立つては 、全 岡 氏 が

一致し岡民の岨l の品後の一滴までも 抗争するとい ってゐるのであり ます D そこに自ら 、;{'守

介石岱時の心境がよく現 ｬ まれてゐるやうに感 じ ます ｄ こ の ｾ ｩ ｴｬ り ｪ は そ の諜文が外主移行から ｉｉｾ

てを＿りますが 、 それぞお誠みになりますと 、 かなり桜維心 ｾ ｉｉＡＮ の興味とい つ にものそ御 ｉｊａ ミひ

になれると思ひます。

更に江: 兆銘は八月四日にラヂオ Jii. ill をして居りますが、 その放送の外務行諜を見ますと

「 我が岡氏は自ら料開＿こることを ｊ 忍め 、 強同との戦Ｐ￭Ｇ｜こは多んの犠牧めることを ｾｦＡ｜ｾ 識 し 、

ＱＱＮつ一度必死のＺｦ ｬＧＡ 去を ｾ ｾ ｉＧＧＺ て ｦ こる以 Ｎ f-. ，献をして刀を投げl亥j，mせしむる丈の党情なくば 、去fJ

って亡 闘Tこるを? 見れ ざるを? タ¥1 らぎるべからする』 と斯肢に云って i，ti ります o J.!Jl ち支那凶j 引ま

自ら財閥? ごといふことを? 知らなりればならぬ。従って強凶とのi地下には多) ( の犠牲を榔 は

なげればならぬことを認識しなげればな らぬ o Ｇｦｩ￭ Ｚ し一度必死の決，むを以て ｉｾ つ以 ｦＭ Ｎｩｴｦｻをし

て刀{ t > 投げj9ドになる 、成仰 せしむる支の党情がなげれば却て 亡凶 になる 、|判が L ぶといふ

ことを? いってゐるのであります。さうして見ると 、絡も u: もー l白i FI本に( 1')1 きかけ 、 ・|白{ え;

加問1( に働きか けるといふ刷刀 を使ひ了. 而(: II，l'I 生J貨をもっ d ;i: 1リJ1皮迭をしてゐると jlJH撃し得

ないでせうか。ラヂォ ｊ ｊＱｾでありますから 、 これをそのまＧ＾ ， 立入れることは ｉｉ ｾ 米ませぬか

ら 、 向度も繰返して読んで局りますと 、 Ｑ 王ｾＱｳＱｩ名の ｩ 改Ｚｩ芸 、 渦ー介石の ､ 宅 ｬ リ ｪ の員立を成程度ーまで

Hll jlyfil '， ｾ七るや うに，巴 ふのであります ｯ Ｎ，こ吋践はすでに ｾｦ￬ つ＿こ。全 ｩ 百ｾｉＢ ｊ 戦下となっ ｦ こ今日に

於ては公張り故後ま で! i 出ふといふことを?ist 惜しで決戦する訴にゐるかとイl三ぜ られ ます O . 卜.

1(1: 方 l白i には相官; 英凶ブ) 1耐の友持がありますから 、 さう いふなl床に於て北え:那なんかまア) "  

つ万の! 院にすぎないかのや うにし、 ひふらし て 卜)r. j: に全力金集 l いする o . 卜市: で 日本軍を撃退
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しゃう主い ふ作戦に ＯＭＱＱＱ こらしし、。叉あそこはこの前の ｉ Ｍ Ｎｴ ｨｾ 事鑓 以来 、 ( 昭和七年一月二十

八日勃殻) 六年IlIJ といふものは 、今日までm岱の陣地主? 匙 b凡ゆる返事設備を造って日本

兵はー兵 と雌も- ' ＭＭげないと し づ、態勢ｾとってゐると い よ、やうな事 ｬ ， Ｚ￭ である。 してＮＡ，ＮＡＮ ますと

日本はーノミ決心をもってよにぶつかつて行かなりればならぬと いふことを巧へられる。従

って 、江5一次の 刊か事挫の時には防了-y 1: 泊; Ｚ ｾの劉河と いふ所 がありますが 、 そこ に日本軍

がJ てりますと同時に諜延府の十九路軍がなにれを打って逃げに。それ によってJ -_出事鎚は

解決しにのでありますが、ノトl立は日本' t [ ! は劉河の一寸 下流の所に上陸しまし ?こ りれども 、

支部軍はなかなか逃げなし、。克もわが第一糾の平 ＱＱ 会 ｊｉＩｾｩｬ 隊Ｈ［ｬ Ｍ ・ Ｑ 判こ羅Ａ占 ｊ ｩＧＱまで布断 的な臨進

をしまし＿こが 、 而も相前な衿 ｊ ｾ 刷出合 ｶ と行してをちます ｏ

不 信ｾｦｉＭ｟陸作戦の出予＿をやってゐる部隊はさ う でもな い が 、 さうでない部隊の上位にはか

なりの犠牲をC漁協なくされてをりますD ドコのr:J li 国! とハツキ リ"1_上げ られませんが例へば

第十一rw固なら 十- [:'I i固と いふやうな !':'Ii 闘でありますと 、その !': 'I i固に始終_I-_if'j:のートー陸作戦

を演習してゐる。こんな部隊カサ ドに k って参りますと 、j;f に上るや否や悲らに向五、の陣地

まで 突進 して行〈 。さ うし てｾ壊に飛込んで 向 」、の Ｑｾｬｩｴ 也 を＿とると いよ、 工作を す るさ う です

が、 さう いよ、j て陸一の，1)11練のない部隊は陸に上るとやれやれと安心する 、ほっとするさうで

す。その ゆるみ に釆 じて敵は機除l銃で 、それをナバラバラツとやられるので自然犠牲もやむ

を得な いといふこ とです。兎に角支那の川方面に於げる防備と いふものはかなり充江して

ゐるといふやうな以態であります。従ってその死命を制する危には相詰の犠牲も己なを得

な し 叉 相 官;の大部隊を I+' ，AJJ せ しむることによ って支那半を全滅する とい ふ程度の決心 と

強行軍 とそ蹄せ な いといふこと でなりれば ｌ 、かぬといふ ｉ ｪｻ ｪ 主もあるやうに思はれ、 量当［ｌｾ守

:: 1: の労苦には涙ぐまし い ものがあり ます。

そ こで 支那事 ｩ ｌ ｉ ｾ は結局どんな風 ｬ こ解決されるにらうかと い ふこと州問題に 卜Ｎ ります ｏ こ

れ lこは色々巧へられると忠ひますが、大 髄::: ]f1' I:j f]午vとの機千? を fi-' るものは何かと "，し ます

と、これ lこは三つ{ 止めると忠ひます。第ーに考へられるのは 、軍事行動です o !J!l (ft: がとう

民間 するか、 その民I)[J によって南京政山の円ーっ玉が飛んで しまふといふ )lk態まで逃めば、

そこに 1o/(oiたのチャンスが11' ，米ると }J!， l 、。チくはl必|際l鈴l係てーある。これは現向の16M係に於ては

依り期待川米今、 日み; としては芳し い こと ではあ りませんが、これ も一つのフアクタ ーと

考へ られる o ｕｾ 三 はよ ｊ 釦の刷係です ｯ tr. UてがH却され、陸 1--の方には燥仰による鍛辺、 m

路など交通機闘の似袋によって Ｑｦｩ 陸運 輸がキ ＱＺ 記すること になれば 、 軍の 二 ｬ 先ｻｻこ ｾｉ￭ ｝ すること

大であ り、 大1Jt 両Lは必至でありますから 、この主主的l-t 息切n ら- s j ( る影響如何は 、 まに一つの

チャン スを興へるものと巧へてよ い と忠ひます D 大髄この三つ位の似|正lによって 、事: 経解

決 、 日支同交 ｊＱ，Ｇｾ 盤のチ ャンスが 泌されると ｸ へられます ｯ このチャンスがこの 三 つのどれ

かから 、即 ち単悩の !J j( 1主|による場介もありませ れ ごつ/ う玉三つが競介 してー怖になる場

合もあるかも 知 らぬが、兎に角この三つが、主要な到 |天lをなすも と〉して、 それがど うi陣
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移 するか を始終注意しなり ればならぬと 思ひま すO

解決のチャンスは ?

そこで問題は 、然らばかくして Hぷ1ii3幽解決のチャンスが興へ られ七時に、 ドンなおーを

相手と して解決 しなりればならな い7ごらうかそ考へま するに 、これに も三つ位の場介があ

ると 思 ふ。抗ーは 、 Ｗ 昨介石 Ｉ Ｑ 対法が依然として強力であって 、 支 ｩ ｽｪ ￭ を代 一 衣し得ると い よ、 Ｑｊ ｾ 拐

を取る場介。 第二の場介は 、1町介石政機がゾ聯赤色政権 によっ て援へ きれ、この赤色政慌

を交渉相手とならなりればならぬと いふや うな場介。第三は持介石政慌でもな い、 赤色i吹

槽でもな い、 例へば向崇躍などの泊三政慌がとって代り 、乙れをm二子に うど沙を進める場合

です D

要 寸 る に 裕介石政権を ｾ ｭ 乎とする場合しソ腕系の赤 色 政機こ れ を ｾｩ I子とする場合と 、

裕介石政憾でもなければ赤色政憾でもな い、 第三政棋が政健全取 って立つ場合の三つの場

合そ想定されゃうかと 忠ふのであります口その交渉の相手方の何如、 それからその日支交

沙の併決端緒をwへる即凶、その時期、交渉相手方の陀頼性質の如何によって併決方法、

内容は自らもきって似ると忠』、のです D 従って )( 年介石が依然として努力を占めてをれば、;[;1，、

は非常に 愉 快な展開ｾ＿ｪＨす解決ヵＺ 川 米ると い ふことがあるかも Ｉ［ ＱＱ らぬが 、 。 Ｑ ・ し蒋介石政慌

が長期低抗と い五、建前 を取る?ごら うことも後恕 して、 それに封臨する政策金取らなければ

ならぬ。務介石政樺なら百八十位の帥I!!] を し得ると いふ場合に 、赤色政機であれば三十五

度位の特|亘l、第三政樺が出米ますと いふ場介は 、これは 九十度の時凶、 或は存外物分 hが

よく て 、こ れも務介石政権を相手とする場合とい ｝ じや うに 百 八十 度の特 ｼ 亘 ｉ ｾ するかもタ Ｇ ［ ＱＱ ら

ぬ。 ま ｔ こ交渉せんとするも支那 Ｉ Ｐ｣ ＱＨ ＮｪＭ の交渉凶組ーその 他 によ っ て 、 交渉す る ことな く日 本 ｾｾ［ ｬ

円 の ｩｬ 従 里山 か らヰ Ｑｾｾ｜ ｬｉこ ｪＴ 平決策を ｖ ｩＮＺ 行しなげればならね版な事態が起らぬとも 限 りますま い ｄ

満洲とは異る事情なきゃ

イ"1れにして もその時期、チャンス 、それから相手方の性質と いふや うなもの〉相述によ

っ て自 ら併 決 方 法 も ｪ 主ひませ う が 、 ｄ ｩｦ 則的に 二 ｾ へま す とい ふと 、私 はおｾ ｾ Ｑ￮ ｈ ＺＺＺ ｬ 手経世 ［ 時 向 ょ 、に

居 りまして 、可な り満洲闘主主設前時を 見IlfJ し素人 としては詳し く承知l してゐる 心算 であり

ますが 、 あ の ｴｾ 自洲 事鑓の総結 の や う なコ ー スｾとる こ とは 日本に とって 果 し て利 主主で ある

か どうか、又さ うい ふことが可能であるか 、乃至は利銃であ るか どう かと いふ ことそ私 個

人 主 し て考へぎ る金 得ません。それは何故かと ｲ Ｏｬ しますると 、 ｩｾｾｬｪｩ 恨 ｼ の ｮ 本に到する側 係、

は不可分なる孤立閣となってゐますが、n本はあの時尚洲闘を取らうと忠へばとれ? こので

す。勿論 ｩ 前洲 岡が 不 可分なる澗正 ｉｾ 問となって 日 ［ＱＴＧ ｾＱ Ｎｊ立の苦闘係をお ｮ ｲＮして了ひ 、 本 然の剥

然 j伏f患を結ん でをります o : : t も澗立闘である 以 1-- 多少摩擦は菟れな いこ ともあり ませ うけ

れども兎に角非常に親密 な親類同二l になって極東安定の礎石 を投じてをります。併しこ〉
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に注意 すべきことがあります。それは尚洲岡が絹立 して日制組善の j てに貢献せる こ t 極め

て大でありますが 、 この ｾ ￭ ｉ 法台北支に摘 川 することは必す Ｇ しもう歪［宮且 利 主主なりや否やと い

ふ射であ ります o ｕ ｾ ーが泊所 ｬ 同は伝犬 、 吉林 、 虫記ＧＨ ＱＺ 、 熱河のＪ ｾ七回行 力［ー聞 と なって樹立

しに もので、その泊j.j'j(は El ; t : のご: ＱｬｾＯ ド もありますが 、 Ｑ ｩｦＧ し 尚洲問は支那の溢花ｦＺｉ こ 仕し且支

那本土のえきさを考へT二時にはまるでr : u也 にならす¥ 腕一本もぎ とられに伎のもののみな

らす官 ｩ 境線は長城を 以 て文 ｊｊｬ￭ 本部と ｾ Ａ ｴ ｉｊ 然阪分されてゐること 、 治安維持 Ｎ ＱＭＭ Ｎ の 使 否 、 生命線

的| 剣係の濃度のi段差などから "1 しまして 、」じ支左利ir!i ・|とはその本質を異にすると いへませ

んでせうか。

少 <  1: もド川仲州ｼド ｉｾ ，(布fれ-ιは』は立叫fI祈杭iJi需if(限〔改E穎Rに於て '1'ド門'1

判然する t せさFずる闘係、それにイ'1な、思想交流の白 111 、それに作ふ治安の刷係、特にまに満

洲は支那のJ l IJ 宛にも もi ' J . ひしな いが、北支は生命紘的な 'T( 要性を有つ地域なりと栴せられて

ゐることなどに徴し 、満州に到する場f? と北去に 4JJ する場合とには認に自ら泣つ ?こi政策が

行はれなければならぬぢゃなし、かと思ふんです D

極端な議論をする 人はかう いって居ります。日本と支那とが本訟に私!岳民対係 に移し得 る

といふ ことが立殺され、 さうして南京政I(f が 180広ーの特回をして 、抗日排 臼イ毎回全絶滅す

る。 これから日本に依イがする 180度以上の特回をすると いふことならば、日本は支芽s司王控

によ って一物ぞ得なくても い〉 ぢゃな いか。か うい よ、議論もあります。 これ も会l支 原則論

E しては Tこしか に一つの見識であら うと思ょ、です D 凡それが果してその理想通りに行〈

か、恨令支那が 180l1t の紳換を:'U条約一I - . l こ於てしに所が、それが果して武行出来るかと いふ

問題になりますと 、必やしもそれは信頼IH米ないと いよ、考へ方が多 くの人の頭に幾分でも

ありますならば、この思想論と現質的の解決の lt髄とは 、その1mに非常な開きが出来はし

ないでせうかとも考へられます。抗日侮日排日を徹底的に. 11:めてしまよ、、きう して日文本

然の視占闘係 に断? って来ると いふことを支那li の方でハツキ リ認識し叉賀行すると しづ、昨設

が単れば、私はまア暴文j何懲と い」、日本の浮き目的に iEせられるんぢゃな いか、少 〈とも

さうい五、見方も 一つの見方であると考へ られはしな し、かと 思 ふのであります o DI: し現貨の

川iHiと してこれ丈時局が蹴大し、 これ丈の犠牲を桃って居ります似態と 、兎角 日本が信頼

し得な い性質 を多分に包蔵してゐる支那から 、これ丈のi肢をし 、この犠牲を桃って居 るに

も拘ら す¥日 本は領土的ill J心はな いからと いって 、 さっ さと 引揚げて しま って 、向ふの髄

商を傷付 げないで将ボに監を賜するといふやうな千平11的態度にこちらから /-1' ，ても 、支那が

この大義に就かす¥ 羽]つであれ丈の戦争をして領土を一つもよ うJIYZ らな L、から 、今度ーは も

う一度抗 1"' 1態度を強化 し、軍備を充民しでか 〉つ?こら 日本はーにま りもな 〈やっつけ得 る

?ご らうといふや うなj改来に 川 されにら 、全〈大もさなことでありまして 、今度こそ r1) ぴ取 り

返しのつかない事態を服すこと〉な る かもｾ， ｊＱ れません。

日本は支那に何を求むるか
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要する に私 は 日本のん政治家とぷ那の大政治家が飛躍的の政策を行ふことに よって 、日

本と支那とのI #J係をして組告のl持l係に世〈以外 lこ迫がない。日本の求むる丹Jj は元米領土で

はな 〈て、組[ さである 、提撲である o y; j 、に新日本の躍進といひますか、大和民族の飛躍と

い ふか 、 束 ｉｾ｛ 民族 ＱＱｊ 午 ｉ 皮の ｔ こめの 、 その ｮ￭ｾ ｾ 、 聖なる戦ひに到して光づ ｊ 泣肢を要する最も大

なる友は支那である。さ うして .:k jJ j¥とn本とが千を据り北. J 5Bして1[ < ならば 、イギ リスカ;

何と い はふと 、 ソ聯力行 ， Ｇ｝Ｂといはふと 、 アメ リ カが何といはふと 、 そこにイ Ｇ ｩｊｾｾＧ［の懸念がな い

といよ、のが公平なる第三 - K - の結論でーあるのであります。 n ＮＺｫ Ｏｾ￞ｊ 係がこ〉までの飛躍的 ｬｉｙ ｏ λﾭ

に到i主いにしますかど うか、I' J論ま Tご7象iJ! 1J の11¥米な い; / 灯岳にをりますが、私はイ拡大なる政

治家が ＱＱ Ｇ， で 、 悲に飛躍ｾｉＢ ｊ な 、 革新 Ｈ Ｑ Ｂｊｬｬ ｩ ｬＯ Ｑ 人的な日支持品係の打 ＯＩＺ ｾ を行はんことを切望して己ま

ないのであります。

国 際 関 係 を 覗 〈

そこで一寸闘| 際防j係の乙とを以後に附} J 1 1 へて1 / ，上げ? こいと ，Uひます。ぷ郎事経伝統る凶

|際閥係は 日ド どういふ風になってゐるかといよ、奴川は品しも持ってそります。而して支那

事皆、分繰る ＧＢｸ ｬ ｬ 捺闘係のｼ断 ｬｩｕｉ はん臨ソ瞬のＡ制係 、 イギリスのｼ劫｝係 、 フランスの ｍｦｩｊ 係 、 ソタ ｾ ｦ ｾｬ Ｉ

脳判! と、 ドイツ 、 イグリー 、 ｮ 本との ｷ Ｎ 係 、 そ れからみ ￭ｾ ＮＮＺＺＺＺ Ｍｘーであるアメリカとの Ｏｾｍ 係とい

ふl武に分けることカ ;11¥米ます。ソ j隣の附係は 、現イ1: のj状態に於きましては今すぐソ聯が}. J

ｒ ｉ 羽戦の患に ＱＱ Ｇ ， て似るといふことは 、 どうもなささう ｔ ごと い ふ抑制が多数ｾ ，'i めて肘るや

うに考へられます。併し戦ひが 、 11 . :k!i町[1:がノk びいて 、支庁巨大陸に日本が抜きさしならな

いJ伏態が愛生するやうなことでもあれば、 その機作にソ l院は 11"て米ると いふのが常識のゃ

う です。要するにブ リ ユヘルの率ひるソ ｬ 腕の悩米軍はＮて ー ト 世ｩｩＧ Ｚ ｩｬｩ 凶ばかしで 、こ れが ￬ｾ 白羽 ｩ 会

ｊ 以 ｬ 刻んでゐると い 五、 ｩｕ｜Ａｾ ですから、これが ＱＱ "て米れば 11 本に勝てると 1，j' 十るやうな太勢を

整へるとか 、日 本 が.kmSで抜差しならないやうな i政11にドわるとかし 、五、 i状態が技生しにもの

とソ ｊ ｛ 鈴Ｏｊ ［Ｑ ， ｪＧ じるやうな事態でも ｾ ｾ � ｾ すれば 、 その時がゾ ｩ 腕の ＱＱ Ｂ てｾＨる ｈ 与期ぢゃな い かと い

ふやうな抑制があるやうです。これも全く 2訟のやうな制測で 、 ソ聯の同内統一の程度、1_j]:

内 情の不統一望者［の Ｗ こめに ＺＺＺ ｊｪＺＧｩＧ， ｜ｪ の全く午 ｉ ｊ らな い と い ふ現ＨＱ Ｚ の Ｉｉｊｾￖｇ から ＱＯ Ｑ しますと 、 イ ｪ 三外凶 内

AM名の懸念などから千の川せない JJ; :'/'Mがあるかも会11れません D 多くの削州はソ l併がすぐ11'，

て米る こ とはなから う が 、 併し日本はソ聯が Ｑ ＱＧ， て似るであらうことを議見しつ 〉、日 文Ｏｾｦ，ｊ

係の調整などにつ いても高遠江なきを j切さなりればならぬと }J! .l 、のでありますo これが今

日消，(! 、に通す・ると いはれる 人々lli の 、一般的に抑iJli J してゐるところにと云ひ作るかと 思ひ

ます。

それから イ ギ リ スとの防 ｪ 係でありますが 、 イギ リ スの ｊｪ は恐民病ＭｋＭともいふべき ｩ ｪｽ ｩ ｾ な

ｩ 反 ｲｬｾ には ｦ 主主 ｬ 三の ｈ 英 同盟 主ｾ ｬＢｉ ｾＱｩ しつ〉 、 吏に又 ＱＱＱ ［ 界に於ける英同の勢力と い ふものを ｪ ｬ ￴

Ｗ［＿ に 貨かぶって巧へて 、 有も英問の待 ＱＱ 機 ｾｊｈＢ ｴ ｈ す るや う なことは 、し な い が し、〉 と い ふや
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うな思想を持つ方があるのでありますが、 それ柁: 恐れる必要はないんぢゃないではな いで

せうか。品川ii な税英i命日英| 剣係の伎になってゐる MT l 係もありませうが、 まに それ以 卜. に円

本の立壌を忠くしてゐるといよ、やう な反聞があり件る かともいはれてゐま i- 0  陥雑 ｾｉ こ於

ける制。 ｬ 主 ｊ ソ刊 ＱＱ 英の ｬ 剖係 、 形 ｻ ，にスベインなんかを続る紛 ｾｪｩＺ 一一存岡はスペインに自問の正

規軍や義勇軍を入れてw虫ひあってゐる o まにドイツの飛行機とフランスの飛行機とがスペ

イン内でどんどんやり合ってゐるといふところまで行って 、一胞の| 或11m段下: になってゐる

といよ、やうなi I 人況を旦して不安は去らなし、。 n英 j直前jl 捌係は一時よりはん分緩和して参り

まし? こ。 通商閥係に於てはさう大しにことはないが 、 支 ｪ 郎の ｬｾ｢ｊｩＥ に於てはイギ リ スは公取

り飽くまでソ ｉ 院を使って円本の勢Ｉ Ｉ 哨んをｾ IlJlJ l: しゃうと: : l S へてゐることえ: は事立でありま

す。又 1842年の英文南京倹約にょっ fこ芥継を 小心にして漢口 、}l i ' ( 氷川の JlJ-iJa::1: mをl羽昨日苦

悩金を以て完成せし めてゐます o ニIt 伐? ? ; 時、イギリスはi漢口 、ゾa J : の英J・1I ) ' Hd独禁して1' ，[

文新政策を樹てまし? こが、. Uf，j : 1ごけはその以後の凡 '. j )えとして他迄堅持すろの態度ー全保らん

とし 、強力支那智支払してゐる zHl t などか ら判断しますと 、35岡と円本カ ;/tl
lげよ!.(I "JM!f J係に

入らうなんで いふことは到底私はインポシブル? ごと思ふ口ですが 、之れがポシブ J レナごと い

よ、設が欠張l lx-' si¥にあるのであります。

それからドイツ t イタ リー でありますが、 ドイツは御イr- じの R ｾｭＩｪ＠ J I_: 協定力; / 1 '，来て以外七

非常に L 、、 、イタリ ー も終に n1) 1協定が/1 '， - s ! ( ゃうとしてゐる o それはドイツと金〈同じや

うなものカ［ＯＧＱ Ｇ， 来て Ｏ ｾＨる や うな欣況になっ て参つに ｯ さ ういよ、闘係から見て、い〉のみなら

すま ｔ こが州十 ＱＱ 喝とド イ ツとのｊＺ ｜ｊ ｉ こ ｽｗｾｩＧ ｊ￬ ｩｾＡｾｾｮ￰ 貿易協定といふものがありますが 、 それ ｈ す じや

うな ものカfill 白1)11:¥J ｜こ ＯｉＧ ， Ｏ ｾ七 ゃ うとする 会， ｕｾｾ があるのであり ます ｏ 殊 ｬ こ このイタ リー は日本 ｬ こ

すf 立をもってゐる o それを判 断する一つの衣料になると 忠ふのでありますが、例の天 i1t が

千部になって支芳11l: IIT; 襲撃し? 二時、円 み;は飛行機で向ょ、の根嫁地を爆竣することを依1よな

〈されにことがあります ｯ 日本相界にゐる ｆ ｉ 本軍を ソミ Ｏ Ｑ 土ｊＮｉ主Ａｩ ｬ￮ といって 天沖ーの 京Ｋｾ［車場 や錨

紡工場が近 < ¥こめる線、! i li 即ちセントラル ・ステーシヨン方而仁川勤せしむる必要に j u られ

まし? こo 然るにそれには γ ランス，f : 1 I 外を通れその高| 硝橋智通過しなげればそこに行りな

いD ところがこれなども 一つのエピソ ー ドでフランスの到 日態liE佐知る 一つの事例になり

ますが 、 あの支芳 Ｑ Ｑ 軍の天 ｩＱＱＺｾｾ ｾ 声 ｫ ｊ ｔ￭Ｇ ｉ Ｚ の ｫ｢ るご 円 前にフランスの 天津総領事が 日本の待 月 司

令 Ｑｾ ぞ訪問し＿こ ｯ その時に 、 フランス 利界 ｬ 主計し ｫｊ 手生きが起つ に場合には日本軍 、 支那軍を

11¥1 はす・武装兵は一切通過せし めな いことにしにい 、それでよろしいかといよ、駄 円を抑 して

来七。司令 ￭ ｾ ＾ はこれに 土 ｉ してよろし い といふ返事をしに。然るにそれから二 日後にあの事

もきが起つ ? このです 0 フランスと支那との J: ¥]Iこ は相? ? ; 諒f仰があって 、あの事1'1コを見越して い

って来＿こに迷ひな ｌ 、 。かうｾ， l 、事立がある。それでさ うい ふ事前でありますから 、 日本軍

は高岡橋を? 通れな いのでJR停車場に行か うとj目、つでも行げな し、。仕方がないのでイグ リー

の方に交渉しに。 所がイ タ リー の方は初界 に軍橋を? 梨げる こ とを直も lこ承知 して呉れて 、
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そこに 11 [ 橋をかけて 、 そこを通って行って文芳I¥:;Fをやっつげ ? こといよ、事立がある o それ秤.

イタリ ーは円本に灯立を? 示し 1=。ま? ここれも公然の秘桁といってい〉でせうが、5t芳11事主主

力:起りますと 、支那に仏it はれて万J- つ? こイタリ ー とかドイツ人の府'WUは 会1¥; j ¥1i ' 継に引拡げ

に。さうして支那から注文を交けに飛行機止 ｴ 器は一切 ｉ ｾｩｪ 閣ではまに完成し な い といふこと

でも'tI -Uしませぬ。 それ稗の灯なを示してくれてゐるのであります o Ｑ ごから日 ｾ Ａｉ Ｅｊ ｉ の 三 岡閥

係といふものは非常に悶滑に行ってゐると同時に、相瓦依存の闘係にま で逃 まうとしてゐ

る ＭＡｉｊＦｾ で 、 非常に筑持のいｾ Ａｉｊｾ 態て‘Ｚ￬ｩｬｩんでゐ る 。 これと英何 ｬ￬ ソとの閥係 が どうい」、 ゃ う ｬ こ

展開して行くでありま せ うか。 そこで私は者へるのでありますが、絹伊はトテモい〉。ソ

聯とは戦はなげればならぬかも 9，: / 1 れない。フランスはどうかといふとフランスはソ l院に到

する気粂ねといよ、械なことか ら、到 底 H 本に灯，むを持つと いよ、やうなことは考へられな

い。イギ リスはどうかといふことになると 、j' jI ( てヒユーゲツセンの{ 列伝ヲ |くまでもなく 、

相首強力に支 那を支援し 、 南京政 ｊＨＮＡＺ に相常の支持を興へてゐるといふ事官が Ｑｾｲ へられてゐ

る。その程度はさlolj つ切りしませぬが、1Jt- し支那念総る子1)']$ は何れに しでも なかなか一致し

ｾｱ ｦ いといよ 、 ｪ 伏況であります。

見直せアメリカの態度

きうすると 、 それでは円本の阿際地伎を飛躍的に改持する方法はないかを考へて見ませ

う。私は その最高且 つ最も JI P-_想的な相手間としてのアメリカが最も利J l H賃値があるんぢゃ

ないかと考へるのであります D アメ リカは所前 ':1
'
: i t ・法を貨施するとかせぬとかいよ、問題も

ありますが 、 ル ー ズヴエル ト 政様 、 ハル ｾｸ ｬ 務長Ｇ行になっ＿こ腕 ｈ 円 から従米満洲岡否認、主義 、

極東容峻主義金以て I鳴らし?こスチ ムソン ・ドクト リンは打ナ? ? て〉了って 、制京のことには

成るべく干渉しな い といふ方針を限り まして 、寧ろ汎アメリカ主義 といよ、 や うな政策 をrl'

心 にして中南米を先づ日|めて行 くといよJ 文京を? とって米ま し? こ。英付Ji 特にイギリスは掬り

にアメ リカを動かさうとしてゐるりれども 、 それに主J しては大館客il 史的態度ーをとり 、測が十|

事 鑓i;l ;時の失敗を再び繰返すまいと只管戒心するが主/ l き態度ーを持してゐる。

そこで 、 日本の到米二[利二女n何によっては 、経 術的にま?こ政治的にアメリカに働きかり作

るのではあるまいかと f寺笠 され てゐま す。

日本の生産力抗ヲりトj のマジントウ ーJ レな どが、一一ーこ れは特棋の方が専門家で いらっし

ゃるので 、 責Ｚ方が＿この方からお聞きしなりれどならぬことでありますが 、 兎に角 その輪 ｉ Ｋｾ

i徐力を持つ岡は何底かといふと 、 ドイツも多少の依プJ はあるでありませうが、 ドイツは戦

雲 に捲込まれ ん とするは羅巴の 中旬: にある閥係、 きうきう日本の要求ばか し容れて居られ

ないといふ事買もあるんぢゃないかと思はれますo 然るにアメリカを顧みますと 、 さうい

よ、方而に相常の供給ブ) ; をもってゐる o これを何とかすれは・その効果は相官;あるでせう o ll x  

にこ んな経済的提携でも出来れば、 それが政治閥係、にも及ぼす影響も非常に大でありませ
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うし 、 それ 自韓日本の岡|刑制係公安定して兆f 1I l ソ+1凶!l Jhの工作ーの手をよIす・る といふことにも

なり ませうから 、 アメリカ に働きかけることはill :illl ぞ 要する と存じ ます。 とにか〈 われわ

れはアメ リカの態度を倒めて 'Ti i J ! J l してをります。といよ、やうな希望も> " - えてゐるぢゃない

かと忠ふo その方而に御OM係の深い仲枝は 、 アメリカ人 と街l 交際に なる H寺さうい ふ3ii Z.f) i で

交 際 し て 頂 〈と、 そこに岡氏 外交も 1-1' ，来 、 そのート:k;直前色J::_色(j'j b  ，外 交 使ill ' j も行〈といふこと

になれば、 それによって更に最後のlJ 訂m新7!? とい」、好よR : を得るかも ); JI れませんo 私はかう

いふ 者 ｩ 虫を抱き乍ら 、 又 今 のｕＭ Ａ ｟ｦ局の ｊ ｊＡＺ大目Ｚｾ府 ｩ み乍ら 、 市も前［主の光 ｉｬｦｪ を認め乍ら、 ｊ泉 ｦ弊と岡

一致 こ の 時 局 tに』主幻J虚 し て 行 〈とし、1λふ、こと に干

下さる と ｬ向司 時に 、 叉何かさう し、 五 、［ｬＡ ｽ ￮ について Ｍ ｾ Ｍ ｴ 論機ｼ剃方面Ｇに御沌立がありま し に場介 に

は 、 芭に御 ｴ 主立下さいまして ｦｾｴ 局打開の況に ＱＱ ，Ｈ汗念出し＿こいと思ふのであります。

これ を 以 てこの ｊ ｉｉｊＺＱ￭ ｊ ￭ｾ 絡 ｉｊ 1こし、と思ひます( 拍子) 0 ｾＹ ｐｬ ＲＰ 円タ Ｉ

( 本 競 執 筆 者 紹 介1 Ｈ五十首 ， ｾｊ ｉｉｅＨＩ

芦 義 均七 李主語見l![¥建築課
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FaBU13t  • 
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- 時 報・

日 本 の 防 空

フ ォ ン ・ ア ノV フ レ ヒ ト

比の ｾｩｊ ＺＺｊ ｾＨ￭ 、 最近オ ー ストリヤ 防空紛 ［Ｚ［ Ｑ の機関雑誌 ＱＱ )レフトシ ユツツ 11 に掲載されれも

のである 。外凶人 の我図の 防空に到する凡解ーーその n.'否は別として一一 ょを知 る上 lこ多

少 ;sJ5' ; こな C うかと忠ふ。( 持者〕

"Der  Luft schutz.  J ul i-Angust. 1937， 日本は 111: 界大協に於いて欧i:IHの戦線に 差是JJ 日しなかっ? 二銭に 、臥

測令闘 の訪空 1-，の11; 験を集める こと カ;/1
1

，来なかっ1: ので 、 防空 に就い ては可 ｊ ｉｘＮ り ｾ ｌ 遅れの 状態にある

日本では民 ｬｩｬｬ 航 空｛まあま り 務注ぜ十軍部が ｕ 本の航空界のイユシアチ Ｗ ・ｾとってゐる。

日本に於い て防空思想力: 今日 漸く芸子生えてきれと いふ ことは、 色荷な理由から見て ?fJ然のことであ

る。 宛 も大戦 以前Iのイギ リス がそ うで ゐつれ如くに 、 J巴7t J"' 国円本は数千年来海に諮られつ、 、敵 撲の

援な き安全感を享受してゐ 1: 。 このi数壊の到i主附外にみると去 ふ地理的保件によ って、近年に到るま

で日本図民 [ ま敵; 縫合受げ るとい ふ政な こと は少しも考へ 74か つに。 臥itii に見 られる採な図境 といふ L

のl工、 H本には 1: γ 朝鮮にあるの みである 。 しかしながら此の絞な不侵略性の窓識は密封ζ の攻撃武終

に基礎を置いにもので あって、現 ι の 日本 は、 近代 航 空機の ｾ ｪ ｨ 主的 な 行動能力の府大によって 、 ｑＡ￩に

その線械を失つ1: のでめる 。

ぢ ｲ 在では或 ｬ ま ソ鎖ウ ラジ ホストック から大空終合政行 することも ｾｈ 来るのであるから 、 日本{ま挺剣

に比の可能性 ; こ就L 、て考へねばな c， なL 、。 日本 の 心 臓祁 ＱＺ る工業地帯 ま での数百 粁 のｎＭｂ ｾｲＡ は 、 今日 の

爆星空機にとっては、破世e: こ 且復路 を L 考慮 に入れ て之 を征服し得るのである 。 とに かく 日本海及び 11

本列島に於げる伍め て不正i なる気象は 11 本にとって有利な鮎ではある。叉航空間: 経営交へ る緩隊より

航空機ｾ 飛ばして 日本 の心臓却を衡かん とすること は 、 ｾｬｩｩ 隊が極めて主主 ｒ Ｎｧ 慨を＿遠征せねばならぬ こ ｴ

及び桜披地が怪めてま塁いことかうして奮然性に乏しし 、。 しかし斯かる艇隊よ りの空襲 い 寄港 より 翠

穏 におして、 ｾ う ｬＨ領グワムより目木南 洋 諸島に おしては 可能である 。

日本 は 今 日 又敵の 大 燥機編 隊の 渡 来ｾＡｊｴ ｬｲｵ 目に考 へ ねばならぬ 。 日本 は空軍基 に劃し て多 くの弱鮎ｾ

L ってゐる 。 日 本の電要 ＢＱｉ ｾ工務 は 少数 の 工 場 地 帯 に 集在して 居る ｯ I ! 1l ち阪市中地力、京街地方及 び-IL

九州地方は 日本帝閣の主要工業地帯であって、 日本 の' i J I 隊は この地帯より住産される製品に 1: よると

ころが大きい のでめる。現在 日本の指導ドにある Mi 洲凶の原料工業 L 叉、敵爆盤機の 行軍司J牛 館 内に

石Eる。

日本の吉町bの&] : 築[ 立、 空襲 に到 して，｛しく ｦι Ａ 殺である。今 日でも日本人 は其の ｦｾｾ 統 的 な 木と紙 の建

築に住んでゐる 。 建 築物の大川分( ま外観 (1一見セ メン ト又 はお巡の如くであって L 質 l立木造でありに

、、、大都市の 商業中心 のみに比絞的少数 の鍛筋コンク リー ト12i の建築があるに すぎ なL 、。
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A ; ; f 三の宮〈屋{土 芸名〈 二階建以 1ずであって地 F 笠はな L 、。 建物が低暦である? こめに 、数百l込の人口を有

する 、 日本 の大都市 は非常に }mい l町h'i に械がってゐ る。

永年の問 ｉｊ 本闘尽｛士数々の天 ｊｪｾ に ｪ 立ってきてゐる 。 繰返し繰 返し務 来する破応的な地震 、 齢 ｪ 氏 、 沖

浪、大火一一 之は建築材料の可燃'It なる ことに よるのだが一一 等11 11 本で は一種の n常行事であり 、

之が潟 11本人は - } J に於い て、注命論者的 な、 イ也 )i に於いてあきらめのよ い述設に 玄を感す' る図民性

を持つに到つ1:
0

!:I' .命の喪失( 士 n木人にとっては大しれ こと ではな し、。 この慣ひ性となっすこ図民性は

大災害時に ｌ 向バユツクの来襲営防ぎ 、 その ｩ 目 ｩｪｲ ｪ｝ｾ 災害後の再建設に向げしめるのでゐる。 しかし

叉 - } i H本人[ 士、 Mの句1 ＼人 ｾ ｽｊ を以って如何と ｌ 然し難 ｌ 、重ｾｾ｜，つてのしか、ってくる天災に劃し

ては、 非常に消悔的になってゐる 。之が免 税れ H 本人 には、 空襲f ! " 泣げ難L 、災害 と考へ、 之が襲来し

Ｑ Ｚ Ｑ，去 の復興には［ＮｾＭんであれるが 、 之 に 測する干 占 有 ｲｲｾ 的 なｼ的殺 に はあま り泉が進 まな いとい ふねな 危鍛 ｼ叫

が多分にある 。 之11 11 ｴＺ 人が上 ｔ 二Ｇ臥＿州人のこ‘とく向 ｬ 剥に於 げ る ｚ ｅ 慢の惨耐を生 Ｚｮ らｾｊＮ ＱＺ めであら う 。

そこで iけI J本ドの: CI払{

る。 日本に また' 航空符のないことは i l: ;なすべきであ るo ｾｾｉ＠ ;{I Iのtr r!l に も杓らす 1:1本には米Tご防空法も

なく従ってＱ｜Ｇ火 ｉｾ ，庁 ｾｊ Ｇ ＡＧ ｾｉＧｉｾｪ 機州 ｌ なし 、 。 大規模の防空演脅 Ｑ ＺＱＺ地 Ｉ￯ｾ 及び ＩＺＱＱ ・古ＡＨ の共同指導の ｬ 、に行はれて

ゐる。

日 本の防空Ｈ土今日まで 、 ｾ ｉＡ Ａ ｊｾ 航 空 ＱＶＱＱ 係の軍人の指訴 する ｐｬ ｡ｴｺ ｢ ｾ ｨ ￶ ｲ､ ･ ( 築城本部 つ〉 が 之 を組識す

べく努めて き7こ。 京波及び阪市1
1の大工業泡併は待別な防空司令部の Iでにある 。 この機闘は元米軍

iifi 空

を任務とする L のであ るが、 今日 まで民間防空の演習 L指導 して きてゐる 。

ＧＮｩｪｉ庁 ｧｾｾ ＦＧ ・局ではノ ， Ｂ ｹ フ レツ ト や講演などによって 一 般市民に空襲の ｦι 鰍を知らしむべく努力してゐ

る 。託 去に墜佼でＨ士日校によって ｬ 必々 ｉｗｾ に附 する 講演が行ばれてゐる ｯ 時 々 をま行される軍部のパンフ

レツトには Ｑ Ｐｾ の重 要なることが沌べられてゐる 。 軍 ｬ 士火青年に ゆ ｊ 空思 想を普及 させ るこ との重要さ

を認め 、既に相常の効果を収めてゐる 。 しかしか う云 つ1: 努力は空襲の危険を認識せしめ ることに 還さ

する準備でゐる o ＱＱ 本 の ｔ ｬｩ 民を空援に到して防護する ことのｦｉＧ，ｾミる方法 ｻｻＺをま 見する といふ賀際 的 な 官 ｜ＱＱ

の準備にトf ては、 n本の都市建築に潤しては土 Tご問題が浅されてゐ る。

市l に述べ? こ何1 <  11 Ｗ ド の来屋Ｈ土 地ド ｾｩ ｦＡＢ 持ってゐなし 、 。 米屋 11非常に撚必なもので 、燥曜によって容

易に破夜ミれ る。 地ド当Ui 1: ｜ Ｎ， 商業 計ｩｊ， 川内 の大ｾ築物 、 銀行 、 有史 ｪ よ 等に 有 る のみで極〈少 数の 人 々

の滋難所に しかならな し、o * 以には う001誌の人けがあるが地十五 o有する家屋は倒へば僅か 200戸し

かな い のでみる 。 地ド級 ｌ 憎めて白 ＱＱ 分的で之 又少 数の人みを滋 ｾｦ￉ ぜしめ件るにすぎなし、 。そ れ放に臥

ｩ 州 に 於げるＡ坊 さ 主のド ｾｲｲ ｮ ｬＡＡＡでゐ る Ｂ 市民を燥 ｾ｜ ＱＱ ，こ到して安全な主内に於いて防認する 1，とし、ふことは

今日の日本では殆ど不可能である。

日本に封する空襲の危険 1:I: .r として火災である。木材 、 誌の床及び紋の町I!./J ; 1' 1  ;本の家屋の主要構成

部分でみり 、 Ｑ ＢＱ［本 の者ｾ市は云 ｬ 士 、、 可燃物の巨大な る 集図でめ る から 、 大火は刊本の先活では日常のこ

とである 。従って大都市( ま災い消 防隊の組織を持ってゐる 。 水道 11郊外 の最主主古1¥に まで行! : ". いてゐ

る 。 火 災 に 到 する 除 ｮｾｴ 綱 は全 市内に 張 り 砲らさ れ てゐ る 。 段級員は大抵高さ ＱＰ ＭＲ Ｐ 米の銭塔の上に

尻るが、 夜間: こ は規則的に街路を見 ill って火災{ t > を査凡し主主報する のである。大都市に 職業的消防隊が

ないと きI i 義勇消防隊がある 。 そしてその消防技術は何 |昨日もの経験によって非常な 高度 に逮し て居
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る。恐らく この消 防力は空襲に到して L 相 ;M'に期待して い. " l ，のでめらう 。

手 ｊｦ 者はｬｊｴ文 回に ｲ ｾ Ｈ り ＱＱ 本に 於げる火以校な ｲｻ 心 ｚ ｅ 演習をｾ YL 1: 0  
防7Ei 間司 I: U泉め細心に五 j' ;:If: され1: ) )I¥に

従って一一一 U 本に於げるすべての i寅刊の危険 1: 1 T 象知し難きことの走塁つ1: 際のことを充分考慮して舟な

い ことにめる ー一 全寸，に準備の綱がばられる 。 民間防空の，jli 階、には青年閥、 少年間、 司包括同人閥、

A のイ也男女の各種図惚、義易赤十字l親等ヵ ::I' ，!li1J する 。 啓者及び病院は夫
/ ，

I{jj 空演習の 日は色〆をと準備

をする 。 民間l羽骨量の奉仕 は無償であって之は参加者の義務となってゐる o
lJric 11 Iこわれる演習に参加す

る ｌ のは ｔｬｪ や府賂より給食を受げ宿泊 さ せて ｌ らふ 。 市 街各所に天保カ ｾ Ｙ 長られて 、 キ目 Ｑｩ， 間 並 に司令 部

との! 日He電話で連絡を t って居る 。 j告55坊が貨物車に乗ってゐるかと思ふとそれから少し離に所に術

先天本があ る 。 演習・ ｦ･ 指導するのはｾ＼退役の ｪ 将軍逮で 、 諸役所及び ｬｔｩ 防空ＧｻＮｾ［Ｇ周と袋 ｩ 接な連絡を＿とり

つ、準備 する 。 実習の経過及び空襲の字予報 11
ラヂオで政迭 され、一部 にはメカ・ホ y で遜報され る。

大きなピルダイングには大抵警報HI サイレンがとりつりてゐる 。 ち報によって燈火管市I]! ま極めて厳

特に行はれる 。 燈火包:;kl] は民間防空の h要な る任務となってゐ るのでめる 。市内の或る高い建物の屋

l二から凡てなは、 まだ皆殺をつ
γ げてゐ? こ環状線電車合 I徐げ ば大 J.R);t( ま完全 にIJ f 目黒化 されれことを?確

認し ｾ ｍ こ っ 大規模な照空燈操作 ｩ 町村 Ｔ 行Ｈまれ 、 L.[!_:k をま爆弾が投下されて焼夷磁力
E
投下されて渡来磁の

消火演習、瓦斯磁の防護 i寅脅をやり 、叉叉{ 忽者の運搬や街の交主li i ! f f i 断念やる 、 t:F に主主要なる市街地は

煙幕でj ! 主総される 。 極めて少数の地十去のみが市民周防護室として設備される 。 しかし一般市民は建

物 内に止るべきか、又は
j貨場等に 111て居 るべきか未1:' 一定の きまりはな い絞であ る。 いつも防空演習

の際には電 車や白動車の遁行停止によ って人が道路にあ J 、れる状態である 。 消防補助員逮{ まシルレル

の “ Gl o:k，' に j jJ
l てくる械に 、 火災税務まで長蛇の列を作り 、 日本 の浴室に耐ii へある 約 2 リッ トル入

の木摘 に7)( fei 雨i して乎政 しを する 、. l & によってはガスマスクが丹lひられる 。 すべてが技術的な演符の

1: めとい J 、より は寧ろ宜仰である 。

。 殺して 日本 の防空 演符 から ｲｾ げる印象｛立 、 消火手段の不充分なること 、 及び ｔ Ａｊ民の 認識が不 充 分で

官の命令 には定、質で めるが 、 演習に測 する 自己の列島i力lまま fご持つに到ってゐな い伐 に凡えること で

ある o
之に反して燈火管制の!lxjlcl ま極めて瓦! l f であ る。 日本の各地及び北九州工業地帯、南朝鮮、当時

，Ｑ ， ｬｾ ｊＩＨ ｩＮ立等の 電要地黙 の防空演習は 、 純軍事的に｛立 、 姥火管 制 、 ｩ 高射 砲及び ｈ 青空燈の操作 、 戦闘機によ

る防波等のみでめる o そして民! 日1防空の 問題1;):1: ¥"  姥火管制のみに限 られ てゐ る。演習中工場の勢? 知

名ーはその郁容を離れす・にゐる 。 しかし之は熟練ぜ る待
y，j<苦手納替 を'イf する 二三 の工場のみが 、労働者に

到 する! 紛議言生備を言生げることに なるで めらう 。

それ放日 本では 防空の七要任務｛ま敵機のｾＨＨ録的車産 娘で あ る 。 ＱＱ 本に於 い ては Ｇ ，ＡＱ民にと って遜ￍＡ ｻｴ の可

能性は殆 どないので 、 このことが畝洲に於げる以 i二に重要性 fe 1' i するのである 。 燈火官制、消防及び

: n傷者の救護以外に は 日本の民!日l防空の任務 lまな L、。
ぞれから先は12

・
!eh') ;i! ¥' 常に費用のか、 る府大な

防;進室 fe つくって、 空襲の μ 摂 となる 日本 の工業都市の人口の すべてを7その他の大都市ではその人 1.1

の - i'f sfeJ¥l<容するとい ふ絞な ことで み る。

之に隙! して輿J . k のめ るの は今回の議合に拠出されれ法律の こと である 、 之 l主官胞が従来の防空組総

に鉄陥のめ ること を認め防空の改善を決心しれこ ef e示す L のでみる o この法案は内務、! 湾軍、若手持:

大蔵 、 餓道及び ｩ 慶信の各省力［協織の上内閣法市 ｉ ｊ 局 に提 ｮｾ ｾれ ＱＺ l ，のでみる。
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この法案によれば内務省は防空局 の設置を?委任 され、 且内務大 |烹は すべての民間防空ブ1策会指導し

公共建築物全必要に略、じて逃難所として、使用し、 地ド 銭 に滋縦宅 の設置及ひＧ そ のモ府 ｉＺ ｾ請を 用とし て

は狭すぎる入仁l の煉般公命じ、 工療 に武具Ir 防誕の資材の準備会命す' る等の職情念 {I することに な る。

車 ｩｊ 令として ｾ ｈ され る 害 干 の施行令 Ｇ ＱＧ に は ［ 庄の鮎が考慮され τ ゐる 。

l 、 民間 防空は 内務大阪の 0 1"=0 'iJ とする 。 内務大限は府県系及び市 Ilf[村に潤 して防空 !こ必要なる要求{ c

認することができる 。

2、 政府は防空貨のー古I¥i:' 引受げ、旦防空資材の吹頁をー古¥l 笈帰する 。

入 園の用 に謝 しては設師及薬剤師はその努力及薬t日¥i : ' 無償で提供 する 0

4、 閣は防空の先に傷害を受げ 7二ものに到 し給輿する 。

5、 ｾｉ より源逃されれ専門家 Ｑ Ｑ 防謎閣の組織を引受げ 、 湾代ＧￎＭＧ￬［市 ｉ ｊ ￬ 去 、 主主傷者の救議法及び建物及工

もh- の| 坊空を? 指導する 。

6、 空襲 に院j し流言飛語会燐め 1: るもの は罰せられる 。

こ の法 案に よって 、 ｈ 本 が 今 や 従 来の怠伎をｊｦｾ 返し 、 民間 ｊ ｉ 坊主 主会統 一 的指導卜におくことに努

力しつ〉めることがうか川 I れるのである o ( 小宮賢一〉

支那空軍の盲:威主主による南京路( . 1 -0海〉の惨状、 l 、( 潟

民11南京 E寄新A 公司の1彼:撲の現状 ) ( 昭和 12{fモ8刀14 ト1)  
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都 市空襲

4珪戸

長l
例 (2)の

Hami l t on Fi f e 

ヴヱ・7ベ リンの最後

明 Ｑ［ 界大中 ｑｲｬＧ に於げる一向 ｉ ｴｩｊの物詩 、 ｬＡＡｬち獄 ｩ 逸 ＧＱｩＨ 祭船カ Ｇ Ｎ 自民闘を 全製し れ ＱＱ 干 のＺ古で ＱＹＱＶ イドの秋より ｼ 非 ｉｾ ｦ［

され 1918 {I'  8 月 5 n温 Zeppeline の 空 襲 が 繊 壊 さ れ7このTごつ1: 。

「都市空襲 ｪ の ＳＸＱｰ Ｍ ＳＸＵｰ に ，［ｾ 載せる 宅繋の後 ｚ ･ｰｰ･ｬ ｩｮ lt 1916 {I三の;t. J } U!l ち 9 月25 11 、 10月 1 fl 及び

11 刀27Uの 3 回に百り て England Iこ再び爆磁を投下しれ 3 優秀なる 2 2乏の Zeppel in を失ってから 2 H  

後 の 9 月25Hの空襲では She侃eld 郊 外 を 襲 っ て診 し い死 骸 か 家 の々| 羽に 料 っ て質にひどいしのにつれD

U!lち 28人 の人身カ: 家と 絡 に 燥 喰 され 命 を 失 つ1: 。 然しさFに L 兵伴工坊は何等被害を芸員らなかっ1: 。

この空襲では獄逸似11 は何等損 害 が なかっ? こが然し 2. 3 L1 i去のイ屯恐るべき Mathy が 喰 喰 さ れ れ の だ っ7こ

が夫れに到する 一般 の 評 論 li r白業自件」であると述べてゐ 1: 。

初 秋 の 天 候 lま静 t霊Tごつ1: 。 風 の吹 〈 の を斬 る人達 は毎晩

100肉 入 を 超 えれが風は依然と して不幸にも 吹 か な か っ1: 。

London t: J : 不安と戟傑の交叉せ る中に警戒されてゐ 1: の に

つれ。 10月 ! 日の佼 81時と 9 時の間に Mat hy が 近 づ い て

ｐｉ 灯こ司王がタ ｪ つれが然し今度 ｬｈ ｉ ｾ の 何時しの大略なる決断力

を 鉄 き 何 時 L の!l1I < 攻恨の村惚7こる首都に ー @.線にはi l i ; よ

宇にあちこ ちを? 但旋して地卜よりの砲火を滋げ乍ら Hertfo

ｲ､ ｳ ｨｩｲ ･ の ｬ 二 ｚｅ に 飛んで ＪＱ こ 。 伎 の ｉｉ ｉｉｾｎ Ｚ 12時の| 伺に於て如

何 に 操 縦 して L サ ーチ ライトより枕;れする司王か/ 11. 来ない 1，f; 1

難な目に巡 っ＿こコ皆し ｈ 町民の ｬｦ Ｇｩ二、逃 ｾｻｦｈ せ Ｈｦ 慨 ・ ｊ ｮＺＧ つ ＱＺ ( / J  

第 1! 函・偉大なる指揮者

英 国 空 襲 のi努最も殊効t ' f討てれ指

持者 lま Heinrich Mat hy 大 尉 で 彼

の指搾 せ る飛 行 船[ま W，]. T empest  

中間により 1916年 10月 1 11 に般 Fた

さ れ全長 ｦｾ 組員が船と迩命を 共 にし

1:。

t:' が司王' I ! eはそれと反封 fごつ1: 。

Mathy  は ｃｨ･ ｬ ｨｵｮｴ の ｾｨ に ＳＰ ｦｬ 司の電爆開と ＲＸ Ｑ 開の侍実

磁を投Ａごし ＱＺ 。そして数授は係長池に務ち ＱＺ が ｍｾ 阿波Ｚ守を

ｾＡ￯Ａ へなかっ＿ こが )j で 11. 300 戸以 l二の米 と6 ヱ ー力ーの ト

マ ト 核併のガラスの ［ボカ Ｚｻ￭Ｈ Ｇ ，作 を受げ ＱＺ 。かくしてよ ｾ ;1売にな

っ7二1附T船 11. ｨ 界して泌 ｾｬ 八とし ＱＺ 。然し Ｔ 人の飛行Ｇょが

それを 凡 つりで追跡する Ｚ ｬＡ￬ にｾに ｴ ｬＧ ｬ 査をしてゐ ＱＺ 乍を知らな

かっ ＱＺ ｾ 4 人の rl' の ! 人 W. ]. Tempest 少尉はお115000ゆ〈

の15皮で LOl donの南 京 より飛来し1: 。又 いl市れ1: 従で 足 が

Ｍｬｦｦｬｬ こ ｦ い 、 てゐてひどく勾 い従 ｴＺＧ つ Ｑ Ｚ 。 彼から約 ＱＵ ｮｾ Ｇ ，出 ｉｕｌ

1: .11: ;* の ) j fiI l に多数のサーチライ トカ;一つの 11 僚に 後 1¥' '0 

， ｾｴ＠ 1  HamiltoCl F  yle  ;  Final  Failure  of  the  Zeppelin  ;  War  ｩｮ ｾ ｴｨ ･＠ Air Part 14.  
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れてゐる[ j J : に気力行、J- L 、1: 。その 同僚はよく凡? こら Zeppelin tごつ1:。今迄飛行船fごと信じてm{ f i ! 主粧し

1: 事 もあつれが今や疑ひの縁地がなかっ? 二。彼 11 Zeppelin と交f践する か兎角 それを? 這扮は うとい ふ希

望 を 抱いて Lo"don ｾ横匂 ｪ って飛行して米＿このだ。

彼 の iu設な日験によって所;，1'1 r極端な不愉j ; ) とな時 J ｦ［Ｚ 叙 ｪ をましれ 。ｾ 匹敵の 池 上ｩＧ￭ｦ ｜Ｑ 滋の銃砲の火立たＨￍＭｻＺｊｬ

られ1:
0

彼 l1lij' J i I ' " のか裂する地Lよその L のとし いふべき中をj j ] i 1 J 抜げて次第に Zeppelin に近づいて行

つれ。そして ｍ ｡ ｴｨ ｹ が主主初に敵を凡 ￭ｈＱＱ こ ｬ 侍 ｾ ｉ Ｚｌ 、で煤磁を ＿投 ｬＧ し Ｗ こ 。 然し 地 ｬ 二 よりの砲火の ＧＱＧ で飛行

が悶 ｙｩ ￭ ｾ なるにもか、わらすＧｊｩｉ ￮ Ｇｩ Ｑｩ｜に近づいて来る温跡者自ヶ迫挑 Ｑ ， ｚ ｊ ｾ ｦ［ ｱｬＧ ，Ｊな ｉｊ 、つ Ｗ こ。

ヱンヂンに燃料を機滅的に供給するＱｬＱｾ 紛 ポンプが 止 つにので彼は乎ｪｉｪｉポン Ｗ ・ｾ使用せねばならすＧ 従
って他 の何事 L 片子でせねばならなかっ7こ。 幸にも地ヒ部隊の砲火より逃れる事が : H*1こなと糸 1村 、

7こ時 Zeppelin ; ) 也、いで、逃れ去らんと J 二!i l・しれo ｾ創立 ｚ ･ ｰｰ ･ ｬｩ ｮ 目泌げて武直に健岱をしてやらうと決 心

し＿こ。彼｛立近づ い ＿二時 ＱＮｲ ｾ ＭｾｾｾＱ ｻ･放ち主到し 、 てドを通過し＿二時に ｌ う Ｍ ， ｾｩ 担金放っ＿二。 それから彼は機尼に

坐り総ての燃料を供給し1: 。 そして全部供給し終らね宇" に火き な文那挺: k T の伐に '1'が! f 1 . 亦になっ1: 気

艇を凡? こ。その時的( 対日 断念なめつ〈して飛行船は20011)( 1， 吹飛ばされ火の塊となって締り務ち殆んど

第 2圏・ Ma t hy の最後

Mathy 大)，¥H日祁のL 3 1減カ =1916イド 10月 l 日に灼に包

まれて務 ｬ Ｇ し ＱＺ Ｐ この Ｔ つの ｾ被せるお挺は ｲ ｛Ｑ ［Ｑ 侍の ｈ
i駆 者 ( Marine  Paint er) が撤つにしので寂J めの泌氏1: 1 : 飛

行船が裂か? 始め 1:E足、 2 番目の li ! f j . 逆秘に念下せる蕗

3 苦手! d lまー祁分が瞬間的に組綻しれもの、最 後 の は 形

な き'，'1草!ll が地 上 lこ昨げてゐ る慮でみる。

i或茶々々になって了つれ。彼は今に L

:tf l に岱込よればせねかと思ひっ' > & flib

みの状態になり乍らふやっと fι 殺範悶

より ＩＱ えする ｾ｡ｱｬ ｬ ｐｬ ＼ＱＺ 。そ して不 ＱＱ ，ｪＧ［ｻｽ

してひどい苦耳石と固まひとを感じ疲れ

切 っ て 〕 つ1: 。然し彼の仕事 l1:ii h さ

れれのた' つれ。最早刊号行船指何者( 土一

人 L 居な くなり Zeppelin による危険は

殆んど解消され1: 。

2，3 の他の飛行船による 空襲があつ

れが殆んど総て宝聴者 fl!J 1の災 :tf に終ツ

?こ。 1916{ド6 月 17 11 Zeppe! in L  ＴＸ ｾ 氏｛土

L. p， Watkins 'I' !i if に Herwich の近くで

射決 されれがそ れが火を設して緋 ち Ｇｾｦ ｩ

めに i時そのヨIHJ l的 校i妻は海に務ちると

ｽｧ って念式 、 で Ｇ Ａｕ い Ｉｊ ｦｬＮｾ脱ぎ姶てれが然

し地上に墜絡し Ｗ このでその ￭ Ａｴｩｦ激のｾ，＿［ 2  

人の機闘士と将校の ! 人 t:' げがとi二竣つ

れのみ fごつ1:
0

そしてイ也の来組只の全

，ml ! 殺 され土。

191 7年 10刀1911 1こZeppeI in 飛行船隊

にとって更に激しい Ｚｲ ｊ ｾ が起つ Ｗ 二 ｯ 1! j) ち

ｉｉ ｾ の空現船の内 Ｔ ｬ 霊 ＱＱ France で 失
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第 Ｕ 圏・ ｌＳＱｾ 農 の 至宝骸

1916年 10月 2 日の佼明 Pott ers Bar の封' に絡み合って畔げに'骨粗が横1:

わってゐ? こ。 ZEに向 って波せこげ て;立ってゐ ? こ木のよ lこ落ち? このた. つれ。

その法骸は専門' * ・の調査が演 むまで兵士によって守 られて ゐ1: 。

ひ他( j : yJ 立国に於て破燥され 6選{ 土紛逸へ蹄って行つ1:。

一一? で - 1

彼等は 1". として天候の{際件がが〈で敗北 し? このた'つ?二。 北海上は比較的静磯で 10目 000択の高きで は

JI 佐聴い北商の微風が吹 いてゐれのた・つれが地上部隊の砲火を逃げる然には 20. 000 I沢の高さ に上昇せね

ばならなかっ Ｗ こ 。 然しその高さでは風は大風のほな怒さで ｉｖ｜ｾ 、てゐ ＱＺ 。

J i J r 謂「波紋」の空襲の| 笥に Piccadill y，Camberwell Li wisham， Hither  Green 等の Loコdon area に爆強力t

投 ｆ され Ｗ こ。空襲せる ｚ･ｰｰ･ ｬｩｮ により ｾ ｉ 起されれ著しい災害は ｃｨｲｯｮｯｬｯ Ｎ ｩ｣ Ｎ Ｑ Sequence の296ペ ー ジに

設かれてゐるが その ' 1' には I1翠の笠漫飛行船の '1' で最 L J k 威を持 つれ L 45減の W. KりlI e 大尉によっ

て破磁の詳細が漣べられてゐる 。

L ondon， Pi ccl dill y， Ai cus の Swan 及 E dgars の呉服広の外部に均年十されれ爆協は従 の11時半に爆後し

1:。その時間 は劇場に行つれ多数の人が対宅 する 1時間 Tごつ1: 。 多くの悲惨事の中で代表的なものは校

い 兵士の ￡ 漣の ｉ ｈ ｾ 司王 ｔ ごつれ 。 将校に任命されて喜んで家に腕' > t悲と討婚者 h. ' I b れて劇場に行ってd i I

ｩｊＡｩし ＱＺ Ｔ ｊ ｪＺ ｾｪ ￯ｩＳｬ ｩｊￍ ￺ｩ しれの ｔ ごつ ＱＺ 。 げれどし幸耐なるべきタ( 式会く悲劇に終って了つれ。 3 人共殺されそ

の上少女の惚は滅茶苦茶になり i11 f . 彼女の持つでゐ? こ資右で彼女である事が殻城立てら れれ位Tごつ1: 。

その時の空襲に於げる公衆泣難所のＡＡｩｾ［主力 Ｔ 不充分であっ ＱＺ ので ｌｯ ｮ ､ｯｮ の南及西の地ブ ｊ では夫々幼

稚な防音速闘を組織し漣難所を投げ 1:
0

Camberwell では Whi t e Mi neral-Water 工場ーが賛しいごみとみしれ

地方 の多くの人々に到する空襲 ｩｬ すの滋 ｾｩ ｦ ｕ 引の一つに笠 Ｑ ・てられてゐ ＱＺ 。 又 C.mberwell Albany R曲 d の聖書

者 は遠方の ｗｨｩｴ ･ 工場に泣 ｾＱｴ ｬｬＧＮ米 ￰ｬ 封切 ｴ の人 々に 自分の米を滋難所として従供し ＱＺ 。 数令の牧師 ｌｗ

空襲に華社する乎慨をせねばならな1 ! ' つ? こ。 数合やf曾1刊のみ1士伎 でし注で L 併1欲し て保附や他の助手力;

l妨;ii!i につとめ 7こ。

Camberwcll の人々 1 : 1 9 月中に は空襲がどんな恐しい L のかと いふ事営惚験し 1: 。 市 民 を 全 く 恐怖せ

しめに先人々 の多くは l必要もないのにあはでふれめいて漣ilifWr に逃れれりしれ。 それ故に安 i l H出来

なかっ?二。 C. mberwe!l では空襲替報の市IJ l 交を組織し11党総に行かね人達は従遁し瞥報係として配備され
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自信 4 圃・ Zeppel i n の最後め美園空襲

こ の 地 図は ＱＹＱＶ 年 Ｙ 月 ＲＶ 日 より ＱＹＱＸ ｾ ｆＭ Ｔ 月 ＱＲＭＱＳ 日 の空襲誼 に英図 の上

ｾｻｦ飛ん Ｗ ご飛 行総の進路を 示しれもので ＱＹＱＸ 年 Ｘ 月 Ｕ 日 最後の ｚ ･ ｰｰ･ｬｩｮ の

空襲に於て Stras3H が乗船しれ L 70践が Ncrfolk で燃えて墜落し1:1時には

英国の海岸を繊旬j つに飛行船は←つ もなかっ7こ。
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鏑 5 圏・三人の勝利者

是 等 の 飛 行 家 は 大 戦 中 央 l麹上空 で H 互のdgfr飛 行

船 営射落し? こof t は F. SONey '-1'尉 で L 32放 を 1916

' 1"9月24 日に射吉正し? こo rl' 央 は W. しeefe Robi n旬 n.

V.  c.， で 彼 は S L  ｉｉ ｾ 虎を ＱＹ ＱＶ Ｏ ＼ｪ￶ Ｙ 刃 Ｓ 日に射落 し れ

右 は w. 1- '1  empest  rl' 尉 で 彼 は 1916年 10月10 f:l L  

31践 を射 落 し7こ。

第 6 11i ・最大のZeppeJ i n

止bE包に飛んでゐる Zepp. ｌ Ｓ Ｙ 披 ＨＱ 大戦 ｲｬＧｾ 必逸で

作 製 されれ最後の最も大きい飛行船である。 1917

年 4 月 16 f:I の 失 敗 せ る 猿 喰に参加 しに 5 つの船! 泳

中 に 参 加 し れ の だ つ れ が 不 幸 に L 風に耳目箔されて

爆 混 を 海 岸 に投 ドしにの みで{，可等物 質 的なi害 を 輿

へる事がＯＱ｜来す・にオメｼ到に引、返しれ 。 ほんのみ ｾｬ 到に

到 着 し て 1 I時間 牛 の 後 に は海 峡 金横 断 し て 郎 還 し

て 了つ れ の だ つ れ 。

墨

iiiI可申咽町一ヰ中111時持需品 - . 司司
ず

|  

しか、つれがAt去はむ

しろ不規則なコ - 7--{t'

航 行 し7こo ｌ Ｓ Ｙ ｾ 演が 、

Compi己gne _l二空 に 到 着

しれ l時10.000i ! Rの高度 可

で飛んでゐ7こがエンヂ

ンを羽、抜かれ や っ と の

司Lでコ ー ス{ t ' ffl /c:j f して

ゐ? 二が France の地 t

官官隊の砲火により準落

されtれとなって1f nごし

1: 。 そ し て Ko:h や 線、

ての他 の 来組 員 は {iy殺

され て 丁 つ れ o ＺｦＮｾ民は

遺産墜され1: 巨 大 な る 法

官五である。

XI  1  1 2  

や り 十 もγ - 一 .  

第 7 圃・ E 大な遺骨霊

Kock 氏が L 39獄 に

乗 組 ん で 海 吹 を 横 断 し

でも長 Di eppe 上空 に さ



を?凡 RMつ?こ。

答察やf貨の Il}{i 親者と連絡を? とってゐる数合の牧師 によって空襲警報が後せら れ?こo totJ もなく敵飛行

船が Reigat e迄近づいて来? こ。Cabury Road の牧師の家の上には空襲五? 報す・ る先に 赤い灯が揚げ られれ

牧師の家 に赤い灯が揚げ られると 巡羅隊の者が滋難する先に人々を回限し? こ。

1917年 10月 19 円の夜赤い灯が揚げられれので多くの人身が聖書者の手術室にi!1政lt し土。 そこでは 16名

が牧容されてゐ ＱＺ がその家に爆 Ｑ 躍が吉年下し Ｒ 名の子供は危筋になり子供ｾｊｬ［ｉ ｊ げんとしれ母はひど い 傷

を受げ? こ。 魚のフライを買ってゐ＿二底 ｌ 燥墜 さ れ主人は何時 ｌｾ 難所に行くの に その 伎 は戦 地 より %iI 

つに友人の? こめ に集合を催 してゐ? 二。 そして 8 名が殺 され7こ。消防夫巡査その他 の勢働者が破起草され

れ建物より生存者会救出する作業を綬げ? こが、 1't' 々困難な事でその家の IS歳 になる息子は最もひ どい

死 ｽ ｊ で 、 深〈埋められて了つ Ｗ こので尉版物ｾｊＦ除げる事 ｌ H' ，9! となかっ? こ。 然し絡に軍事者や消 防夫など

によ って小さ い関口を利用して作業を綴げやっと子供を見付げ出しれが% U: ll 宛が一本とが現れれ。 醤

者 は酸素 とモルヒネを奥へ、 一方救助者が寵燈念日賢しその明りで消防夫が土を掘っ7こが救助の 仕事に

時間がか〉り掘出されぬうちに死んで 7 つ7こ。

Whi te F  actory に滋縦しれ人々の家はほと んど破泌さ れれ。人々が滋革i帥 i' {!? I-I'J て始めて、 その エユ ー

ス営知つれが、 ｩ 締人は自分の 燐げ れ家 の 前に来て 金 匂 ｡ ｾ 躍をめげて歎き悲しんだ 。 ＱＰＰＰ 名以上の人 々

が 111与に家を失ひ食物や宿舎を都合せねばならなかっ? こ。その従今 11支 HitherGreen Glenvi ew  ROad の

にL 4S獄により爆溜が投下されれが 6 室より成 る 2j 閣の住家が各々粉伴 されf ! 1l 死 12名と叉傷者9名念出

しれ。その '1' 2 名は重傷で短時間の '1.' に死亡 して丁つれ。

ＱＹＱ Ｘ 年の初め頃には 猫 主主飛行船の威嚇 はその 絡に近つＧい＿こ 。 ｬ 月 Ｕ 日 Ｔ ｾ 産 の ｚ ･ ｰｰ･ｬｩｮ . !: 1窒の Sthutt e-

Lanz が突然格納庫内で破撲 されれ。そ の炎重苦的IJj : 件につ いてJ長官局者は「捕逸飛行船の火葬 J 1ごと 詩

つに。そ して亦8窒の新し い飛行船が主主迭さ れれが失 lまれ1: 力を補ム司王が1i l 9! ミなかっ1:
0

3月12 日3翠の

Zeppelin は Hull 及び Howden の上空を航行しれが大しれ trl 告は受なかっ1: 。次の従 West Hartlepcol  /1;  

空襲されて 8 名 の死者と 39名の笈傷者全出し1: 。

1918
1
p  Ｔ 月 ＱＲ 日 ｓ ｾ ぎの飛 行船が ｓｴｲ Ｆｳｳ ･ ｲ 自身が指 揮 し て 凶のＢ， 占 ｾに 毅Ａ殺し ＱＺ Ｐ Ｑ 妥は ｌ｡ｮ｣ｾ ｳ ｨｩｲ ･ 迄

L 行つ1:
0

Bi τmi nghamや L incoln が爆盤されれが Wi gan 及 そのF付近でも問般の被害を?受げに。そ こで

は2. 3の小屋が破反さ れ殆んど 10t 近 くの爆弾力;投下 され 7 人の死者と 12人の叉傷者金山しに。

最後の Zeppeiln の空襲は 1: Ｑ Ｘ 年 Ｘ 刃 Ｕ 日に開 始され＿こ 。 ｓ ｾ ぎの飛 行船は ｓｴｲ｡ ｳｳ･ ｲ が再び指揮して出

資し 、 共闘海岸に着く迄に Ｒ 隊に分れれ 。 Ｓ 窒の 組 は午後ｾ I時4う分頃 Croner 上空に現れれ。 Egbcrt

ｃ｡ ､｢ｵｲｹ 少佐が彼等ｾ攻 Ａ墜 する錫に ｙ｡ｲｭｯｵｴｨ より D.  H.  4 に来って上昇し?こ。彼は Strasser が乗って

ゐ＿ こ ｌＷＰ Ｕｊｊｬの ＶＰＰ Ｑｊｔｾ 以 内迄 Ｂ Ｎ昇しれ 。 偵 終者 ｒＮ L ecki e 大闘が敵の船首を狙って銃舎はなし7こ。大 きな

穴を船穏に受げ? こ不湿な飛行船は Cromer ｾ去る需 品 ｊ Ｘｮ ＱｬＡの 海 ｲ ｬＧ にＺｴｦ ｪ の塊となって急［降 ← ドし Ｑ Ｚ Ｐ Cadbury  

少佐はその飛行船 について「飛行船は約 3 分 IS砂で後遺し大きな料消 !J ;/ ｾ＠ (j，骨組より 分離し、約 7.

0001J ) ¥ドの街雲の中 4こ務ドしれ様に忠、{ まれに。 イ中ｼ品 Ｑ の迩命を 見 て残 り の Ｒ ｾ の ｚ ･ ｰｰ･ ｬｩｮ は速か に束に

ま盤E告を軍基へ高速一力で進んで行つれ」と報告し てゐ る。

次 いで Cadbury 少佐は L6S獄を攻! 墜しれが成功しなかっ1: 。その l貯は銃孔が主主って銃を使用する 事

が出来なかっ? こと基地に蹄って報告しれ。
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Zeppelin L  70裁の破媛は

猫 逸にと って大なる til 失 Tご

つに。そ れは海軍飛行船隊

に最後に添加されれもの で

7月8 U に任命 され1: 許りだ

っ?こ。 290馬力の Maybaoh

ヱンチ ンを右し最高級の強

力な Zeppelin で大戦中作ら

れれもの Tごつ7こ。それと 同

時に猫逸飛行船隊0: え抜の

天オ 5trasser ｾ共に失つれ

事も大なる凱失Tごつ1: 。

他 の 2 室 の Zeppelin L  56 

械と L63獄は海岸の溢か南

方を?械切って、午後 911与に

Yarmourh の: i l i : ( を飛んで

ゐ1: 。彼等は Norf-folk 上

世を航行し L 50費量は L owes

toft ' I t : ' 遁過しれが指揮者は

それに気付か十患に爆5認を

浴中に投下しれのみどつれ

L 635 J ) l は何等重要な役割を

演じ なかっ 7こ伐に思 はれ? こ

是が敵の Zeppeli n が英図

ｌ ｾ 岨 ...... ｾＮＺｷＺＺ｟ Ｇ西 ￦
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第 Ｘ 圃 ・ 再びｾ袋された ｒ｡ｭ ｳｧ ｡ｴ･
最後の ｚ ･ｰｰ･ ｬｩｮ の空襲は Ｑ ＹＱ Ｗ Ｆ Ｑ ｾ Ｖ 月 Ｑ Ｗ 日に ｒ ｡ｭｳｧ｡ ｴ ･ に行はれれが

その時掲逸海軍飛行船の Ｔｾ 歪の中の ｬ つが判の ＲＱ 時頃に海港に燥閣を投
l、しれ。その爆弾の l つは Al bfrt 5treet  に務ドして2. 3の家営破泌し

れ。上( まその跡で左はそれを「ク ローズア ップ」しれものでめ る。

- V 71  の上空に最後に現れれもの

Tごつ1: ，平和が締結 されて

10年後 Graf Zeppelin が共

闘の島々を7親 善の目 的で訪

れれがそれを凡1: 人々は恐

1怖よりはむしろmo1il毛のH混合

d  以 て眺められ7こ。( 森口済〕

第 9 圃・無情

この詰ｾ if1， IまAlbany Ro，d  

C. mherwell の秘書を示

してゐる 。そ のi時この

ｬＺｾ で Ｕ 也ベ＿こ し め 放が 、
Cricklewoo:l ， Picc丞dilt y

Cricus. Camberwll e 及び

L ew;sham等に爆開を投

ドし? 二。 これは 300 の

燥湖による被害であ る



置自己的済経の
印式

イ 可

h 宜合

同銭

本文は Engineering News- Record 1937  Sept ember  2 に G eorge Booss 民が「悠カ通路と経済緒

主題して主主べられれもので 、要するに鍛匂・床組の梁函日位

同

的床組 Stress Paths  and Econo刊 cal F  rami ng  J  

この床組 の餓骨m盆を滅ｾ種 々に 主主へて 、 総力が最 ｌ 近い遁を＿通って支持物に達する力法を見 ｬｾｐｊ し 、

じゃうといふのでみる 。

梁西日程の位置 、 カ ｉ む といふ ι 守のをづ ｪｾ

に第一 に考へなげればならぬ。 そ うし て自然的 に最も経済的 の西日置と いふ ものが認まれ る。 これ を経

済的に するに め に は 、 支持物に荷重ｾ傾注 するに要する 繊の盆を最 も少くすればよ い のでめ る 。

鍛 Ｇ ￬Ｇｪ Ｇｩｦ￬ 建物の床 、 或Ｈま餓 Ｇｾ ｬ Ｇ ｬｕ 橋 ＳＴ の床を＿殺 ｾｲ しゃ うとする ｩ 時 、

し力、

ウエツプ鋲の最小wに謝 する仕様"'.! ，t の制限とか種々 の司王がらを考し美観上とか、床高さの制限とか、

へる場合Ｈ抹笠宮撃的といふ さ ｪＺｪＺのみ考へる洋に Ｈｩ Ｚｪ子力、向 。 床組 の経 済的 配置の研究 に は 、 ｦｦｦ 悠カ立 ｬ￭ｾ 在 ｓｴｲ ･ｳｳ

PathJ が大縫有効である 。

第 l 闘 に示しれ L のは l' が悦道成( 立主主路 にな ってゐ るス パ ン6UIlJ<、幅 8uJ_I J ，zの橋の餓' 目・骨

その| ‘ の鍛骨床組 のA とB の二 つ裂 の配置を? 考へてその又否会列島i床版は餓筋コンク リート 巡ーとし、

今床閣の単位J uih' i Iこ働 くllil 定、h' ( ，附苛重の利 金ム A にて夫 lまし、 A 型 B 却 の二 つの床組 の同しゃう。

じ場所に ム A を働力、し めて考へやう 。

1  J  ａ ｾｑ の構造 に 於ては ｢Ｎ ａ の荷重が棋大 ｋｌ に ｾｾｩ 力 、 曲げモ ー メン ト をＧ 走塁 し 、 これが小 海 ｇｈＮ

に ｲ ｾ ｾｬ ｩ IJ ¥これが叉 E F.  ｃｄ の大 梁 に ｦｾｬ ＺｴＮって 、 こ の大梁から漸〈最後の支持壁に縛ｻま る のであ る 。
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曲げモ ー メン ト、 ｾｩｬｩｉ ｩ カは大梁 ａｂ にのみ起るのである。
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ｂ 型 に 於ては賂カの立 Ａｩ ｾ在ｻま Ｑ 直 接 でめって 、

B 型ニつの橋梁床組。第 I f函

のム AI こ封する感カ通路Ij: A 型のも

のよリ短い。感カ遁路は斜線を51い

てmす。

今若し吾 々が、各々の jJ ，}合に j冷て

梁) ぷ{ e主主 L 経理専的 のものを定め ると

仮定 する ならば、梁 A Bを経て支持

決 E F とC D とが組合: 1m' に到して、 曲げモ ー メントによって荷重を体達するに要する鍋の所要企 I:t. 、

はきって同じ1I T f 1 l l ff 停注するに要する所要盆に等しい司王は明かである。然る にA 型 に於て は桜太 K L 、

このA 型に於て J!iJl，、カ遁E告に付げ )J 日へも れれ根大小Z廷は小梁 G H、 1  J が刻、荷 _fJiの f![VJ きを受げてゐ る。

乙れ によ って B却がより経済的 でゐる事がわ か る。ａ 却の鋼の 所要 企の＿＿き ｺ ｊｾ を＿ ， 支はしてゐる 。

イ也 の線、ての事情が 同ーならば、床組の話国式( まWl.位一凶憤上の例! 選から吾 々は一般に次のごJj : が云へる 。

X I  

換言すれば最

1  1 5  

に 的〈マ Ｚ ｊ ｬｉｊＺ［ｉ［［ 、 彼等の 支 持物に最も泣 ｊ 去 に Ｈ ｾ ｦ は る ものが最も経 済的 であると云ばれ る 。

も経済的な床組 I:t. ff 忽カ遁E寄の最 L 短かき L のでtちる。



この際カ遁絡を最小にするとい ふ原理は、勿論常識である 1;; 、 筆者 は今迄に印刷物の 七で この司H !:'

2日載し7二のを? ま Tご見7二事がなし、。 故にこの原理の重要 さを理解して床組 の総明な る選俸をなし、かつ

て単なる列島i: b にょっ? こものに理論的基礎金奥へ、 技術家言者凡 の幾分の手助げをなさんとす るのであ

る。

程のある場合は如何 上述と 同 じ考へブ ￭ｾ Ｚｭ 2  (  a  ) 闘に示す刈暗柱列の用ひられてゐる床組に路用

して 見 ゃう。単位 ｬｩ￭￯ｦｦｩ の荷重ム ａ ｾ 第 Ｒ ( a) 悶の 任意の当初「に働かしてみや う。その惚カ通路は闘に斜

線を号 1ｾ、＿ こものでめる。 第 2 Ｈ ｢ Ｉ 闘は床組の西日置な鑓じ枝 問 を ＳＳ 択から ＲＲ 日 ￯ｾ に減じれ ｌ のである。

図かもわか るやうに曲げ作用を受げる小波の長さは雨製共同一で、 ￰Ｎ ａ ｾ 柱に ｦ 事 達する大梁の長さは

( b) の務合はκ にな ってゐ る。故に その大梁の所要鋼材は(b)の方が少 し、。倫その上に柱断| 商の許容最

小形とい ふ事堂考へ に入れな いならば、 鉛直床荷重のま息計が皇室じなげれば 、 柱の盟主ｾ増加してい柱

に要する 鋼材の総量は少しも増加しな いといふ事を知り 得る。

第 2 Ｈ ｢ Ｉ 闘に示 す床組 ｬ まム ａ からの Ｑ ［ｊ ＮＡＱＡ ｾｦＡＯＧ｛ 達 するに 大梁の長さを減じれのみでなく 、 スパンが小

になる事によ って全校 とし て曲け'モ ーメン トのi立を減じ、 それによって大梁の単位長さ に華社する鋼材

所要丑をも減やる 。

第 2 圃 牲 の あ る 海合。 ( b) に

示す方が癒力通路lま短い。 ( b ) に於

て柱の所要鋼材Iま噌加せず、大梁の

鋼材lま濃ずる故経済的である。

r  

.

斗

l
『

ど一

7

十一

h

辛

+一

h

』

l
r
ト

癒力通路の重さを考へた長さ W cighted L engt h  of  Strcss Path. 床組のより複雑な るも のを考察す る

場合には単位ＢＱ ｭ ｢ 互に 働 く荷 重￰Ｎ ａ ｾ 、 最後の支持物に ｩ きする迄 、 多くの昔日材上を移動せしめて考へな

げればならぬ。この場合には略、力遜路の屯: さを考へ7こ長さ Weght ed  Length ｾ考へる必要がめる。こ

の必要性は次の事からわかる。 60 択のスパンの中央集中荷電を陣iきするに要する梁の単位長さ に要す

る鋼材は 30 択スパンの同一中央集 rl' 荷主宣伝保; き するに要する L のより大である。同絞に梁の中央集中

荷 重 lまスパン) I i 鮎に同一集 中荷重の働いれものより 、 それを支へ るに要する単位長さの鋼材を多く要

する。小梁、大梁の場合に於ては貸別上斜、ての荷重のか、りブJ に到し、 r!. 央曲げモ ーメン トが笥iIfii決

定の係数になる。 但しこれは その古 ｬ￭ ，ｦＭ Ｎ，ｪ ＮＱ［［ＡｊＡ ｊｾ￭ カにき到し充分弧〈 、 断 ｉ ｦＺ￼決定がモ ー メン ト のみ に よ る 場

合の誌である。

小梁、大梁の断 l可決定に於て フランヂ断面積法( l a I i[ f : u二次モ ーメントを用ひねもの a =旦 式 〉 を 用

fd 

ふ るな れば、梁の 任意図ilfii の抵抗モ ー メン トは 7 ランヂ の断而wと淡の有効丈に比例 する事を知らう。

放に 7 ランヂ の断 i首位l主大梁のm: さを定めるに陶係があり 、 抵抗モ ーメントは梁の単位長さの重量に

比例する 。 吾 々は上漣のJJ; から次の原理主? 導く事が来a.'Jる o Jl IJ ち. 賂力通路の単位長 さに就 ての重量

は梁の中央モ ー メン トに正比例して導かれ、 これ は梁の丈に約しでは反比例する。
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リ -417王手司丑工

一τ 主 主
D「RJ 6i f ン' 官官一一

. {， o'一一一一・4 一一一 _ _ 6σ _.__. _一一一+ 一一一_ {， o'. . ー一一ι ー一-

第 3 ( a) 闘は最近 エユーヨー ク市

につくられれ高架道の床組であり 、

主i E  

W 向 砂. .  

6 久 II五桂出品

第 3 ( b) 闘はこの後変設計でゐ る。

第 3 ( b) 闘 は性に狩す るJ!i.ft りのr@; 主

ー- - rーーーー一宮ーー一一

'  

。

匂

一一

がより直接で、第 3 ( a) 図の主11 < 惚

-
il 時

カrl i J . 達に複雑 さがな い司王から経沸 的

である事は一丸 しで わかるが、夏 に

片4

際力主H 奇の重さを考へて これを説明

してみやう。 今 b. A、ム B、 ム: C  {e 

単位 面積に働く荷重とし これを ( a)

( b) :l'1i の同じ場所 に働かしてみやう。

第3 ( a) 闘に於て単位百肢に働〈単

一
色I‘

位荷重 は種々の熔力主H 寄金経て最後

の 支 持 物 柱 に 俸 は る の で あ る が、

J ‘  

， 
，.. - ，.土L

ー骨、ーー

、、、

B 向 、

ふ

目。印

ト ー Ｏ Ｕ Ｇ Ｍ ｾ

ー斗h一一斗

E  

T←一一ー. 一一一ー一

句

ームーー一一一

(  f! iJ ち

任 意 の告発

一一-- - 6 0  _ .  - -ーーー↓ 一一一- - - 1i 0 一一一一- -1-- ーー ＶＰ Ｇ 一ＭＭＭ ＭＮＺＭ ｾ 九日
{ 品}

第 5 圃 床 組 比 較 ( b ) [ま20 70の鋼材を節約。

のスパン rl' 央のモ ーメン トは南端反力のうち 小なるものにス パンの半分の長さを来じて件られる J ji は

この制合{ e[Q;1j に示しであ る。

A 、 B ヘメ、 C へ% 等〉、

明かである。 こ の 言 Ｑ ・ ｾｻ･しれのが次の 茨 中の中央モ ー メン ト Ｈ ｃ ･ ｮｴ ･ ｲ Mo ment ) の項である。

関係重さ 部材長

( 2) x ( 3)  

( 4 )  ( 5)  

0. 3 13  30 

0. 078 60 

0. 078 60 

0. 078 60 

0026  60 

卦 _ #堅、力主主路の主主さ

ロl ーを考へ? こ長 さ

0. 156  60 

0.078  60 

0026  60 

ヨ ふ一陣、 一 力主Ａｩｾ在の重さ
n' ーを考へ? 二長 さ

ムA に到する熔力主H 寄の重 さを考へ? こ長 さを? 定め る茨

ま 中 央

部 材 モ ー シ

( 1)  ( 2)  

{ A  B  ・・・ ・・ ・・・ )/， X 15 

I  CD. .  ・・0 ・・メ x 30

3  A  ｾ＠ H  J  .......... .. l1 x  30  

I  C  E  .. .. -;'" :;10 x  30  

l  0  F  .  ....... }i6 x 30 

部材の考へられ

れ電さ ( 4) x ( う〉

( 6)  

9. 39  

4. 68  

4. 68 

4. 68 

1.56  

梁丈 の

逆 数

( 3)  

与を4 '/

ろえs

"  ＢＧ ＯＮ Ｑｾ＠

"  'i 7::! 

折2

=24. 99 

9. 38 

4. 68 

l う6

1.1: .， 

i  1:-> 

..  
γ 1 2  

"  て17 2

A

U

A
U

n

U

 

内

4

J

勺
、

J

司

令

J

x

x

x

 

d

A

V
加

M

G

D

F

 

A

C

E

 

，
1

1

1
』

喝

』

P

1

1

ι

、

n

D

 

司

令

J

=  15.  62 

上炎 には第 3 Ｈ ｢ Ｉ 闘の 床組に於げる際力主 ｩ￭ｾ 寄 のｩｬｬＺさを考へ ＿こ長さが短いと ｌ 、 ｊ 、事Ｑ， 1-- に示さ れてゐ

るo f!iJち 茨 にて明かな如1 <  ( a) 闘のもの 24. 99、 ( b) 闘の L の 15. 62 でめる 。

然しム C につ いて同 僚の 育 ｉＧｾ ｻ･ 闘 の ム ｂ に 就てなすとこの舷力活路の重さを考へ＿こ長 さは 等し ｌ 、 。

は第 3 Ｈ ｢ Ｉ 闘の ｪｊ が惚力主 ｈ 杏の重さを考へ Ｗ 二長さは短 ｌ 、 。 以 上の Ｔ ｊｾｉ ｊ＾も 、 第 Ｓ ( b) 闘に示しにも のは最

も経理事的 のものでみ る事がわかる。第 3 闘の立nく設計する なれば第 3( a) 困の設計 よりも質に 2070 1，鍋

X I  

材 { e 節約し得る のであ る。放に吾々 は第 3 ( a) 闘の虫1I ｾ床組はｬＧｦｌに経済といふ黒占以外に重要なる要素の

1  1 7  
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周圏に支壁を持ち中間柱なき床組 ( F rami ng  a  F oundal，o!l ｏｰ ･ｮ ｩｮ ｧ Ｉ 次の 第 Ｔ 聞 に 示 す主 ｉＡｾ セ照

MN O P が わ l沢x 100 lij"( みる床組合例に とって考へて凡ゃう 。

第 4 圃 ( b ) に示す康組の端の梁の方面を塑じたものが ( c ) 圏である 。 ( c ) 1ま6 8 、 L¥. D の感カ

通路が短い。

床 は コンクリート床 版 とし 、 金術重は ＲＰＰ 封皮毎 ， Ｒｆ ＢＩｊ ＡＡｊＨ 、 ｲｬ Ｇｬ日 ｉ に は枝を ｾＱ こてな い ものとする。 この

官条件におし十 rl' 九人迄、 Ｈ ｢ Ｉ 闘 に 示 す 如き梁西日置をなすだらう。然し之に到してＨ士 、 支持ＮｾＦ と多くの

荷重面積との般力通路を考へる司王によ って、 ( b) 闘の床組 の経演がJ なりや否やに鎖して は疑義があ

る。 ( a) 闘 に示 す貝11 ｾ ム ａ 、 ム ｃ の個 所に単位床 荷重金働かし ＱＺ 場合は 、 第 Ｔ (b) 闘 に示 す L のは最

も短い際カ遜路 営経て支 持 ｾ，ＧＱＧ ｍ ｎ 、 ｐｏ に俸はる 。 然し Ca) 聞 に示 す虫1I きム B 、 ム D の刻市個別に ャ;，I

重 が[動 く時、械の方向のみ に荷1宣伝情i主せしめ るの[ 主、 N O、 M P の支持陵台ちょっとも役立?こ さぬ

司王となり不経務の間置であるといふ司王 li 明かである 。 この先には第 4 Ｈ ｣ Ｉ 闘 に 示 す立 ｉｉｾ 西日程 に なす ｪ ｊ

がよ L 、。カ ー〈する事によって所要鋼材 会 8 メ減じ得る 。

第 4( c) 凶に於て li 左右の支持曜から 1O!IR ｴ ご げは縦 Ｚｩ ｩｬ 向 に小漢を西 ｾ￭ ￬Ｑしれ ｬ ｪ｝Ｚに河口され Ｗ こ ｌ 、 ｯ 1: 守主主を

受げてゐる 箱形のー師積は周回の ili 液 !l&TX; li 設に支へられ るべ きで あ ると L、」、事 から 、 この床組 の坊合

端のブ3の荷重を7允 布の墜に持? 二すやうに床: 交を縦ブ% 1に同日佐 しれ事 I:J:有利である 。 斯絞な 問題 l ue際

の場合に多〈 災ばれる 、 第 5 闘 に於て L の帆W Iこ到する' l i U1与を最も経機的に定める色い ふ事( ま橋治 家

建築家に ｾｴ して大 いに僚組 め る司王 でめ る 。

ｻ･ 導き ｾｈ さう 。 こ の一般理論の式 ｲｬＧｬ こは ｗ 、 ａ 、

N

斤

L

同

日

阿

川

1

v

v
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ふ

れ

V
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l

l

i

-

-

-

-
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ι
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l
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-
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札

附

4

叩

寸
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寸
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司

王

一
一

-
一

一

一

一

一
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寸
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ド
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亙

制
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凶

円

門
町

吋

i

明

第 5 圃 総 て の 渠 丈 を スパ ンに比例するとせば

鋼材の所要量最小Iま L = O. 2 5 Wの時、著し i総て

の梁丈等しき時は L = O. 4 I W

君主 51菌に於て l可:(j' tA x Wの上に fofVJ く全荷重を支

持 物 に ｍ ｾ を する Ｍ Ｄｲ･ 考察する司王によっ て一般 ｦ ＧｬＡＮ 論

L の三つの項をふくむ。 L に到 する 微分合求め る

J若手によ って吾々は床組の最小重量に鈍する しの似

を Ｗ 定める事が ｈｾ 来る 。 各キ の梁の丈( ま未知lでゐ るが、吾 々はその丈は その梁の エパン に比例し孔つ常

に 型鋼梁〈工形鋼〉を ｾ Ｉｩｊ￭Ｍ 要 断閣 に傾 く近 い もの ｻ･ 周ひ ＱＺ L の と仮定する。 縦 j }向の梁の丈 l士、横 j } f( 'J

の梁の丈の L/ Wであ る。

面積 A x Wは自然的に 二つの部分に分げられ るo 即 ちM Q R OとQ N P R のこつであ る。 M Q R O
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の 青 山 先 づ 考 へ てみやう o H -k ( 士会 r!，.J> 'e - ;< /'  1， ( Tot al  Cent er  Moment )  ＺＡＡ｟与 ｾ ｉ 附 ｊ 向 の恨

の決定 、漢の重さをヶ考へ? こJミ: 5 0 定めるに fll ひられる取を凡 WI す。 吾 々は重 さft.' -/5-へ7こ長 さを 見.' 1
1

，すに

W 

ＱＱ 、 ｊ 二の 償 に長 さ ｌ ｾ ナＳｦｾじ 、 丈 の逆蚊 ｌ ｔｌ 14Eすe るoかくして縦 )i 前! の司伎の主をさを考へ1: 長さを得る 。

旦fJ ち

W L 、〈 L × L X  U/ - W2L T  

一τ L - - S一

端焚の Q R  ＱＱｾｕ 以 Ｈ Ｑ Ｑ， Ｉ にｙＮ ｗｌ の等分布引 ［￯ 電をＮ，受ける ｌ のと考へ件る。 ｲ Ａ ，央モ ー メ ｹ 卜 ｉｴ

Y. W L x 子

丈 比 ( Depth Rati o) を l 長 さはW なる故、 Q R の雫 さを' 考へ1: 長さは ( M Q R Oの殴歎 t して〉

W ，. ， ，. m W3L  

Y. W L x 一芸ーx l x W = 一 一8  .. . ._ .  16 

閥横 Q N P R によって横;i 前l に起るモ ー メント [士

W ( A - L )  x 子

丈上じをこの場合1 ， 1. l " 廷の長さはW であ るから 、 t;!i;] fiI l の梁の電さを? 考へ1: 二長さは

、，YI 、.Y /:¥

W ( A - L )  x 十 x 1  x  W =  s - x  ( A  - L )  

ifii 獄A x W に於げる 鋼材の重量を Y とすれば、 これは総力前1の電さを考へ1: 長さ に端渓 Q R の!Ii :さ

を考へ1:長さに横; ] 同l の梁の重さを考へ1: 長さを IJ I 1 へ合せて求め件。

Y  W2L E W3L  W3〔A - L 〉 Wf L 2 WRL  W1A  

- τ - i一寸子+ 一- 8一一一= 一 「 一寸 6- 1- -

8
-

L に除! して微分し、 そして これを? 容に 等 し く 従 い

d Y  2 wzL  W :l 

百亡= -8 一一寸τ = u

L に到して解げば Y の重さの最小{ f 1年る 。

L  = 0. 25W 

I! Pち縦方向の雲延長さ L i ' 様;j fiI J梁長さのWのJイにするのが、 f及L 経済的である事がわか る。 この結

論は 、 梁丈がその決のスパンに比例 ｬ するといふ ｚ ｪ ｉ ｩＧ仮定して ｉｉｾ しに ｌ のでめる。 縦 方!古l の梁 と横方向

の梁の丈を7等しくするなれば 、 閃伐に微分して求めれば L = 0. 4 I W合作る。

質際立tn : として荷主l ! i!i t皮を 400封皮' U] : 2f - Ｉ｝択 、 ｗ ］ ＵＰ Ｑ ＮＡｔｾ 、 ａ =  125択 と す れ ば、 梁丈を スパン に比

例するとすれば L =  12. 51.!T( となる。 梁 は H 形納金用ムる L のとする o 'U¥ 4 固に示しれ刻1< 単に 横 一) j 向

の梁のみ用 ふ る ｌ ♀によじし 、 鋼 材 ＲＵＮＵ ＮＥ の節約 五Ｇなし ｾｾ Ｎ ｾる 。 Ｈ姻 ｦ j 佐吉〉

1  1 9  X I  



大 都 市 の 保 存 地 域 に 就 て 芯l

( ク イ ス コ ン シ ンの “ Greendale" を例 にl収り 恕けー I;: ，ii f(jI l¥的 に 論 ili され ?こも の)

ジ ョ ン エ ス

;: 1，2  

ランシノV a)  

ジ ヤ コ フ 事 ク レ ー ン b)  

1937 年 l 月後行の A merican Ci ty によれば、国家資源委員合の副委只長&.'1' 央住宅委員合の委只長

( Yi ce- chai rman 01 the  Nl ti onal  R esource  Commi t t ee and Chai rman  01 the  Central Housi ng Commi t t ee) なる

F  ｲ ･ ､ ｾ ｲｩ｣＠ A.  ｄ ｾ ｬ｡ｮｳ 民は Ｂｔ 0  meet  the  Housing  need曾 01 the  L ower  I ncome  Gr oups" なる論文に 、住宅と都

市改造 ( Housi ng and  Ci t y  rebui l di ng) に附し、土地問題ば根本的に電大f I l ] 題でめ る事を指摘し、R 市 街

並に郊外開設のにめの上地獲得に就て地 )j 行政阪に測する F ederal aid の要求 に示唆 を奥へて、住宅地

の建設は公共自旬、私的或は組合的の何れかの企繋の統制によっ てなし作 る L のであ る主云っ て、 欧洲

に 於げる先例を引用し て 、 彼 は次の Ｎ ｾｉｉ く言ってゐる Ｐ ・ ・ ・ Ｎ J:!jJち ク多 くの場合、待にド阿J で λ ラムが jllf. i:

状態に WJ 袋; してゐ る場 合には、TI1外にある こ土地制創立する事力: イ守利でめらうクと 。そ こで、Lansill >>: 

Crane の爾氏による本論女の所謂大都市保 rr: 地域 ( Metropolit an land  ｲ ･ｳ･ ｲｶ ･ｳ Ｉ に 到し郊外民刻受沌 ｾＱｨＺＡｾ

の利用 ( the role  01 the  Suburban  R 闘 ttl ement ｐｲ ｯ ｪ ･ ｣ｴ ｳＩ と云ふ事を特別に霊長ｬＡ官すベ〈彼等の待別なるｾｉＺ

ｦＮｩＺ￭ＮＧ＾惹 い ＿こので 、 彼等はその要鮎を ｉｦ 悶解的説明の質例として ｍ ｩｬ ｷ ｡ｵｫ･ ･ の君Ｑ￭ ｊｲ ［ｊｾ (  Miwaukee Count ry  

Proj ect. ) としてのGreendaleを引用し? 二のである。

郊外地の利用をよりよさ方向へ

大都市と 云 ふも のは何れな問 (ます，、郊外の輪環の土地 ( A Subur ban  Ri ng  01  Land) の中 心近 〈の数

個 の挺悩によって構成されてないものはな L、。 で 、 この 郊 外 輪環は 常に都 ､ ｮｦｩ￯ 獄より更に広 三大な 地 ｪ ｾ 売

を色合してゐるのが普遁である ｯ 直 作 う ｮＡｻ｜ の者 ｾￎｬｪ i . ' >図絞 する 幅 10ngIの郊外輪援の地域に 、 浩しー建築

敷 地50i)J{ x 150i ) J { 大のものが建築されれとし? こならば、その地域内に 人口約6.000.000人を収容し件 る。

又 シカゴを図続する郊外輪環内が若しか〉る大さの敷地を持つ建築そ以て完全に埋め迭され1: とし? こ

ならば、恐らくは20. 000. 000人の人 U を牧容し得るであらう。

だが然し 、 力 、 、る だ 大な人口と云ふものは想像しｩＡ ｉｈ 、ものである ｯ 現 今 より数 Ｑ Ｐ ｾ Ｑ 三 後も経 て 机 夜の

状態佐透か に越えて郊外が市 街化されすことして い 郊 外 地 と し て占 イ[ さるべ き線、いH_域が、斯椋にまで

建物が1工に沢接 して建築され るもの でなく 、 大部分の商肢が空地 として岱然浅され るの は滋 〈べから

訂， I、J ohn S.  L 訂 lsill and Jacob Crane: M etro!=olit an  Land ｒ ･ｳ･ ｲ ｶ･ｾ ，＠ ａｾ＠ IlI ustrated  by  Gr eendale， 

Wi sconsi n;  A meri can Ci t y， Jul y， 1937， PP.  55- 58 

詑 Ｒ 、 ｡ Ｉ 米国合衆闘 、 ｋ 生林省ｾＧ，［［訓笠 ｊ ＡｬＡＮ ｴ ￟Ｇ ｊ ｾｬ 局 、 郊外品 ｊ ｩ 劃埜 ｊ Ｇｉｬ ｩ ｩｒ長 、
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b) 計 11:: 顧問j 官、

比 の論文[ ま著者 の態度を示す L ので偏創笠! J l ! . 包・理局 ( Rescttl emcnt A d mini stration) の政策

を意味す るものでな い。



さＢる ｾｊｾＱ 主である 。

約 200. 000 英 11汀L のl制止を? 干i するミ

ルウオキ ーの郊外輪環地成に I1守米建築

され れ と し て い 200. 000家族乃奈は

人口 800. 000人以 1二とは恐らくなるま

いと想像 されてゐる o U[J ち以七の線、高

松の内に敷地の予均の成 さ50・x [50' と

して住宅が別枠; してHt 築され る面積の

浦、;I i・l i 大略40.000災1町以下でめ らうと

されてゐる 。比の郊外輪演に附する 土

地利 用に就て不動の論法 (  inexorabl e  

ｬ ｯｧｩ｣ Ｉ として Ｑ Ｂ 張さ れてゐるのは 、 ｾｌ

の地域の砂くとも K のl町砧 は住宅用地

と云 ふよ り寧ろ イ也の用途のにめに利用

さるべく浅 されるであ らうと云 ふ事で

タイY

あ る 。土 地用 途の第二Ｈ 商 業主ｾ 、 工業

近日普及娘道〉として利用 される のは、

全地域か む比較して見ると短めで僅か

な:則合しか占 む るに過ぎない のでめ

る。

郊外の開後と云ふミ!J. i: i ，結 局，! t 性質

第 11箇 ・ミルウオキ ーの大都市地域一一 灰色で表はしれ

多〈のl長劃繁王聖地区は全く不合理に分布されてゐ るのを

示 す。本地園に示 す黒い黙のある地域は公園、 公園道路

及森林に協l して大都市組織の主主星核である。

l二、 全 .:in献の大沼分が 悶畑、公園、森 林 そして医創整理不能地 ( defunct subdi vi sions)  であり区つ是

等のにめ用地開後となるのは止むを得 5 る L のとされてゐる。

で、J ohn G ulli ble氏は比の事賓が一般に 3 解 されるまでは厄劃整理分譲地 の早期資出しに 除! する 研究

を' 総領するであむ うと祁 はれてゐ る。 而もこ の述懐的な過剰区劃整理 ( o/er- subdi vi di ng) の面白から

さa る附係で 、隙J係者は常に莫大な る損失を機げ さま に被るであ らうと されてゐる G f! [J ち ・・居者大な土地

所宵者 ( the acreage own，，) 、 多般の版剖笠主主者、分詑地購入者 ( thc lot purchrsers) 及殊に都市又

は ｾｉ 日行政艇は求納の税金及不例の吹支許イ 賃 金 Ｈ ｩｭｰｲｯ ｶ･ ｭ ･ ｮｴ assessment s) 等 の債務を気はさ れるのであ

る 。 具 ｲｲｲ 止な凶域に於ては 、 ｾｊｴ築用途として必要な傾 向 ｾ 示 してゐる蕗のみを 、 区劃整理を行ふべきで

める 。そ して建築用地として闘を去の許される l市積は、 全郊外地の僅か 2うメ内外が測り嘗てらるべき

で、浅りの} イ内外! ま公園、森林及良耕地として保存さるべきである 。

五主等の原則 l立、郊外地の関空音に就ては合理的であり 、 経済的であり且つ絶望持的に妖〈べからぎる L

のでもめるの でめ るo そして斯 か る単純明瞭なる原則j を探用する司王によってのみ、市民が懇望して止

まなかっ ＱＺ 郊外の ｊ ｾｾｾＧ ーな所に開 放され れ 絡の環境制連 俳 し得 るのである 。

比の Gr eend，!e は比較的小規慣に於て比の原則を舷用して建設しにものなる事念物語ってゐるので

ある。
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これは、3. 500英 町の地域に人口 3. 000 乃至 4. 000 { e 限定して計J f が進め U t 1こものでみ る。 而 もこ

の土地の上にはそれ以 1'. の家践を府1mさす事 1;1不1必要であるとしてゐ るのでみ るo そこで 、この 3. う00

英町の土地に就て 、 ｭｾ 庭用地として ｴｩｫｩ 迎な土地は適 ＱＧ ｴＷ に選定され孔つｾ築敷地として利用されるカヴ》

至{ ま建築用地と して利用 しf手る 絞に保存され るかであ る。 が然し、残りの百li 分 11公園、公悶泣路、森

林及j込耕地として永久に別用 されるのである 。 斯くな す事によ って公在、の経理撃に 封して手lz' i滑に効果的

な院 ｪ 授を誘導し 得るの でみり且つ開放されれ級の環慌を確保す る事 がＱｩＧｲｺ［ｦｾるのでめ る 。

であるから 、炭大地域を獲得するか乃至 lま統市11すれば、Jt.Jrf乏な郊外'J j - 主を容易ならしめ るのであ る。

而も大都市保存地域は Greendale の虫f I < 、砂なくと L 是等の土地に針し、理論的 lこ、 演経的に そして

吾 4 の大都市地方 ( Metropolitan ｒ ･ｧ ｩ ｯ ｮ ｳ Ｉ に於て焔切なる要認に ｦ ｬ し 、 ｩ ｾＱＩ ｴＺ，すべき郊外地計 ｩ￬ｴ {eな す事

がl I ' . 来るのでめる。

自 由 路 と 地 方 遁 路

大都市地方 ( metropolitan region)  に於げる幹線道路の n十史家 1;): ， 市市民の不足してゐる狭院な道路

( Ri ght - of way) を、不使な る間接道路系統を、 遅滞と 危険とを自主する混雑さを、 そして道路の雨側

に於げるI I DI : 惑さ等を矯正すべくめがL 、てゐるのでめる o Mil waukee 郡 1;):1' 1'1.& Federal  ai d と協力して是

等の諸問題解決に闘し 、 大抵の部分を ｾｴ 甲感へて乗り fPI して米? このでめる。

Greendaleの範園内では、一入所有の 3. 500 尖町地域によって可能な、問題解決の計量: 合作成 するに

あら十んぱ公設を英大に要する計責となる 。

h要幹線道路の狭少な部分[ ま、 二電 道 路 ( double roadway) 、 楠鮒苛'i)正歩道等合含むで、将来のめ

らゆ る構築に封する申分のな い殺に峡張されてゐる o Root  Ri ver の公図道路は この地 域 全通じて相 'l ::;

の文献舎なして居 h、主

要斡線J 聖公国道路に就て

は、相接近して聞をませし

めな い事は勿論なれども

同時に互に妨害 する事な

い 自由 に交遜湿輸の動

きを?助 げ合ってゐる 。で 1'，，" 

めるから是等の道路は自

出交通路となっ てゐるの

でゐ る。地 方 道 路は利便

と安全の7こめ、住宅用交

通循環道路合法げて2十克

が行[ まれてゐる。

事校、公園及遊

戯運動場の敷地

大都市地力内 の接校営
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事者に鈎しでは、 要求しれ皐

校数地 b ｾｾ［ｉ ・ ｦＺ され ｒ つ ｪ 主 ｊ を そ

のトーに ilt 築さへも tr ばれてゐ

る" . ' j ; がよくをま凡 されるのでめ

るが、理主地 Tごげに ，伐て云へは'

最後 に'!' }1二月l士血 11'i '概して 小で

d.> 1) 、 ｾｊ 償 でめり 、 ｒ つｽ ぽ々

不適ｾ｝ ｽ［な ものである場介 ｌ め

つれっ接室への危険性と云ー; 、

司王[ 土飯る焔切なるI J : Jl IITである

ので、星第校の環境と云 λ、L の

[ 主鮮 に凡a苦しくなく孔つゆjJ iJ j

'1'1: ｛･ イ呆＿こしむる ・ ｊ ｾ が必要 であ ｽＨｾ＠ Ｓ ｬ￬，［￬ ｪ ・ 火者 Ａｉ ， ｢ 保 Ｈｏ ｴￌｬＩｊ，ｾとして｢［Ｚ ￬ｪ 解され る ｇｲ ･･ ｮ､｡ｬ ･ 、 白で ｊｊｾ しに往

る。が、 ｦ ｊＺ際 ｉｈｾ￯ ，Ｈカ 白 雨 ｌ 、 と

云ふ事情にアモイ了されて不 i，羽足

なおが多くなり 勝であ る。

言f 主主さ れれ七地の丹i主主と 院l

築別地 [ 士最初の住宅 ー750戸から . 1. 200戸ーの7こめとして 200 英田I

r 含む且つ200英日rf 1ま将来の I七宅丹u也と して留保 する ＱＮ Ｓ ＰＰ 戸乃ｾ

2. 000戸、地図のう70尖 lijf i " 占む州公園道 路内の灰色の部分は公園、

森林使公開級地聞をまの1: めの 2. 400，*町の保存地 域 を示す。

後のにめに炭火な士地を利月Ａし ｩｾ Ｑ］るこの ｇｲ ･･ ｮ､｡ｬ ･ ri 1・2[主主l士、 只一打で是等の困革ft i " 打消し件るので

みる。専用するに好都合なる位置 は 進んで制り Ｇｬ ［ ｾ［ て乙 れ 、 そして 成大な美し い 敷地をこの大都市保存

地 域のfiili 園内で、J京償 ( 一兆問I常りの愉: ) で槌也も されるのでめる 。

撃 校敷 地 の場司令 に就 て11、大都市 地 } j 内の 公 共 事 務 局 ( Publ i c  agenci es) として は、慰 紫休益とし て

の fJ 的のすこ めに[お それを7故 L必要と認めれ場作には、 上ＱＺ［ Ｑ 険的資ｾｾな ー 七地で且つ若干高 償 でめっても

それを買牧 する事 が一般 的 な要求であ ると さ れてゐる 。然 しなが ら 比の事は相営な困ｾｦｈｩＪふさ ｪ 玉 であ

り又経費のかさむ 力主r-で L める 。 郊外地で而 L 都市人が、! む祭休益のにめ容易に戸外へ f¥_l l 入する機合

を享有する践で (立、 日目 l'京地成合又はi l ! f : 建築地念公関川地と して再度民牧 する 事 11 i旬に不合沌な本

である 。

如何な る坊令で L 郊外崎の} 4 内外 1: 1空地と して浅されるであらう 。 と云ふのであるか ら、 か〉 る地

域に於て計主力 Z行 11れれり 又は他 の用途 に' i i B 常 て乙れる ;Ji-部I1二、 恕 禦休養地等の用 地に到 しては、

敏 感に且つ迅速に制りＧ［ ， ［ Ｚ ［ で金行ひ ｾｊｾ ｊＺるの であるが 、 Jl hの事 l士 Greendal e の務合 に於 て凶解しれ虫n < 、

大都市保存地域によってのみ可能でめる主 されてゐる 。

慰祭休養施設に就て 11、 10緩に買って各々 兵 つれ ¥' l が製凶さ れれ;汀;!I として準備 されれのであつれ

而 Ｑ，ｾ等線、ての土 地 ｉｈｫ 初 から 制り営 てられ孔つ永久 に前 ｩ ［ 定的に さ れてゐるのであるから 、 J止等に t i

する地{ 貨 は、院j 授が!井J-I;古 される事によって強制支t郊の経 1'( から比燃すれば、 臨めて少綴にし てそ れは

原償 ( 単位一兆町首 り〕でしかないのでみ るc

Grcendal e村 1:J:.rafi 肉なる絡の布を敷き詰め 1: 問困地に接してゐる絞な感じを奥へる民主の、J計百円開 放さ

れれ原野と 、j込耕地 とそして森林と によって園紛 される でゐらう。 小路や細道路線j CPat h  and t刊il )
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はこの空地の|白H.' 緩ふてゐ る。州公園泣路[ 士 R oot Ri ver へ接沼する快適な F' ライヴコ ースと 7うO英町

公園とより構成 されてゐ るo 而 L 都市公闘 のれめの，士地 11充分設定されてめるのでゐる 。 政側の外部

に西日置 さ れる公園用地 はいづれ ｌ 都 ￯ ｬｩ に 抜徳して聞置さ れてゐる 。 ＩＤＨ火 ｔ ｩＭ 者 ￟､ｩￆ 勤務並に 先ＡＮｾ誕休 ｩ 主 公

園 は高等感i佼用地の近くの rl' 心部に商E泣し、各階級の事佼に鈎して! i 、 以磁の美し い場所に位して充

分なる j荷さを持つれ墜佼遊戯主与が改定されてゐる o 又運動f具禦古11及び耐t 交f兵察官日のにめの敗i I 司のill4勿

ｻま彼等の要求する［自主 ｴ な土地へ ｾ￟ ｉ￬ＧＱＧされる事になってゐる。

是等のf e l : 紫休益施設に濁する敷地への日目へとして 11、 土地保有' { ( !and  ｲ ･ ｲ ･ ｲ ｶ･Ｉ と云 ふ ｺ ｊｾ が第 一 に

考へられるのでゐるが、weに創立を? 見? こ Cr eendale の知市大都市保y;: 地域内では、 比鮫的居者大な l百献

の! l l 1 i 図内であるので、極めて簡単にして経費 L ゐんまり多額に只4 らない事柄である。

大 都 、市 住 宅 問 題

否人の{ 主む過大都市と云ム L の11、 人口がが ｪ 守 ｪ し 、 不経演で 、 Ｎ ｾｾ￬Ｇ ￭ ニはげし い 墜ちただ ι げで ｦ 苛且つ

砂くとも ｝ｪｊ［る部分は ｲｩｾＺ ぷでさへある。そこで 、 現代では人口の郊外への逃避と云ム傾 向 が相ＧＺ ［ｾ［ の勢力

をｾＺｭして来＿二のである。 間合」走外凶か らの移住者 は者1I ili へわi忘れ込むにし拘らす，、而 L 是等の家族11彼

等の能力に陣 、 じて通常にその地ｻｦ 凡 ｈｾ し般て郊外へ移動するのでゐる。 ｦｦｦｩ しでか〉る現後の粍 ｴｮｬ のな

い主s領が彼のfi Jr祁 “ bl ue-st促 king" なる郊外都市を迷殺せしめるのでめる 。

各大都市の j羽悶に吾々は中央都i I i に似1: 小規模の衛星的に分散する工業の築関都市営努凡す るので

ある o 共Eきには多〈の勢H¥l J者の家族1;; 一種の郊外生活営管んでゐるのでゐる o が然しそれは郊外の4寺

微でめる虚の防 ￮ Ｇｾ ＱＧｬ肢々としれ郊外で取り 固まれてゐ る場合のあ らゆる利盆が鉄除して ゐるのである 。

力、、る状態より逃がれんとして 、 幾 ｆ にｻ徐 る ｾｾ｜ ｴ 給 者の家族が大都市ｾＧＱｉＧｾ域 Ｈｍ･ ｬｲｯ ｰｯ ｬｩｴ｡ｮ area) の範図

に “ Car den h o mesteads"  

や “ Chi cken f ar ms"  の盈

殺を剣めれのである。が

然し計笠の下手さ 、 サー

ゲエの貧弱さ及地償 家屋

のお似 な事等より是等の

柿民地はLiJl: 々郊外のスラ

ムと 化する傾向にある の

である。然してその結果

今迄の蕗所言rl “ bli ght ead 

areat 1 乃至は不支地区と

なるべ〈運命 j'J げられて

ゐる民主の奮い食弱な大市

m ( big  cit y) に. f 't : まね

ばならぬ状態になってゐ

るのである。かうる状態
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は闘家住宅問題として最も致命的な情勢でゐる事会物語るものであ る。

同国生活 fe怨認し 、且っそれが必要でもある五¥i 給生活者へ 、か〉 る要求 fe可能ならしめそして彼等が

郊外生活の利金を享有し得る絞になすにめに は、地似 を低〈し且つ地償後窃j のな い 様にせねばならな

い口この意味に於て上漣の虫11 く大都市保存地域をこれに備へしむるのである。務給者の家族が支t弗ひ得

る程度の家賃の鈍園内で l夫遡な住宅 fe持ち来? こ ι しめるにめに は、 純米 数年 ｉ ｾｬ に建築ｊ｟Ｇｴ｟の市場 債 の引

き下げを強制する かＨ求 ｔ ご確然れ る凡 透はな いカリ乃 至は ＱＱｾ ｬ 給 者の Ｑ 故人を ｩ 直営に増加を行ふかＨこれ

に到し でも米にその兆候がな いが〉 或は火比較的大量の助成を行 lまねばならな いのである。如何なる

規模に於ても それを探用するのに比較的賀行可能と忠はれるもの は、 最後に患げに方法を選ぶべきで

ゐ る様! に忽はれる。

Mi l waukee 地方に於げる状態な分解して論じ凡るに 、 1937年 ・… .1950年間に 、共民主では比較的廉償 の

新住宅単位 ( new dwell ing  unit s) が、 破 Ｇｲｲｾ こ Ｒ ＰＮＰＰＰ 戸 以 上必要とされてゐる事は争ふべからさ ｒ る 事変

として示さ れ てゐ る。か〉る樋額の住宅に除j しては、建築者は助成されきd れば世[ 吸不可能な事であ る。

而いこの司j : fe行ふのは染者の大きなマ ーケッ トが必要でゐる o が然し、業者のなし俳る分量と云へ

ば極めて僅少の容量でしかないのでめる。

ｍｩｬ ｷ｡ ｵｫ ･･ｾ ・ Ｔ 域に於て は 、 猫立式住宅に望者 する需要が非常に優 勢を 占めてゐるの であ る 。 ＱＹ Ｒ Ｖ 年から

Ｑ ＹＳＶ ｾ ド までの 公式住築 ， ｩ ｴｊｾ ( the  offi cal  bui l di ng  record) によれば、 アパ ー トンメト の 32メに比して猫

立及二戸建住宅の合計 m築され1:168メに も達してゐる司王が示さ れてゐ るのでめ る。此の傾向に 謝し建築

者 ( bui lder) は彼等の要求 fei 向K せしめねばならぬ義務のゐ る事が示さ れてゐる。更に現代的設計によ

る集図住宅 ( Croup house) が今や この地域にい C reendale 及 その他の地域にも紹介され様としてゐ

る。 そしてそれが可J1X，りの府加率 伝示 してゐるので?百給者の家族 l立、:ffi正して この型の L のを選揮するで

めらうと想像され、而も若 し もそれがよ り低L 、家賃を以てめがなはれる L のとするな らば、 株に著し

いでめら うと想像 されてゐ る。げれ ど1. . Mi l waukee に於げる大抵の場合は、 住民殊に郊外地に移住し

て* 1こ人 々は、倒へなんでゐら うとも 濁立住宅のカ fei 町議するか若しくはそれを希望する事が期待さ

れねばならな L、。

何故なれば、都i l i ' rl' 央部の鈍図では地似とサ ーヴス y'( が応似なので、 日正似の樹立住宅 fe用意する 1jJ:

が頗る凶革 ｦｾ でめるか らで める 。で 、 比 の事はどの大 都市に於 ても 民でめる。 Ｑ ＹＲＶ 年から Ｑ Ｙ Ｓ Ｖ 年の聞の

Mi l waukee 地方に於ては一家族烈住宅の新築が刻二常に徒勢でめる事によれば、 1 ¥' 央都市の境界 ( the

fringes of  the  centr al  cit y ) 附近及郊外地域に住宅の建築され る率は 78メ合算するのに市内の遁首な土

地に建 築され ＱＺｾＨ ま僅か ＲＲＥ fe示 すに過ぎな い事が算定 されてゐ る。で、 この偉大なる 底力 Cbi g

push) は、 この地方 の範園外へ向っ て抑し肢がって行 く傾向に め るの でめ る。 でめるから 、線、ての大

都市地万内に於げる 、 郊外地域に住む部給者の家族が尚足し且つ経務的でもある住宅政策樹立 に闘し

吾々は是等の問題を ＿ 討議ぜ Ｕ るをｾｾｾｽＮないのでめる。

田 園 都 市 と 田 園 郊 外

J i . 等の問題を解決する 1: めに[ 立、新し い力法が提案されねばならな L 、。 而 しでか〉る 附題の解決を

助成すると 云 ふ事から 二つの根本的な電要事項伝次に滋げ得る o JWち、
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ｃ ｡ Ｉ 土 地 ｬ ま 地 代が低成で且つ 地 域が郊外として環境会相憾に占ＨＡしｾｾトるだげ充分肢大でなりればな

らぬ事。 他 の区劃整理 地 ｾ Ｇ ， ［ ｾ内で ｩｬｬ ｊ め ｃ れ ＱＺ ｦｻ匹 ｩ 家族へのｾ Ｇ ，［ｾ剖箆珂 μ ｾ Ｙ ｴＭ ｊ をまは満足な結巣を Ｗ 誘致す

る L のではな い。

Cb)  ク住宅地計JIγ と云 ふ L のは、 lii J I時代の生活J Jj:'t世i- に封し維、静的にして、安全でみり且つf史不IJ に

して ｬ 満 足 でみるにめに殺到されれ者 ｐ ｬ ￯ のｾ Ａ Ｚ賓として計良 さ るべきものでめる事 。 級 ［［Ａ＾ＺｴｬＨ［ ＲｦＧＭ Ｑ 町 Ｑ ｫＺｩＱ

のなか lこ合 理的で且つ充分なる便宜とを製図し? こ;i I 鼓されれる都市 ( T he planned  comn、unit y)

と云 ふもの{ 立、満足 すべき郊外聞をまが長続きするが、 同時に それは経済的でもめる 。

以 t の外に附 げ加へ7こL、の l士、1)J;{f の郊外都市に抗て v める 。 ..1! 1 l ち都市に接してゐる ク近隣少

(  Neighborhood) の事でめる 。 そこで次の数年間 に多くの事情に鑑みてこのzJ He: I 主行するのは賢明な

事 でみらう と されてゐる。が然し 、 郊外部 ｦ ｬ ｩ の不確定なる ｴ ＱＮＧ ｯ 長は結局吾人の都 ￯ｬ￯ に設凡する絞な ｭｾｉＧ Ｑ

凶 ｾ ｦ ｈ･ 慈 起 せしめ る ｌ のでゐる 。 叫論 的 ｾｩＮ Ｇ ､ｨＱｴ と云ふものは 、 Ａｉｉｉ ("1なる都 il i に L 抑減げ過ぎではなら

ない ものでめ る。 が然し都ili ｻｻ＾新 Ｗ こに建設するな［介には是等の地 司 ｊ 命 Ｈｴ Ｏ ｾ なしのが必要でめる司 ｩ は ｲｖｊ I江で

ある 。

!資大な郊外地に 開始されれ新郊外部 di と云ム L の[ 土、是等二つの一般 訟の("1J  l に よ る い 故 t Yfiii lS 

す べ き ｦￆ 衰を行 ｊ 、事が ［ ｉ ｾ 来るのでめる 。 そこでその 一 つの型と云ムの ＱＱ 、 郊外の工業一住居Ｈ industri al  

-residential ) の衛星都市 ーー殊 lこレツチワス並にウエルウインの虫nき・・ ーとして茶園の経験からその

名 務 が ｾ ｐｉ て居り而 ｌ よく 知 られてゐる附図 一 都市の Ａ￼ｬ き忍である 。 この引に於ては敷地 11選定されそし

て住居 地 と同様 に 工業用 地 にも士 地 が貸奥されｾｾｩ］る ｌ のとして土地選定が行ばれるのである。 ［ 成して

このカ法は地 形的 に い 餓 泣 淫 輸 に い 充 分 な る動力と 71<の供給にもそして生地 のま〉材料産地 とTIJ

ttJ に接近し得 るに も適してゐ るのでゐ る。 この事l ， ［［［Ｉｾ ＮＮＮＮＮＩ 込耕 地 、 森林地及公園 地 等の用 地 としてｕｬ ｊ

政的に利用し得る土地 で、 所言1 H4内外な る郁豊島を? 許し得る炭火なる土地 の保存を7意味してゐるのでめ

る。 この駄に 跡i して吾人の飼れねばならぬ最 L 重要な根本的なされば、 都市の IJ I l 授が始め C，れる事前

に、 この成大な保{ : f : 地の別用 Cav剖 labilit y) が決定されねばなむな い事でめる 。

新設郊外都市の第二塑と 云 ムのは、吾人の所諮問園郊外である 。 そこで、 131国郊外でめるカ: 、 こh

は 住 宅建築授 に地 方 的 サ ー ヴスに沌てらるべき短めて 小規 模なｊＡｦ ｈＡｾ 的工業の ＱＺ め に 最初に聞をまされ ＱＺ

郊外都 ili であ る。 四国 郊外 に 生活してゐ る 家族の宇一要な る 牧入 ＱＱ 、 ｊｴ 蕗に住居 す る人々が 、 Ｂ，心ｴｉ ｾ ､ ｊ

の 工 業 に Ｑ ｻＡＱ期さ れる か 、 或は又徳 ￭ Ａｊｊ， 的 に散布してゐ る商 業に従事する ［ ｬ ｾｾ 争力、ら件てゐるのでゐる 。 ｊＨｩ ｩ

総 な 都 市は 、 一家 会 養ふＪＮ人が 悶 図郊 外 から苦手飼 ｪ の務 所 へ容ｽＮＮＯｾに注し仰る政な好都合な ｬ ｩｊ ￯ Ｇ に位ぜれば

ならな L 、。 而 L 地勢 k の係件 L よ い その他のサ ーヴイス L 利片! し件て交遁機腕J乃至 ij _ 幹線道路との

迷走告 L 消J足な状態でゐると 云 ふ::J j:tJ ;故 L 肝 要でめる 。 で 、 ｾ ｛［践で ｌ ま ＱＺ 、 ｉ ｊ ｦＮ ｬ 炊きれ ＱＺ 郊外と云 ｊ 、組織

の範図で、経務自力に i両足な結呆を獲得するには、者I¥rli建設が着手される前にこの底火なる j二地が保位

されねばならな い のでめる 。 山の 3{ のどiUtIl. は、民主It:t色、公園川地そして滋林地として測り慌て ι

るべく; 通常 に選定されねばな C なL 、。

阿 国都市立主に 同 園郊外の Ｈ 傑 ｮＮｉＧ Ｍ で 、 ｅ ｾ 給者への大都市 住 宅 問 題 Ｈ ｉ ｯ ｷ･ ｲ Ｍ ｩｮ｣ ｯ ｭ ･ metropolit an housing) の

解決I : t 、 大都市保{ - f : 地 域合刺殺す る事によって非常なる使宜主ヶ得るでめじう 0 12 同による' CV¥x又 は 統

ｾｦｩｬｊ の ー ｬ 、で 、 力 、 》 る ｪ 貨大な保存 地 域 ｻｻ＾ Ｈｉ ニ 宅 ｲ，Ｑｊｬ 抵解決 に ｛まれ乙きかげるなにば 、 住宅及村の賀際的構築 ＯＱ 、
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多量文の )5法からどの一つを選定して惚用するもまE行力 ;可能なのでめる。 土f也の保留に就て共同 的公共

闘惚 (C∞parative Soci  !ti 白〉は土地利用金便宜化し得るのでゐ h そして協力的住宅政策を常に動揺さ

せて居つ? こ多〈の最も ｾｩＨ￮ 切 なる困難を ｬ 徐き得るのでめる 。 而も大都市保存 地 域内に於げる公共事務

局 ( public ｡ｧ ･ ｮ｣ ｩ ･ｳＩ は特 に 清給家族の＿こめ住宅計 ｾｉ ｩＺＧ指導し得るのでみる 。 事務局のこの三つの型の線 、

ては、 その構築法に於てい或は又一家の主人の牧入に如何なる鎚化を来れそうと L 、 新し き経済 的

の利主主を獲ち得るのでめる o そしてこの三つの取り扱ひ方のどの一つによってか〉る言十査が遂行され

ゃうとも 、 その結果に謝して二つの桜本的要求が確保されるのでめる 。 HJJ ちそのーは郊外生活として

鉄くべからさ。る開放されれ殺の背景と云ム事で他のーっと云ふのは郊外都市 ( suburban ∞mmuni t i es) i こ

章者し必要なるサ ーウ' スと必要なる保設に就て、E託範なる言十: ! J i をなし得ると云 J ‘ のがそれでめ る。

最初の間関郊外としての Greendale に於ては、月Ir言rl Greendale 地方と解する大都市保存地域 内に今や I

Mt : 設されつ、め るのでめ る。

米国合衆国に於げる郊外凶剖整理管理局 ( Resettl ement A d mini ，trat ion) の計主による三つのG reer. bdt

は住宅政策の目的の1: め大都市保存地域創設に封する最初の而も偉大なる企て v め h 且つまれ慰祭休

養と農業の? こめ郊外ー開園地の合理化に倒する理論的なデモンストレ ーシヨンでめるとも若倣し得る

のでめる。是等の計査に除Iす る一般の非常なる興吠( 過去 10ヶ月の聞に是等の;;1芯地を訪問しれ人々

は約 10.000人以ヒでめる 〕並に第一村務に於げる住宅に封する需要は( 各住宅毎 に う 人 以 |この[ 民補者

がみつにのでめる〉か〉る型の企業主云ムものは、 A 明 enC3n に於て l 士、 それ自身i l : { ; に非常な勢力を7持

って流行するでめらう事を指示してゐる様に忠へる。

た

勝; 洲に於て 11、 この原理によって創 立さ れ れ も の が 相 誌 に 多 い 多数火都市ーの郊外地域には既に多

〈資現してゐるのでゐる o 我が合衆凶に於てこの原則の更に成大なる般用は、 大都市地方に於げる住

宅 問 題、土地利用の問題、幹線道路の開設、 ! む祭休益施設、 公平L の財政及都市生活上のゐらゆる問題

解決への長路に向って行進ーするでゐらう :: jo，: l1疑ひもない事でめる o Ｈ勉介幸手 ｾ￯ｩｬｏ

持歓 Ｑｩｩｩ 訪者ｾ市の大都市保存地域の例としては大田喜多この種類伝引用し得る［ HJJ ち、ス トツタホ ノレム

20.000英町; Hl esingf ors  13.  000英田T; ベルリン- ，11' 内う 500共 町 一 市 外47. 000尖 IIIT; アランクフ ルト

アム 7 イン 16.000英首T; コペンハーゲン 、 建築用地とし ては市 及郊外線、而献の �ｪｾ そ して郊外で

はi 11のお12伐の商肢を市が所有する; へ ー グ約4.400尖l町、 ilillii もえの約4. 570 に相賞する ; マンチェ

スタ ーの Wythenshaw，は住宅地関経として郊外に防H文されれ土地 3.500 楽 町 の 市 u保 存 地 に よ っ

て構成されてゐ る。
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第一 線本法 ］於テ防空 卜 格スルノ、 ｦ 絞 ｾ ｊ ｪＺ叉ノ、ＺｊｪＺ縫

二際シ航空機 ノ来襲= 因リ生ズベキ fι1! J ヲ防止

シ叉ノ、乙= 囚' L - 被害ヲ軽減スル然陸i!<f 平 / 行 7

防衛= - ｊｾ リｉＡｩＣＮＢＢテ 陸海軍 以外ノ者ノ行 Ｗ Ｑｦｬ， ｪ く管制

消 防、 iめ謀、選総及救護士i[=- 比等ニl Ot J シ必要ナ

ル 監 減、通信及警報ヲ 、 防空百十;:f ト構ス J レノ、|姶
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官1IJ =-跡J; えん百十; ft ヲ; I!J 7  

第 二保 ｬ￮ｦｊ 空 ［ｩｬＧｾｴ ノ、料令ノ定ムル所ニ依リ地力長

官 ｃ ｍｬ ｊ［ｩ Ａｍニィ 笠 リ テノ、官級紙、 ｉｉｾ ｩι ヲ含 ム以 ｬ 、乙］

同 ジ) : x. ノ、地 )J 長 官 ノ指定スル i lil 町村長 防 空 委

員fi ノ窓 凡 ヲi数シ之ヲ設定シ h務 大 I，; i . 叉ノ、地方

長 官 ノ認 "1 ' 7 受タペシ

第三官条 二位務大 e / 、勅令ノ定ムル所= 依リ規模大

ナル事業叉ノ、i迩殺二シテ防空 1:待 = 必要アルモ

ノ =. ｾ Ｎ、 ｦ 行 政ｾ］Ｍ非ザル者ヲ指定シテ 防空計進ヲ

設 定 セ シ ム ル コ ト ヲ 件

部iI ｾ 氏 ノ ｬ 坊空言 ｅ 包ノ 、 Ｑ ＧＮ 務大 ｩ 立 ノ 認可ヲ受クベシ

第凶{ 傑 防空百十遊 ノ設定者 ハ ｊｾ ノ Ｚｷ 釜石 ｲ ＺｲｬＮｻ =- 基キ

防空ヲf . ( 泌 ν 叉ノ、 l的空ノI : E地 = 刷 ν 必 要 ナ ル 技

術若ノ、資料ノ 控 附 '7 j:幸ス ベシ

tt1ヨ'i il 築 地 )J 長官ノ、初J令ノ 定ム ;:.. )ij j'  =- 依 リ防 空'，ir

:tI f  =- 基 キ特 殊 施 設 ノ 管 理者3し ゅ 凶 者 ヲ シ テ 防

空 ノ笈 施］除 ｊ Ｂ，，ｾ必要ナル設備若ノ 、 資材ノ整備ヲ

錫サシメ: x . ノ、防空ノ夜施= 際シ必要ナル設備若

ノ、資材 '7 (，共用 セ シムルコ 卜'7 t母

第六官築 地J J 長官ノ、勅 令 / 定 ム ル 所 ニ 依 リ 特 球 技

能ヲ，ＨＮ ｪ［ えん者ヲシテ Ａ坊主在 、 救［巡ｽｾノイ也防空ノ笈

施ニ従事セシムルコ トヲ件

第三{ 阪第一 瓜 ノ規定二依，L - f>j j 空"J十JEノ設定者ノ、

共 / 従業者ヲシテ 防 空 ノ賀抱ニ 従事セ シムル コ

ト'7 ｾｾト

ｾＱ 七係 l坊主主ノ質施 / IJII 始 及 終J I- : ニ跡]ν 必要ナル

､ｾ 以ノ、勅令ヲ以 テ之 Ｂｉ ￭ 主ム

ｕｾ 人 保 問 火 is' 制' 7 1 f j 庖スル場合= - }，冷テノ、命令/

定ムル所ニ依リ ｾ￧ ノ究施凶域内 ］於ケル 光ヲ をま

スノレ日立uiii :x.ノ、災住 / U' J 屯者又 ノ、 之ュ 11色ズベキ者

ノ、他ノ ? と令 ノ規定ニ拘ラズ ) Cノ光 ヲ秘匿 スベシ
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ー 11寺1疋月lν 物1' 1ユヲJ ¥lz 用若ノ、使用シ又ノ、防空/ 資

施ｾＧ ＮＺ［域内 ニィ ＧｊＺ ｊ ｌ， 者ヲシテ Ｑ［ 耳空 ノ 貧施］従事セシ

ム Ｇ ｌＭコ ト ヲｾｾＭｊＺ

行政執行法第五係ぷ泌六{ 際ノ規定北二之二占! ，+

テ愛スル命令ノ、前Ｚ［ＧｻＯ規定二基キテ ｪｾ ス底分ニ

依リテ: i ' U 義 務 ノ履 行 ヲ 市 町 村 長 ガ 強 制 ス ル 務

合 = 之 ヲ 準 用 ス

第 十 係 ｾ ￞Ｎ Ｑｊ多大 ｌ Ｚ￯Ｎノ、防空計 ｍ ノ設 定者二劃シ ｉ め ｚ ｅ

"d" I- .J Eノ: 全祁久 ハ一 郎 = 基 キ防空ノ正I i ほ* ヲ j号スペ

キコ ト ヲ命ズノレコ ト ヲ ｱｾ ト

前 ｾ｛Ｏ規定］依 リ ｼ幼笠 Ｏ 訓練 Ｗｊ ｩｩ￬ ス場合］於テ

ノ 、 第三線，［ｲｾ Ｍ ｊｊＨ / 規定= 依ル 防空五1' 111:: ノ設 定 者

ノ、 Jl: ノ従来者ヲシテ Iljj 笠 ノd! 1糊 こ 従 事 セ シ ム ル

コトヲｾｾト

ｾＭｊＨ ノ脱徒二依 リ 従火台制 ノ訓練ヲＩＧＡ［ス 貌合

= 於 T ノ、命令ノ定ムル所こ依リ訓練阪域内 二於

ケル光ヲ査をスル設備又ハ炎置ノ管理者叉ノ、之 =

準ズベキ者ノ、イ也 ノ法 令 ノ規定= 拘ラズ Jt ノ光ヲ

秘| 迂スペシ

第 十一線 JVJ 空 =-l ilJ ;<. ; :.. 調査/ 銭必要アルトキノ、

七務大 ｉ ｾ ｕ 也 ｊｊ 長Ｎ官ＺｸＮハ市町村長 ノ、 ｾ ＡＡｊ Ｑ ＢＢ ノ定ムレ

所 =- 1/(リ 同十l係者 ζ 鈎 シ 資 料 ノ提 fB Ｗ 命ジ叉ノ、 Ｇ ｉ ｾ Ｇ

克背ノ、 J定f . t ';lシ T 附1系アル場所. : =. . ) _ [ 入 リ倹 奇 7

ｦｾ サシム・レコ 卜 ＧＷ Ｑ 非但シヰ ｌ 人 ノ 邸宅此］業後トー

ノ秘; 所=嵐; 1. . : L- 事 rrt及技術こ l寸テノ、比 ノ[ 浪ユイ正

フ ズf

前 夜 ノ 規 定 二依リ 立 入ル場合二於テノ、 J t / 旨 改

メj c ノ桜[ 所ノ; 管理者= 主主主al スベシ

ＧＷ｟Ｎｾ ［ 該 官ＡｬＡ 叉ノ 、支只第 一項 ノ規 定ニ依 リ 捌ｻ系アル

場所］立入ル場合ノ 、 Ｎｊｴ Ｏ 詮ｾヲ携帯スペジ

第 十二係 先六il 朱叉ノ、第九保 第一 頃 ノ規定ニ依リ

防空Ｏ賀施こ従事スＩ ｌＭ者 之ガオ意 ｩ 遍主Ｉｾ ' ; 1受ケ 、決

J丙= 椴 リ)1...' 、死 亡 シ タル場合= 於 テノ、地 ) j 長 官、

iIi ｉｉｉｊ 村長久ノ、第三探知 Ｍ Ｑｊ｛ヲ規定二依 Ｇ ｌＭ ｉ ｬｪｪｾ 訂

J L / 設 定 者 ノ、 10J 令 ノ定ム ルNf ヱ依 リ本人叉ノ、x

ノ:葬 祭 ヲ 行 7 者ニ潤シ療従又ノ、葬 祭 二 要 スル 1'(

月1' 7 * 台スベシ

第 十三係 地 万長 '宮第五{際/ 規定二依リ|坊空 ノ質



施こ際シ必要ナノL 殻 fii ii者ノ、資料ヲ供用セシメ久} 第十九{ 帰第八保ノ規定ユ 主主反シタル 者ノ、三 百四

ノ、地方長官若ノ、市町村長第九線第一項 ノ規定こ 以 f ノ罰金、拘留又 ノ、科料= 底ス

依 リ土地家屋物干1: 7' J ¥X 用若ノ、使用見ノレ都合= 於 故ナク第十一燦第一項 ノ規定= 依ル資料 ノ提出

テノ、勅令 ノ:定ムノレ所= 依 リ尖 ノ扱失 ヲ補償 スベ : ヲ拒ミ 若ノ、!読{庖 / 資 料 7 提出シ叉ハ11; 該 官 支 若

シ ノ、支員 ノ立入検査ヲ拒ミ若ハ妨ゲタル者亦前度

前項ノ規定= 依 リ補償ヲ受クペキ者補f ' . lt =-1，J 不 : こ同ジ

)I[ アル トキノ、 共 ノ金額 ノ決定 ノ遁 知ヲ受ケ タル 。第二十保 町村組合 こシテ JUJ 村 ノ事務ノ全部又ハ

H ヨ P 供用、牧周叉ノ、使用/ :後六月 ヲ経過シテ 役場事務ヲ共同底地スルモ ノハ本法 ノ遡月二十J

補償金額 ノ決定 ノ蓮知ヲ受ケザ ルトキノ、 来 ノ期 テノ 、之ヲ ー 町村 、 ｾ ｾノ組合管理 者ノ、 之ヲ 町 村長

ｼ司 経過シ タル日ヨ リ 六 月以内 ］主主常裁剣所二 ｈｾ ト若倣ス

訴スノレコト ヲ得 ｉ ｗｊ 村制 Ｗ 施行セサｾ ;L.地 = 於テノ、本法中町村ニ隙J

第 卜四係 地方長官第六{ 傑第一項 / 規定こ依日中寺 スル規定ノ、町村ヱ 準ズベキモ ノェ、町村長二腕l

殊技能7 ' /白スノレ者ヲシテ 防空 / 質施= 従事七シ 。 スル規定ノ、 l町村長二準ズペキ者エ之ヲ適用ス

メ叉ノ、第三線第一環 ノ規定ニ依ル防空-;; 1": ;1:，ノ設 。第二十一係 国エ於テ管J 1j! _スノレ砲設= 剛スル防空

定者第六線第二 項 ノ規定= 依 リ; ! t ノ従業者 ヲシ =- Ｑ ， ｊ テ ノ、 ｾ ｩｪｊ 令 ノ 定ムル所］依 ， ＧＭ

テ防空 / 賀施 = 従事セシムん もお合= 於テノ、勅令 第二十二傑 本 法 ヲ 朝 鮮、室経叉 ノ、樺 太ユ他行ス

ノ 定 ムル Ｉ ｾ ￎ Ｍ ］Ｍ依 リ ｊ ｾ ノ質 ＱＧ ＨＷ 緋 依スベシ ノレ場 合ニ於テ必要アル トキノ、勅令ヲ以テ待>)11 /

前係第二項 ノ規定ノ、前項ノ質l'( ti 半[ 武= 之ヲ準月] 定ヲ角スコ ト7' 1非

ス

第 十 五 係 防 空iI ｉ ｾ ｾ ｮＺ＠ / 設定、 防空 ノ質施、防空 ノ

賓施ニ 掛] シ必要ナル設備若ノ、資材ノ! 笠備、第 十

線第 一項 ノ規定ユ依ル防空 ノ訓練又ノ、第十二保

ノ規定二依ル給奥ヲ匁ス= 要スノレ5 ' V Flノ、地方長

官之ヲゴ宅ス場合= 於テノ、北海道又ノ、 FH!¥! 菜、市 町

村長之ヲ然 ス場合二於テノ、市町村、第三保第一

項 ノ規' 走ニ依ル防空言十三Eノ設定者之ヲ匁ス場合

ニ於テノ、英 ノ;者 ノ: 員権 トス

待殊施設 ノ合理者又ノ、所有者第五係 ノ規定 ニ依

リ 設備叉ノ、資材ノ 盤。 ｩ￬ｩｬ ＷＧ潟 ス ］要スルＵＧＧＨ用ノ 、 ［ｴ ｪｾ

ノ:者 / 気捲 トス

第十六係 防空委員合 = 除J スノレ規程ノ、!l! JJ 令ヲ 以 テ

之 7 定ム

第十 七 係 国 庫 ノ、勅令 ノ;定 ムル所 二依 リft_ / 謝1'(

二重当シ ;11; ノ二分 ノ一以内ヲ補助ス

一 第 十 五 線 第 一 項 ノ規定= 依 リ北海道、府県長、

市 町村叉ノ、第三線第一項 ノ:規定ニ依，' - 防空iii ・

輩 ノ設定者 ノ笈捻 スル5' ' (周

二 第 十 五 体第 二 項 ノ Ｚ 規定こ依 リ 待殊施設 ノ ｾ￟Ｇ

附 )'!IJ 

本法施行ノ期日ノ、 ｾＡ ｊｊ 令ヲ以 テ 之ヲ定ム

昭和十二 年九 月二十人 JJ 勅令第五百削十人減

防空法 ノ、昭和十二 年十月- - 11 ヨリ 之ヲ施行ス

昭和十 二 ゴ ｊｾ 九月 二 十八日 勅令民五百凶卜: i L競

防 空 法 施 行 令

第一線 地J J 長官 ( 点 j j ; 府ニ ギ五 リテハ瞥 iJin総 l託ヲ

合ム 以 ド 之二信｝ ジ 〉 ハ這 Ｉｈｾ 採ノ全ｨＢ Ｍ ｉ ｾｾ 域 主 ｌ ノ、数 ｔｬｩ

町村ノ区 域二百リ 五 十克スベキ ＢＡ ｬｾ 京 共 ノ イ也 Ｚ 必要 ト

認 ムル 事項= 除j シ防空計主主ヲ設定スペジ

前 ｉ 項Ｏ 防 空計 五 ｅ ノ 、 道府県系防 空 委員令 ノ 意 見ヲ ｩ ｾ ｬ

シ之ヲ設定シ内務大医ノ認可 ヲ受クベシ

防空法第二憐/ 規定 = 依 リ指定セヲレ タル TI-j J町

村長ハ市 町村ノ区域内二於テ J 十主スペキ事項; l t -

ノイ也必要 卜認ムル事項 = 附シ 防空礼 道 ヲ設定ス

ベ シ

前須/ 防空言11Eノ、市町村防空委員合ノ意見ヲ i主主

I聖者叉ノ、所有者 ノ叉抑スノレ1'( 月I i / 之ヲ設定ジ地 方長官 ノ認可ヲ受 クベ シ

三 防空委員合二日制シ 北 海道 、 ｽｈ ｾ 係火ノ 、 市町村 第二11条 防空法第三係第一項 / 事業久 ノ、施設ノ、工

ノ: 廷捻 スル 費用 主主、厳 J1J、銭 道、軌道、 無線定信、無 線電 話又

第十八係 特殊技能ヲギf スル者飲ナク 第六{隊第 一 ノ、電気 、 Ｇｪｾ 斯 、 海、運若 ノ 、 航 空二胸スル事業者ノ 、

項 ノ規定ニ依 J '- 地方長官ノ命令二従ノ、ザノレ トキ 施設 トス

ノ、三月 以下 ノ徴役叉ノ、百 四以下 ノ剖金= 彪 ス I 第 三11築 防空法第五憐 / ，規定二依 リ整備 7 潟サシ

1 2 9  X I  



ム，' - コトヲ fヰイキ設備叉ノ、資材ノ、J王ノ各盟主= 鎚 ナら よc ノ 他 / 事 項 = 除J シテノ、A ノ:準備 ' 7) 毒シ辿

グルモノ トス 宣之ア 質施 スペシ

一 定糸工作物 、 工 場 、 鍛 ＱＱ Ｑ 、 鍛造 、 軌道 、 士会ｾｾ ｾ￭￯ ｩｊＧｬ，及之］Ｍ f*  7 : i l l i 信ノゆf(燦/ 規定ニ依 リ防 空 ノ

}i}f ノ類 = 付テノ、燈火管制= - 1 #1シ必要ナルモ ノ 賀 lj 包ノ終止命令アル迄;乙 7 総統 ス ベ シ

ニ 水 道 、下 水 道、 又 斯工 作 物、石油，，; / 夕、 第 七 係 Wfi 空 7 ' 1 ! ( 施兄ル場合= - } 冷テ 航 空 機 ノ米銭

工 場、 鎖 山/ 類 = 付テノ、消 防= 除! シ l必要ナ，，- 院.1 ; / テ内定ノ各放 / [，' ，，.; 分 = 依リ 防 空 警 報 プ!iX

モ ノ ス

= 劇 場、診 療所 、百 貨 広、地 [: = - 敷設シ" )'- 餓 ー 警 戒 警 報 航 空 機 ノ来 援 ノ民ア ル場 合

道又ノ、軌道、地 下 室 7 /白;;<.ル建築物ノ類二十J' 二 竺 戒 ち 卒 者 鰍 除 航 空 機 ノi来 襲 ノ 民ナキ = 妥

テノ、防毒、話差益佐又ノ、救護= 側シ必要ナ ノレモ ノ リタル 場 合

防 空 法 第 五{際 / 規定= 依 リ供用セシムルコ トヲ 三 ・2主主基ち幸fA 航 宝f幾ノ来事監 ノfι 験ア ノレ場 合

得 4 キi設 備叉 ノ、資材ノ、左ノ各聖書= 掲グモノト λ !吋 空 襲 ち 報 解 除 航 空 機 ノ来襲 ノ危験ナキ =

一高 磨建築 物 ノ類 ］イ ｊ テノ、ｾ誠二閥シ必要ナ 至 リ" ) ' - 場合

ルモノ 首 該 ｉ ｍｾ 域ノ ｛［ｩｪ￮Ｚ 街ヲ槍任スノ レ 防衛司 令官 、 師園長 、

了二 践報務ヲ有ス、レ胞投 =-1、J" テノ、聖子報= 防j シ必 要望答司令 官、鎮 守1M司令長官若ノ、要港昔11司 令 官

要ナ ルモ ノ ( 以 ード陸海軍司令官 ト，fj ヰス 〉 叉ノ、 其 ノ指定ス ノレ

三 皐 校、 集 合場、劇 もお: 、珍主張所、百 貨j占、地 者Ｏ 務スノ レ 防空ち報ヲ 以 テ ｴ￬￭ｬ ｾ 頁 ノ 防空警報 ト ス

下二数司生シタ ノレ鍛造叉ノ、軌道、地 下室 7 /白ス 第 入 係 ｛［Ｎ身空法第十一 ｻ保ｾｾ Ｍｾ頁 ノ 跡 ｪ 係 者ノ、第 二 係

，' - 建築吻 、注 難 上 有敬 ナル空地ヲ右スル工務 ］掲グル事、Ｎｾ若ノ、施設叉ノ、第三 係］掲グ ノ レ 特殊

lt ノイ也 ノ; 建築物、、運動主主u 類= 付テノ、[;右謀、 施 設 / 管 理者 又ノ、所何者ト ;/ 1品J係 アル 主t;: JiJfノ、 d七

滋灘又ノ、救護= - 1 #1ν 必要ナノレモ ノ 等 / . 者ノ 管理叉ノ、月f { i ス ，，- J: 地 及 建 物共 ノイ也/

第 四 僚 防 空 法 第六 傑 第一歩( / 特殊技能ヲ合スル 工 作 物 トス

者 ノ、左ノ各誠 二鵠グノL 者 トス ｦ ，布空 ￬ｈｾ 十一 世襲ＱＮｴｾ 三項 ノ設 楽ノ 、 ｽＮ［ＱＱ ､ ｩＳ様 式］依 Ｉ ＧＭ

一 瞥師、歯 科聖書師、松 瞥 師、競 鮒 師 及 若秘 結 第 九 係 l坊空法 tit 卜ニ保 ノ 規 定 二 依 ル療 養 叉 ノサド

二 防 空 こ 闘 スル技 能 =-f 、H寺殊 ノ教 育 訓 練 ヲ 受

ケタ ル者エシ テ内務大臣 ノ認 可 ヲ 受ケ 地 方 長

官 ノ定 ム ル モ ノ

ｉｾ Ｇ方空法第三 ｻ隊第 一 項ノ規定こ依ＩＧＭ 防空 Ｕ ｛ ・Ｉｬｉ ノ設

定者ノ ;従 業 者 ニシテ共 ノl治空三1' .;1}: = - 主主キ防空 ノ

資 施］ 従事スイキ モ ノ ｾｲ， ノ他 正営 ｮ Ｇｪ￬Ｚ由アル 者

ノ、同法第六線 第一項 ノ規定 = 依 リ防 空 ノ質施 =

従事セシムルコ ト7' 1埠ズ

第五古来 防 空 ノ笈施ノ開始及終止ノ、内務大医之ヲ

命 ズ

前 項 ノ命令ノ、幅削係アル地力 長 官 及 防 空 法 第 三 保

第 一 項 ノ防空言十三Eノ設定者 二主主シテノ、内務 大 臣、

附 係 ア ル 市 町 村 長 = 封 ジ テノ、内務大医ノ遁女¥. =-

依 リ 地 方 長 官之ヲをま ス

内務大臣第一 項 ノ命令ヲ潟スニ H テハJt ノi時期

及区域］陶シテノ、 陸軍大 日￯Ｎ Ｉし 、 海軍大 ｉｾＯ 遁 知

= 依 2レ ベ ジ

第六f際 前 線 ノ 規 定 = 依 リ 防 空 ノ質施 ノ削 始命 令

アリタルトキノ、 防空計Ｑｉｅ ノ 設定者ノ、段 ￭￯ｾｾ 及之］

Ｑ ＪＷ 遁信］除 Ｑ［Ｏ テノ、 ｩ 立］之ヲ ｾ Ａ悔 シ 防空上 必要

XI  1 3 0  

祭ニ要ス )'- Ｑｾ 月 ｊ ノ、防空 Ｏ賀 施］従事 セシメ ｆ ノ レ

者 - 於テ之ヲ給スイシ

前 ｊ ｪＧＨノ Ｑ ｾ 周Ｏ 支給］側シ必 要ナ ， ＧＭ ｬ �Ｚ ｾ長 ノ、地方長

官叉ノ、防 空 法第三係官3ーポノ規定= 依ル |坊主" 十

主 ノ設 定者 ニギ玉リテノ、 内務大限 、市 町 村 長 = 在

リテノ、地方長官/ 認可ヲ受ケ之ヲ定ムベシ

第 十 係 l防空法第十三 古来ノ ;規定ニ依リ補償' スペキ

損失ノ、遁常生ズペキ 損 失= - JlR) ，-

第 十 一 線 防 空法第十四保ノ :規定 こ依ル質賃緋 償

］ＭＱＣ Ｑ シ必要ナノ レ 本 ｊｪｾ ノ、 地 方長官又ノ 、同法 第三ｻ隊

第 一 環 ノ 規 定 = 依 )'- 1坊さ主; 1i・ik ノ設定者内務大t: i .

ノ認可ヲ 受 ケ 之 ヲ 定 ム

2むートニ傑 防 空 法第 十 七 係 ノ規 定 = 依 ) '- 図庫補助

ノ、支出精算額= 潟シ之ヲ潟 ス但 シ 寄附 金 共 ノイ也

/  J ¥1c入アル トキハ 之ヲ控除; / "  )'- 額二主主 y 補 助

ス

前項 ノ規定 二 依 リ交付シ タル凶庫補助金ノ、左=

掲グル宅島一合］於テノ 、 ｊｾ ノ 金古 Ｑ ＱＮＳＱＮＮ ノ 、 一部 ヲ 返還 セ

シムルコ ト プ Ｑ｜ｾ

一 設備又ノ、資ト4 プ起草業又 ノ、主盛夏シ' 芯ヲ¥l J ノ目的



(

別

記

様

式

)

表

第

商

日

本

標

準

規

柊

第

九

十

二

披

B

列

入

苓

2

4ヨ
ヨ

×

ヨ

ヨ

ヨ

〉

百晃

&1三

月

主

ノ 、 務

省

司I

ge:¥ 

町

府

村 際

印

防

空

法

第

十

一

線

第

三

項

ノ

規

定

一

ご

依

ル

詮

菓

又

官

職

氏

日

交

付

名

ｾ＠

iFi 

XI  1 3 1  

第ＱＮｴｾ 気古 賀Z

匝 十 I的ノ、保入 又 故 ス 十 携 常 y 1liI 上 y 長 ー卜

内ノ、三{ 際空法宥所掲=係 l坊常ノ、ナク 係九 平スtl
j

官?主 主ノ貝秘ノ

H

テ時

I

勅ノ、保ー

防

務 ［ｲｾスグ防空 該官克浩第傑十一 ペ支 規手前f1系令 空

大 防 十 J'- J L . 空法 第 シ 叉 定 ュ ア ノ 法

|戸空 ー 土 特 法 施 入 ハ エ JZil J : " 定 防空 11首

、法{ 床 ttil 殊 第 行 僚 支 依 ス 務 ム = 要

際JH貫1及 施 十 令 ノ 、 第 ノ 員 リル所 J'- 除J

i[C三 三 建 設 ー 摘 変 一 規 第 立司王二月Ij-ス

て大t条 項 物 / 線 要 員 項 定 一入J j ( 立二 J '-

ｉｾｾＦ＠ /  ｾｴ ＧＷｲＭｾ＠ ノノ ニ 項 J '- 及 入 依 謝

叉 第 設 ノ均 一 立規 主主 ノ 場 設 リリ 査

ノ、十 ;31他 者 須 入 定 反 規 合 備 検 制 /

海古来ノ、ノ 又 ノ 検ニ シ 定 - 査f系偽

ｾＱｉ＠ /  $I J 工ノ、 協j 査 依 '7 =  於 付 ヲ 者 &、

大主日日作所係 ヲル ル 依 テ テ 鴛 = 要

l豆務; f ，汲物不{ 者拒資者 リ ノソ、サ封 ア

ト大 式 卜者ノ、 若ノミ、料混ノ ノ、 隣，J ［Ａ ｾｊｩ ｢ｹ ジル
ス ｉｾｾ Ｎ エス ト 第 三 係 / ノ ム 資 ト

ノ 、 依 シ 二 百 ア 旨 限 ル 料 キ

内; ' - I斜Hl 華 妨/ I  ｾ＠ 阿 J レ 改ユコノノ、

務 係 = ゲ ヲ 以 務 メ ギE ト挺J:

大 ア掲 ｆ 拒 ー ド所ｾｾラＧＷ ｈｾｦ 長
阻 ん グ ι ミ ノ ニ ノ ズ 得 ヲ大

、 第 J レ 考 者 罰 立 場:: i旦命阻

同 月J司 王 亦 ノ 、 金 入 JiJi- y ジ 、

法 ノ、立た 1lir虚 、 ル / 忍叉 地

JH  比 若 琴1鰐 企iU 境 管 人 ノ 、 ) J

十 等ノ、 ュ ノ 留 合 :f1Jt /  支官若長'又官

ー ノ 施 同 資 久 ノ 、 者 郎

係 者 投 ジ 料 ノ 、 英 二 宅

ノ ノ又 ヲ 科 ノ 遁 此 ノ、ノ、

主 'if ノ、 提 料 設 知 =支 市

務 理 第 tH =- 差 是 ス 業員 町

大 叉 三 シ 鬼 ヲ ベ 務 7 村

ヲ主主シ得ザ; t . =. 至 リタ ル トキ

二 補 助 金 交 付 / {I傑1' 1' =主主反ジ ダル トキ

信 |三 保 [1方空法第三{ 傑及第十世茶ノ 主務大原ノ、 内

務 大 I? 、 同 法 第 十一線ノ ミ1".務 大 | 手ノ、内務大 10:;. ¥

陸軍大限叉ハ海軍大 ｉｾ トス

第十四保 障海軍司令官ノ 、 ｾｪ 況網構成 ノ 説要］小 ｪ

」是降海草 / 行 7 1li ii 箭ノ必 要 J 二イ吏用 7 禁 止又ノ、市IJ

限スルコ トアルベキ土治主主助= 付防空' J i
4

Jf ノ設

定 Ｑ Ｍ ，必要ナ［ＺＮＮＺＧ｝ｾ ｾ 頁ヲ防空言十錠 ノ設 定 者 二、通知ス

ベ ジ

前 f頁ノ1通知1ア リダル トキノ、 之 = 準 採 シ テ 防 空 計

jlt ヲ言1主定スペシ

第十五{ 際 防 空2十;jf ノ 認 可 ヲ 然 ス 場 合 こ 於 テ 陸 海

Ｇｩｪｉ ノ 行 ＷＱ 訪街 ］ｗｊ 舷セシム ｊ レ然必要アルミ ｦ｝Ｚ ｾ 頁］

隙.Jy テノ、 内務大院ノ、陸軍大臣及海軍大臣= 、 地

方長官ノ、限海軍司令官= 協議 スペシ

第十六( 際友= 渇グルさJI = 項= 闘シテノ、内務大臣ノ、

ｾｩｊ 係各大限］ 、 地方長官ノ、開係 地 Ｉｽ官＾＾Ｑ｛｜こ協議

プ、ペシ

防空訂克 Ｏ 認可ＧＷＺ￭ｾス務合ニ於テ ＧＷｾｾＧ 該言 ｩＭ ｩ ｩｌ

rl' 図 =J.たテ 1:('J 畦ス，レ土治家屋物刊 ノ使 用 = 防1

7. ; :- ' Jp>'l 

防 空 'rii"JE ノ認 可 7 匁 ス装 合 ニ 於 テ 設 備 叉 ノ、

資 材 ノ 受 uii i叉ノ、供用= シティ也ノ法令= 依リ認

￭￮Ａ 叉 ノ、［ＧＺＢｲＭ可ヲ要スレモノ］隙 ｊ ス ［ＧＭｾｊｾ ｾ 頁

三 ｉ め ｚ ｅ 法第三ｻ燦 Ｚｘｽ｟ｾ 頁 Ｏ規定 ］ {/( J'- 桁 定 及 同

係官L 二位; ( ノ規定= 依 L 認 可

ｉＧ Ａ￬技術 久 ノ、資料ノ繁 ｾ￬ｩ￬ 叉 ノ、供則ニシテ他ノ ［Ｑ ，

令］依リ認可久ノ、 ｾｾｔ 可ヲ要 ＷＮＮＮ ;:... モ ノ = 附 ス ，レ

i均空i1，山ヨi.{j傑ノ規定二{ 女，_ 命令

ゴL l;itJ. i去Zu三 i保第 _ J 頁ノ規定 二依 ι1; 方空rii ・Ji

/ 1設 定 者 =Yf スル同法応卜隊第一項 ノ 規定二

依 J レ命令

!:f γ 卜出! 葉 Ｑ ＱＱｊ 村 ｾｉ ｩＮ 千トエシテ町村ノ ｊ ｊ 工務 ノ Ｚ全部叉ノ 、

役場事務ヲ Ｚｪ ｕ［［ ｊ ｾ 苅｛ス ｌ モノノ、本令 ノ 適用］ f.J  

テノ、; と γ ー l町村、 Jl ノ組合告す苅l者ノ、之ヲ lijT村:長

ト若倣ス

11!f 村 制 ヲ施行セザ ;:.. t色= 於テノ、本令 rl' 町 村 = 胸

ス品規定ノ、 l町村 = 対立ズペ キモ/ 二 、 lijJ 村 長 二 附

スヰ規定ノ、 lijJ 村長= 準ズベキ者二之ヲ; 盛期ス

ｾｈ＠ Jl: j  

本令ノ、 Il ij" fi 去施行 / 11 ヨリ之ヲ 施 行 ス



昭 和 卜二年九月 二十八円 勅令第五百 五 十;]}l

宵聴防本令

ｾ Ｍ ￍｬ策本令］於テ官民 ｛ｴ 防 空計 ｊ 土 ト ｦｉｬｾスルハ閥ヱ

。昭和卜二 年九月三 十 日

約令第五育六十銭

内務省、官制中左ノ遁改正ス

ｾ ｟ Ｎ俄 ｾ Ｇ ｉＧ r都市，11ιu ヲ「都市百十ぷ、 防空 j ニ吹

於テ管理スル施設= 附スル防空ノ資施及之 =MH ム

シ必要ナ ，1. - 設備叉 ノ、資 材 ノ殺防= 闘ス品百十点 7 :  ｽ￭ｾ 二 ｻ ｾ 在 中「占 ｉｬｲｬｔ［ ￯ ｉＮｾｉ 及ｼ 的 空」ヲ骨 ｉ ｊ Ｇ ｉＮＭ

百1'1 7 第 三i傑'1' r十五人」ヲ「十と人 J = 改ム

第二係 内閣総司大臣叉ノ、各省大臣( 陸軍大臣及 第凶傑rl' rヨJ.局」ヲ「六局 J ユ改 メ 「衛生局 J /  

海軍大 i主' 7 i'徐ク 以下之= 同ジ〕ノ、向ラ官・阪防空 。次ユ r; J UI 府 J ヲJJrl 7

言「司 ＨＺＷ 言 安 定シ又ノ、 ｊｾ /  ｾｾ督］廃 ス ル行政官版］ 。 第九係 戸十 日E対 = 於テノ、左 ノ事務ヲ掌 Pレ

シテ必要アリト認ム 2レモノヲ指定シ' 官聡|坊空 ri 十 一 郁 了11"" r.JI =  i#. lスル事 項

ヌt 7 設定セシムペシ ニ 防 空= 陶スル事項

内閣t息子里大医叉 ノ、各省大 1: ' 1. ノ設定ス L 官Dl t:H的空 。第 十 傑 '1' r  w. 任内務事務官十八人」ヲ「 専任内符

ｾｔ ｩｾ＠ JEノ、内務大匹、降車大限及海軍大臣=、 Jt /  事務官二十一人 J = 吹ム

イ也Ｏ行政官艇ノ設定スルＧ目 Ｎ Ｘｭｲｾ ぢ ｚｅ ・ ｾｴｊｲ ノ 、地 Ｉ￯ 長 ｽ 第十 二 ｻ傑 ［ ｮ Ｍ ｾ Ｇｬ ｲ ｬ Ｇ r 専任技師十七人 J '7 r専任技

官及 防 空法施行令第七燦ノ 陪 海軍司令官 = 協議 問ー二十一人 J = 、 同僚第二項巾「専任lrei 及 専 任

λ ペシ 校二T・jili ジテ π九十六 人 J 7  r専任渇及専任投手

第三係官Ｑｬｉｻ｜ 防 ｾｾｩＧ ［ ｮＯ 設定 菅 ノ、ｊｴＺＯ防ｾ Ｎ ，ｪｪＭ主］ 誕ジテ 二n 十九人 J こ改ム

:思キ防空ヲ1 ! 1 : 施ジ叉ノ、防空 ノ賀施二時ト1:/ 必要ヲ :  附 J!i J  

，1 . - 設備若ノ、資材ノ整揃ヲ匁スペシ 本令ノ、公布ノ 11 ヨリ 之ヲ施行 ス

第凶{ 際 内務大臣ノ、防空法他行令第五{ 傑ノ規定= : (差是 照〕

依リ 防 空 / 賀施 ノ開 始又 ノ、終止 ヲ命ズル トキノ、 明治三十一年十月二十二 日公布刺令第一

同 時二内閣総理大陀及各省大 ｼ 主 ］ｪｾ ノ旨 泊 先 ｦｬ ス 百五十九減内務省官制抄録

ペ ν 第 一保 内 務 大 IJ!.ノ、市l'社、地方行政、議ni盤滋、

内務大匹前原 ノ遁知ヲ 鍔シタ L トキ 久 ノ、内悶線、 ぞ子家 、 土木 、 衛生 、 者 ￟ 市 計豆 、 地理 、 ｮｾ 版 、 特

主里大阻及各省大臣前 夜 / 遁知ヲ 受ケ♂ル トキ ノ、 作 iiH及 拓 硫 = i#. l  A  ，1. -事務 ヲ管理シ警視線、段、北

区ニ兵 ノ 監仔］鼠 スル 側係アル宵ｩｬｉｾ防空百十ｾｦＺ Ｏ 海道! f [ ¥: I毛' 5"2正J H際 知事ヲ 監督 ス

設定者二兆 ノ旨逼知スペシ 第二{ 際大阻官房ー= 於テノ、通則ニ掲グノレモ ノノ外

部I二項 ノ遜知ア リ♂ ι 場合= 於テ防空 ノ質施 ノ 褒位、 都市計i i U正l的袋二閥 スル事務ヲ学: ル

IJf l始及絡11: =I6IL ノテ ハ防空法施行令第六係ノ ;焼 。第三{ 保 内務1 i 専 任官 記官ノ、十五人ヲ 以 テ定只 卜

ii : : ヲ準用ス 。 ス

第 五 係 閣 ］於テ告ＧＮ，里ス ル 施設〈陸海軍 ノ 官街ｾ， 第 四 傑 内務1i = 左 ノii. 局 7i在ヶ Cie，; じ関与ス〕

校ヲ除ク ) ］隙 ｊ ス ｆ レ 燃 火管制 Ｏ質 総長， ［ＱＱＱ 線］闘 ｉ 第九ｻ際 ｴｾ Ｑ｝ 除

シテハ防空法第八{り普及第十{ 附1三項ノ規定"iir.=

; と二基 キ テをまス L 命令ノ規定 ヲ準用 スイ円シ之=

依リ難キ事項 = 側シテノ、内閣総理大 e"!. 叉ノ、み智

大! モノ、内1芸大臣、際立[ ) d2.及海軍大医 = 協議シ

昭和十二 年九月三 十 日 勅令第五n 六 卜ー獄

内務部内臨時職員設置制中左ノ遁改正ス

ｽｽｉ ｉ 段ノ規定 Ｗ 投タんコ ト ヲ ｩ Ｍｾ ト 第 三 係 / 問 自IJ ｾＮＭￍ，＠

第 六{ 床 内 閣 総司大! 豆及谷省大 ISi _ノ、Jt ノ民11=鼠 第 三 保 ノ五徳 - .:g' ('I' r内 務 事 務 官 専任 十一人 内

スル官 Ｑ 刷物空 計ｲｴｲＺ ノ設定者 二重 ヰシ ｛防空言 ｉ ＮｾＡｴ / 全 一人ヲ勅任 ト:tt スコ トヲ得 J 7  r内務官記官 幹

部久ハ 一 部］ｾ キ Ａｾ Ｎ巧 Ｗｅ ノ Ｎｴ ｬｩｬ 矧ヲ鍔スペ キ コ ト ヲ 任 一人 、 内 務事務官専任十 二 人内一人ヲ ｾｩ Ｉｊ 伶 ト

命 ズルコト ヲ件 匁スコ トヲ件 J = 、 r ｊｲ･￮ｊ，ｬｾ 任四十 一人」ヲ 「 周

F付 則J :  J，l{ 任 問 十 五 人 J =. 改メ 「聖子務官主人 J ノ 吹 =

本令ノ、防空法施行 ノ日ヨ リ之ヲ施行 ス 「内務内事官 専任一人 」ヲ 力日 7

X I  t  3 2  



附 則
〔参 照〕

本令ノ、公布 ノ 11 ヨリ 之ヲ施行ス 大正二年六 周十三日公布勅令第百3 L 十盟主

〔参 照〕 ・ 北海 道服官制抄録

大￯ｆ九年九 万卜 Ｑ Ｑ 公布 ｾ ｩＢ 令第三 百 プ、 ｼ づし青島 第 十二線 第六項

内務部 内臨時職員設置市I j 抄録 :  警 察官官= 於テノ、左ノ :事務 7 Qt: 11-

Ｑ ［ｦｾ 三ｻ 傑Ｏ 四 防空］附 スル Ｎ， ｊｾ 務］従事セシム ル匁 ｣ 左 記田各 ス 〉

内務省 ==-tr. ノ職員ヲ詑キ大限官房= 混セシム

内務事務 ｾｒ 専任一人

}蕗

T支

専任二人

手 専任二人

昭 和十二年九月三十I : l ｾｩｊｽ令第五百ＯＧ十二盟主

昭和十二 年九月三十日 勅令第五百六十四扮

地方官官制中左ノ逼改正ス

第 一保第一項中「地力事務官 専任三百七十人」

ヲ「地方事務官 専任三育七十七人」二 、 「地方

警戒専任三百十J i . 人」ヲ「 地方 特 級 専 任 三 百

警視鹿官制中左ノ遁改正ス 十六 人 J ==- 、 「地j j f主師 事 任 三 百 九 人 J ヲ「 地

第 一傑第一mrl' 1事 務 官 事 任 れ 人 」 ヲ 「 事 務 官 方技師専任三百十五. 人」二 、 1I昂 専任 二千八

専任ヒ人 J ==- 、 「技師 専任十悶人 J '7 1技師 。百五十人 J '7 1属 専任二千人育八十一人 」 ヘ

専任 十六人 J ==- ¥ ｲ 瞥古 ｉｾ ｾ引 壬宵九十人 ｊ '7 1警 r警告E 専任千四百十二人 J '7 1符古1¥ 専任千凶

昔日 専任百九十二人 J ==- 、 1  J.a1 専任局七 ト一 人 ; 百六十間人 J ==- 、「技乎 専任千育十三人 」ヲ「 技

ヲ 「 属 専 任 育 七 十 三 人 J ==- 、「 投手 専任問十 。手 専任千百二十五人 J ==-吹ム

一人 j ヲ「 技 手 専 任 問 十 三 人 J ==- 改ム

第十 二 傑中 警務郊 ノ ￬ￌ ｬｾ ==-左 / Ｍ ｗｊｾ ヲ加 Ｗ

二防空= = - ｾｉｬ ス ｐ レオｾｾ民

附 Hリ

第 十五線 第二項 '1' 1前項ノ外」 ノ F ニ「防空及 J

7 力日 7

第十六係中第二蹴ヲ 第三滅トシ以下Wi 衣繰ドゲ第

一盟主ノ次 - 左 ノー君主 ヲ加フ

本令ノ、公布 / 日ヨり 之ヲ施行ス !  二 防空= 側 スノレ:J]:JJ'(

〔参 照 J 附 則

大正 二 年 六 月 十三 ｈ 公布 ｾｩ ｽｊ 令第百四十九競 本令ノ、公布 ノ FI ヨリ 之ヲ施行ス

磐Ml，ei[¥官;Iilj 抄 録 [ 参 照〕

ｊ，ｦ ｩ 十 二 係啓級副 ｳ 二古 ｰ 位キ事務ヲ分 ｾｾ［ｴ セ シ ム ｉ ＡＭ 大正二年六月卜三 11公布勅令第百四十七放

コ 卜友 ノ立ny 地方官官制j抄録

幸子務古1; 第 十J i .係 肇務 部］於テ ノ ｖ 左 ノ ゴ ［ ｊｾ 務ヲヨトレ

Ｈ左 ｾ￨ 略スＩ C在日E略 ス〉

昭和十二年 九刃三十 日 勅令i . i BI. r寸六十三披

北海遁腹官制中左ノ遁改正ス

第 一 係官主 ＭＱ ｊＨｲ ｾＱ 1属 専任二百三ー ト人 」ヲ「 属

専任二百三十二人 J ==- 、 「件rm I! i 任八十ノ、人 J

'7 1聖子育日 専任八十八人 J ==- 、 「投手 専任九 卜

九 人 」 ヲ 「 投 手 百 人 J ==- llJcム

第 十二係 第六項第二減ヲ第三君主 トシ以ド順次繰ド

ゲ同項第一波 ノ: 次- 在 ノー盟主ヲ 11117

二 l的空 ==-1祢lス I!.- 事 項

附 則

本令ノ、公布 / 11 ヨリ之ヲ施行ス

東京府ノ撃務部= 於テノ、前 Jj'( ノ外衛生二局fJ ス

ル事務ヲ 掌 I!.-

第十六僚 警察官日］於テノ、 Ｑ 王 ノ Ｚｴ ｊ ｾ 務ヲ Ｑ￯Ｚｊ ｌ

c左記略 ス〉

1 3 3  ) (1 



餓 鋼 工 作 物 築 造 許 可 規 則

明和十 二 年 卜刃十 一 日商工符令第二寸削減 ペシ

第 ー{傑 俄筋「コンク P ート J ill' 、餓 '1'1・ 7 千f 7.. J :'" 鍛 附 J!i J  

筋「コンクリ ート ｊ ＵＲ 、 ｩｾ 骨造叉ノ、ｾｾ泣 Ｏ 工作 本 ｊｾ リノ、昭平 ｦｬｬ 司二 Ｑ Ｑ ＧＮ j- j ] 二 「日ヨ日之 7 施行ス

物( 盈築物ヲ含ム以 F 同ジ〉ヲ築mセントス ._ 本則施行ノ際宅JL=- 工事司1 ノ工作物= シテ低二基礎

者ノ、地方長官 / 許 可 7 受クベシ但シ商工大| 五/ 工事ヲ終了シ 9 ，レモノ ユノ、本J ! リヲ適用セズ ifl . シ本

指定スル工作物又ノ、構造用 トシテ使用スム銭 銅 : J'!I j施行/ 日ヨリ ニ池間以内 二千百波工 作物= - :，j 第 三

Ｏ数量五十 延 以下 ノ 工作物 ノ 築造二 ｩ 、 ｪ テハ此 ノ ， 係各 誠二掲グル ＿ｊｾｊ ｦＨヲ他方長 ￭ｲ ニ問ＺＱ ｾグルサ ｅ ヲ要

限 =在 ラズ ス

第 ニ{僚傑 官商前i可I憐/ 許可ヲ受ケン ト3旦えノルレ者ノ、渉次Lこ掲グ 本則施

ｊ レ事 ｦ項頁 Ｗ ｾ司 ｣ 載 ν Ａｊ［ ルレ言許干可申 Ｓ諸青 ｉ将 Ｑ守 ｆ ヲ地方長宵ニ提 キコ工:コ1ド同年物勿=シテ前t玖r只( / j規克定=該 ?常2古; 七ザ JルL モ / =-1付J

l山lハ1ス4 シ :  テノρ 、本H則1羽リ施行1後走ニ1温恩問以内ヱ1第1む〉ニ1保条/ 許可申言諮青甲将?  

一 工作物ノ位置

一 工 作 物 ノ用 途

一 築造ヲ必要 トλ ノレ司王由

二本j泊施行/ 際= 於ケノレ工事進捗ノ f' ，¥皮ヲ 1 1 C政シ

9 ノ1.. ＢＧ［ｬｾ 類ヲ 添 附シ之 Ｗｴ 也 Ｉｪ 長官 ］従， ＧＱ Ｑ ，スベシ

凶 構 造 ノ種 別 商工省告宗第百十棟

五 設 計 及 工 事 計 誕 ノI蹴要 銭鋼工作物築 ｩｬｬＧ ［［｜可煽ｊＡｩｪＧ ｾｩ 一 保 Ａｬｬ 古ノ規定 ］依 リ

プミ 建築物ナノレト キノ、尖 ノ日サ、 階 数 及 各 階 / 許 可 ヲ 要 セ ザ ノレ工作物/ 磁気1左ノ逼指定ス

} 府立 昭何十二 年γ J J 十 ! J 商 工 大e' i . 吉野信次

七 構 造 用 トシテ使用スル俄鋼 ノ種類及数也 左］掲ゲ ノ レ阜、ＧＡｻ［［Ｏ月二供スル製 ｪｾ ｩ 場 、 ［翠鎖街 、 主

人 工 事 着 手 及 竣 工 / 総定時: J t i l 街 、 級培 、 架道 、 ｪ 平時 、 後 ｴｾ 、 起屯機 、 タン夕 、

九 請s . A アノレ トキノ、Z青s . 人ノ民名名: m : ct 庫、給 水 設ui /i 、排水m.t fiiliJc ノイ也之= 当1; だん工作

第 三 保 育if{傑第一盟主、第 二 鋭、第凶部ふ第六蹴及 効

第七百足= 掲グノレ事項ヲ 鎚 克セン トA ，1.. トキハ ) 1:. :  - - f宋縦装111l =- 金 )lfl 製品転業及製級・於( 普:illi鋼材 製

ｮ ｊ ｾ 由ヲ具シ抱 ｽｊ 長官 ノ 許可 Ｗ 受クペシ ＳＲＱ 、 袋二シ テ製鋼久川ｾＮ ｾ延Ｏ殺 ｦ ｴｩ Ｏ￬ ノ ミヲ 以 テ管ム

第四線地方長官ノ、第 一{ 傑ノ許可ヲ 1事ス 場合= 於 モノヲ除ク 〕

テ構造用 トシテ使用スル銭 銅 ノ歎i i I / 制限ヲ f恵 三 明惇布、築 士 五 如、粘 土 ( ＮｾＮ ーキ サイ ト Ｗ 合

z 司Eヲ4主主 。 ム〉、マグネ F イト 、 トロマ イ ト' 而.t .iく粘土、 [11

第五{ 隊第 一保 ノ許可 7 受ケタノレ者ノ、工事竣工ジ 。 石、位、石又 ノ、阿ii" j，rl 土 / 係以来;

タル トキノ、遅滞ナク之ヲ地方長官二 Fill¥グペシ 三 ｈ 司令金 叉ノ 、可似成時効ノ製 也、 ｾ

第 六 係 第一線但脊ノ規定= 依リ商工大l豆/ 指定 回 附 釘 、:j，&i 鈎3し 、トい-; .1.・ ml: ノ製 ili 業

スル工作物ヲ築造シタノレ者 ＨＧｾＺ［ ｩ該 工作物 ＯＱ ｦＮ＼ 綴 五 自動車用 沢弘rr1去ノi : 袋民、 ガソリン1幾側、 .f<.1[f[

人 Ｗ 含 ム 〉夫Ｚ ノ 用途ヲ ｪｬｾ ノ 竣工後 Ｍｾ ｉ 三 以 内］問 機 側、官'1: 1吉官23百機峨 :r.m ( 家庭用ラヂオ )1J ll ヲ

i傑ノ 許可ヲ要 スル工作物 ノ周治= 鑓変セン トエ |余タ〉 ‘ 採 縦i幾減税兵、i l l t : 縦機械; 訴具、製主主機械

ル トキノ、共 ノ事由ヲ兵シ地方長官 ノ; 許可ヲ受ク ［恭兵 、 化撃工、米川機械ＶＺＧ［Ｚ具 、 糸骨ｾｾ縮機 、 Ｃ ｾｕｉ｛

ベシ 同{際ノ許可ヲ受ケ工作物ヲ築造シタル者〈 受叉ノ、防諜兵/ 製巡 業及工作機械日器具 ( 製事LIit

7S該工作物 / ゑ詰詩人ヲ合ム〉其 ノ用途ヲ共ノ竣 木工機械 7 除ク〉、機関車、貨 車、 自動車、例 船

工後一年以 内= 同僚/ 許可ヲ要スノレ他ノ工作物 若ノ、航空機叉ノ、同 ilii 分品すわ、同附属品 ノ製iff :r.;;

/ 用途= 書益変セ ント エえJ 川 、キ ヨr、同ジ 六兵ｾ 叉 ハ ｉｏ ｬ ￬ｬｒ 分 品有ノ、 ｭ 付属品ノ製 巡 業

第 七係 構 造 用 トシテ使用エル餓鋼 ノ数 量 五 十逃 七石市問者、石w般、ill 紡アンモニア I¥J!Tr、 . f i 践的、

以下ノ工作物ヲ築造セ ント スル者ノ、工事ノ !若手 メタノ ール、 グリ七リ y 、浦隙アンモ y 、 人泌

がI第 二傑 各滅工掲グ ル事 項 ヲ地方長 官 =-M'i mグ ク リオ リツ ト、 ア七 トン、染料中間物 K ノイ也ノ

XI  1 3 4  



コー ルター ル分溜物誘導煙、火草書、燥警告、 導 火

索、 人法石') 自( 頁岩? 自 7 合ム〉 、コー ク ス ( セ ミ

コー クスヲ含ム〕、コー ルタ ール分初物 、代 周 波

惣 燃 料、硫酸アンモ ニア、研 磨 材 料、定是正月 カ

ー先手ン叉ハ活性炭 ノ製泣業及右油精製業

八 光墜すラス 、強 化 ガ ラス、安 全 カラス 、 船 燈

用者色ガラス叉ノ 、 耐火線、 ｾ ノ 製 造 業

九 官ZA式供給事業( 本告示= 掲グノL 事業= 必要ナ

ノL 電力ヲ供給スルモ ノ ニ限ル〕

十石? 自輸入業

十一 海運 業 ( 沿 岸航 路 ノモ ノ ヲ除ク 〉及航 空 業

鍛鋼 工 作 物築 造 許可 規 則 施 行 細 則

昭和卜 二年 十 ) J 二十 H 大阪府令第百一説

第 一 保本 ｬ ｾ リ］於 テノ、 鍛鋼 工作 物 築 造許 可規則ヲ

規 則、 FnJll リ第一線 但官ノ規定= 依 リ商工大臣ノ

指定スル工作物 ヲ甲種工作 物、構hl 周 トシテ使

用ス ノι 殺 銅 ノ歎量五 f-選以下/ 工作 物 7 乙種工

作 物 ト稀ス

第 二傑 規則1( ; ; - { l 条ノ許可エ 隙j シテハ 築造計五Z

ヲー単 位 トシテ取扱 7

第三保 規則第二{ 際第七自主 ノt銃剣ノ種類ハ左 ノ版

第 七{ 際 甲種 工 作物ヲ築造セン ト ス，ｾ 者 ノ、 工事 着

手前規則第二係 各自主ニ掲グル事項' 7 }昆出グベシ

第 八傑 甲種工作物叉ハ乙種工作物 =1寸工事竣工

jj iJ 規則第二保 第 一君主、第 二 獄、第四盟主、第 六盟主

及第七放= 掲グ ル事 項 7 童話更セ ン トスノ川、キハ

之 ヲ 屈 ｮｾ グベシ

第 九傑 甲種工作物叉 ノ、 乙種工作物 ノ工 事竣工シ

タ ル トキ ノ、遅滞ナ タ 之 ヲ 屈 ｈ Ｍ ｾ グペ ｹ

第 十俗 規則第一保ノ 許可 7 受 ケタ ル者叉ノ、規 則

第 七係、 規則附則第二項、本財第二傑 若ノ、本則

附 則第三噴ノ届出 ヲ士事 シタ ノレ者 二ノ、読 裏 ヲ交付

ス

Ｇｉｾｾ ｾ Ｇ 該 官 支 叉ノ、 』定 員工事現場］於テ ｩｬ ￭ ｰ Ｚ 頁 ノ 設葉 ノ

提 示 7 求メタノ川 、キハ之 7 挺 示 スペシ

第 十一僚 監督上必要ア リト 認ムル トキノ、首該官

支叉 ノ、吏員ヲシテ工作物叉ノ、工事現場:ェ臨検セ

シムルコ トアルベジ

第 十 二 傑 左 記 各 披 / 一 二該話。スノレ者ノ、科料二慮

ス

一 第七線、第 八係、 第 九傍 若ノ、附則第三項 ノ

脳 ｈｾ ;/ :ぬサズ叉 ノ、慮。喜 ノ届 出 7 銭 シタノレ者

二 第 十一傑ノ 臨 検 7 拒ミ' 7 }レ者

阿t i!リ

別ニ依リ 日昨夜スベシ 本 WJ ノ、公布 ノ 日ヨリ 之ヲ施行ス

一 棒 鋼 。規則施行/ 際現ニ工事中エジテ俊二基礎工事ア終

;二 育長 銅 T  : / ' ' 7 ノレ甲種工作物及L 種工 作物エノ、本 11リ第八僚

f先 保 及 第 九世祭ノ 規定ヲ遜用セズ

四 銅 〉ミ 板 規則施行ノ際現ニ工事中二ジテ米ダ基礎工事 ヲ終

ヨL 銅 ;似 丁七ザノレ甲種工作物及乙種工作物= イ、l テノ、本則施

六 銭 鋼 管 筒 i 行 ノ日ヨリ 二遡[白1以 内ニ 規 則第二係 各務ニ 掲 グ ノレ

七 共 ノ他 ノ餓 鋼材 ，事項、本 民IJ第 五俊 二掲グノレ闘面及規 則施 行ノ際 二

第四係 常該工作物 ノ築 む =1紛シ 民" 時資金調盤) ' k 於ケル 工 事進 捗ノ ［ 鮮度 ヲ届 ｾｈ ' Y' ベシ

J c ノイ也 ノ法令ニ依 リ t 1'!芸大 l主/ 許可叉ハ認可ヲ

受ケ J，J ， ｃ 者 〈金融 機 ｩｾ ｬｊ叉 ハ 説 券引受業 者 ガ 許可

ヲ受ケ Jjl }レ場合ヲ 含ム〉ノ、之ヲ; 澄ス 'C ユ J止。ι Jト: c参 照〕 輸 出 入 品等 ニ 闘 ス ノVJl;h¥時措置

穎ヲ規 則第一 ｻ 傑 皆ノ、規則信三ｩｊ奈ノ討可申請 ＭＺ ｾｾ又 ｪ ニ 閥 ス ノV イ牛

ノ 、 本 ｬｴ リ第七ｻ傑若 ノ 、本 ｗｈｾ 八係 ノ ｮｬ ｩ Ｚ［ ｬＩＺ］ 添 附スベ

tノ

第 五{傑 規則悌イ傑」立;成l ! !j >i¥三保 / 計可申請占Ull:

規則第七係、主¥Ll{リ何打4リ第二ーろい 本 WJ 第 七 傑 及 本

昭，Fil 十二年九月九 H 法律第九十 二競

第 ←燦 政 J件 、文那事後二院! 聯 シ園民経理寄ノ 運 行

ヲ確保ス Ｇ ｾＺｍ号待二必要 アリト 認 ムル ト キノ、命 令

則前八保ノ JI "j台二ノ、工作 物 / 剖置園、各|活. zrs- 頂l ノ定ムル 所 二 依リ 物品 Ｗ 指定 ν 輸ｴｊｾ叉 ノ、輸入Ｏ

ｬｩ Ｚ，Ｑｬ及 ｨ 要機械 設備Ｏ西日 置岡 ヲ［ ，￟ ｾｪ ｴλ ベシ 市IJI浪叉ノ、禁止ヲ 潟スコ トヲ件

第六古来 規則 2高 官茶、 規則第三{長及規則附 J1IJ 第 三 第 二保 政府ノ、支 那事後ニ隙J聯 ν 国民経 理耳ノ 蓬 行

1長/ 許可申請常 ノ、正ii.1I 二泡 ヲ挺HJ. スベシ ヲ 確保 λ ノ レＺｩＧ￬￬特ｾＡ必要ア リト 認 ム ノレ ト キノ、輸 入
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ノ制限共ノイレ司王由= 囚リ需給側係/ 道雄市 鎖鋼工作物築造許可規則ｾ肘ニ

要 トλ ノレ物品= 付左ノ措置ヲ: i j ; λ コ トヲ俳

一 命令ノ定ムル所= 依リ ?;t 該物品ヲ原料トス

ノレ製 品 ノ 製 造 二mHシ必要ナノレ事項ヲ命ジ叉ノ、

制 限 ヲ潟スコト

二 営該物品叉ノ、之ヲ原料 トエノレ製 l払ノ西日絵、

譲 渡、 使用叉ノ、消費二除I シ必要ナ ノレ命令ヲ錫

見コ ト

第 三官祭 政府ノ、第一保 ノ 制限若ノ、禁 止叉ノ、部I燦 /

命令若ノ、底分二闘係アノｴＭ Ｚｉ ｊ ｪＺ ｾ頁］付報告ヲ ｩ 数シ叉

ノ、帳簿其 ノイ也ノ検査ヲ錫 λ コ トヲ 件

第 四線 第一候ノ ;規定二依リ テf意見制限又ノ、禁止

=話芸反シテ輸出叉ノ、輸入 7nシ叉ハ錫サントシ

タノレ者ノ、三 年以 下 ノ懲役叉ハ ー /ji; 閃以下 ノ罰金

二ｾス

前項ノ場合ニ ｊ 於テノ、輸出 又ノ、輸入 ＧＷ ｾｹ ｸＮ ノ 、 銭

サン トy !J ノレ物品= シテ犯人/ 所 { j y叉ハ所持

見ルモ ノ ヲ波 Ｑ 枚見ノ レ コトヲ ｱｾ ト昔シユｾノ全白 ＱＱ 叉ノ、

ー古117波J ¥kス ルコト能ノ、 ザノレトキノ、 ;!l;ノ 償額ヲ

閲スル商工省ヨリノ指示事項抄

0  第 一際ノ 橋治則 トシテ使用スル餓鋼トノ、主要

務主主昔日= 使月J ス) t - 餓鋼/ 言問ユシテ釘、 プリキ 、

餓製窓枠等' 7 - ; 1 ; マザノレコト

0  昭和十二年術工省・告示第百十球 ノ築 迷 詐 "J '7 

要セザ ノレ工作物ノ、悶告示各盟主= 掲グ ノレ事業 ノ件!

こ供 A J I 工作物= ジテ同告示本文= 掲 グ ル 工jみ

設備尖ノイ也ノ堅固ナノレ棋譜 Ｗｾ 必要 ト λ ルモ ノ エ

ジテ 同告示各獄ノ事業ノ用= 供スルモノ ト雄モ

例へパ事務所修業所 等餓筋 コンクリー卜 2主主主ノ

構造ヲ必要 トセ ザ ノレモ ノ ヲ含マザノレコ 卜

0 第 七 燦 / 純治則 トシテ使用 λ ノL 鍛 銅 / 敷金五

十五主以 f / 工作物ノ届出規定ノ、本係ノ立法趣旨

= 毅ミ鋼材使用三十越 以上 ノモノニf J 適用 λ ル

コト

銭鋼工作物築造許可規則施行JYJ

温1数λ ノレ コトヲ得

第 五傑 第 二係/ 規定 二依 ) L 命令和、蕗分又ノ、共 問中ニ於ケル建築認-pJ 申請書類

ノ命令ニ 基 キテ銭 ス民主分= 主主反シ F ノレ者ノ、一年 :ーロゴ

以下ノ 懲 役 叉ノ、五千四以下ノ 倒金ニ 民主 λ ，_.  

ｽｴ＿［ 六 ｻ隊 第三 憐ノ規 定二迷反シ幸 ｒ 告 ＷＺＡｾ サズ 、 虚 Ｚ 伊 ｪ 妓建第三九披

俗ノ報告ヲ然シ叉ノ、検査ヲ拒ミ 、妨ゲ若ノ、居、遊 。 昭和十二 年 十 )J 二十 三 11

故

シタノレ者ノ、六 万以下 ノ禁鏑叉ノ、三 F 脳以下ノ罰本規則施行J t ，J I [ fH1¥' = - 於ケル布該笛建築物ヲ建築 七

金 =民主 λ 本法= 基キテ をまスノレ命令 = 依 リ政 府 = 白 ント エルモノ= 封シ市街地建築物法令叉ノ、建築取

提 出 ス ル 許 可 / 申 請-m尖 ノイ也ノ 官類= 虚鶴ノ aB ｪ 締規則］ヨル認可］際シ別手 Ｑｾ 注意書ヲ建築認可副

議 51:! 幸シ !J )t - 者亦同ジ : 本/ 表面= 貼付 ノ上交付シ以テ除! 係法令ノ l周治ナ

第 七係 法 人 ノ代表者叉ノ、法人若ノ、人/ 代理人、 )t- 運行ヲ: l t i 1λ ノレ 1・共= 建築=長ヲシテ過誤 ナラシメ

使用 人 共 ノイ也ノ従業者ガ ;!t ノ法人又ノ、人 ノ業 務 ! ント ス

=-1制シMi r三傑ノ 、違反行銭ヲ匁シ !J )t - トキ ノ、行錯 f主 意

者ヲ 剖 1 ノL ノ外; ! U法人叉ノ、人二霊訪 ν 亦古ir 三係 。本建築物ノ、俄 鋼工作物築逃許可規則ノ許可ヲ受ケ，

ノ罰金刑 ヲ科ス タル後ニ非ザレパ工事ユ着手・λ ル コト ヲ件ズ

第入 傑本 法 Ｏ 罰則ノ、本法施行 地 二本 Ｑ ＮＵ叉ノ、 二 位 ｉｊ 若シ之］詮反セル場合ノ 、昭和 ｩ 十 二年九 対九 ｵ 法 ￭ｾ

J レ事務所 7 有 ス ル 法人 ノ代 表 者、 代理人、使用 : 第 九 十二盟主輸出入品等ニI #IA ) t - 臨時扮置=- 1#. 1λ ル

人 共 ノ他ノ従業者ヵ・本? と施行地外= 於テ銭 y !J イ牛第五係= 依リ - 1，1三以下ノ 懲役叉ノ、ヨJ. 千阿以下 ノ

ノレ行免ニモ之ヲ適用見本法施 工地= 住所ヲ有ス i 罰 金 = 彪セラノレルコトアルペシ

ノレ入叉ノ、 ;I 't ノ代 理 人、使 用 人共 ノイ也ノ従業者ガ i 参考係文抜卒

本法施行 地外 ］於テ然シタノ ｌ 行然 ］ＭＱ 、 ｊ Ｍｾ 問ジ j  銭 鋼工 作 作 築3ft沼市j 税目リ第一{様、銭筋「コ ンタ

附 則 j  リ{ ト n丘、餓 '11' ヲヰ'j A ノL 俄 筋 コンクロ ート 池

本法ノ、公布ノ日ヨリ 之ヲ施行; ; < . 銭 骨造叉ノ、鍛治 ノ工作物( 建築物ヲ含ム 以下 同

本法ノ、支那事型軽終 〕 後 ＭＦＺ ｉ ｾ 内ニ之ヲＡ必 ｊＮｉＭ Ｎλ ノ レモ ノ ジ〕ヲ築泣 七ント λ ノレ者ノ、地方 長官ノ 許可 7 党

ト兄 :  クペシ 〈以下省略〉

XI  1 3 6  



イ宅 用f

大阪府ニ於ケル鎖鋼工作物築造

許可規則 ニ依ル許可申 請書及! 高

評 雛 形

何 人 民 主将正I l

大阪府知事先

司円

“‘ A  

一 工作物 ノ位置

規則第一俊 二依ル許可申請書雛形

餓鋼工作均築迩許可豚l

I_EiC之主主何4 - ( 工作物ノ種類) / 伊J 4- ( 工事ノ植

侃l 考 別 紙 ノ、細t! l J第五傑ノ悶商細則第七傑 ノ分

綴〕致皮{ 長! 日I御許可キ目j或皮別ィat 添{ 、h! 七段キ目駅{ 長 也

Ｆｲｾ＠ J1 11 

ニノ、JU 外来IUJl. IJ 第 四 傑 ノ1虫類

規則第三篠ニ依ル許可申請書雛 形

付: 所

鍛鋼工作物築造計輩主主変願

願 人 民 主将 印

何年何) J 何 11 附工第何盟主ヲ以テ何々( 工作物 ノ極

大阪府知事宛

類〕ノ何々( 工事 / 種類 〉二十J; 卸許可中日受候廃;厄

I; L! 

一 工 作 物 ノ 位 置 大 阪 府 ｾｉ 日 IUJ 存地

記事項主盛夏致皮ｻ民 間御 許可相成皮別 ｾｊｴ 添付此段相

願。民 也

工作物長距出IE Ｍ］Ｍ務ノ ｌ 者 二在 リ テ ノ、 イ立医 Ｗ 明 ｪｊｾ ｾ＠

F ノレ地岡ヲ以テ之= 代 7

一 工作物ノ井1主主 銑 鉢 物 ノ製 ili

ー 築UI 7 必要 トエノレ理由

四格3 f t ノ極>)I J 餓 骨22I

3 i _ 設計及工事 d十tlE ノ概要

j t 建築物 ノ高サ 尺

七 檎浴用トシテ使用 λ ノレ鍛鏑ノ種類及数量( 餓

筋材料、鍛' FJ - 材料 7 底別〉

形 鋼 越

人 工 事 若 手 改 定 時 期 昭 初 年 月 日

工 事 竣 工 致 定 時 期 昭 和 年 )] ij 

九諮. n 人 何 某

侃! 考許可申誇'{! } ノ、正以1) ニ遁提出ノコ ト

別紙ノ、車問則第四傑ノ書類及細則第五f傑ノ

岡町

規則第七後及細則第七後= 依ル届書雛形

餓鋼工作物築3 f t 若手届

&1三 万 円

イ主 }万f

大阪府知事施

ｾｩ ｃ＠

一 豊島頁ヒン トスル:tJj:項

ー 工作物/ 位置

願 人 氏 名 正 I l

笹 大 阪 府 f . R ｉｾｊ 存地

新 大 阪 府 軍[1 IHJ 番 地

二 丁作物ノ用途

空F 紡級機械ノ製造

新 金属用工作機械 / 製逃

凶 構 造 ノ穏$IJ

11" 鍛筋「 コンクリ ー トJ ｾ立

新 銭骨治

六 建 築 物 ノ 高 サ

怒

新7

尺

尺

七 構造用 トシテ使用スノレ餓鋼ノ種類及数量

詐 餓 筋 責主

新 銀骨 踏

ｏｾ 鋼 工 作物築造許可規則第七 係Ｏ 分又 鍛 筋 魁

ノ、餓鋼工作物築lli 許可規則施行法問I l U第 t 一 後夏 ノ事由

七 係 / 分〕

左 iC ノ: i l l i 何々 ( 工作物 ノ種 類 ) / 何々( 工事ノ樋 。' l i i J : d- 許可申請書ノ、正 MI) ニ遁桜山 ノコ ト

類) 可致[ 民間別紙添付比段及御届[ 長 也 別手 Ｑｾ ノ、細則第四 傑ノ 諮類 、 規 Ｑｾｉｊ 第 二 古来 第六

Ｆｉｾ＠ )"1  H  滅工 ｊ 品グノ ｾ Ｔ ｊ ｪＺ項ヲ担変七ン ト λ ｊＢ 筋合ノ 、 期日

1 3 7  X I  



則第五傑 / 園高

細則第八倹ニ依J I - 居書銭形

鍛鋼工作物築造計変費量変腐

( 銭鋼工作物築造許可規則施行細則第八傑

/ 分〉

何年作J J Hり日f i i J .<.- ( 工作物 / 種類〕 ノ何々 ( 工事

ノ種類) ］付御届致｛戻ｾ左記事項境変致皮候間別

紙添付此段及御属候也

年 月 日

住 所

周 人 氏 名 印

置

先

位

事

/

知

物

府

記

作

阪

工

-、
、

寸

ノ

備 考 }]I J紙ノ、細則第四傑/ 容類及細見IJ 第 五 傑 /

闘 面

規則 百六f喋ニ依JI - 許可申請書雛形

［ ｉｊ ｾ ノー

裁鋼工作物用主主燈夏許可願

例年{ ロ1月何日附ヲ以テ何々 ( 工作物ノ種類 〕ノ何

々( 工事/ 種類) = 付ー及何年何月何 U附ヲ 以 テ右

工事竣工 =f寸御届致候慮:左3日ノ遁用途綴更致皮1果

関御許可キ目成度此段相頓候也

4三 月 H

{ 主) i J f

願 人 氏 名 印

大阪府知事 先

記

用途

奮 可鍛銭安事物 ノ製造

新 普遁銑鋳物ノ製造

後 夏ノ事由

X I  1 3 8  

主こ / 一

銭鋼工作物用主章受更届

何年何 H何日附工第何披ヲ以テ何. < . - ( 工作物ノ ;傾

鎮 ) ノ{pJ 々 ( 工事ノ種類〉二付御許可相受{ P J & j 三和I

H作'J H附ヲ以テ 右工事竣工= 付' 御屈致[ 長鬼:左記 /

遁用途費量iJ!.: 致皮候IJ ; ¥] I 勾許可相成度比段キ目願候也

ｾ ｉ 三 片日

住 所

願 人 氏 名 印

大阪 府知事 宛

H8 

用途

一 後更/ 事由

規則第五後エ依Jレ属書鍛形

鍛鋼工作物築造竣工周

何年何月何 11 附工第何君主 7 以 テ何占( 工作物種/

額 ) ノ何 々 ( 工事/ 稲葉買〕ェ Hi 卸許可キ目?を侠慮fnJ

ｾ ｉ 中 ｊＡｊ 作 ｊ H竣工致候l司此段及御居候也

年 ) J Ii 

イ七 月7

M i 人 氏 名 印

大阪 府知事 宛

細則第九後ニ依JI - 届書雛形

銭鋼工作物築造竣工届

; 何年何月何日附ヲ以テ何々 ( 工作物 / 種類) ノ作I

何 ( 工事/ 積額) ］付御厨致 候 慮何年何月何 ｉｾ 工

事竣工数(長問比段及御居候也

&f- ，}'} 11 

{オ: )i Jj '  

属 人 氏 名 印

大阪 府知事 宛



外 観

講 堂

“ 大 阪 警 察 病 院 "

設計・木子七郎建築事務 所 ・ 飽 ヱ ・ 安 蔭 組 1  X I  



X I 2 “ 大 阪 警 察 病 院 "

待
. d.  

同 室

2宣言十・木子七郎建築事務所・施工・安際組



庭 接

ｾ＠

玉邑

位 置 大 阪 市 天 王 寺 短小宮 町 8苦手地

建 物

1. 勝 進 並 様 式

本舘( ま銭筋コンクリ ー卜 主在地ドーl街

地上五階建( 一部六階建〉にて事長々

|ー筆を去り賞金採る J 1. t ' 目標に専 ら

診療 と居、者の利便本位 により設計し

れ る しの

2  敷地並主主J勿坪数

敷 地 = 1. 083坪徐

本 官官=主主洋4. 53坪俗、

延坪2. 663坪係

自動車 庫々= 主主主1' 14坪

動 物 合 = 主 主 坪 12坪

. 薗 牢 階 地

“ 大 阪 警 察 病 院 "

脳 血 ' l ' 時

設計・木子七郎建築事務所・施ヱ・安磁組 3  X I  



日 光 室

図 面 平 階 玉

X I 4 “ 大 阪 警 察 病 院 " 設計・木子七郎重築事務所・飽エ・安藤組



外 翻

伊

“ 東 淀 川 共 同 厩 舎 "

東淀川共同厩舎工事機要

位 置 大 阪 市 東 淀 川 広 三 津 屋 中 遜

敷地面積 1. 749平方米

主主築面積 1. 103卒 カ 米

主s : + お概要餓筋コ ンクリ ート 二階建、 ー

昔日三階建いして外部ガン i士上げ

一階及二階 に馬房 152、事務室 l

苦手人室各階 l、調理室各階 、

三階は段守人宿舎 l、共他馬総

"----ー 慨 に し て 「 エ レ ベ ーター」 を

以て昇干す

二階馬房の昇降は織内の緩^ ロ

ープにてな す

絞 t若者大| 仮馬匹畜産組合

設 計 者 11日 藤 善 吉

施 工 者 竹 中 工 務 庖

設計・加麓善吉・施工・竹中工務腐 5  X I  



中 庭

馬 糧 調 理 室

X I 6 “ 東 淀 川 共 同 鹿 舎 " 設計・ 2日麓善吉・組エ・竹中工務庖



馬 房

馬 房 2  

“ 東 淀 川 共 同 厩 舎 " 設計・加藤善吉・施工・竹中工務底 7  X I  



馬 房 3  

監 理 人 宿 泊 所

X I 8 “ 東 淀 川 共 同 厩 舎 " 設計・加藤善吉・筋工・竹中工務庖



タト 観

I 陪 平 面j 圃

“ 魚 崎 町 廉 舎 . . ( 兵庫探) 設計・清水鎌ニ建築事務所・結工・竹中工務后 9  X I  



町 長 室

2 階 平 面 圃

L 一一一一」

XI  1 0 “ 魚 崎 町 厩 舎 " c兵庫照〕 設計・ 清水自信二建築事務所・結工・竹中エ務腐



書 議

F 晶 司 .

2  

大 鹿 間

“ 魚 崎 町 鹿 舎 " (兵庫係〕 諒 ト 清水自信二建築事務所・縫エ・竹中工務底 1  1  X I  



和 式 集 禽 室

5 階 平 面 圃

XI  1 2  “ 魚 崎 町 麗 舎 " ( 兵庫豚) 設計・清水豊島二建築事務所・飽エ・竹中ヱ務庖



、‘

自高 3 ｾ答卒面圃

背 面 外 観

Basle のライン河畔 に建 築 されれ

新しし、事務所建築でめる の 既貫生産量物

には三ケ 所 の防火壁によって接繍し

U 型卒| 商をなし庭園 には古からの樹

木が美しい業並を浪へてゐる。

第一階には主として庶務部、管業

部、後迭部、第二階には幹部、技 術

部、法律事務部、第三階には宣体並

交替部の各室が商 ｾｩ 置されてゐる。

程決な庇と窓、 や〉大きめに張り

付wr こ石灰石 ( 70cnX  180 c m) の外

壁面、 ヵ・ラ λ ・プロックの大きな採

光商等庭の総を背景としれ美し し、コ

シポジヨシはこの種建築としてはキ自

営買はれて支い。

( Mo derne  Bauf ormen， 

Scpt. ， 1937 より〉

( ドイツ ) Hof f mann氏のL a Roc he製薬曾祉事努所 建築家 Ot t o Rudol f  Sal i sbery'  1  3  X I  



正 面 外 観

庶 務 部 廊 下

従 業 員 室 出 入 口
主 要 出 入 口

XI  1 4  t ドイヴ ) Hof f mann氏のL a Roc he製薬曾祉事勢所建築家 Otto Rudol f  Sal i sbery.  



I( L ADD! : LI 'J Gt: L  1: 1S( ; N口AUM( ; N

LUX"(; ロGL AS UOI-l LS ｔｾｉｎ＠ 201/ 20，;  

。伺 Qoc m 4 0 =  6 0 =  8 0tm 1 0 Oζm 

I( C GCLDAT -GCTQJI;; BI: Z U口

BCTIirι UNG DC口I l LADD仁I: NSTI:口

宣 侮 及 x 書 部 各 室 懇 断 面 詳 細 圃

( ドイヴ ) HoHmann氏のLi Roche製薬曾社事勢所建築家 Ot t o Rudol f  Sal i sbery.  1  5  XI  



Blsleに建築さ れれ基督教精紳科書芸研究所 の第一

教 曾でめ る。 従来 の玖告尽を脱して、外税、 内占11

共 に 新時代のもの 、 曾 ｾのＤＧｩい 慣 ｬ ほ ｩ に は ［ ｦ Ｖ 習 をもす Ｇ

色石背子を用ひてゐ るが釜の雰園集 は明r OJ でめ る。

①出入口 、康問 ｾ事務 所

①外套室、控室 (J; 食 生:

① 殺 1控 室 ① 円 日 程 準 状

( Moderne  Benformen， 5e!，!・，1937 より〉

Lj  

ム_，_，_， 、‘ 昼、_-

l 階 平 面 掴

玄 関 出 入 口

正 面

曾 堂 内 節

X I  1 6  ( ドイヴ) 教 曾
堂 建築家 O. R .  Sal i sber y  I 協働 F . W.  Ber nadenber j!' .  



内部銭筋コンクリート・アーチ

鎖 骨 ト ラ ス

( ド イ ツ ) 飛 行 機 格 納 庫

銭 骨 ト ラ ス

高さ 16米 長 さ 100米の餓筋コンクリート ・ア

ーチを 8つ並列して主主つである大きな絡納庫

でめ る。

( Baumeist er， Mai ， 1937より〉

建築家 Dycher l 刊 行 及 Wi dma nn 1  7  XI  



1937年 ヂ ュ ツ セ J t- ，." J t- 7 に関飽

きれれ る博覧舎の建築物で、第 l

闘は庇壌の噴水設備で Wal t ervou 

Wecus 氏の設計になる。

第 3闘は大食堂 に正置く祭FE堂で

Emi l  Fahrenkamp 教授の設計にな

る。

( Baumeist er， Sept .， 1937より 〉

Xl  1  8  ( ド イ ヴ ) 創 造 園 民 博 賀 曾

建築家 E mil Fahr enk a mp， 

可l Val ter von 可l Vecus.

第 1 岡

康携の噴水

-m; 2  r;:i i  

大 成 問

自信 3  園

祭 纏 堂



金 曾 携 鳥 撤 圃

巴里の熔究舎は ＱＸ う Ｕ Ｆ ｦＭの時以来 、 セ ｻ ヌ河ｾ横切って際軍士官筆校へ遁すＧる ｅ ｩｦｦ･ｬ 塔

のめる大通と 、 Gland Plais のめる mi i :の問に挟 まれれセ ーヌ河の雨岸の肢壌で開かれる

が常でめる。

1937年のパリ li J i : l ，亦慣例に従ってこのI責務で開催せ られ1:
0

j尊覧舎の建物は一時的の

ものが多いが、 中には永久的の L の L あり 、 殊 に 台装府寝の周園 にはノご リの有名な建物

が多盟主ゐる。 以下何れ L パ リi専を中心とし1: 建造物でめるが、 この陣5官舎に出品しれ日

本官官は、 例の建築に於げる「 日:本新市中 J {t>中 心と して喧しい論議{ t >i径き起 し1: 問題の建

築でめる。 Archi tectural F  orum誌上掲載の各建築に謝する批評は Henry-Rus3e1 Hi tchcock氏

( 息子〉のそれでめ る。

( Archi tectural Forum， Sept. ， 1937より〉

パ リ陣に於げる永久的建造物中最 L 優

秀なる L のでめる 。型潤な彫刻を除い に

としても様式的な柱列によっ て充分近代

美術館としての商闘を保ってゐる。

建築家 Dondel，Aubert ， Vi ard 及

Dastugue  言生言十。

フ ラ ン ス 近 代 美 術 館

( 7ランス) 1  9  3  7 年 度 バ リ 博 覧 曾 の 諸 建 築 1 9  X I  
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イ タ リ ー 館 平 面 画

7 ア y;;< ト建 築 家 のMarcello Piacentini の設計

ト. 、イツ官官、 ソ聯邦館 に次 L、で 最 L 目立.つ、 そし

て金のか、つ f 二建物であ る。

イタリー館内 「光線の康問 」

ドイ ツ官官の肉 ふ恨IJ にめり 、 ライ ト風の債 総 と

正面の蛋白色の大理石の塔 と、 その上の従 問 効

采 ｾ 狙 つ＿こ大彫刻とを 以 て 待 徴づげら れ てゐる

Jof an 設計。

ソ 聯 手R 館

X I 2 0  ( フランス) 1  9  3  7 年 度 パ リ 博 覧 曾 の 諸 建 築



ペルジウム官官、 イギ リス官官、 ア

メリカ 官官等が今次のパ リ博の建物

中コンゲエンシヨナル ・モダ二ス7

ムの最 L 悪い例とすれば、 ヂンマ

ーク官官とオ ーストリヤ官官と は最 L

よい昔日績であ らう。

2 つの底い陳列室と階段によっ

て次第 に登って行〈 歎室の小陳列

室とよ り成っ てゐ る。陳列室は何

れし儀皮に採光が考へられてゐる

建築家 HvaS3 の設計。

ド イ ツ 館

外翻の度外れのスケイルは何慮から眺めても

この博覧食中で目立つに存在ではめる。だが、柱

の取扱ひといひ、ヂイテイルの粗雑といひ、彫

刻の用ひ方といひ、材料及色彩の貧困といひ、

巴里中で最 L 患い建築でみると Archit ectural  

Fo( u m 誌は評してゐる。

T 白 ser. ow の生徒 Speer の設計。

デ ン マ ー ク 館 外 観

( フランス) 1  9  3  7 年 度 パ リ 槽 覧 舎 の:諸:漣仁築 ，2 J IX I  



デンマ ーク官官よりもプランに於て更に優れてゐる o そして金値とし

て L より面白く出来てゐる 、殊にカフエ ー ・テラ Jえがセ ーヌ河の眺認

を怒にする械に取られてゐる駄など。唯、地階の細かし 、銘刻で複はれ

に懸念持つれ「 光栄の康問 j の外、陳列が不統一で演し雑でめ る慰は、

Joseph  Hof f mann以来のウィ ー Y / J i の体統を受げ緩ぐ L のでめるが感心

しな L 、。室内の壁面 に空を背〈色彩つ1: ォース トリ ヤ ・アルデスの巨

大な潟挺のモシタ ー ジユを行つであるのは官il rni の大窓を遁して外部か

らし Il ! I i められ、金よりも ;夜間‘非常に印象的である。

建築家 Haerdtl の言宣言十。

ベ ル ジ ウ ム 館

Henri Van  de  Velde のf乍でめる力、

Forum誌の批評に依れば幅広洲主主築界の

大家の作品としては寧ろ駄作でめる。

彼の若い岡宏、注を多分失翠させれ事で

めらう。

併し若し外部の赤いテラコツタが見

えな げれば、夜間は可成り効巣的であ

る筈でめるが、軽い Ei lfe1 i答が溌刺と

傍に立ってゐ る然 l二、夜間も筒 その赤

い色が見えて古い他の| 止界 の L の〉様

な感じを奥へる。

オーストリヤ館外観

オースト リヤ舘平面圃

，'a( 1  2 2  .' Ｈ Ｗ ラシス Ｉ ｾ Ｑ ＹＳＷ 年度バリ博覧曾の諸建築



ニーザーランド館

チエツコスロパキヤ館夜景

設計者の V an deu  Brock は惇覧曾設計の建

築家として政府に備はれてゐる人である 。

半透明の靖子の恢め られ? こ長いカ ーブの附

い7こ壁面を 宅測とする外観を持ってゐる 。そ

の壁面の l二に は = ーザ ーランドか ら部j領):1:[印

皮までの膝行線がネオンで摘さ出 され筏問 の

効果を後揮してゐる 。

チエツコスロパキヤ館

一時的tw : 賢令建築としてパリ博中最上の L ので め ら

う。技術及美似の雨カか ら非常に洗練 されに設計であ

る。墜績を村長成する枠ば鋼減、精 子 は “ T hermolux"

と呼ばれる帯告を吸牧する靖子でめる 。

( フランス) 1  9  3  7 年 度 パ リ 博 覧 曾 の 諸 建 築 2 3 X I  



.. 

ス ウ ェ ー デ ン 館

.  .  

パリ博の建物中 一流に属する L のであ らう。 7 インラ

ンドの主要物産でゐる樺を使っ て合理的に設計サ られれ

もの。外部に墜 に張られれ牟制の樺材は所々 皮が剥げて

ゐる然、了度竹の様な外観を呈してゐる 。

内部の簡坊と底4! : しれ感じ 、及び陳列戸棚 I?全然周

ひてな い事など注意すべ き黙でめ らう。

本、陶号号、家具その他 の製品を見 ると同 時 に近づいて

鯛れる Z与が出来る o 設計は建築家 AJvar  AaJt oo  

骨組として聞 に合せのケ ープル ・トヲ
3えを使用し、壁穂、天 井

等に掻き取りのコ Y ク リー ト・スヲ7
・

I? 用ふるなど 、外観の貧弱

さが、 このまE物を見劣りさせる原因である。内部 にレ ベルの媛f七

の多いのは、 この舘の唯一の長所であ ι ぅ。

設計は Li md 氏でめ るが、 i930年の λ トツクホルムの博覧舎に

於げる AspJund 殺言十の陣覧舎建築の標準 に比 べ て 締 に見劣りが

する 。

ス ウ ェ ー デ ン 館 内 部

X I 2 4  ( フランス) 1  9  3  7 年 度 パ リ 博 覧 曾 の 諸 建 築



建築家 Schi ;tad. K orsmo 及 Knul sen の設計。

内部よりも外観の表現的効巣を狙つれ貼 に待徴

を持つ。安債 な材料と進歩しれ機進思想とが、

惇党合主主築に如何に効果的でめ るかを示す一例

でゐる。

ノ ル ウ ヱ ー 館

- ぺ生 J L151

3  

日 本

' 1.定者??

館

，. 

この建築については 日本

の各方面に可成り喧し い議

論がめつれが、Archi l ecl ural

For um誌は次の様に許して

ゐる。 一一ー

「日本館は最近 のイン 9

ーナシ ョナ ノレな様式と日本

閲有の形態とを融合調和せ

しめ様と意図され1: 1，ので

めるが、 その黙について充

分成功してゐる。

日佐、陳列について 一言す

るならば、 その大部分が猷

羅巴模倣の珍し くない安償

な無趣味な機械ばかりでめ

る」と。

( フランス) 1  9  3  7 年 度 パ リ 博 覧 曾 の 諸 建 築 2 5  XI  



2 陪 平 面 圃

、，. - ' ¥. A ，.y  

J d J J  O  

益盆与弘ｾ Ｎ早 置園
。、10 ｉ ｾ＠ 加すぞ

l 階 平 面 図

模 型

少数の例外を| 徐ふ今日まで新様式の住宅は主として小住宅に限

られて ゐ?こ。 その理由 li ， 一つは大邸宅の持主ω主主仰を合想的経済

的に考へる必要がない司王であ h、 今 一 つは大きな邸宅は雨露五? 凌ぐ

場所としてよりい社合的地位自ｾｾ誇示する 一 つの遁具として考へ ι

れてゐ? こからである 。

こ〉に掲げる住宅は その少数の例外の一つであるが、 この住宅の

設 計 者主主が指摘してゐる刻I < 、 非常に富裕なる人々はその邸宅を思

索と理論とに主主〈 一つ の 方 針 に 従 っ て 設 計する 事 を 是 認する様に後

っ て 米7こ事も事貨である。

この邸宅は 17エイカ ーの炭いま也前の上 に 眺望 と 風 遜 し を 慾にする

様に設計せられ、 将 来 敷地 の半分が路分せられでも差支な い様に考

へもれてゐる。

木 造、 ターんと砂刺仕上の陸屋憾。

工費 27. 167弗、 1.立方択 につき 48セン ト。

( Archit ectural  For um， Sept. ， 1937より 〉

XI  2 6  ( ア メ リ カ ) オ ハ イ オ 州 の 住 宅 建築家 Hay s， Si mps on 及 Hunsl cker .
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2 階 平 面 圃

I 階 平 面 圏

居 間 内 部

( アメリカ ) カリフオルZ ヤの住宅

向 、

.¥，.  '  .1  

外 観

居間I を7中心とし居間への 日光の射入が巧みに考慮' : t

られれ住宅。

屋 lニの露 釜と 階下のテラスとが居間 の草IJ 用 I釘械を伶

加 し、 而 L それ等が三つの方面に 向 げられてゐるので

常に必要に燃じて日 向 の部分と艇の部分とを使ひ分げ

る事が出来る 。

階下テラスの七昔日は二階 の! Hぎが突出して ゐて雨覆

となり 、居間と の聞 は硝、子入の引戸 で床 まで 一杯 に尉j

かれる様 lこなってゐ る。

プランは非常に簡明で 、細部の取扱 L 亦外部と 内部

共 短めで簡素でめる。

屋上ｾ ｾ 主 に手摺とソリッド ・ Ｎ バ ヲペッ ト とをヶ使ひ分

げ7このは、ffIt い霧R f の部分のみ見主止 を滋げる要求から

* - てゐる 。

木造、屋根は手創 のシダ ー板主主。室 内援は プ ラスゲ

ー、 墜紙、又は カンパス貼。床はオ ー ク板張。

ヱ ｬｾ 12. 500弗

CArcl: ithεctur 1  For um， Sept.， 1937より 〉

建築家 Fr e1er i ch L.  R.  Conf er .  2 7  XI  



全 景

平 面 圃

断 面

XI  2 8  ( イタリー ) 庭園内の巾ブール

この小車奇麗な 7 ・ーノレは、 トリーノ

の郊外の圧上に重量つ別荘の庭園内に

めり。吉生言十は “ ARCHI TETTURA 

ITALI ANA" 誌の主幹な る建築 家

ARMANDO Mε LI S の手になるしの

I OmX  4・mう( 深 さIm - I. mりの

プ ール 5mX 3mの砂浴場及これ ら

の聞に ある 巾 O. 5mの細長い足洗ひ

周の水洗の三者の聞置はまことに結

構な比例をなしてゐる。

mI7' - ルの内外装とわて隅角部並コ

ーλ ラインの担イルには赤色を、f也

は明灰色を用ふ、 これ等はアジュ ー

ルの天空、 エメラノレ ド・の総木、 プラ

ンクの庭石にめひ謝して素晴 らし い

階調をな すも のと思はれる。

(Archi t ettura  It ali ana， Ag. ， 1937 より 〉

噴 F泉

純長い7! (法の雨端よりの噴水は砂浴

後身 ｴｬ ＮＺ￯ｾ洗ム＿二めに役立つと同時に

きた御 上のエフェク 卜大なり。

F 一一一一円一一 一 一 一 ー で

ーｾー ー ー Ｎ､Ｂ

建築家 Ar mando Mel i s.  

亡ｾ



プールの一部

足洗用水溝及

砂浴場を荒す

( イタリー) 庭園内の小ブール
強築家 Ar mando Mel i s.  .2 9 火 l



XI  

肩書官Eは米闘では 18i昨日ぐらひから行はれてゐ" f ，様で

火鐙今日| 南部地方に凡られる様な波自腕市と云ふ様な平合

ひが製作し7こものでめる。 191跡Eに入って、 その 4 分の

3迄は有名な墜喬と云ム L のは大がし、f u¥rlii の美術家の手

になっ? こもの で、このうち、ホワイト・ハウスの v ーム

に捕かれれものなどは、その好例でめる。 その以後ジョ

ンラ ・フアルジエの活動期に入いっていつに。

1893年になってワ{ ルズ ・ヨロ ンピア y ・エキ スポジ

シヨ Y 0契機として、ア メリカの美術家? こちの聞に墜笛

の興朱が湧上り 、こ 』でー先づこの時代の項鮎を形づく

つT二。

勿論 19世事巴に於げるこの壁密勃興時代の前衛 にめるも

のはジ ョンラ・ 7 アルジ= ーその人であっ? こ。後、全米に

、普遍して現代壁喬の基礎をつ〈つれ。しかし誕の現代

壁面寄運動はこ、 10年間の ものである。

最近に於げる一般の壁喬復興の機運は 1920年 代 に メ

キシコ政府の後援のもとに端を後しれ壁書婆術復興運動

に於げるトー 7 ス・" " ! / トンなどの作品か ら〈み とれる

L のであって、米園での本立E動の大. 先輩としてはジエゴ

ピペラ等が推されるべきでめる。 1930年代に入る主共に

壁画官に当する一般の興味は着るし〈高潮し 1932年の 5 月

に現代委術博物鈴に蒐められれ35司書家及び 14潟民家の作

は義術家には勿論一般民衆に壁画E義衡のテーマについて

示唆する慮鯵しとしな L、。その翌年ノ、リ ーホ ツキンス 先

づ C . W. A の言十重のもとに、最初の官殿、事華街として立案

し、全米重華街家に盛衝重量衡のにめと大いに活動 する の機

令をあれへ? 二。

盛禽は決して番房に於げる察官町でほな L、。この重華街は

むしろ社合的性質を有するものであると云ふ待質を L っ

てゐる。これが隆盛期に於ては、非常に社令的意味の茨

現、都市民の経験、思史、思惣、信仰等の表現に関税を

有してゐ ｔ 二宮によっても理解 ｉ ｬｈｦｾる事でめる。

さき に油ベ? 二 C . W. A による官級委術運動の第一年に

完成しれ墜笛は 434黙をかぞへ、な 11制作中が54黙で、

その他スケツチに至つては、お・ぴ? こいしい盟主に上ってゐ

る。これらの墜嘗は官公署の引受によって経済的な基礎

re奥へてゐ 1: 事は勿論でめる。

CArchitect wdl  Record.  Sept.. 1937 より〉



皆 目 墓 古

( 1 ) 蔓; 聾高砂族住家の 研 究 ｾ￬＠ 1報。千一

々岩幼太郎著 ｾＶ ｦ 会Ｉ仮 Ｑ Ｒ Ｑ IT 闘200 昭布112{1三 6

刃版。翠謬建築令官費行。本容の著者{ ま翠北州 立豆

北工業懇佼の教識である。民が日本多術撮9司令の

補助を得て釜高普原住民族1: る高砂族の{ 主家研究を?

なされしもの、第 l 報である o ｪＨ ｾｔ ｴ￞ ｬ 咲の住家はそ

の規模、機訟は頗る 幼稚 で め っ て い Jえが凶に於

て全く詩集のものでめって 、 古ｾとの子 ￬ ｆＮ {f ぞのま

h 総承し、原始的往築乃A 裂術の研究 lこ(:1，ill) に

究主主な L のである。然しその居住地が、 illtill 僻地

峻備高峰の＿こめと 、 Ｓ えその謝交にＨＺＱ佐々危険金ｦＧ Ｑｾ

ふので今迄正確なものがなかっ7二。民はこれを慨

してこの研究にみれられ、主主にその第 1;報を公に

されれのである。

由来、民家の研究 (i 吾々建築家にとって甚だ大

切で且つ輿1広のあるものに拘( まら子、願られる司王

は少かっ1: 。今和次m¥民の「日本の民家」の単行

本はこの意味に於て大いに償値める先縦でめつれ

叉、大正 1' 2年の 7 月の建築雑誌 に殺せられれ今羽I

次郎氏の「朝鮮の民家」はも! d ご興l氷める読物でみ

つれが、 この文学{ ま如何なる理由によるか後半の

IIG裁がとぎれて吾々の然遺伝充7こしてくれな L、。

朝鮮総督府から 、今氏の「パンフレツ ト」がm1こ

とか聴いにが吾々は凡る機合を緋なし、。

叉石原憲治民の地方「民家の研究 j b米 U 本の

分のみ建築雑誌に載せられにのみでめる事は? 昔し

L 、。

之等の司王をｾ ＭＱＵＭへてゐる ｉ ｫＧｦ 、 千々岩 Ｑ｜［ の「玄海ｲＢ Ｍ ｾｬ

砂族{ 主主交の研究 j ｻｦ ｾ ｦ 灯Ｚ事 ｬ ま吾々の甚 ｔ ご干Ｋびとす

る践であ る。本容は: m l 編総論に日砂族概説、建

築特徴、各種族の主主築制要が漣べ られ、:?-!i 2 編は

パイワ ン族の建築について各地の貨地調貨のお良

質1l I.U闘等が載せられてゐる。要するに本曹は高砂

族 '1' のパ イワン族主s : 築論である。その; ，G主lc は各社

毎に沿革の織田容を示し、主として各社の顕闘の住

宅の内外の溺{ 氏、卒、立、鈎iの賀iUlj 闘を示されれ

ものでみる。そのJ} 法 l i 今氏の所" J I'1、土f谷準的、

工禁象的でその住人の生活を伐材t . 1: らしめてゐて

凡る L のをして1ffl.J.k津 ""1こらしめる。

"日誌 '1
'

，奇妙族の頭骨{J 聞はその針1 "1: に鰐い? こので

めるが、fI暗然、湾問氏の「家屋雑- t- j {f 凡てゐ? こ

し 床の間の仰Ａの僚に「 一 世に 、 ｾｻ地 ｬ は 武士の高名

し Ｗ 二る首どもを載せ位〈所なり。 ｴｩＭ には ｪ ＺＱｾＱ｜ＡＮゐる

故二段にも三段にもするなり。袋棚はおの首ども

を納め註く所にて、首怖の高さ - ) { の定 iF. なれば

袋棚の高さはー尺一寸にするなり・ 0 ・・ j ! : ゐって

津田 Eもはこれは妄況でみると古かれてゐるが、主主

棚をかく考へ得るといふzJj: {f;g- へると 、大惚屋外

に頭骨仰をつくるお砂族よりも吾々の先) j ' ! t は勇猛

であつれらし L 、。

Ｍ ｛ＮＢＢ場氏が Ｊ Ｑ ［ 綴の次に＾ｦｾ 2、 1f.; 3 報{ e ，Llj され

て、向砂主矢全日豊の( 七宅について報告を完成されん

Ｚ ｊｾ を ＿ ｊ 世 Ｑ ・ る 。一 つ希 主 ･ ｻｦ 述べれば 、 託 ＵＸＱ が ｩ 判合に ｈ 庁

く鮮明金鉄くが、 これは以前立滞納、(11Mか ら英 文

でお砂族の L のを 11
1

1 されれ l時の如〈鮮明なものに

して欲しい。

( 2J 山 村 生 活 の 研 究 柳問凶男編、民間保

承の合版。昭和 12&1三 6 月版、岩波背広務賀、1. 9

閥、菊剣 562IT。本;;1' b 日本製術振興舎の補助を

受げて柳問凶男氏の指導の |ずに昭平11 9 イ1" 5 月より

昭何 12&1二 4 月に至る糊; 3 ヶ年、 JJ 本全凶の各所f際

l ケ所以 l二、] j _ ひに若干の距出{[{e U して隔離され

且つ比較的交遁機闘に ーぶまれす，、事( : { ，従来生活謝

ｾの未 ｔ ご試みられ Ｕ る ｉ ｌ ｉ 村 、ぅ ｏ ｻ ･￭｜、箇所のＺ￭￭ｩ ｂ 飢え拡 ｮ を

報告の綜合的な資料集でみる。

調査事項 lま第 1 ｾ頁の村の起り 、 その百ひ ｍ へ 、

信家より 、第 100 ｾ民の幸脳な［夜 、 仕合せよき人や

家の話の、 100項目を定め 、; 調査の方法[ 主調査地

に l 名の同人を源遣し、 土地の{ 事君主者自? 選探して

探後し1: ものでゐる。

直J妾吾4 建築家に刷係めるJ J ' l b ! は

第 Ｘ ｾ 頁 山小屋その建て方、 そこでの食物。作

法、禁忌0

ｾＧｽ ＵＹ ｾ 京 国脳衰の座席、 その名平時、械座を譲る

客人 、 主 ｉ ｾ の座席 。

:i.ti60項 目l J & ｾ ， ダヰの使用法

等の歎項にすぎねが、吾々日本人のf! / j . 統の奥深

さを＿知り 、 叉日本民家の挺のＡＡＱｾひもヶ夫 ＱＱ るにめには

全項目共熟設 に似 するものでめる。吾々ｾ築家の

t  3 9  X I  



民家研究、或は採集{ 主ともする色 、! / 1 なるヂイレ 日 純正科筆、 12. 科墜と凶際的l必要、 13. 結論摘

ツタ ント の鈴、技 に堕 する 欽誌がめる。この意味に 銭の Ｑ Ｓ ｾ 頁よりなる。 記述は 関 空宇穏のものをも交へ

於て吾々は柳 田氏一添の民俗撃 には大いに 注目し 極め て卒易 に述べら れてゐる。

又 これに教へら れる E患が なげればならぬ。叉本書 由来、科祭或は筆問は人生の必要より生じれも

は所謂隣村者、都市人口 集中 に書せする社合問題の のであるが、 これが進むにつれて、漸次資生活か

考察にゐ? こってもよき資料を奥へてゐる。なは本 ら遊離する傾向にあり 、研究がま生めば進む程、研

舎を? 談んで、少年の H を想ひ HIJ し、尖W: の生活を 究者 はその研究が人生 と如何なる 1611聯めるやを忘

想、ひｴｉｾし Ｗ こ。 れる事が多L、。この傾向 ?:'1こめな lよさんとするの

調査項目金集めに綜合報告でめる本文の「往居 J が この若ミLt でゐ る。民 によれば「科祭は自然界の

の項は 1. 屋敷と家測り 、2.1司取 h、3. 図鑑哀の 知識を得、 まれ自然界を統制する 7こめ の待殊な方

項にわげて、 日本各地の調査が分類綜合的に 記漣 法で、 その形式と方向と は多く場所と時代と最土台

されてゐる 。 叉別に「 家屋敷の出入口 」の項があ 的及び経済的必要によって決定される」といふの

り、家屋敷 に住む居住様式の裂を知 る事によ って でゐ る。又科皐ぞ 4 つの範院 に分げてゐ る。 それ

経済、宗教その他一般生活を明かにしてゐ る。例 1;;' 1. 首糸的研究( 原子物理事等) 2.基 礎的研究

へば この中 に「花嫁が婚家に入る時の入口 J に 2 C土壌接、系象筆等) 3.待殊研究( 燈用の7こめの

つの別があるとし て蓮べられてゐるのを見れば、 占え官主管の研究) 4. 工業界に於げ る賞用化でめ る。

rc イ〉花嫁が勝手口より入るもの。栃木阪野上村 「料率と建築 J の平に於ては最初 に自 動車工業と

では トポーグチより入る 。嫁が クグリを入る時雨 建築工業の奇妙な封照から述べら れてゐる 。臥洲

税ある子供が松火舎かさーして況 を叩 < 1民似合する 大戦全境にして自動車は次第に改善せられ、 その

叉若い男が l 人、笠をかぶせる1 f t 似をする。・ ・一 償絡も一般に低l殺となり 、供給は需要に謝して遁

( ロ〉改まつに出入口より入 る もの。富 山県系上平村 宜夏しさを得てゐるが、他方家屋は供給は需要 に

では花嫁はダヰ の口から入 る。花嫁lま婚家に入る 達せ宇、償絡も一般に品隠し、 その待質 と便宜 li

l号変で7k ?:' 飲む。 この時嫁J J の仲人が波しましに 考量され十盤強の依のものが多L、。 これ は自動車

と言ひ、鈴方の仲人が受取りましれと 言ム … ーJ が大量生産で熱烈な研究とをま明があるに反し、家

この調子で 日本全国うO除箇所の例が記述されて 屋は苔来の{ 事統のj J 法そのものに安んじてゐる。

ゐる o 1二、、、諌むだげでも商白 い本であり 、見守来ば といふ事から説き fH して、大量生産の家、軽量織

品部になる本ではなし 、かと恩ふ。 骨総迭の家、慰安、使盆、冬滋、騒擾、舶会等あ

( 3) 科畢と社曾 J ・ノ、ツ タスレ { 着、 自 らゆる問題 について、英国にて最近研究されてゐ

本製街振興含謀。菊剣 28B 頁、索引 9 頁、潟挺41 る梅田各を述べ、 これに指針を奥へてゐる。貧民主主

頁。昭和 12年 9 月版。 常園大準新聞社 2 問。本書 問題をも 2 つの見方を主主d 、住居の重苦照として、

li 英国の Jul ian H uxl ey 教授の "Sci entif ic Resarch r貧民窟のこの人間生活」と「 ロンドン動物園の

and  Soci al  Needs" を日本祭術振興合より総得 近代的の立i J . Kな j表者監 j の潟y { {t' ｈｾ し 、 動物園のゴ

音量行さ れ1: 1 ，のでゐる。著者が尖凶 の皐校、研 究 リラと吾々 都 Ili 人頬との? こめに設げ られてゐ る設

liJ i-、工場ーその他あらゆる研究施設営訪ひ、 その研 備の矛盾を 、 今後 Ｕ Ｐ ｾ Ｑ 三 もにつ＿こら園 芸 反後援の主主築

先目的、組 織、経費、研究結果の笈際限用営しら 研究機闘が解決す るTごらうかと結んでゐ る。

ベて、科墜研究が家食住健康の! ，n ｾ国民 生活 、 国 要するに本替は我閣の科皐研究のま監 むべ きブj 同J

防脳血t等に謝しどれ程行はれてゐるかを吟味し、 に大 なる指示を? 奥へ向上に資するの香である。

次で国民の必要をどの程度迄制足してゐるかを定

め、今後に於て は、 この1止をな す ものは人である

故、人を主にする研究営進める司王が必要であると

述べ? こものであ る。内容は 1. 科皐は味方か敵か

2. 生産の増加 、3.科墜と 食糧、4.料星野と主主築、う.

科祭主被服、6 科撃と健康、7 科書匹と交遁、8. 科

事研 究 と工業、 9.料製と 戦争、 10 人績と戦争、

-

•• •.• ・
・
.

.'. 

-・-

・.・
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建 築 申 請 書 及 届 書 雛 形

其 の 3  

法
止

巾委
r  (  -ffiii-

E ヨ

大 阪 府 の 分

(  1  ) 建 築 届 書

ｾ築 ｨｌｩ にありでは 、 本例の如く事室効なる［弘 ｪｦｔ は試， ｜ Ｑ ・ Ｗ 与を ｾｴｩ￯Ｂ 持する Ｚ＼ ｊｦ ｾ 付与。又 ｩ ｩＮＡｊの場合 ｬ 主

主主物の こ ￬￴ ｗｬ断 ｬ 白 ｲ ￮Ａｩ ，， ［ Ｑ に代るに 、 主 ｴ 築物の出 ｩ と ￯ｩￎ ｪｬ 師 ｬｬｩ 路との Ｑｾ ｦ，ｊｻ系を ｾ ｊ ｾ し＿こ る ｼ品， ［Ｑ n'ii ｾ＠ . J ; J ，、てする事

を件。又本例の ＡＮｭ く ｩ よ ｊｔｾ の場介は 、 各戸の ｊｉ ｊ ｪ 金 、 敷 地 Ｑ 師杭 、 主主築 ｬ 叫』 ｉｬ Ｍ Ｍ 及ひＨｾ ｾ の よ七 を示すｾｦＮ ｊ

ｪ る ｾｖＮｉＡｪ ＺＧ ｩｊ :・ 4行会へるを要す。

ｨ 片手＿の ｬｩ ，， ［Ａ井のＡ人 ｪ 寄与を謎 ｹｩ せんとするＱｉ Ｎ Ｇｦはみ［例に中じ ｹｩ にｨｊ ｬ Ｑ Ｑ ｪＺｾ拙 Ｑ ＱＧ ， するを要す ｯ ｊｾ の場

介ￌｬ ｱ ｾ ｬＺ の ｉｉｾ 山系市ー項」欄には ￯ｩￎｪｊ 山 ＱＧ ， の叫 ＷＡｩＭ の 、 ｨＮＡ ｩ ｩｦ￭Ｇ ｸＺ -f の!"<f- ｊｬ日 放帯 ｾＱｾ を記入の ｴ ｊｩＺ ｯ OB 

-，，[ 1/ 1';I:t の場合も I"j 椋〉

f，'，J  ｩｊ可昔 、 認可 ｉＯ Ｑ ［ｭｾｉ［ ーは ｍＧ ＯｩＧＮＧ［詐 ＲＴ 岩 ｾＪ Ｚｾ ｉ ｉｉ すること。起 ー Ｑ ＢＮｉｬＮＧ ｩ 、 r.f Wh. Li 、峻こにiJ .! i句γ は丹ij '1i;f; :符

技官へ 口頭 ｾＮｌＺｊＮ、てする Ｚ［Ｚ ｊ［Ｚｾ得 。

( 2 )  建築認可申請書 ( 工場)

￬ｌ ， 令 、 規ｦＡｬ ｊ 、 特殊ｾ築物 ｉｍ ｊ 刈 ｊｅ 込ー制 Ｉ｛ｉ ｊ 、 ｑ Ｂ ｜ ＧＱｈ ＩＡ［ 築物主 ｉｕＡｉ ｊ ＵＨは納 ｉｊＡ ｉｊ に依 り、 ， ｩＧ ｬＧ可 、 認ＱｉｪＢ

ｘ は承認を受〈る事項ある時は 、日 ｉｊ にｾ ｾ の ＱＯ Ｑ ぷ行 ｬｪ を ｊｊ と ＯＱＧ ，するに代へ、 ｪ 凶帯、ｾ築，ＱＮｻＡ， n[  1/ I;W 

ＱＡ＿ の Ｇｊ［Ｚ［［ 主協 ｴｬｬ 二日 Ｑ［［ 記する ｉ ｋ ｾ 得。

道路放のlリj ンj ミl立大阪 r[ i 役所 に)j，iJ' jD- II' ，ること。

ｦ ，Ｂ ｊｩｬｬ 築ｩｊ Ａ ｩ Ｚ ， ｉＺ 、 ｩｬｬ 築。ｴＺ･， ｮｦ ｬＯ ｉ ［［ｉＺｴｾｬ ｾ ーの 川 紙はＮＡｴ ｊ￝ ￎ に於て版坑せら ｩ L) ，': るも 、1ヰiill の1i: 紙 を川ひ

るも Jlミえ:へ合!r: し。
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地 方 令 H 吉 郎 仔i = 郎 ') 1

普通賛助 [-1 小 林 清 治 ' ) ¥

同 H  III 義 雄 ')1-

ィ5汁

員 {佐 藤 正 = ;(1，-

普通j : 1J l jJ H 谷 口 平IJ Ｇ，ｾｾ＠ :71・

ィhヨ汁， 楠 正 己 完T

地 方 令 11 i l l ¥ 木 義 雄 前

普通貨J l)J [l 高 木 利 典 れー

千F遜主主劫員大内主主夫氏今次の i支 那事 事豊に於て名塁手

の喰死を皇室げらる? 旬に哀悼に祭へす二重Eに照宵 t 略

慢を揚げ恭しく弔意を表 す。

J. 民[ ま明治43年 5月 1311 兵庫版加古郡向砂 Ilif

同町大内喜太郎氏の次 男とし て生 る。

l  昭和 Ｓ 年 Ｓ 月 兵 庫限 立 工業懇校 建築糾ｾ 卒

業 。

ト 同年 4月大塚工務j占に入底 。

ト 問う年 12月!日 姫路:! J ;ー兵 司";39聯 隊 に幹部候 補

生として入倍。

1. 同6年 12月! 日 退倍。

ト 同 10年 10 ｊｾ＠ 21 日常協令に入合せ C る。

ト 同 12年8月211 動 員ド令によ り胞p， r?l l:l1 i'iRl'滋

に所属 出征 す。

l  同月 ＲＷ 汀 Ｚ ｉｬ￭ 支 四鰐 口の戦闘 に於 て 名ｾ の Ｑ 混

じ 死を? 主主げ らる。

倫 本舎よりは量産前 に 香花を供へ表ｾ す 。



終 身 賛 助 員

故 有 山 福 重 郎 氏

終身賛助員官山脳司tlil¥氏H吉村1121ド 9JJ 2U 11逝 去 せ

らる、主主に哀 悼 にま突へ予滋に Il音符 と 略轄を掲 げ 謹

みて 弔意を? 表す。

右 1LI 氏ｻ士明治 Ｒ Ｔ Ｈ， Ｑ ム七木建築諸 ｴ Ｚ￭ＮＮ ｾ ｦｴＧ 開始し大正

ＷＱＱ ｾ Ｑ ＲＩＱ 本合 終身筑即 ｉｊｬｬ として入合今 Ｑ ＱＱ 二 三三る

京( ま大正 10&1"ift'i: j:'j!:村 fi 議 員 と な り 次 で 衆 認 の 鈍

する盛大7巨12&1三9 Ｉ ｾ 大阪府合議員に Ｇ￬ｗｾ し 、 四 Ｗ こ

びj翠ばれて今倫: J n訟に (1: 1) ｊｾ 聞大 ｪｦ 14&1"， 6)1 に大

阪市令議員に ＧＺｾＧｩ 廷し ｾ ｴ 任に ずと ること質に ＱＰ 右 ＲＦＱ 三

の久しきに及び 、 大阪市政のＺＡｾめに文献する ｅ 忠誠

に砂な から T' 。殊 に 枇 合、経理事、教 育、土 木、産

業 、衛生 各) J '11ii に両日係して努力すること砂なしと

せ宇叉清i Ill 街 道、水道 設 備、 小 泉 校 運 動 機 具、火

災聖子飾、 市'1'祉法倍、整基祭器敷地、郵 便 貝、 背 年 訓

練所職業紹介所等に到し 、 約五 ｭ ｾ 阿 の資金ｦｴＧ寄 附

り主足彩 を? 受げ らる。

然るに不幸践の犯す所となり 、 昭 和 12年 9月20

11 午前零時薬石効なく 66歳 を 一 期 と し、溢 湾 と し

て長逝せら る誠に焔惜に主主へす，

件『

何ヨ 務 曾 (貫主20回〉

時 10}j 4H午後う l時- 6時20分

所 迷 築 材 料 陳 列 域 別室

出 席 者 理 事 竹 股WJ 令 長

首長 事

常 務 弁 上一自己、 小) 1] ι u

'1' r宰ヰ三沼、 '1' 西=F.J O

IJ Il問 主 計、 伊 藤 編 腕

新名 編事号、期 日 編 杭

J. 10片側 合に腕! する件

2  床 板 規 絡統 一 に闘し材料委員合より再度符

申のイ牛

3  昭 和 13.11三度合員名簿調製に附する1 ' 1

4，都 市 武 装 促 進 委 員 合J日銀- 1 m'，奇贈のイ'1二

5， 際 召 合 員留守 宅 宛-e; &t -l 箇のf牛

6  昭 和 13.11二度改算に闘する件

Ｗ ， 基礎研究舎近畿支部事務所を併世願 ｮ ｾ の ｦ ト

8，支那事事豊空爆地へ源訟に 除j し都市計必委員

合より具申のイ斗

9，合員詮 衡

報 告

ト 9)i 分令官「報告

2， 9)1 倒合終了報告

3， 片岡合長より 闘守寄贈に除lする干|

Ｔ ， 朝鮮ｾ築合創立十ヨ了 ｊｾ ｉ ＮＱ ｉ Ｂ Ｇ ， ι 念式訟行の ＱＧＱ ・

法制委員曾 Ｈｕ ｾＸ 回〉

時 10)]6 日午後61侍30分 - 9時

所 建 築 材 料 陳 列 場 別 室

出席者幹事，ｦｾ井 、 Ｑ ＱＱμ

委 員 板 井、本 間

篠 田、板 倉

l  質疑際答に除! するイ牛

住 宅 委 員 曾 ( 第 I1回〕

して以て共事業の完成を促進し? こるが刻市又以 て i 時
ＱＰ Ｉｾ＠ 8日午後6時30分 - 81侍30分

協 舎f具集部室君が志の 存せし彪を綴ひ知 るにｾる ｯ 所

新 〈 し て 昭 和 7年 11;1三陸軍緋別大演習に際し、 i 出席者

自治功労者として斡JJI J痔治の光栄に浴し同 8年自

治功害事者、 同 10&p1主主従教育功勢者として府知事よ

委 員 長 石 川

委 員 伊 藤、小 林

新 名、玉 置

t  5  t  X I  



中 野

l  住宅説本原稿に関するイ牛

史 書 彊 度 委 員 曾 ( 第 11回〉

i時 10刃 12日午後6時30分 - 9時

所 建築材料陳列穆別室

fH席 者 幹 事 中 井

委 員 内 藤、堀 口

矢 問、 山 悶

横 田、西 島

卒 野、菅

! . 地質調査間作製の件

ＱＮ 風 ｾＱ 霊験 見皐 の件

1. 型; 枠に 附する 研究完成の件

教 化 委 員 曾 ( 第8回〉

時 10刃 14 日午後6時20分 - 8r時30分

所 協 舎f具察部室

出 席 者 委 員 長 永 湾

幹 事 篠 原

委 員 坂 本、鈴 木

1. 大工業組合の代表者と意見交換の馬座談合

を開催する の件

材 料 委 員 曾 ( 第 17回〉

時 10刃 14 日午後7時30分- 91侍

所 建築材料陳列場別家

HH市者 幹 事 松久保

時

}iJ i  

委 員 秋 問、小 川

楠 瓶、進 国

l  注築用誇材料研究に闘 する 件

鋳鋼工作物築造許可規則ニ閥スル懇談曾

10月 15 日 ( 金 〉午後2U寺25分 - 41時

新大阪ホテル

出席者 大林組 石田 信 夫 妹尾 一夫

竹中工務j占

山脇友三郎 土居熊次郎

?青' **且大阪支J苫

小笹得、議 鈴木 一挙

大塚 義威 問中 海夫

銭高組磁坂 拾手 ｾ ｉｩ｛ Ｑ 森 生軍参 ｾｦｩｲｬ

大倉土木株式令枇大阪出張所

太 悶 法 裁 保岡成太郎

松尾銭.m橋梁株式合枇

松尾 岩 雄

X I  1 5 2  

日本橋梁株式合祉

武 岡 宮 古

日本建材協合

武 田 五一 機 関 族 郎

増 岡 熊一

U本建築協合

片岡 安 竹 Ｑ 要 員 ｾ ｊｾｾ

松 本 湾 象 富士関重一

渡 部 圭 吾 井 上 脳 議

小 川 腸 吉 中海誠一郎

中 西 六 部 樋口辰太郎

加岡 安彦 伊 藤 武 文

新 名 種 夫 堀 口 基 吉

吉 岡 信 武 言十31 名

1. 午後2時25分片岡令長座長と な り関合

1. 先づ片岡令長より 今回餓鋼工作物築逃許可

規 則のをま布されし に付念遮本 日懇 談合伝聞き

れ る理由並に本協舎は尖針策 に闘し指導的立

場にある ことを説明して愈 々怒談に入る

l  種々 懇談の結果 I"，i日211:に付委員合を殺げ

之が意 見 ｾ Ｑｴ ｊｴ 他を 起草 して Ｑ 当局［ｊＮｬｾ他 に 至急務

返 すること h なる。

ト 政府立主に蛍局に鈎し規則運用 に十J 意見必

のイ牛

2. 運用に闘し参考資料蒐集の件

l  次で之が起草委員舎を? 作 るこ と、なり l、I;LJ

諸氏に委員五? 依蝿す

第 l古¥1委員合 ( 運用に除j する 意凡書作成〉

大 林 組 竹 中 工 務 応 清 水 組

U本建築協合

竹 lil!Mi J(;す長 小川 一七t;G

rl' i J 可主氾

11' r平誠一郎( オプザ ーパ ー〕

'-f; 2部委員合 ( 運用に闘し参考資料蒐集〕

大林組 竹中工務jよ 清水組

松 尾繊骨橋梁株式合前t

日本橋梁株式曾祉

H本建築協合

竹腰MI I令長 小川 :J.iiC

rf l 西主日日

1. 右にで怒談合引羽し解散

ト 次で間合協ーに於て直に第 liYs第2，111の委員 ff

を? 聞き大骨量のブJ 針を?定め次の遁各古11委員舎を



聞くこと〉 し散曾 し7こり時 に午後5時

第 l部委員合は 10)1 16 ¥J ( 土〕正午、協 合

に於て協合

第 2古li 委員 合1;J: 10月 IB 日 ( 刃〕正午、協 舎

に於て|羽合

銭 鋼工作物築造許可規則貧血Eに闘する座談曾

H与 10; 115 ｾｊ＠ ( 金〕 午後61時一8時35分

JiJ i' 協 合1兵集前? 主

出席者竹 ｩｪｾ 健治

中 島 敏 雄

小 川 陽 吉

矢 野 候 ー

永 井 三lili

山手 研 吾

吉村究i l l :

小河吉之助

'1' 漆誠一郎

三;r打 球

宮 岡 秀 被

吉 岡 f吉武

鈴 木 一 幸

高悶芹IJ - li l"l

高 橋 皮 夫

総 口 芳 雄

中 島 富 造

中西 六.1111

河津喜之介

中 村 閣 男

大塚 義 威

平塚 昔前吉

村 島 彩

杉 浦 巴

松 久 保1敬 三 畑 中 善 治 耐鳥 文

剣 持 岡1] 1' 1成 政 典 』 弘 氏 信 夫

i t 谷 治: 秋月サF 誠 ・ ， ｾＺ￯ ｬ 仮 ｦ 青森 ｾｬｩｬｬ

左 雲 助i台!i ll 1' 1石 英 夫 飯 問 後 一

清 水 組 猪 木 揚 之 助 鈴 木 一 幸

大 塚 義JiA

日本建 築 協合 竹 腰 訓 令 長

小川 Ｓ］Ｎｾ日 中 西 主 記

1. 竹股，' ，¥11令長座長となり開令

卜 ｬ 昨 日 ｉｉｉ ｊｪｬｾ の全委員合後本 ｴｬｩＱ 命事務所に於

て委. Q令合作成し' " ! : る原稿を基礎として 卜I氾

の議決定政府立主に各地ブJ 長官等一八四名に貌

展; 主主主使を以て後遺す

昭 初 12年 10刃16 日

社図法人日本建築協合合長

工 拳 博 士 片 岡 安

先( 官職氏名〉

鈴 鋼 工 作 物 築 造 許 可 規 則

運 用 に 闘 す る 意 見 書

我凶l JL ドの非常時局に際し我協合二千の合只は来

より凡そ往築の業務に従事する者の総てが之れに

ー剥する凶策に }IIM忽し国民としての六務を呆すべき

充分の覚悟営不f する は; 命i ' f失7こさ。 る所 なり今回当|τ

i'i1: 1湖 後u " ，井新一郎 官" i I l 奴勝三 I

常時 ｍ 草寺 ｾｴ としてをま令せられれる昭 和 ＱＲ Ｆ Ｑ 三 ＱＰｈ 11 

ｾ Ｈｩｴｩｩ 磁ヨ ￭ ， ｬｩｬ￭ 塚 本 猛攻L 森 本 隊 吉

n  商工合令第24豊島俄鋼工作物築iit 許可規則に到し

て ｌ 充分 ｊｾ ［ Ｐ［の存 する舟ｩＧｩＧ認識し ｩ ｊ｟Ｚ精紳を滋ポし
中駒吉 ｊｾ 両首 ＱｉＱ 河 幹夫 島 ｳｬ ｎｾ 樫 Ｎ

米f 1:1 良ー 鈴 木 孫市 木 村 党 一 l場策途行の一端に資せん本封切するものなりと. ! l ffi

芝J Ii 知III p' y) j  幼Ji rl 1II Ili 七 太郎1 ，i i l l : 築業務の階仰に辺勝することなくして之が迩

小ｾｾ f:干 電松 ｾ ｾｪ 三 Ａｈ｜ 淡 谷 経 久 月 ｬ ｩＧ訣る ｾ ｌｾ めらむか剣Ｚ合にえ ｬ ＺｴＺす影響の甚大にし

焔問 ， ｾｉｾ＠ ilt 悦 英 女 竹 rjJ ;.止一。 て且つ瓜2汎なるべ きに鑑みプ王に述築業界質悩 の

1i'Jj¥j' jllii 次 lill 長 尾 清一 桜中 ー夏

品l i ' 叙述し1主際にI ! Jl し1: 0 1との運用 に資せんとす

る ものな りo

vf 烏 務 井 上 正 男 11 比 文 雄 ν  

杉 浦 竜 彦 問 '1' 義博 小 林 行 雄 工作物の築ill: 1主主E常法文者より誇n . 業者へ Jt 築

大Iq島 武 夫 I埼島 m ・ 訟を＿詰ＮｦＺｩＱＮ ｩ しめ諮 ｦｩ ｾ 住者｛ま之と同時に各種材料及

卜 午後6U寺20分竹桜，' ，¥11合長康長とな り日目合 i 工事を夫キ各種多絞なる専門業者へ沌女子配する

L のにして若手 の際に l i at に分 業的 に加工せら れ

竹 1喫，'1;11令長より本 11 ;色、退座談令合開催しれる判由 !

i 帰るを' 例としー凡築i l l : 開始と若 らる '0> / 1守に於てさ

に{，j 説明をなし次で '1'; ネーf:_JOよ り銭鋼工作物築泣

へ岐に相 Ｇ ｬｾｾ Ｇｩｬｬｩ 抄 し居 る の ＱＧＨ 悼ￍＧ t.: IJ 然るに 一度之が

許可 規 ＱＡｬ ｪ に ｻ、 ｬｾＱ 支の Ｑ ＱＧ ， Ｊ 件る ｬｬｩｾ 聞に於て Ｚ ＮＡｴ質 問に

f悠じ後本件に闘し各自の希当及意見の交換めりて

'1' JI-， ｩＧ 凡 んか注文 者 羽詰ｪｬ｟ＺＮｊ長 者間の問 題は Ｇｉｾｻ <  fl! 

<  l， ｊｾ＠ ｲ ｾ 請に る 多 数 専門業者及び之に従事す る 技
近来稀な る縫合1" 1[ 1こI羽合しれり時に午後 8時35分

術者及職工との除11 : 系立主夫キの待殊製品及牟製品の

銭 鋼工作物築造許可規則に関する 。蕗置に協iする間短 lま複雑なる紛糾事件となり然も

第 1  部 委 員 曾 :  ｪｊ 日工程 専 の銭鋼材に ｾＹ ては他への流用Ｑ， :JJ i 貨不可

/1寺 10) J  16 11 ( 土〉正午 - 51侍 ，能にして全〈腐朽に任かすに 至 るベし且つー商工

}封 建 築材料陳列場別室 作 物築治( 主人j ] 使役 に侠つこと大なるを以て失業

11

1

1席 者 大 林 組 石 間 信夫 者 の ｨｾ 出によりｩ､Ｚ ｦｲ 上経済 上 に及 ＱＱ Ｇ す影響は車両る

竹 中 工 務'6 卒 採 dtt 吉 芝 問 先l重: 府鎚図に 亘 るべし。
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基礎工事の相蛍主主捗せるものに め りでは古i/項 の 白 告断念せしめ所許!全閣一世子に榊社 ヂーでめ るの

事悩ーは侍に顕著なるの みならす，更に深 甚 の 考 慮 を : で Ｙ 千 ｉ ｾｉ ｾ 凶良 一 野 に 大 御心 を赦して紳祉 に 参斧

挑ふの要切 な る ものめ るベレHIJ ち共の工法 に於て 。 百万願する 11でめる。

着るに建築の大小種類地質等態様極めて多種多様 1. 昨 U の雨に ーィモ{e案 じっ、朝来終 H曇天 l主宰で

にして或 は基礎の構築 に長 H 丹念要 する L のめ り ! めつ1: 。

叉 中途 に打切 りE佐き ものめ り従って基礎工事は完 1 京阪天f編線、石清Jk八幡宮与な内{ 主主 る戸万人を 以

了せ き' る L 寧ろ金工程 としては非常の進主T:t' なせ て愉ーにされ吾等一行の八橋宮臨時}祈祷殿前Iに築

りと見 らるべ きものめりてー蓄を 以て律すべから 合しにるは正午なり常日 一行全員揃って祈願は

すエ本法令 は基礎工事完 〕せる L のに到しては何等 出来す写本合まり弁 l二常務、鈴木一幸氏、小川安

適用せ 5 る規定な る も，l J "; 完了を凡さa る L のに到し 一郎氏、計足保衛氏、武田経一氏、桐井E己三郎

ても基礎の種 類及工事進捗の程度合充分に考慮参 民総代となり ]折絡殿 lこト) 皇軍の前並長久を]折

酌し運用の 悶滑 を期するの婆めり 一面基礎工事の 。 願しイ也 の一行は奔躍して 1'- 111 す。

中途 に於て中 止する ときは保安」二緩めて重大な る ＱＮ 下 ｉ ｝ｊの途次 ｲ ｬ ｬ 腹にめ る 春の家茶 ｪ ょにて 一 同 必ｾ

fι 態 を生す，るliJtめ り待 に市街地に j冷て然 り之等に : 休憩。

謝しては保安維持 の見地 よ り特別 の岡山ぷを必要 と 1. 次で入精一橋本!日I を京阪電車 により橋本波に長

する ものめ り。以上 り 淀 川 佐渡船して三 島 ｾ ｭ 島 本村民前 ｩ に銀座まし

ます7k1黒瀬宮に至る I時に午後3時。

十 月 伊l 舎

: 1. 此所{ ま入幡宮l : tまJf4なり 2_3室長詣者める L 州i 11

LI 時 10月 17 1:1 (1-Is翠 U ・紳n祭 〉午前 10時半 にし紳々し〈殊に爾宜田島守俊氏の親切なる斡

京阪天i隔凝集合 旋 により Ifl 西常務外合只一周皇軍の武運長久を

目 的 宕清水入幡宮、7! C無 iiil 宮1耐願 }祈願し了って有名なる後水尾天皇 の茶室を日1品

寄屋サ ントリー ・ウヰ λ キー工場見皐 禰宜の鈎i電なる説明により奔叡の上岡宮公 ill 1l'.

ｮ ｾ 席者 Ｔ Ｗ 名 ド記の遁り し1: 。

1齢煩幸太郎 泉 五k_. ｾ長谷凶Ａｩ ｬ ｬ 1. ｒＧｾ占治数回 ｉ の三島郡 島 本村 ｜ＱＱ ｾ 時にめる 湯 屋サン ト

岩尾 保衛 岩崎甚之太郎 1:岡山太郎 リー ウヰ λ キー 工場 に立寄る 同工場長谷k ! lui

小川 安一郎 小回 A 二 奥村 丈 太郎 氏 以 Ｑ ＧＭ 職 ｾ の ｬｈ 迎 へを受げキ幸に設け ら れし必内

木村 辰雄 久野主主大 Hl I 黒海 li1' f  に案内 され休憩

ｦ ｾ ｫ 木 一 雄 i削 ド1)1三Ull

淡 谷 経 久 鈴木 一幸

鈴 木 孫 市 高野新治H l I

武 田 経 ー 鳥越 又

1¥1村 昌 三 清 岡 昭

三好喜三郎 7k 口庄太郎

和 久 夏ー

後川卯三郎

鈴木 i; 丞

竹中 Jit -

1¥1村 凶t佐

平原 国 雄

7)C知定、J苫

休 憩 '1
1谷井工場長の挨拶及 同工場の沿革並ウヰ

ユキ ー製i.ii の順序等の設 BJi ib 1)て一 同をo 2坑 に

分ち工場内に案内 され詳細なる説明を1mく

凡象終了後再び 保内に入り製品試飲舎なす。

中j J y常務(1ー 阿佐代えして謝辞を述べ逗l Pl 餅 11:'

すl博に午後 5時過

京都 )j 商及途中参加者

銭鋼ヱ作物築造許可規則に関する

伊議 康 夫 社l!，聞紙一ljJ I 足元主治凶H[I

大村祭大豆[1 左 谷 陽 充 友 淵 普 倍 。時

永 瀬 狂 三 IIii 村 信一 居 者 ￬ＪＨＨ源三Ｑￍｾ 所

本 間 長 次 了三 野 藤一 !l 防 ¥1 保 :¥'/席者

役 員 弁J 二 施 磁 力H間 安 彦 巾i'lii 六WI

樋 口辰大U[I

1. 本 日l立内務省では官凶 Iff，"祉を? はじめ全凶 11悶の

昂f際 社、郷前士、村 itl に至 るまで臨時 '¥1祭として

一努 に 祭 ｊ 艇を行はしめ是又 今 次の ｉ ｊ ｾ 後 に 闘し泰 。

X I  1 5 4  

第 2 部 委 員 曾

B?HflI2年 10; 118¥¥ ( 1) 正午ー午後 41時

建築材料陳列当ｾ＾ｊ ｬ ｨ む

大 林 組 妹尾 一夫

竹中工務i.s 土居熊次郎

清 水 組 小 笹 徳 政 三 井 凶抗 ｾｩ 合

大 塚 義 威

松尾餓' : : : 1橋梁株式合祉 キ目谷 昌次

¥¥本橋梁株式4予言士 武 田 22; 吉



日 本 建 築 協 合 竹 股 副 合 長 I 卒川 武久; f . l 旭区江野i町 206 ( 大阪府管繕謀〉

小川 主記 中西主回日 ! 増 岡 幸 次 郎 宕 西 成 区 西 萩 町7 奈 頁7i ( 大阪市教

1. 参考資表を作成( 省略〉 育部建設課〉

常 務 曾

時
10月 18 日午後5時40分一8時

内I
建築材料陳 列場>>I J室

n' ，席 者 竣 事 片 岡 合 長
竹腹話IJ 令長

常 務 小川 主 5日
中 津 主58

中 西 主 記
力日間 三七言1・

清 水 主 計 伊 藤 編 輯

新 名 編 斡
堀 口 編 章lc

吉 岡 編 斡

議 事

l  昭 和 13年度牧支後J t の '(11二

2 号午議員舎及遁常総合開催 li J 叙決定の '(4:

3. 合1!t滞納者民主置に糊するイLI

4 京大建築令より物品貸輿ブJ 申越 しの刊

う基礎研究舎近畿支部章受起人総代へ回 答 の件

6 級鋼工作物築造許可規則運用に闘する意見守

の件

山口 挺 二君 兵庫県菜武庫郡住吉村 1442 ( 竹中工

務庖〉

特別重量助 員

清水在皇太郎君 兵庫燃武庫郡精道村芦屋演〈大阪

製金 ｩｬｴｾ 盆機株式合社〕

署長 博君 北区中之島うノ 30 佐藤合名倉社内

〈同社〉

加 納 康 夫 京 北隠兎我釘' 阿J J23  (日 刊工 業 9 イ

ムス枇〉

普 遍 賛 助 員

大西僕多目1I 君 泌品71九{際I省主) i 2ノ157( 竹中工務庖〕

活 家 政H青沼 市111戸市 n . 合同琴絡田T2ノ 51 辻堂j 'j

〔兵庫1係修繕諜〉

西l原! I i 菩君 山中市機塚 1J26吉本方( 村上工務

:. 0 

{ 生，々 木普凶Hl I君 東淀川hg長柄西遜 2ノ35 ( 大阪

市修繕課〉

7.銭鋼工作物築造許可規則に闘し司在来の建築認 佐藤 娘君 比花直吉野町3ノ22 ( 第4師園経理

可に付各地方長官へ希望書の件 。 部経修科〉

8.  ｉｐｊ 上規 ｬｾ リにｭｬＭＡし銭筋銭 Ｇ 百イ吏用盟主量調査に腕 ｊ す。藤江 道 治 君 北限野崎町55 Ｈ第 Ｔ ｾ 南国経理部〉

るイ*

9.合員詮衡

報 告

1. 10月例曾終7 報 告

ト和歌山脇m築協合員IJ立挨拶の件

都 市 計 聾 委 員 曾 ( 第 J3図〉

時 10月21 日午後6時30分一7時30分

所 協合倶楽部室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 脳 知

委 員 加 藤、亀 井、吉 岡

1. 委員曾報告販制に附する刊

曾 貝

入

曾 員

動

曾 者

ｾｲＮＢ 包

円手

退 曾 者

曾 員

河野 武2雪 高 木 太 作 君

河 合 幾 次 君 鴻 坂 光 夫 君

来| 河骨f 松京 111之内正一君

地 方 曾 員

上枝 卓君

特 別 賞 助 員

井 上 民 治 君 iit 宮 義 輔 君

普 通 貨 助 員

|一間一
穂 居 韓 勤

曾 員

大 越 準君守

鳥 野 七 郎 君

弓主主 修草寺

小林 主主治君

w- 島 務君 堺市南三凶圧師fl ノ12 悶淵 J J

大津 一郎君 愛綾線新居者 百 惣 開 住友イ七 皐 繁 ， ｾ長工

1室崎
立Jj君 旭区森小路11汀64ヲ松本カ〈大阪府

場増築主毎大林組出張所

建 築 課〕
官民 主彦君耳・ 兵庫県芸川漫郡伊丹田I 春 H遜 27う

1 5 5  X I  



卒 嶺 四 男 君 朝 鮮 総 督 } 付 曾言十謀第2管終係 小巣治 ＾ ｆ Ｇｾ ヨ 名古屋市千種以小松町 5ノ19

竹内佐 卒 治 君 京 都 市 左京医一乗寺門口町 2
城 下 政登君 ノ界天加茂町 16 大林 組奉天出張所

野田 主主君住吉区回港東之町 うノ 20 F軍野 誠君 ｷＺ 京 市ｾ島民 西 巣鴨 Ｒ ノ ＲＴＰ Ｑ ( 文

懐 本 淳一君 大 連 市 千 草 町2 湾 ア パ ー ト 2ノ2
Zs含宗 次局閣安保存課〕

垣 内 泰雄主雪紳戸市須磨区下中島町2ノ6 井戸同国松君 名古屋市長RI起草里町22

鳥 越 支ー君 西 淀 川 監 塚 本 町 う02 小森方 石橋三四二君 東京市蛍鳥区長崎南町 3ノ4126

二 宮太卒君大ｾ市初音 町 Ｑ Ｔ Ｑ ノ Ｑ Ｒ 大 IJI 昇君 がf下 北河 内郡南郷村言智平面 119

曾 津 松 厳 君 西 宮 市 今 津 字 曙 8 小林市太郎 君 大 牟 岡 市本町 4ノ94

石川政一郎 君 西阪北堀1江御 池遁 rr 闘 国昔日 泰文君 - * 京市山島| 以長崎南町 l ノ1893

石 原 主 主 偉 君 住 吉 阪桑 津 町309/ 1  
辻 本 三 郎 君 主モ支 市三11来、也町606 榊原) ，

字 津 木 潔 君 兵 庫 県 系 伊 丹 町 伊 丹 徳岡 嘉 作友 人 幌 市 竹 下 町6ノ939

大野 順 君 京 都 市 右 京 区l嵯峨梅ノ木町 3
森野 和 夫君 京均Mf 青葉 町 1/ 100

加 納 !ft 一君 兵庫県芸川透郡稲 野村 南釘" 601 

! 特 別 養 助 長

岸 世子雄君 府 下手夜寺町下石津 1243

楽 岡 忠、夫草寺東淀川 区 l!.'Y. 里町 1758i，定のノJ v、ウス

上同盟太 郎君 旭悩今市 田[50

I 附悶 昌二君 阪急 沿線園間 住宅 14鋭

黒海 苛i 允君 ( 勤務先〉 南 海土地建 物株式 合言t 小早 川彦一君 兵庫版川主部[( 圏 岡村l奴色; 経替地

佐野 一 義君 住吉区阪南町東3ノ7 高戸 車 巴 崎 君 住吉原 {主吉田TI 637

m.j原 猛夫 君 住吉| 日; 北同法町 170 細?工 和足君司 法 ｉ ，Ｇ，ｾ 八幡屋 ｲ ｬＧ Ｚｩｬｬ￭ Ｓ ノ Ｑ Ｐ Ｐ
武 部 秀 治 活 一 品f下枚カ町伊加賀 780 滋同 政禰君 Ｗ 也 ｾＢ ｬ［ 5.支出町T 222 

仰 十ｻ交君府下中 河 内郡 欠 岡村照ケ｛ￏ ｾ 893 

中野l順次郎君 北阻害11島本遁 7ノ69
普 通 貨 助 員

野 間 清三宥 市中戸市須磨原須磨浦主主 6了目
況I!，同 晃 也君 宮崎臨郡城市中国TI了 封書s1ht 郵 !従

演 悶 正 雄 君 府 下 池 同 町 本 町 仁 同 工 務1宮内
局大;合土大株式 合祉作業 所

2f'-田 正男君 兵庫県系武J京都文木村下新 回出井待 。
大 .t:i J l E吉君 小企fri 城壁J'岡r8う

望茎
: 大鳥居 正君 京都市 F京悩大宮遁白色華南

司王山 琴治君 所f 1-- 千里 IJi3 12
田 村 忠雄君 奈 夏服生駒郡法隆寺村並松 ( 法隆

脳 同 政 治 君 佐吉阪墨江田f 東 8ノ46 寺 国主主保存工 事事務 所〉

松 森 修大: f ' l ' 旭区 北i清/ ) c町 1118
イ宇イ中 イ吉次肴 iig淀川区野' 竪町 738

三 浦耕 一 君ｽｻ＼ｦ下 ｾ能 加盟津村垂 水 Ｑ Ｑ Ｓ
弔問卯之吉君 西成区小演本町 3ノ10

三 ヒ 厳 君 ｦｻ ｩ ｦ 下北 河 内 ｾ ｴ 日 三郷 町 Ｑ Ｑ Ｓ
問 中 腹三君 京区内本町2了 同 大 阪 府 替総議出

村岡重太郎君 京都市左京阪南稗寺属地町J 挺衆院

オ長月Ir

早川 縫執よ者 京都市;左京悩i: J i 土寺南間同[ 111 

内

森 村 茂樹君 来京 市i定橋凶柏木4ノ911

111 中 茂一君 堺 市 南 三 園 圧 町3ノ120

吉津千吉君東 京 市城東ｾ Ｇ， Ｇ［ 大 島町 Ｖ ノ Ｕ Ｐ 点 京銅
利回 友吉君 松江市母衣町 154 ( 山陰貯蓄銀行〕

材株式合制; 往築主主: 竹司: 工務j卸 ¥'d長

板垣精治郎君 兵庫県系武庫郡精道村芦屋藤ヶ谷 14 )i)f 

23 ノl 和 '1' 直一君 尾 道 市 土堂町 902

村山三郎君朝鮮江原道三Ａ渉郡北三 ｛ￍￎ ｩｾｴ 坪皇 ＲＶ 佐 伯 和男君 米 子 市 道 笑 町 l了同 住問 Jj

( 三勝開後 株 式 合 社 石 灰 窒 素 工 場 闘口主英太郎君 京都市左京区松ケ崎柳井問問J IOノ

建設事務所〉

2  

中 西 甚 ー 君 兵庫版明石郡垂水 町西垂水70

地 方 曾 員

iMi l司 会長雄君 住吉区北加賀屋i町T41

坪 井 善l務 君 脳防j 市外箱崎町ゴu :大建築課( 九大

馬路 省吾潟 } ( <f ド吹同 町 1272 ノl

工製部諮問〉

松 本 秀 雄 君 紳 戸 市 中 山手遁 7/ 406斗旦 由. ixNI(

元吉勇太郎京 京城所f明倫町3ノ110 ')ヨ

XI  1 5 6  



森 数 之 助 活 千 葉 収 松 戸 町 小 i J I 312 
' l I I 磁泰次J i ltl ヰ ( 苔名縦突I i I { )

IJI 本 森 義 君 紳 戸 市 北 長 狭 遁 l了封| 仮台、改m工

本建築窃竹中工務底出張所

死 亡

万二奥
準 君 名古屋市東凶大幸町沖 rl' 三 菱 電 工

名 懇 賛 助 員

栄 建 築25竹 rl'工 務 底 fH5長所
伊 政 !fi d栓草:" c昭利1I 2{pIO)1B  H逝去〉

?官J 原 j政君 臨Fi L，巴限大島w日知名村7宇治頁

終 身 賛 助 員

改 姓 名
ｉｬＧ ＹＮ ，ￇＮｾ＠ (.φ2主将 CI 沼利 12年 8YI14 IJ 逝去〉

曾 員

普 遁 賛 助 員

n  淑茅:" ｃ￸ 姓字ￌＢｾ主木〉
大内 I雪夫君 ( 昭和 12年 8n27 I1 逝去〕

畠 rl' 民 主 耳 〈 俗 姓 高 橋 〉
Cl ! l i んで点悼の意を? 浜す〉

本 協 合 十 ) J 倒 合 淀 川 波 船 風 対

1 5 7  X f  



書量

編 輯

後 記

半 日支事櫨を眼前にして、 | 週内の資源節約と統

市IJ の波 [工、鏑滋の大節約を必要としれ今日 、I1オ

リム ピック東京大舎は何慮へ行く 11 11皇紀2600

年 te記念する事業の可能性{ ま 7" そして最後に

本年十 月より施行を凡? こり防空法の行街は" と

云ふ絞な疑問を?現代の空主主主T呼吸して非常時十l

本で生活してゐ る者で持1: ない者は一人も居ら

なからう。ところで、 これ等の諮問題を取り挙

げて諸大家に御執筆を願って件? こ玉稿は、以上

の疑問を解き得る有力なる資料の ーでめると f吉

す' る。

安 岸田先生の 血を ｬ 吐く絞 な 片 ［｛ ｊｾ オ リム ピック施

設への熱望と謂ひ N・s・R ( 日本氷上競技聯盟〉

金代表する松海氏の主張と謂ひ共 lこ、資現する

でめらう民主のオ リムピック東京大合に到して忘

る、 Ｚ［［ｊ￯ の ｾｈ ￞ｩとない主主主主な記録でゐると信子る。

叉、小宮氏のオリムピック村に劃する試案の rl'

に疲 ι れてゐる要望( 士、勤勢者への麻償住宅の

供給としての試案とも若倣し得て興味頗る大な

る ものがある。小林政一先生の外苑の 改造 に制

する玉稿[ 立、外苑競技場の育ての貌として執筆

者 自身に感慨の深いものがめりませうが叉読者
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本放に掲載せるものは 、 一切これ を無断 にて

鴨戒し又は単行本に上梓その他の複製行潟 を

なすこと を祭子。

XI  1 5 8  

としても聖徳給電育館を中心としれ外苑の運動競

技施設が攻泌され る L のとするならば惜別lの感

なきにしもあらやであらう。重喜術競技も石原氏

の設の如くまこと に淋 しい感が しな いではな い

然し吾 h は更に自各の気持をエン カレ ーヂ させ

来るべ き競技 に備へ1:
'
，、と忠ふ。

Ｑｃ ｊ￭ｩ，Ｇ［［問先生及本多次郎氏のり 日本 ｻｩＮｾ 博 Ｂへの玉

稿 11、現代 日本がなし得る部博の規模内容を貌

知し得 る蕗の興味あ る資料でめり 、叉小林隆徳

氏のク防空法ク ;tjlJj 包までの経過報告と謂ひ、加

藤得三郎氏以下熊井安義氏、芦illi 義雄氏等の防

空研究に隙j する エキスパ ート 逮によ る御報告は

共 に現代社合計成る〉重要トピックスのーとし

て貴重な資料7こるを疑はねo )l.. s寺報欄に於げ る

i  rJ 本の防空 」、「都市空襲の資倒」、或は又 「銭

骨の経溌的則U'i J 等の海外記事 i:t ｾ、づ ｨ ｬ，時機

五片手全7二=ユ ーユ でみる。

女最後に新名民 による ク時局と技術者ク及び竹

内女彬民のク戦時経法奇怪伽'J 't '1' 心として少は L、

づれも時局ものとして我々の一誠に興する興財と

める論述でゐる。

Ｊ 以上のｾｦＱ < 政期以上の玉竿を集め得1: の11、

いづれも i侍周重大の折 りから 、執筆者諸大家が

『 建築と社合 』の持つ 社合的使命の 重大さを ￭ｾｐ 認

識下さって、御多忙のところ玉ヰ封切つれもの

と信じ頗る 意を強 うしてゐる次第である。倫ほ

本放は中野l順次郎氏協力による編斡でめる事を

お断り致しま す。( 勉弁記〉
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